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位
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２
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b　
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－
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―
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較
的

後
期

後
葉

の
土

器
が

集
中

す
る
範
囲

の
標

高
3.0

7ｍ
で
出

土
した

。
底

部
は

中
央

が
な
だ
らか

に
窪

む
。下

位
に
横
走

沈
線

一
条

、そ
の
上

に
クラ

ン
ク状

沈
線

文
が

連
続

す
る
。

5
Ⅳ
－

5
―

34
Ⅳ
a

トリ
サ
キ
式

1
Ⅲ

深
鉢

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
無

◎
ｄ2

Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
無

文
地

に
2本

組
沈

線
で
渦
文

が
施

され
る
。

6
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

72
34

Ⅳ
a

トリ
サ
キ
式

7
Ⅲ

深
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.8

4
LR

○
○

崖
下
d9

4Ⅲ
層

の
標

高
3.2

m前
後

か
ら掲

載
片

が
ま
とま

って
出
土

した
。

口
唇
は

平
らで

、口
縁
部

の
突

起
に
並
行

す
る
2本

組
沈
線

で
山

形
文

を施
す
。胴

部
の

地
紋

は
縦

位
に
施

文
す
る。

7
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

72
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
55

Ⅲ
注

口
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

6.0
12

.4
―

0.4
LR

○
○

崖
下
の

低
地

化
しな

か
った

エ
リア

の
ｄ9

3Ⅲ
層

の
標

高
3.1

0ｍ
か
ら完

品
で
出

土
した

。頸
部

か
ら上

は
排

土
よ
り回

収
して

い
る
。

底
部
と注

口
部

以
外

は
ほ

ぼ
完

品
、充

填
縄

文
に
より

、胴
部
に
クラ

ン
ク状

文
が
施

され
る
。

8
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

84
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
23

Ⅲ
・Ⅲ

-3
注

口
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

5.5
12

.7
―

0.5
RL

◎
○

○
d9

9Ⅲ
層

の
標

高
3.0

m前
後

で
ま
とま

って
出

土
、口

縁
部

の
一

部
は
ｅ9

9Ⅲ
-3

層
で
出
土

して
い
る。

口
縁
部

か
ら胴

上
部

に
か

け
、沈

線
で
文
様

を
区
画

し縄
文

を充
填
後

、貼
瘤

文
を
施
す
。底

部
は
剥

離
して

い
る
。　

9
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

84
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
45

Ⅲ
注

口
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

6.2
14

.3
2.9

0.4
RL

○
○

○
d9

9Ⅲ
層

の
標

高
3.1

5m
前
後

で
一

括
出

土
、付

近
は
後

期
後

葉
の
破
片

が
集

中
分

布
す
る。

クラ
ンク

状
文
を
施
す
。底

部
は
丸

く窪
み

、器
面

に
貼
り瘤

は
無
い
。注

口
部

に
貼
り瘤

が
あ
る
が
、別

個
体
の

もの
で
あ
った

可
能
性

が
あ
る
。

10
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

84
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
29

Ⅱ
・Ⅲ

注
口

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
13

.1
2.4

0.5
無

○
○

d9
9Ⅲ

層
で
口

縁
部

が
海

抜
3.2

m付
近
、胴

部
が

海
抜

3.1
5m

付
近
で
、比

較
的

ま
とま

って
出

土
。

注
口
・口

縁
部

を欠
く。

口
縁

付
近

に
穿

孔
の

あ
とが

見
られ

、香
炉
状

な
ど
の
形

状
の

口
縁

で
あ
った

とみ
られ

る。
文

様
は

2
条

の
沈

線
で
入

組
文

様
な
ど
を区

画
し、

沈
線

間
に
刻
を
施
す
。

11
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

85
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
2

Ⅱ
壺
・注

口
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

5.0
―

―
0.4

7
LR

○
○

斜
面
下

位
の

ｄ1
Ⅱ

層
標

高
3.8

5m
前
後

で
出

土
した

。
口

唇
は

平
らで

、口
縁
に
4か

所
の
貫

通
孔

の
あ
る貼

瘤
が

付
され

る
。文

様
は
沈

線
で
長
円

形
や

帯
状

に
区
画

し、
縄
文

を充
填

す
る
。、

長
円

形
文

様
の

両
端

に
は

三
日
月

形
の

貼
瘤

が
付

く。

12
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

85
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
42

Ⅲ
注

口
胴

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

15
.6

4.2
0.4

0.5
無

○
○

低
地
付

近
の

e０
Ⅲ

層
の

標
高

3.0
～
2.9

m間
で
ま
とま

って
出
土

した
。

口
縁
・注

口
部

を欠
く。

底
部

は
僅

か
に
窪
ま
せ
る
。無

文
の
器

面
に
3～

4条
の
沈

線
を
施
し、

沈
線
間

の
隆

帯
を
刻

み
、そ

の
上

に
多

数
の

貼
瘤

を
施
す
。頸

部
に
格

子
目

状
の

文
様

も施
され

る。

13
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

85
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
68

Ⅱ
・Ⅲ

注
口

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

11
.9

25
.3

7.4
0.6

RL
○

○
口

縁
部

片
が

ｄ0
Ⅲ

層
の

3.3
9～

3.2
5ｍ

、胴
部
片

が
1ｍ

ほ
ど
離

れ
た
e0

Ⅲ
層

の
標

高
3.0

7～
3.0

0m
で
ま
とま

って
出
土

した
。

注
口
部

を欠
く8

割
の

破
片

が
残

る。
口

唇
は

切
だ
し状

で
、擦

り消
し技

法
に
よ
る
クラ

ン
ク状

文
を
施

す
。胴

部
の

貼
瘤

文
は

2
個

1対
で
、口

縁
部
や

頸
部

の
貼

瘤
文

は
単

体
で
あ
る。

14
Ⅳ
－

5
Ⅳ
－

85
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
42

Ⅲ
注

口
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

15
.9

16
.7

3.6
0.6

RL
○

○
ｄ0

Ⅲ
層

の
標

高
3.3

5m
前
後

で
ま
とま

って
出
土

した
。

注
口
部

と6
割
の

破
片

を欠
く。

胴
部

、頸
部

、口
縁
部

に
3条

の
沈

線
で
帯
状

に
区

画
し、

縄
文

を充
填
した

の
ち
貼
瘤

文
を
付

す
。口

縁
部
は

ヘ
ラに

よ
る細

か
い
刻

み
を
施
す
。

15
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

85
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
11

Ⅲ
・Ⅲ

-2
注

口
注

口
～

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.6
RL

○
○

破
片
は

ｄ1
層

～
e1

Ⅲ
-2

層
に
散
布

、点
取

り片
は
標

高
4.0

～
3.4

m間
に
分

布
して

出
土

。
充

填
縄

文
に
よ
る蛇

行
文

が
付

され
、さ

らに
貼

瘤
を
施
す
。擦

り消
し部

に
も2

条
1組

の
沈
線

文
様

が
付

け
られ

る
。

16
Ⅳ
－

6
―

9
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
8

Ⅰ
・Ⅱ

（注
口
）

口
―

―
―

―
―

―
―

―
10

.0
―

―
0.4

無
○

○
e9

7Ⅰ
・Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
3条

の
横

走
沈

線
間

に
細

か
い
刻

み
を
加
え
、さ

らに
大

小
の

貼
瘤

を付
す
。4

単
位

の
突

起
下

に
は
三

日
月

状
の

貼
り付

け
が

付
され

る
。

17
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
9

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
5

Ⅱ
注

口
注
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

無
○

○
注

口
片

が
e9

7Ⅱ
層

の
標

高
3.0

8ｍ
か

ら出
土

した
。

3条
の
横

走
沈

線
間

に
細

か
い
刻

み
を
加
え
、さ

らに
大

小
の

貼
瘤

を付
す
。1

6と
同
一

個
体

とみ
られ

る。

18
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
29

Ⅱ
注

口
底

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
11

.8
5.5

0.6
RL

○
○

ｄ9
7斜

面
Ⅱ

層
の

標
高

4.2
7～

3.7
5m

で
比

較
的

ま
とま

って
出

土
した

。
底

部
か

ら肩
部

下
ま
で
残

り、
注
口

部
も欠

く。
胴
下

部
は

無
文

で
、弧

線
連
結

文
に
充
填

縄
文

・貼
瘤
文

が
施

され
る
。

19
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅲ
注

口
底

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
11

.5
2.0

0.7
無

◎
○

d9
9Ⅲ

層
の
標

高
2.9

5ｍ
で
、掲

載
番

号
9、

32
とと

もに
出

土
した

。
底

部
は

丸
い
底

をわ
ず
か
に
窪

ま
せ
、胴

部
は

ヘ
ラで

磨
か
れ

注
口

の
付

着
痕

が
に
られ

る
。肩

部
の
境

に
帯
状

に
縄

文
と貼

瘤
文
が

施
され

る。

20
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

83
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
17

Ⅱ
壺
・注

口
底

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
8.6

―
0.5

LR
○

○
晩

期
後

葉
の

破
片

集
範

囲
外

の
c9

5Ⅱ
層

の
標

高
6.0

0～
5.9

2ｍ
と標

高
5.1

0ｍ
で
出
土

した
。　

底
部
は

わ
ず
か

に
平

らで
、胴

部
に
は
沈
線

で
区
画

され
た
充

填
縄

文
帯

が
2条

め
ぐる

。一
部

破
片

が
無

い
が
、壺

形
だ
った

とみ
られ

る
。

21
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
5

Ⅱ
注

口
口

―
―

―
―

―
―

―
―

6.7
5.2

―
0.5

RL
○

◎
d9

9Ⅱ
層

の
標

高
3.2

7～
3.0

9m
で
出
土

した
。

口
唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、口
縁

部
に
縄
文

が
施

され
る
。

22
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
3

Ⅱ
･Ⅲ

注
口

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
RL

◎
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.2
7ｍ

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

平
らに

調
整
され

、口
縁

部
に
縄
文

が
施

され
る
。

23
Ⅳ
－

6
―

34
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
3

Ⅲ
注

口
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
◎

○
ｄ9

5の
Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、口
縁

下
部

に
縄

文
帯

が
施

され
る
。

24
Ⅳ
－

6
―

34
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅱ
注

口
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

羽
状

○
○

○
ｄ9

6Ⅱ
層
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、口
縁

部
に
縄
文

が
施

され
る
。

25
Ⅳ
－

6
―

34
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅲ
注

口
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

RL
○

○
e9

7Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、口
縁

部
に
縄
文

と横
走

沈
線

が
付

され
る
。

26
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅲ
注

口
頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
・L

R
◎

○
ｄ9

9Ⅲ
層
の

標
高

2.7
0ｍ

か
ら出

土
した

。
頸

部
の

上
下

に
帯

状
に
縄

文
が

充
填

され
、中

央
の

無
文

帯
に
貼
瘤

が
付

され
る
。

27
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅲ
注

口
頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
◎

○
e9

8・
99

境
Ⅲ

層
の

標
高

2.9
5ｍ

か
ら出

土
した

。
頸

部
の

上
下

に
帯

状
に
縄

文
が

充
填

され
、中

央
の

無
文

帯
と縄

文
帯

に
互
い
違

い
に
貼

瘤
が

付
され

る
。

28
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
3

Ⅱ
･Ⅲ

-3
注

口
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
◎

○
◎

e9
9Ⅲ

層
の
標

高
2.8

0ｍ
か

ら出
土

した
。

胴
下
部

は
磨

か
れ

無
文

、上
部

は
貼

瘤
が

付
され

た
区

画
帯

に
縄

文
が

充
填

され
る
。

29
Ⅳ
－

6
―

34
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅲ
注

口
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
◎

○
ｄ9

9Ⅲ
層
か

ら出
土

した
。

胴
下
部

は
磨

か
れ

無
文

、上
部

は
擦

り消
し縄

文
帯

に
貼

瘤
が

付
され

、文
様

帯
を
形

成
す
る。

30
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅱ
注

口
注
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
◎

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2．

83
ｍ
か

ら出
土

した
。

貼
瘤
文

を施
した

区
画
帯

に
縄

文
が

充
填

され
る
。

31
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

83
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅲ
注

口
注
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

4.9
7ｍ

か
ら出

土
した

。
注

口
下

部
に
貼
瘤

文
を
施

し、
細
い
沈

線
で
施

文
され

た
の

ちに
縄
文

が
充

填
され

る。

32
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
23

Ⅲ
･Ⅲ

-3
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

17
.3

19
.7

4.8
0.5

LR
○

◎
胴

下
部

は
ｄ9

9Ⅲ
層
の

地
す
べ
り層

下
海
抜

31
0㎝

前
後
で
ま
とま

って
出
土

。口
縁

部
は

さら
に
海
寄

りの
低
い
包

含
層

か
ら

出
土

地
文
は

羽
状

で
頸
部

と口
縁

部
下

位
に
5条

の
平
行

沈
線

、口
縁

部
に
は
、3

条
の
併

口
沈

線
文

が
ほ

ど
こさ

れ
る
。

33
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

85
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
35

Ⅲ
･Ⅲ

-3
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

21
.2

21
.7

4.0
0.6

LR
○

◎
胴

下
部

は
低

地
の

e0
Ⅲ

-3
層

海
抜

27
0㎝

前
後

で
ま
とま

って
出
土

。口
縁

部
は
主
に
e9
9の

上
層

で
少

量
出

土
口

唇
は

切
出

し状
で
、胴

下
部

は
無

文
、上

部
は

地
文

の
み

が
施

され
る
。口

縁
部

に
は
擦
り消

しに
よ
りク

ラン
ク状

文
が

施
文

され
る
。

34
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

85
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
25

Ⅱ
深

鉢
頸

部
～

底
―

―
―

―
―

―
―

―
―

9.5
5.6

0.6
無

○
○

ｄ1
Ⅱ
層

の
海

抜
34

5㎝
前
後

で
ま
とま

って
出
土

。口
縁
部

は
見
つ
か
って

い
な
い
。

無
文
地

に
3条

1組
の
沈

線
で
弧

線
文

、頸
部

付
近

に
は

山
形

文
を
施

文
し、

文
様
の
節
目

に
貼

瘤
文

を
4か

所
施

す
。

35
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

85
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
24

Ⅲ
-3

鉢
口

～
底

部
―

―
―

―
―

―
―

―
20

.2
11

.4
5.6

0.4
LR

○
◎

底
部
か

ら口
縁

の
4分

の
1が

低
地
の

e9
9Ⅲ

-3
層

海
抜

27
0㎝

前
後
か

ら出
土

器
壁
は

薄
く、

口
唇
は

外
に
張
り出

す
調

整
。口

縁
部

、頸
部

、胴
部

に
帯
状

に
地

文
を
残
し、

口
縁

部
下

位
に
3条

1組
の

沈
線

で
クラ

ン
ク状

文
を施

す
。

36
Ⅳ
－

6
―

34
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
11

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
○

○
ｄ9

3Ⅲ
層
か

ら出
土

した
。

沈
線
で
区

画
した

クラ
ンク

状
文
や

帯
状

の
区

画
帯

に
充

填
縄

文
を
施
文

した
の
ち
に
貼

瘤
文

を施
す
。

37
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
8

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
◎

○
e0

杭
と付

近
の

ｄ9
9Ⅱ

層
の
標

高
32

0㎝
前

後
か

ら出
土

沈
線
で
区

画
した

クラ
ンク

状
文
や

帯
状

の
区

画
帯

に
充

填
縄

文
を
施
文

した
の
ち
に
貼

瘤
文

を施
す
。口

縁
部

に
は

貼
瘤

に
よ
る
突
起

が
付

され
る
。

38
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
3

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
ｄ9

9Ⅲ
層
の

海
抜

32
5㎝

前
後

か
ら出

土
沈

線
で
区

画
した

連
弧
文

や
帯

状
の

区
画

帯
に
充

填
縄

文
を
施
す
。

39
Ⅳ
－

6
Ⅳ
－

84
34

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
2

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

羽
状

○
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.1
1m

で
出

土
した

破
片
に
ｄ9

6Ⅲ
層
出

土
の

破
片

が
接

合
した

。
口

縁
部

と頸
部

に
帯
状

に
羽

状
縄

文
帯

を残
す
。口

唇
は

切
出

し状
。

40
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
9

Ⅲ
-3

深
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
・L

R
○

◎
e0

Ⅲ
-3

層
の

海
抜

27
0㎝

前
後

か
ら出

土
沈

線
で
区

画
した

曲
線
文

や
帯

状
の

区
画

帯
に
羽
状
の

充
填

縄
文

を施
し、

口
縁

部
に
は
貼

瘤
文

を
付
す
。

41
Ⅳ
－

7
―

35
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
1

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

羽
状

◎
○

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

切
出

し状
。羽

状
の

地
紋

に
沈
線

で
文

様
が

施
され

る
。突

起
部
に
貼
瘤

文
が

付
され

る
。

42
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

84
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
3

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
羽

状
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

2.8
3m

で
出

土
した

。
口

唇
は

肥
厚

し切
出

し状
。羽

状
の
地

紋
を
施
した

口
縁
部

を
沈
線

で
区

画
し、

縦
長

と円
形

の
貼

瘤
文

を交
互
に
付
す
。突

起
に
は
貼

瘤
文

が
2個

付
され

る。

43
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

83
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
10

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

20
.9

―
―

0.6
LR

○
○

○
ｃ9

5地
す
べ

り層
下
の

Ⅲ
層

の
標

高
5.2

1ｍ
出
土

の
破

片
に
、ｄ

95
Ⅱ
・Ⅲ

層
出

土
の

破
片

7点
が
接

合
。

口
唇
は

切
出

し状
で
、口

縁
部

に
内

側
か

らの
突

瘤
文

が
付

され
る
。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

2
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

44
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

83
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
10

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

無
○

◎
ｃ9

5か
ら小

片
2点

、ｄ
96

の
地

す
べ

り層
下
Ⅲ

層
の

標
高

3.4
5～

3.3
8ｍ

で
主

な
破
片

が
出

土
した

。 
口

唇
は

切
出

し状
で
、口

縁
部

に
内

側
か

らの
突

瘤
文

が
付

され
る
無

文
の

破
片

。

45
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
2

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
RL

○
◎

ｄ1
Ⅱ
層

の
標

高
3.1

6m
で
出

土
した

破
片

とｄ
99

Ⅲ
層

出
土

の
破

片
が

接
合

した
もの

。
口

唇
は

肥
厚

し切
出

し状
で
、口

縁
部

に
内

側
か

らの
突

瘤
文

が
付

され
、瘤

は
指
で
つ
ま
ま
れ
る
。

46
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
14

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

羽
状

○
◎

遺
物
が

少
な
い
e1

Ⅲ
層

の
標

高
2.9

5m
付
近

で
出
土

した
。

口
唇
は

肥
厚

し、
口
唇

は
山

形
に
調

整
され

る。
口

縁
部

に
内
側

か
らの

突
瘤

文
が

付
され

、胴
部

に
は

箆
で
文

様
を
区
画

し
羽

状
縄

文
が

充
填

れ
る
。

47
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

84
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
7

Ⅰ
・Ⅱ

・Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.4
1ｍ

と2
.97

m出
土

の
破

片
に
、同

グ
リッ

ドと
e9
8Ⅲ

層
出
土

の
破

片
が

接
合

した
。

口
唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、胴
部

に
は

箆
に
で
クラ

ン
ク状

文
や
弧

線
文

が
区

画
され

、縄
文

が
充

填
れ

る。

48
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
4

Ⅲ
-3

深
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

無
◎

○
e0

Ⅲ
-3

層
の

標
高

2.8
1m

で
出

土
した

。　
口

唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、内
外

面
とも

箆
で
磨
か

れ
る
。

49
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

84
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
4

Ⅲ
-3

深
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

羽
状

○
◎

e9
9Ⅲ

-3
層
、標

高
2.7

8m
で
出
土

した
。

口
唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、地
文

は
羽

状
に
縄
文

が
施

され
、口

縁
部
に
並
行

して
1条

の
沈

線
を
付
す
。

50
Ⅳ
－

7
―

35
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
10

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

無
◎

○
段

丘
上

の
ｂ9

9Ⅱ
層
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、内

外
面
とも

箆
で
磨

か
れ

る
。

51
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

84
35

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
13

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

羽
状

○
◎

e9
7Ⅱ

層
の
標

高
2.9

1m
で
出

土
した

破
片

に
同

グ
リッ

ド出
土

の
破

片
が

接
合

した
。

口
唇
は

切
出

し状
に
調

整
され

、器
面

に
羽

状
縄

文
が

施
され

る
。

52
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

83
36

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
22

Ⅲ
深

鉢
底

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.7
0.5

羽
状

○
◎

地
す
べ

りと
み

られ
る
Ⅳ
層

の
堆

積
下

の
ｄ9

5Ⅲ
層
で
ま
とま

って
検
出

した
。標

高
4.0

～
3.9

mの
範
囲

。
底

は
わ

ず
か
に
円
く窪

ま
せ

、器
面

に
羽

状
縄

文
が

施
され

る
。

53
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
36

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
21

Ⅲ
-3

深
鉢

底
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.3
0.4

RL
○

◎
○

e0
Ⅲ
-3

層
の

標
高

2.6
4m

前
後
で
潰

れ
た
状

況
で
一

括
出

土
。

底
は
平

らに
調

整
され

底
部
付

近
は

無
文

、上
部

に
は

平
行

沈
線

で
区
画

され
、羽

状
縄

文
の

充
填

と貼
瘤

文
が

み
られ

る。

54
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
36

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
3

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

L
○

◎
d0

Ⅱ
の

標
高

3.0
2ｍ

で
出
土

した
。

口
唇
は

切
出

し状
で
、器

面
に
斜
行

縄
文

、口
縁
部

に
3条

の
沈
線

が
施

され
る
。

55
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

84
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
25

Ⅲ
・Ⅲ

-2
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

12
.5

13
.7

6.2
0.6

無
◎

○
d9

9Ⅲ
層

で
、口

縁
部

と底
部

片
に
分

か
れ

て
出

土
。標

高
は

口
縁

部
が
3.0

5m
、底

部
が
2.8

5m
前
後

。
口

唇
は

平
らに

調
整

、内
外
面

とも
箆
で
磨
か

れ
無

文
で
あ
る。

56
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
10

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
17

Ⅲ
鉢

ほ
ぼ
完

品
―

―
―

―
―

―
―

―
16

.0
8.3

6.6
0.5

無
◎

○
ｄ0

Ⅲ
層

の
標

高
3.3

0m
前
後

で
ま
とま

って
出
土

。
口

唇
は

ま
る
く調

整
され

る
無
文

の
鉢

で
、外

面
の
調

整
は

荒
く凹

凸
が

あ
る
。

57
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

84
36

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
8

Ⅲ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

22
.4

―
―

0.5
RL

○
◎

ｄ9
9・

e0
Ⅲ
層

か
ら出

土
、出

土
点

計
測

で
きた

の
は
2片

で
標

高
3.1

5m
付

近
で
出
土

。
口

唇
は

切
出

し状
、器

面
に
斜

行
縄

文
が

施
され

、底
部

付
近

は
無

文
で
あ
る。

58
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

85
36

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ0

Ⅲ
層

の
標

高
3.3

2ｍ
出

土
の

破
片

と、
e1

Ⅲ
層

の
標

高
3.0

5m
出
土

の
破

片
が

接
合

。
口

唇
は

肥
厚

し、
切
出

し状
で
、箆

で
刻
ん
だ
粘
土

粒
の

突
起

が
貼

付
され

る。
口
縁

部
に
は
2条

の
沈
線

と、
下

位
に
多
重

の
三

角
形

の
文

様
が

付
され

る。

59
Ⅳ
－

7
Ⅳ
－

83
36

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
4

Ⅲ
台

付
台
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

10
.4

0.7
LR

○
◎

ｄ9
6Ⅲ

層
の

標
高

3.5
0m

前
後
で
出

土
した

。
高

台
縁

は
約

14
㎜

の
厚

さで
肥
厚

し、
切
出

し状
に
調

整
され

る。
器

壁
は

上
部

に
向
か

うほ
ど
薄
くな

る。

60
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
11

Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
43

Ⅲ
・Ⅲ

‐2
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

26
.8

13
.0

7.0
0.5

無
○

○
赤
彩

ｄ9
8・

ｄ9
9・

e9
9Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。破

片
は
ｄ9

8・
ｄ9

9の
境
、標

高
3.3

～
3.1

mと
e0
の

杭
周

辺
の

標
高

2.9
mの

2ヵ
所
に
分

布
。

底
部
と口

縁
の

3割
を
欠
く精

製
土

器
で
、頸

部
に
羊
歯

状
文

、胴
部

に
は

横
位
に
連
結

す
る
入
り組

み
文
が

施
され

る
。文

様
に
は
赤

色
顔

料
が

付
着

して
お
り、

赤
彩

土
器

だ
った

とみ
られ

る
。

61
Ⅳ
－

8
―

36
Ⅴ
b

大
洞
ＢＣ

式
1

Ⅱ
壺

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

○
赤
彩

段
丘
上

の
a５

Ⅱ
層

か
ら出

土
。

小
型
の

壺
の

口
縁

部
片

。

62
Ⅳ
－

8
Ｐ－

24
1

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
14

墓
坑
埋

土
壺

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

無
○

○
段

丘
上

の
晩

期
前

葉
の

墓
坑

Ｐ2
41
の

埋
土

か
ら出

土
した

小
片

が
接

合
した

もの
。

精
製
土

器
とみ

られ
、頸

部
に
4条

の
横
走

沈
線

が
施

され
、胴

部
に
は

三
叉

文
が

み
られ

る。

63
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

80
11

Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
39

Ⅲ
壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
19

.9
6.0

0.4
無

○
黒
漆

トレ
ン
チ
調

査
の

際
に
破
片

多
数

が
出

土
した

。ｄ
96

・9
7Ⅲ

層
の
標

高
2.9

5～
2.6

5m
で
胴

部
片

が
、頸

部
は

や
や
は
な
れ
た
標

高
2.6

6ｍ
で
出
土

した
。

底
部
の

一
部

に
黒

漆
の

塗
布

が
残

る
。内

面
の
漆

付
着

が
著

しい
こと

か
ら漆

容
器

とみ
られ

る
。口

縁
部
を
欠
き、

頸
部
に
４

ヵ所
の
Ｂ状

突
起
、胴

上
部

に
は

雲
形

文
が

付
され

る
。

64
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

80
11

Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
10

2
Ⅲ

壺
頸

部
～

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

○
赤
彩

ｄ9
6Ⅲ

層
よ
り現

況
の

形
状

を
留
め
、標

高
3.7

9～
3.7

0m
で
出
土

、表
面

剥
離

が
著

しい
た
め
、土

台
の

土
ご
と固

め
て
取
り上

げ
た
。

口
縁
部

、底
部

を
欠
く。

胴
部
に
は
入

組
文
系
の

文
様

が
付

され
、文

様
部
分

に
は

赤
色

顔
料

が
残

る。

65
Ⅳ
－

8
―

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
1

Ⅲ
壺

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

無
○

黒
漆

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
頸

部
と胴

部
の

境
は

2条
の
隆
線

に
より

分
け
られ

、胴
部

に
は

雲
形

文
様

が
施

され
る
。

66
Ⅳ
－

8
―

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
1

Ⅱ
壺

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.3

LR
○

赤
彩

段
丘
上

ｂ3
の
試
掘

で
出

土
した

破
片

。発
掘

調
査

で
も同

一
個

体
片

が
付

近
か

ら出
土

して
い
るが

、最
大
の

破
片

を掲
載
し

た
。

頸
部
に
は
、斜

行
縄
文

を擦
り消

した
雲

形
文

が
施

され
る
。

67
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

80
36

Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
2

Ⅲ
壺

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.3

無
○

ｄ9
6Ⅲ

層
標

高
2.9

4m
で
出
土

。
頸

部
と胴

部
、口

縁
部

の
境

は
隆

線
に
より

分
け
られ

、頸
部

に
は

入
組

文
系

の
文

様
が

施
され

る。

68
Ⅳ
－

8
―

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
2

Ⅲ
壺

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

○
赤
彩

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

内
面
は

横
磨

き、
胴
部

に
は

雲
形

文
が

施
され

る
。文

様
の
窪

み
に
は
赤

色
顔

料
が

付
着

す
る
。

69
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
36

Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
2

Ⅱ
･Ⅲ

壺
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

無
○

赤
彩

ｄ9
7Ⅱ

層
とⅢ

層
標

高
3.1

m出
土
の

破
片

が
接

合
。

内
面
は

斜
め
に
磨
か

れ
、胴

部
に
は

雲
形

文
が

施
され

る。
文

様
の

窪
み

に
は

赤
色
顔

料
が

付
着

す
る。

70
Ⅳ
－

8
―

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
1

Ⅲ
壺

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

○
赤
彩

ｄ9
6Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

内
面
は

横
磨

き、
胴
部

表
面

は
摩

耗
して

い
る
が
、雲

形
文

が
施

され
、文

様
の
窪

み
に
は
赤

色
顔

料
が

残
る
。

71
Ⅳ
－

8
―

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
3

Ⅲ
壺

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

○
○

赤
彩

ｄ9
6Ⅲ

層
出

土
の

破
片

3点
が

接
合

。
内

外
面

とも
磨
か

れ
、胴

上
部

に
雲
形

文
が

施
され

る。
文

様
の

窪
み

に
は

赤
色
顔

料
が

残
る
。

72
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
36

Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
1

Ⅲ
壺

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

○
◎

黒
漆

ｄ9
7Ⅲ

層
標

高
2.8

m付
近
で
出
土

。
内

外
面

とも
摩
耗

が
激

しい
が

、器
面

に
は

雲
形

文
が

み
られ

る。
文
様

の
窪

み
に
は
黒

色
顔

料
の

痕
跡
が
残

る。

73
Ⅳ
－

8
―

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
1

Ⅱ
壺

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

無
○

赤
彩

段
丘
上

の
a5
Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

3条
の
沈

線
上

に
雲

形
文

が
み

られ
る
。文

様
の
窪

み
に
は

赤
色

顔
料

が
残

る。

74
Ⅳ
－

8
Ⅲ

－
5

36
Ⅴ
a

大
洞
ＢＣ

式
3

墓
坑
埋

土
壺
・鉢

？
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

無
○

赤
彩

段
丘
上

の
晩

期
前

葉
の

墓
坑

Ｐ-
24
6の

検
出

面
上

、標
高

10
.43

mの
砂
利

層
か

ら出
土

した
。

器
面
に
は
赤

色
顔

料
が

塗
布

され
、雲

形
文
が

施
文

され
る
。内

面
は
丁

寧
に
磨

か
れ

る。

75
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

72
11

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅱ
壺

頸
部
～

底
―

―
―

―
―

―
―

―
―

9.6
6.3

0.5
無

○
○

◎
段

丘
上

ｂ3
Ⅱ

層
の

標
高

10
.98

mよ
り倒

立
した

状
態
で
出

土
、内

部
に
は
土

の
流

入
は

無
か

った
。

底
部
の

縁
は

や
や

高
ま
る。

無
文
の

壺
で
口

縁
部

を以
外
は

完
品

、頸
部

に
は
爪
な
ど
に
よる

刻
み
が

み
られ

る。

76
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

72
11

Ⅴ
a

上
ノ国

式
24

Ⅱ
壺

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

8.1
12

.7
6.2

0.5
RL

○
◎

○
段

丘
上

a4
Ⅱ
層

の
標

高
10

.93
mよ

り口
縁

部
を
上
に
や
や

潰
れ
た
状

況
で
出
土

した
。

口
縁
部

以
外

は
ひ
ぼ
完

品
とみ

られ
た
が

、細
か
い
破

片
が

未
接

合
。底

部
は

上
げ
底

気
味

で
、器

面
に
縦

に
縄

文
を
施
文

す
る
。

77
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
11

Ⅴ
a

上
ノ国

式
40

Ⅲ
壺

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

7.5
15

.7
8

0.6
LR

○
◎

○
ｄ9

7・
ｄ9

8境
の
Ⅲ

層
標

高
2.9

4～
2.7

8m
で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

縁
部

以
外

は
ほ

ぼ
完

品
で
あ
る。

底
部
は

上
げ
底

気
味

で
、器

面
に
縄

文
を
施
す
。口

縁
部
に
沈
線

2条
が

確
認
で
きる

。

78
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
11

Ⅴ
a

上
ノ国

式
10

Ⅲ
壺

頸
部
～

底
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
4

0.4
無

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
か

らす
べ

て
の

破
片

は
出

土
して

お
り、

記
録
の

あ
る
破
片

は
標

高
3.2

9～
3.1

5m
で
出

土
して

い
る
。

口
縁
部

を欠
く。

底
部
は

上
げ
底
で
、胴

部
に
は
2条

の
沈

線
で
格
子

目
状

に
区
画

した
な
か
に
渦
巻

文
と同

工
具

に
よ
る
刺
突

文
を施

す
。頸

部
・底

部
の

境
に
は
横

走
沈

線
を
め
ぐら

す
。

79
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

82
11

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅱ
壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

4.5
―

―
0.4

LR
○

◎
ｄ0

Ⅱ
層

か
ら出

土
。記

録
の

あ
る
破
片

は
標

高
3.6

5m
で
出
土

して
い
る。

頸
部
に
1条

の
沈
線

をめ
ぐら

せ
、無

文
の

口
縁

部
に
は
棒

状
工

具
に
よ
る刺

突
列

が
口

縁
部

と頸
部

付
近

に
施

文
され

る
。

80
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
11

Ⅴ
a

上
ノ国

式
42

Ⅲ
壺

頸
部
～

底
―

―
―

―
―

―
―

―
―

25
.5

7.2
0.6

RL
○

◎
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.8
0～

2.7
1m

で
ま
とま

って
出
土

した
。

口
縁
部

を欠
く長

胴
の
壺

。底
部
は

上
げ
底
で
、器

面
に
斜
行

縄
文

が
施

され
る
。

81
Ⅳ
－

8
Ⅲ

－
７

12
Ⅴ
a

上
ノ国

式
64

Ⅱ
壺

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

10
.5

26
.4

8.1
0.6

RL
○

◎
○

Ｐ2
44

検
出

面
か

ら落
ち
込

む
Ⅱ

層
中

に
、礫

とと
もに

一
括
出

土
した

。出
土
した

標
高

は
10

.89
～
9.6

8m
の
範

囲
。

破
片
は

被
熱

し、
細
か

く割
れ
、残

片
を
合
わ

せ
る
と1

62
片

出
土

して
い
る。

上
げ
底
で
口
縁

部
は

無
文

、胴
部
に
は
斜

行
縄

文
が
施

され
る
。

82
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
36

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

無
○

◎
ｄ9

8Ⅱ
層
の

標
高

3.3
08
mよ

り出
土
。

口
唇
は

ヘ
ラで

刻
ま
れ

る
。無

文
の
壺

　時
期
は

晩
期

前
葉

とし
た
が
、晩

期
後

葉
の
可
能

性
が

あ
る
。

83
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
36

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.3

無
◎

○
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.0
53
mよ

り出
土
。

口
唇
は

薄
く調

整
し、

内
面

に
は

横
方

向
の

調
整

が
入

る。

84
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

82
36

Ⅴ
a

上
ノ国

式
17

Ⅱ
壺

頸
部
～

底
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
1片

が
e２

Ⅱ
層
か

ら出
土

して
い
るほ

か
は

ｄ1
Ⅱ

層
ｄの

標
高
3.4

0m
前
後

で
ま
とま

って
出
土

。
一

部
残

る底
部
は

上
げ
底

とみ
られ

る。
器
面

に
は
細
か

い
斜
行

縄
文

が
施

され
る
。

85
Ⅳ
－

8
Ⅳ
－

81
12

Ⅴ
a

上
ノ国

式
23

Ⅲ
壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

10
―

―
0.6

RL
○

◎
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.7
5m

前
後
で
ま
とま

って
出
土

。掲
載

番
号
80
、1

33
と並

ん
で
出

土
して

い
る
。

口
縁
部

は
無

文
で
、器

面
に
縦
に
縄
文

を
施
文

す
る
。

86
Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

82
36

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

無
◎

○
ｄ0

Ⅲ
層

の
標

高
3.2

7m
で
出

土
。

口
唇
は

ヘ
ラで

刻
ま
れ

、粘
土
粒

を貼
付
した

突
起

が
2ヵ

所
あ
る
。無

文
の
土

器
で
口

縁
部

に
2列

の
刺
突

文
が

付
され

る
。
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

3
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

87
Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

82
36

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
壺

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

○
◎

e0
Ⅱ
層

の
標

高
3.0

6m
で
出
土

。
無

文
の

破
片

。口
縁

付
近

に
弧
線

状
の

粘
土

紐
を
貼
り付

け
、そ

の
端

や
中

央
に
粘
土

瘤
を
貼

付
す
る。

隆
帯
の

脇
に
は
沈

線
文

や
刺

突
列

で
文
様

が
付

され
る
。

88
Ⅳ
－

9
―

36
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
ｃ0

Ⅱ
層
出

土
。

口
縁
部

は
無

文
で
、口

唇
は

丸
い
調

整
で
あ
る。

胴
部
に
は

細
か

い
縄
文

が
施

され
る
。

89
Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

82
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅲ
壺

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

◎
○

ｄ0
Ⅲ
層

の
標

高
3.3

1m
で
出

土
。　

　
胴

上
部

は
無

文
地

に
2列

の
羊

歯
状

文
、胴

下
部

は
斜

行
縄

文
が

施
され

る
。

90
Ⅳ
－

9
Ⅲ

－
７

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
37

Ⅱ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

14
.0

10
.5

7.8
0.5

LR
◎

○
Ｐ-

24
5坑

底
面
付

近
の

Ⅱ
層

の
落

ち込
み
標

高
10

.74
m付

近
か
ら一

括
出

土
した

。
底

部
は

上
げ
底

で
、キ

ャリ
パ

ー
形

の
口

縁
部

を持
つ
。口

唇
は

刻
ま
れ
、胴

部
は

斜
行

縄
文

が
施

され
る
。

91
Ⅳ
－

9
Ⅲ
-5

・Ⅲ
-3

12
Ⅴ
a

上
ノ国

式
53

墓
坑
埋

土
浅

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

30
.4

―
―

0.5
RL

○
○

◎
晩

期
前

葉
の

墓
坑

Ｐ-
24
6の

被
葬

者
上

で
、形

状
を保

って
出

土
。口

縁
部
の

2片
は
隣

の
墓

坑
P-

24
3の

坑
底

付
近

か
ら出

土
し接

合
した

。
底

部
を
欠
く。

口
縁

部
に
は
粘

土
粒

を貼
付
した

突
起

が
あ
る。

文
様
は

、口
縁
に
沈
線

で
区
画

した
無
文

帯
に
羊
歯

状
文

を
施

し、
胴

下
部

に
は

斜
行
縄

文
を
付
す
。

92
Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

82
12

Ⅴ
a

上
ノ国

式
34

Ⅱ
・Ⅲ

浅
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

27
.7

―
―

0.5
RL

◎
破

片
は

6グ
リッ

ドに
わ
た
り散

在
、ｄ

0～
ｄ2

、e
0～

e2
の
範

囲
で
破

片
を
確
認

した
。

口
唇
に
は
ハ

の
字

の
刻

み
、口

縁
部
に
は
沈

線
間

に
刻

み
を
施

す
区
画

を上
下
に
、そ

の
間
に
連

続
した

蛇
行
沈

線
を
施

す
。

93
Ⅳ
－

9
Ⅲ
-5

・Ⅲ
-3

12
Ⅴ
a

上
ノ国

式
75

墓
坑
埋

土
浅

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

20
.4

10
9.4

0.4
RL

○
○

○
晩

期
前

葉
の

墓
坑

Ｐ-
24
6の

被
葬

者
足

側
の

覆
土

上
位

で
出

土
。1

0片
が
墓

坑
P-

24
3の

坑
底

か
ら出

土
し接

合
した

。
口

縁
部

に
は

2列
の

ヘ
ラ状

工
具

に
よ
る刺

突
列

と前
後
2ヵ

所
に
貼
付

文
、そ

の
下

位
に
羊
歯

状
文

を施
す
。胴

下
部

は
縦

に
地

文
を
施
文

し、
ヘ
ラに

より
十

字
な
ど
の

窪
帯

を施
す
。

94
Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

80
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
24

Ⅲ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

14
.5

11
.9

6.8
0.5

無
○

◎
○

ｄ9
6Ⅲ

層
の

標
高

2.8
5～

2.7
7m

で
一

括
出

土
。

口
唇
は

平
らで

、粘
土
粒

を貼
付
した

突
起

7が
み
られ

る。
底
部

は
上

げ
底

で
、器

面
は
外

面
が

縦
方

向
、内

面
が

斜
め
方

向
に
磨
か

れ
る
。

95
Ⅳ
－

9
―

13
Ⅴ
a

上
ノ国

式
31

Ⅱ
鉢

口
～
底

部
―

―
―

―
―

―
―

―
15

.4
8

5.8
0.4

RL
○

○
◎

段
丘
上

の
ｂ1

・ｂ
2Ⅱ

層
か
ら出

土
。

口
唇
は

ヘ
ラで

斜
め
外

側
に
刻
み

を施
し、

無
文
の

口
縁

に
3列

の
刺

突
列

、底
部

に
は

沈
線

間
に
刺

突
列

を施
す
。縄

文
は

口
縁
の

文
様

の
次

に
施

文
し、

最
後

に
底

部
周

囲
の

文
様

を付
す
。

96
Ⅳ
－

9
Ⅲ

－
７

13
Ⅴ
a

上
ノ国

式
32

Ⅱ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

13
.8

8.2
7.2

0.4
RL

◎
○

Ｐ2
45

坑
底

面
付

近
の

Ⅱ
層

の
落

ち
込
み

、標
高

10
.78

～
10
.72

mで
一
括

出
土

した
。

口
唇
は

平
らで

、山
形
突

起
が

７ヵ
所

確
認

で
きる

。底
部
は

上
げ
底
で
、口

縁
に
２列

の
半

截
竹

管
の

刺
突

が
施

され
る
。地

文
は
縦

方
向

の
縄

文
が

付
され

る。

97
Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
13

Ⅲ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

14
.2

7.5
4.5

0.4
LR

○
◎

e9
8・
99

Ⅲ
層

の
標

高
2.9

5m
前
後

で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

唇
は

平
らで

、刻
ん
だ
突

起
が

み
られ

る。
口

縁
部

に
は

上
下
2条

の
沈
線

で
区
画

した
間
に
2列

の
半
截

竹
管

の
刺

突
が

施
され

、一
部

沈
線

下
に
も施

され
る
。底

部
は
中

央
を
窪

ま
せ

た
上
げ
底
で
あ
る。

98
Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
15

Ⅲ
浅

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

14
.6

4.8
―

0.5
無

○
◎

○
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.3
5m

前
後
で
比

較
的

ま
とま

って
出

土
した

。
無

文
の

浅
鉢

で
、口

唇
は
丸

く、
底
部

も丸
底

で
あ
る
。底

部
の
作

り出
しが

無
い
こと

か
ら後

期
後
葉

の
土

器
で
あ
る可

能
性

が
あ
る
。

99
Ⅳ
－

9
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
5

Ⅲ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
◎

○
ｄ9

7Ⅲ
層
出

土
口

唇
は

丸
く、

粘
土
粒

に
刻
み

を加
え
た
突
起

が
あ
る。

口
縁

部
の

上
下

に
2条

の
沈
線

に
半
截

竹
管

の
刺

突
を
加
え
た
区

画
を
施
し、

そ
の
間

に
Ｓ字

の
沈
線

文
様

を付
す
。

10
0

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
15

・3
7

Ⅴ
a

上
ノ国

式
9

Ⅲ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

15
.2

―
―

0.4
RL

◎
○

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

2.9
8m

前
後
で
出

土
。

口
唇
は

棒
状

工
具

で
斜
め
に
刻
む
。口

縁
部
の

上
下

に
2条

の
沈

線
と半

截
竹

管
の

刺
突

列
を
加

え
た
区
画

を施
し、

そ
の

間
に
互
い
違
い
の

2条
の
弧

線
間

に
半
截

竹
管

の
刺

突
を
加
え
た
文

様
を
付
す
。

10
1

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

82
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅱ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

16
.5

―
―

0.6
LR

○
◎

○
ｄ1

Ⅱ
層

の
標

高
3.4

5m
前
後

で
出

土
。

口
唇
は

平
らで

、山
形
突

起
7が

み
られ

る
。口

縁
部

に
は

3条
の

沈
線

文
が

付
され

る。

10
2

Ⅳ
－

9
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
6

Ⅱ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

RL
○

○
ｂ0

Ⅱ
層

出
土

口
唇
は

平
らで

ハ
の
字

の
刻

み
が

施
され

る。
口

縁
部

に
2条

の
沈

線
、そ

の
下

に
は

、2
条
の

沈
線

間
に
短
刻

線
を
付
した

区
画

上
下

に
三

叉
文

や
弧

線
の

文
様

を
付
す
。

10
3

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.7
無

○
○

◎
ｄ9

9Ⅱ
層
の

標
高

3.2
4m

で
出

土
。

10
3・
10

4は
同

一
個

体
。口

唇
は

斜
め
に
刻
み

口
縁

に
達

す
る
沈
線

を施
す
。文

様
は

沈
線

の
区

画
内

を棒
状
工

具
に
よる

刺
突

文
で
埋

め
るも

の
。胴

下
部
は

無
文

だ
が
、一

部
縄

文
が

付
され

る
。

10
4

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
鉢

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.7
無

○
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
2.8

9m
で
出

土
。

10
5

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

80
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
11

Ⅲ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

17
6.6

―
0.5

LR
◎

○
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.7
0m

、ｄ
97

Ⅲ
層

の
標

高
2.9

9～
3.4

4m
で
出
土

した
ほ

か
ｂ9

5・
ｃ9

5・
e9

8の
各

区
で
破
片

が
出

土
した

。
底

部
か

ら4
㎝
ほ

ど
の
とこ

ろで
胴
部

は
外

反
し、

口
縁

部
付

近
で
肥
厚

す
る
張
出

しを
挟

み
もと

の
角

度
で
立
ち
上
が

る。
口
唇

と口
縁
部

下
の

肥
厚

帯
は

細
い
工
具

で
刻

ま
れ

、胴
部

に
は

弧
線

内
を
細
か

く刺
突

す
る
文
様

が
施

され
る
。

10
6

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅱ
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
無

◎
ｄ9

7Ⅱ
層
出

土
。

口
唇
は

平
らで

、1
ヵ所

貫
通
孔

が
空

け
られ

る
。口

縁
部

に
斜

め
の
短

刻
線

に
よ
る
刻
み

を施
し、

そ
の

下
位

に
は

上
下

2条
の

沈
線
間

に
クラ

ン
ク状

文
を
施
す
。

10
7

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

RL
◎

○
e9

9Ⅱ
層

の
標

高
2.9

8m
で
出

土
。

口
唇
は

平
らで

、口
縁
部

に
2条

の
沈

線
を
付
した

の
ち
棒
状

工
具

に
よ
る刺

突
列

を
付
す
。胴

部
に
は

斜
行

縄
文

を施
し、

底
部

付
近

は
無

文
で
丸

底
とみ

られ
る
。

10
8

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

82
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
10

Ⅱ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

16
.7

7.4
―

0.4
無

◎
○

◎
ｄ1

Ⅱ
層

の
標

高
3.4

5m
前
後

で
ま
とま

って
出
土

。
無

文
の

鉢
で
、口

唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
に
並
行

す
る
2条

の
沈

線
を
施
す
。底

部
は
丸

底
の

可
能

性
が

あ
る
。

10
9

Ⅳ
－

9
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

○
◎

ｄ2
Ⅲ
層

出
土

。
口

唇
は

棒
状

工
具

で
斜
め
に
刻
む
。文

様
帯
の

上
下

は
沈

線
で
区

画
され

、そ
の

間
に
半
截

竹
管

の
刺

突
列

を付
す
。文

様
は

横
位
に
Ｓ字

文
を
連
続

して
付
し、

そ
れ

に
曲
線

文
を
並
行

させ
た
もの

。

11
0

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
11

Ⅲ
-2

浅
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
◎

e9
9Ⅲ

-2
層
の

標
高

2.8
4m

前
後
で
比
較

的
ま
とま

って
出
土

した
破

片
。

わ
ず
か
に
残
る
口
唇

部
に
は

2ヵ
所

の
突

起
が

あ
り、

器
面
に
は
底

部
縁

周
辺

ま
で
斜
行

縄
文

を施
し、

口
縁
部

に
2条

の
沈

線
が

施
文

され
る
。

11
1

Ⅳ
－

9
Ⅳ
－

82
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
10

Ⅱ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

12
.7

―
―

0.4
無

◎
○

ｄ1
Ⅱ
層

の
標

高
3.4

6m
前
後

で
出

土
。1

08
と並

ん
で
出

土
して

い
る
。

口
唇
は

平
らで

、丸
底
の

無
文

の
鉢

。

11
2

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

72
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
34

Ⅱ
台
付

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

12
.0

9.9
7.6

0.4
無

◎
○

◎
ｂ1

Ⅱ
層

の
標

高
10

.5m
前
後

で
横

倒
しで

つ
ぶ

れ
た
状
態

で
一

括
出

土
。

口
唇
部

は
平

らで
、一

か
所
に
2個

の
突
起

が
あ
る。

器
面
な
で
調
整

で
、台

部
縁
に
1条

の
沈
線

が
め
ぐる

。

11
3

Ⅳ
－

10
―

13
Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅱ
台
付

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

15
.0

6.7
7.6

0.5
無

○
◎

○
e3

Ⅱ
層

出
土

口
唇
部

は
無

く、
口
縁

に
は

ヘ
ラ状

工
具

に
よ
る
刺
突

列
2条

が
付

され
る
。器

面
な
で
調

整
。

11
4

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

81
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
8

Ⅲ
-2

台
付

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

10
.7

7.5
7

0.5
RL

◎
○

○
e9

9Ⅲ
-2

層
、標

高
2.7

7m
前
後

より
台

部
と口

縁
部

の
6割

が
ま
とま

って
出

土
。

口
唇
部

は
平

らで
、実

測
方
向

に
5個

の
突

起
が

あ
る
。口

縁
部
は
薄
く窪

ま
せ

ヘ
ラ状

工
具

に
よる

刺
突

列
が

施
され

る。
台

部
は
2条

の
横

走
沈

線
間

に
連

続
す
るＳ

字
文
を
施
す
。

11
5

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

81
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
20

Ⅲ
台
付

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

14
.3

11
.4

8.8
0.5

LR
○

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
で
台

部
付

近
が

標
高

3.1
0m

前
後
、口

縁
部

が
標

高
2.9

0m
前
後

で
や

や
離
れ

て
出

土
。、

口
唇
は

棒
状

工
具

で
斜
め
に
刻
ま
れ
突
起

は
無

い
。口

縁
部

に
は

沈
線

間
に
刺
突

列
を
施
す
文
様

が
2条

、台
部

縁
に
は
口

縁
部

とは
逆

方
向

か
ら刺

突
列

が
2列

施
され

る。

11
6

Ⅳ
－

10
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
台
付

鉢
口

～
台

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
◎

○
◎

ｄ9
5Ⅲ

層
出

土
。

口
唇
部

は
平

らで
、小

さな
突
起

が
あ
る
。地

文
は
縦

に
縄
文

が
施

され
、2

条
1組

の
沈

線
を
横
走

・蛇
行

させ
る
。台

部
に
は

ヘ
ラ状

工
具
に
よる

刺
突
列

が
付

され
る
。

11
7

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
台
付

鉢
台
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.5
0.6

無
○

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.3
4m

で
出

土
。

無
文
の

台
部

片
で
、台

端
部

は
粘

土
が

折
り返

され
肥
厚

す
る
。

11
8

Ⅳ
－

10
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
台
付

鉢
台
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

10
.0

0.5
無

○
◎

○
d0

Ⅲ
の

標
高

3.3
5m

で
横

倒
しで

出
土
。

台
部
縁

は
全

体
に
破
損

して
お
り、

底
径

は
推

定
。胴

部
に
は
横

方
向

に
縄
文

を施
し、

台
部

は
無

文
で
あ
る。

11
9

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
台
付

鉢
台
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

5.2
0.4

無
○

◎
○

ｄ9
8Ⅲ

の
標

高
3.3

3m
で
出
土

。
無

文
の

台
部

で
、台

部
中
央

に
焼

成
前

に
1対

の
貫

通
孔

が
空

け
られ

る
。

12
0

Ⅳ
－

10
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
台
付

鉢
台
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

無
○

○
◎

石
英

e9
7Ⅲ

層
出
土

。
破

片
縁

に
貫

通
孔

が
空

け
られ

て
い
た
痕
跡

が
あ
る。

文
様

は
、棒

状
工

具
に
よる

沈
線
と刺

突
列

が
付

され
る
。

12
1

Ⅳ
－

10
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅰ
台
付

鉢
台
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

無
○

◎
石
英

e9
8Ⅰ

層
出
土

。
半

截
竹

管
状

の
工

具
に
よ
る2

条
の

刺
突

列
が

施
され

る
。半

截
竹
管

状
の

工
具

とし
た
が

、刺
突

の
形

状
は

半
円

形
で
は
な
く

、端
部
に
同
じ凹

凸
が
み

られ
る
。植

物
の
茎

な
ど
を利

用
した

もの
とみ

られ
る
。

12
2

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

81
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
14

Ⅲ
・Ⅲ

-2
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

15
.6

14
.5

4.6
0.5

RL
○

◎
底

部
片

が
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.3
4m

前
後
で
、口

縁
部

片
が

　e
98

Ⅲ
－
2層

の
標
高

2.6
1m

で
出

土
。

口
縁
部

と台
部

は
無

文
で
、胴

部
に
は
斜

行
縄

文
が

施
され

る
。口

唇
に
は

間
隔

の
あ
る
刻
み

が
あ
り、

口
縁

部
の

弧
線

文
が

そ
れ

に
合
わ

せ
て
付
され

る
。

12
3

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

81
13

Ⅴ
a

上
ノ国

式
19

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

13
.6

―
―

0.5
LR

○
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.2
5m

前
後
で
出

土
。

口
唇
部

に
突

起
は

10
カ所

程
度
の

突
起

が
あ
るも

の
とみ

られ
る
。口

縁
部
に
は

、ヘ
ラ状

工
具

で
突

起
下

に
2条

の
弧

線
文

を
付

し、
そ
の

後
突

起
間

の
口

縁
に
2条

の
短
刻

線
を
付
し文

様
を
つ
な
ぎ
、さ

らに
同
じヘ

ラで
刺

突
列

を付
す
。

12
4

Ⅳ
－

10
Ⅲ

－
７

14
Ⅴ
a

上
ノ国

式
32

Ⅱ
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

16
.1

17
.5

8.2
0.5

RL
○

◎
○

Ｐ2
45

坑
底

面
付

近
の

Ⅱ
層

の
落

ち
込
み

、標
高

10
.74

～
10
.78

mで
一
括

出
土

した
。

口
唇
に
は
深

い
刻

み
を
多
数

付
し、

小
波
状

とな
る
。器

面
に
は

縦
に
流
れ

る縄
文
を
施
文

し底
部
は

上
げ
底
で
あ
る。

12
5

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

80
14

Ⅴ
a

上
ノ国

式
41

Ⅲ
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

14
.4

16
.7

7.2
0.5

RL
◎

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.0
4～

2.9
2m

の
範

囲
で
比
較

的
ま
とま

って
出
土

した
。

口
唇
は

平
らで

ハ
の
字

の
刻

み
が

施
され

る。
地

文
は

縦
方

向
に
縄

文
を
付
す
。

12
6

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

80
14

Ⅴ
a

上
ノ国

式
13

1
Ⅲ
-2

深
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

29
.5

35
.1

8.1
0.6

LR
○

○
◎

e9
6・
97

境
の

Ⅲ
層

の
標

高
2.6

0～
2.4

7m
の

範
囲

で
一

括
出

土
した

。e
96
側

は
トレ

ンチ
調
査

で
発
見

した
が
、や

や
破
片

が
失

わ
れ

た
。

底
部
は

上
げ
底

で
、口

縁
部

ま
で
地

文
が

施
され

る。
口

唇
は

斜
め
に
深
く刻

ま
れ

、同
工

具
に
より

口
縁
部

に
4条

の
刺

突
列

を
施
す
。水

付
の
包

含
層

で
錆
の

付
着

が
多

く、
破
片

も細
か

い
た
め
残
片

も多
量

に
あ
る
。

12
7

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

82
15

Ⅴ
a

上
ノ国

式
23

Ⅲ
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

18
.2

17
.4

7.0
0.6

LR
○

◎
d0

Ⅲ
層

の
標

高
3.3

2～
3.2

6m
の

範
囲

で
一

括
出

土
した

。
口

縁
片

は
少

な
い
が
、口

唇
部

は
平

らで
、１

個
の
突

起
が

確
認

で
きる

。口
縁
部

に
は

2条
の
刺

突
列

が
施

され
る
。底

部
は

上
げ
底
で
作
られ

た
とみ

られ
る
が
、潰

れ
て
底

部
中

央
も接

地
す
る。

12
8

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

82
15

Ⅴ
a

上
ノ国

式
35

Ⅲ
-2

深
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

19
.6

19
.7

8.0
0.7

LR
○

◎
○

e0
・e
1の

境
の

Ⅲ
層

の
標

高
2.9

7～
2.8

2m
の
範

囲
で
比

較
的

ま
とま

って
出

土
した

。ま
た
1片

だ
け
e9
9Ⅲ

層
か
ら出

土
。

口
唇
は

ヘ
ラで

浅
く小

波
状

の
調

整
が

され
る
。口

縁
部

に
は

同
じヘ

ラで
3条

の
沈

線
を
巡
らせ

、そ
の

間
に
同
工

具
で
刺

突
列

を施
す
。

12
9

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

82
15

Ⅴ
a

上
ノ国

式
22

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

16
.1

―
―

0.5
LR

◎
○

ｄ0
Ⅲ
層

の
標

高
3.2

9～
3.2

4m
の
範

囲
で
一

括
出

土
し、

口
縁
の
１片

が
e0

Ⅱ
層

か
ら出

土
して

い
る
。

頸
部
を
有
す
る深

鉢
で
底

部
を
欠
く。

口
唇
は

斜
め
に
口
縁

ま
で
刻
ま
れ

、5
個

の
刻

み
毎

に
口

縁
部

に
クラ

ンク
状

の
沈

線
文

様
とな

る。
そ
の

下
位
に
は
羊

歯
状

文
が

ほ
ど
こさ

れ
る。

ま
た
、口

縁
部

に
は

1対
の

補
修

孔
が

あ
る
。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

4
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

13
0

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

81
15

Ⅴ
a

上
ノ国

式
21

Ⅲ
-2

深
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

13
.2

13
.0

6.0
0.5

LR
○

◎
○

ｄ9
8Ⅲ

-2
層

の
標

高
2.7

4m
前
後

より
口

縁
部

、e
98

Ⅲ
－
2層

の
標
高

2.6
2m

前
後
よ
り底

部
が
出

土
。

口
縁
は

外
販

し突
起

が
5ヵ

所
確
認

で
きる

。口
縁

部
に
は
に
は

沈
線

間
に
刺
突

列
を
施

す
文
様

が
2条

、胴
部

は
斜

行
縄

文
が

施
され

る
。台

端
部

は
破

損
して

お
り、

器
高

は
厳

密
な
数

値
で
は
な
い
。

13
1

Ⅳ
－

10
Ⅳ
－

80
15

Ⅴ
a

上
ノ国

式
20

Ⅲ
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

11
.2

9.5
5.8

0.5
LR

○
○

○
e9

6Ⅲ
層

の
標

高
2.5

2m
前
後

より
一
括

出
土

。胴
部
の

1片
が
ｄ9

7Ⅲ
層
か

ら出
土

して
い
る。

頸
部
を
有
す
る深

鉢
で
口

唇
は

斜
め
に
刻
ま
れ
る。

口
縁

部
に
は
に
は
沈

線
間

に
刺
突

列
を
施
す
文
様

が
2条

、胴
部
は

斜
行

縄
文
が

施
され

る。

13
2

Ⅳ
－

10
Ⅲ

－
3

15
Ⅴ
a

上
ノ国

式
11

墓
坑
埋

土
深

鉢
胴

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
◎

○
◎

晩
期
前

葉
の

墓
坑

Ｐ2
43
の

被
葬

者
左

脇
付

近
で
、割

れ
て
出

土
。底

部
片

の
み

坑
底

面
中

央
よ
りに

出
土
。

大
型
の

深
鉢

の
台

付
の

底
部

片
で
あ
る。

台
端
部

は
す
べ
て
欠

損
し、

ヘ
ラ状

工
具
に
よ
る刺

突
列
が

巡
る
。地

文
は

縦
方

向
の

縄
文

Yを
付

す
。

13
3

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
11

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

下
―

―
―

―
―

―
―

―
20

.1
―

―
0.7

RL
◎

◎
○

ｄ9
7Ⅲ

ｄ9
7Ⅲ

層
の
標

高
2.8

4～
2.7

1m
の

範
囲

で
ま
とま

って
出
土

した
破

片
。出

土
位

置
は

80
、8

5掲
載

の
2個

の
壺

の
中

間
で
あ
る。

口
唇
は

平
らで

、2
ヵ所

の
刻
み

を加
え
た
突
起

が
あ
る
。地

文
は
斜

行
縄

文
を
付
す
。

13
4

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
38

Ⅴ
c

上
ノ国

式
2

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
○

ｄ9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.2
7・
3.2

3m
で
出
土

した
破
片

。
口

唇
は

尖
り、

口
縁
付

近
は

無
文

の
深

鉢
片

。地
文

や
胎

土
か

ら、
晩
期

後
葉

の
破

片
の

可
能

性
もあ

る
。

13
5

Ⅳ
－

11
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

無
○

○
ｄ9

6Ⅲ
層
か

ら出
土

。
口

唇
は

平
らで

、3
個
連

続
す
る刻

ま
れ

た
突
起

が
あ
る
無
文

の
口

縁
部

片
。

13
6

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

80
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
19

Ⅲ
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

24
.3

23
4.6

0.6
RL

◎
ｄ9

6斜
面
Ⅲ

層
の

標
高

4.1
0m

前
後
で
出

土
した

破
片
で
、底

部
片

の
み
ｄ9

7Ⅲ
層

か
ら出

土
して

い
る
。。

口
唇
は

斜
め
に
刻
ま
れ
胴

部
に
は
斜

行
縄

文
が

施
され

た
の

ちヘ
ラで

磨
か
れ

口
縁

部
付

近
以
外
の

地
文

は
見

え
に
くい

。

13
7

Ⅳ
－

11
―

37
Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
○

◎
ｄ0

斜
面

Ⅲ
層

の
標

高
4.0

0m
前
後

で
出

土
した

破
片

。
口

唇
は

棒
状

工
具

で
刻
ま
れ
る。

13
8

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
37

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

無
○

○
ｄ9

8Ⅱ
層
の

標
高

3.4
2m

で
出

土
した

破
片
。

口
唇
部

は
ヘ
ラで

刻
ま
れ

、口
縁

内
部

に
は

稜
線

が
施

され
る
無

文
の

鉢
。

13
9

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

80
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
◎

○
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.4
0m

で
出

土
した

破
片
。

口
唇
は

ヘ
ラで

浅
く刻

ま
れ
る
。

14
0

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

○
○

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.1
2m

で
出

土
した

破
片
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
肥
厚

す
る
。器

面
は
全

面
斜

行
縄

文
、内

面
に
もL

Rの
縄

文
が

縦
に
1条

施
され

て
い
る
。晩

期
後
葉

の
破
片

で
あ
る
可
能

性
が

あ
る
。

14
1

Ⅳ
－

11
―

38
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

RL
◎

○
ｄ9

6Ⅱ
層
出

土
。

口
縁
は

外
反

し、
2列

の
半
截

竹
管

の
刺

突
列

を付
す
。口

唇
は

平
らに

調
整

され
て
い
る
。

14
2

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

80
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
◎

○
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.1
8m

で
出

土
した

破
片
。

口
唇
に
は
1条

の
沈

線
を
施
し、

口
唇

部
内

側
が

高
く調

整
され

る。
口

縁
部

に
は

、ヘ
ラ状

工
具

に
よ
り2

段
の

刺
突

列
が

付
さ

れ
る。

14
3

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

75
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
5

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

○
◎

斜
面
ｃ9

3・
ｃ9

4Ⅱ
層

の
標

高
5.6

5m
付
近

で
、晩

期
後
葉

の
破

片
に
混
じり

出
土
した

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、刻

み
の
あ
る突

起
が

1ヵ
所
み

られ
る
。口

縁
部
に
は
、ヘ

ラ状
工

具
に
より

2段
の
刺

突
列

が
付

さ
れ

る。

14
4

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

80
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
14

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
◎

ｄ9
6斜

面
Ⅲ

層
の

標
高

4.1
7m

前
後
で
出

土
した

破
片
。

口
唇
は

斜
め
に
刻
ま
れ
、約

8㎝
毎
に
突

起
が

付
され

る。
無

文
の

口
縁

部
に
2列

の
半
截

竹
管

の
刺

突
列

を付
す
。

14
5

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
5

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
◎

大
型
の

口
縁

部
3片

は
ｄ1

Ⅲ
層
か

ら出
土

し、
胴
下

部
の

破
片

が
ｄ9

9・
e9

9Ⅲ
層
標

高
2.8

3m
か

ら出
土

して
い
る。

口
唇
は

ヘ
ラで

刻
ま
れ

、中
央
を
深
く窪

ま
せ

突
起

が
多

数
付

され
る
とみ

られ
る
。口

縁
部
に
は
ヘ
ラに

よ
る
刺
突

列
が

2列
付

され
る。

14
6

Ⅳ
－

11
―

38
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
◎

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、３

ヵ所
刻
ま
れ

た
幅

の
あ
る突

起
が

付
され

る
。口

縁
部
に
は
2列

の
半

截
竹

管
の

刺
突

列
を
付
す

。

14
7

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
◎

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

後
期

の
土

偶
隣

で
出
土

した
破
片

。標
高

は
3.4

0～
3.3

7m
で
出
土
。

口
唇
は

平
らで

、口
縁
部

に
ヘ
ラに

よ
る
刺
突

列
が

2列
付
され

る。

14
8

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
38

Ⅴ
a

上
ノ国

式
21

Ⅲ
-2

深
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

○
○

e9
9Ⅲ

-2
層
の

標
高

2.8
3～

2.7
8m

の
範
囲

で
一
括

で
出

土
した

破
片

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、3

か
所
刻

ま
れ
た
突
起

が
2個

み
られ

る。
口

縁
部

に
は
、植

物
の

茎
か

板
材

をヘ
ラ状

に
加
工

した
工

具
に
よ
り、

2列
の
刺

突
が

付
され

る。

14
9

Ⅳ
－

11
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
26

Ⅲ
・Ⅲ

-2
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

21
.3

―
―

0.7
RL

◎
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
-2
層

の
標

高
2.7

1m
か
ら口

縁
部

付
近

、ｄ
98
Ⅲ

層
の

標
高

2.9
2m

か
ら胴

下
部
の

破
片

が
出

土
。　

　
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、刻

み
の
あ
る突

起
が

1ヵ
所
み

られ
る
。口

縁
部
に
は
、植

物
の
茎

や
板

材
を
ヘ
ラ状

に
加

工
した

工
具
に
よ
り、

2列
の
刺

突
が

付
され

る。

15
0

Ⅳ
－

12
―

39
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
○

○
○

ｄ9
7Ⅱ

層
出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、刻

み
の
あ
る突

起
が

1ヵ
所
み

られ
る
。口

縁
部
に
は
、ヘ

ラ状
工

具
に
より

、3
列

の
刺

突
が

付
さ

れ
る。

15
1

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
◎

○
○

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
7m

か
ら出

土
。

口
縁
部

に
は

半
截

竹
管

状
の

工
具

に
よ
る
刺
突

文
が

3列
施

され
、口

唇
は

同
工

具
で
斜

め
に
刻

ま
れ

て
い
る
。

15
2

Ⅳ
－

12
―

39
Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅰ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
○

○
◎

e9
7Ⅰ

層
出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、５

ヵ所
の
刻

み
の

あ
る
突
起

が
み

られ
る
。口

縁
部

に
は
、半

截
竹
管

状
工

具
に
より

、3
列

の
刺

突
が

付
され

る。

15
3

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
○

○
◎

3片
が
e9

7Ⅱ
層
よ
り出

土
。E

97
Ⅲ
層

の
標

高
2.8

1m
で
出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、３

ヵ所
の
刻

み
の

あ
る
突
起

が
み

られ
る
。口

縁
部

に
は
、半

截
竹
管

状
工

具
に
より

、3
列

の
刺

突
が

付
され

る。
15
2・

15
3は

同
一
個

体
片

で
あ
る
。

15
4

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

82
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
8

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

16
.8

―
―

0.8
LR

○
○

◎
ｄ１

斜
面
Ⅱ

層
の

標
高

4.1
5m

か
ら出

土
。

口
唇
は

丸
く調

整
され

、ヘ
ラ状

工
具

に
よ
り斜

め
に
刻
ま
れ
る
。口

縁
部
に
も同

工
具
に
よる

斜
め
の
刺

突
列

が
3列

付
され

る
。

15
5

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.8

RL
○

○
○

e9
7・
98

境
の

Ⅲ
層

の
標

高
2.8

7m
で
出
土

した
破
片

。
口

唇
は

棒
状

工
具

で
斜
め
に
刻
ま
れ
、3

か
所

の
刻

み
の

あ
る
突
起

が
み

られ
る
。口

縁
部

に
は

棒
状

工
具

に
よ
る
刺
突

列
が

4
列

付
され

る。

15
6

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

13
.6

―
―

0.7
RL

○
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.3
2m

前
後
か

ら出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、2

個
１対

の
突

起
が

あ
る
。口

縁
部

に
は

ヘ
ラ状

工
具

に
よる

刻
み

が
4列

施
され

、同
工

具
に
より

突
起
も刻

ま
れ

る。
文

様
施

文
後

、内
外

面
とも

磨
か
れ

る
。

15
7

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

80
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅱ
鉢
・壺

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
○

○
ｄ9

6Ⅱ
層
斜

面
の

の
標

高
4.7

7m
で
出
土

した
破
片

。
口

唇
は

内
側

か
ら反

り返
るよ

うに
つ
ま
み

出
され

る
。口

縁
部
は

地
文

施
文

後
に
磨

か
れ

る。

15
8

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

2.9
6m

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、棒

状
工
具

で
斜

め
に
刻

ま
れ
る
。突

起
は

2ヵ
所
あ
り、

同
じ工

具
で
口
縁

部
に
2条

の
沈
線

、突
起

に
も刻

み
をく

わ
え
る。

15
9

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
◎

○
○

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.3
4～

3.1
4m

の
範

囲
で
3点

出
土
。

口
縁
は

外
反

し、
口
唇

は
平

らに
調
整

され
粘

土
粒

の
貼

り付
け
る
。口

縁
部
に
は
太

い
2条

の
沈
線

を施
し、

そ
の

下
に
ヘ
ラ

状
工
具

に
よ
り縦

長
の
刻

み
列

を1
条

施
す
。

16
0

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

82
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
7

Ⅲ
深

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

10
.1

8.6
5.4

0.5
LR

○
○

○
ｄ0

Ⅲ
層

の
標

高
3.3

4～
3.2

7m
の
範

囲
で
出

土
。

口
縁
部

に
は

口
唇

か
ら斜

め
の
刻

み
を
2個

施
し、

3番
目

の
刻

み
が

そ
の
ま
ま
クラ

ン
ク状

の
沈
線

とな
り口

縁
部

の
文

様
とな

る
施
文

が
され

、下
位
に
は
2条

の
沈

線
が

施
され

る。
底

部
は

上
げ
底

で
あ
る
。

16
1

Ⅳ
－

12
―

39
Ⅴ
a

上
ノ国

式
8

Ⅲ
-2

深
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
○

◎
○

e1
Ⅲ
－

2層
出

土
。

口
唇
は

ヘ
ラで

斜
め
に
深
く刻

み
、刻

み
と交

互
に
口

縁
部

上
部

に
ヘ
ラで

太
く弧

線
を
入
れ

る。
そ
の

下
位
に
は
同

じヘ
ラで

1
条

の
沈

線
を
施
す
。

16
2

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
◎

石
英

ｄ9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.3
0m

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
に
は
ヘ
ラ状

工
具
に
よる

刺
突
文

が
3列

、ま
た
2列

目
と3

列
目
の

刺
突

列
間

に
1条

の
沈

線
が
施

され
る
。

16
3

Ⅳ
－

12
―

39
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

○
石
英

ｄ9
7Ⅲ

層
出

土
。

口
唇
部

は
小

波
状

に
突

起
が

並
び
、棒

状
工
具

に
よ
り刻

ま
れ
る
。口

縁
部
に
は
同

工
具

に
よ
る
3列

の
刺
突

列
とそ

の
下
位

に
沈
線

が
1条

付
され

る。

16
4

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

80
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅲ
・Ⅲ

-2
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

無
○

◎
斜

面
の

ｄ9
6Ⅲ

層
の
標

高
4.1

4m
か
ら低

地
の

e9
7Ⅲ

－
2層

・　
e9

8Ⅲ
層

に
か

け
て
破
片

が
出

土
。

破
片
は

被
熱

して
い
る。

ヘ
ラ状

工
具
で
口

唇
を
斜
め
に
刻
み

、同
工

具
で
で
口
縁

部
に
並
行

す
る
沈
線

と刺
突

を
施
す
。沈

線
は

8本
確

認
で
き、

2本
目

以
下

の
沈

線
間

に
刻

み
は

施
され

る。

16
5

Ⅳ
－

12
―

39
Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

斜
面
ｃ1

Ⅱ
層
か

ら出
土

。
口

唇
の

斜
め
の

刻
み

は
口

縁
部

に
達

し、
6～

7個
の

刻
み

毎
に
刻

み
が

そ
の

ま
ま
口
縁

部
の

沈
線

とな
る
。さ

らに
2条

の
沈
線

を
施
し、

沈
線

間
に
刺
突

を施
す
。施

文
具

は
同

一
で
あ
る。

16
6

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
39

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.3
2m

か
ら出

土
。

口
唇
は

先
端

の
尖

った
ヘ
ラ状

工
具

で
斜
め
に
刻
ま
れ
、口

縁
部
に
は

２条
の
沈

線
間

に
同

工
具

に
よ
る
刺
突

が
施

され
る
文

様
が
2列

付
され

る。

16
7

Ⅳ
－

12
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

○
段

丘
上

の
ｂ1

Ⅱ
層

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、突

起
が
付

され
て
い
る
。口

縁
部
の

文
様

帯
上

下
に
1条

ヘ
ラ状

工
具
の

刺
突

列
を
施
し、

そ
の
直

上
、直

下
に
同
工

具
に
よ
る2

条
の

沈
線

を施
す
。

16
8

Ⅳ
－

12
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
◎

○
e9

8Ⅲ
層

出
土

。
口

唇
は

棒
状

工
具

で
刻
ま
れ
、口

縁
部
文

様
帯

の
上

下
に
1条

ヘ
ラ状

工
具
の

刺
突

列
、そ

の
間

に
2条

の
沈
線

が
施

され
る
。

16
9

Ⅳ
－

12
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
7

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.8

RL
○

○
◎

e3
Ⅱ
層

出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
に
は
沈

線
間

に
ヘ
ラ状

工
具
に
よ
る2

条
の

刺
突

列
を
施

した
文
様
帯
が

2列
、文

様
帯

の
間

に
沈

線
を
施

し、
口
縁

部
は

文
様
帯
の

下
半

分
を
付
す
。

17
0

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、突

起
が
付

され
る
。口

縁
部
文

様
帯

上
下

に
は

、半
截
竹

管
状

工
具

に
よ
る
2列

の
刺

突
列

が
施

さ
れ

、中
央

に
2条

の
沈

線
が

施
され

る
。

17
1

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
21

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

35
.6

―
―

0.8
LR

◎
○

◎
ｄ9

8・
ｄ9

9に
ま
た
が

るⅢ
層
の

標
高

3.3
1～

3.1
2m

で
大

型
片

が
2ヵ

所
に
分

か
れ

て
出
土

。
口

唇
は

平
らで

中
央
を
窪
ま
せ

た
2～

3個
一
組

の
突

起
が

あ
る
。口

縁
部

文
様
帯
は

上
に
Ｌ字

状
の
沈

線
の

連
続

、半
截

竹
管

状
工
具

に
よ
る
刺
突

列
が

2列
付
され

、そ
の

上
下

に
沈

線
を
施

す
。

17
2

Ⅳ
－

12
Ⅳ
－

80
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
20

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.8

RL
○

○
◎

ｄ9
6Ⅲ

層
の

標
高

3.7
3m

前
後
か

ら出
土

。6
4の

亀
ヶ岡

の
壺
に
重

な
って

検
出
され

た
破
片

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、口

唇
を直

接
刻

ん
だ
突

起
が

付
され

る
。口

縁
部
の

文
様
帯
は

上
下

に
半

截
竹

管
状

工
具

に
よ
る

刺
突
列

が
付

され
、間

に
3条

の
沈

線
を
施

す
。
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

5
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

17
3

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

82
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

9.0
―

―
0.6

RL
○

○
○

ｄ0
斜
面

Ⅱ
層

の
標

高
4.1

2m
か
ら出

土
した

破
片
。

口
径
が

9㎝
ほ

ど
の
小

型
の

深
鉢

で
、口

縁
は

や
や

外
反

し、
口

縁
部

に
は

沈
線

文
、ヘ

ラ状
工

具
に
よる

刺
突
列

、横
位

に
連

続
す
る
入
組

文
、短

刻
線

文
が

付
され

る
。

17
4

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.8

RL
◎

○
○

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.3
0m

か
ら出

土
した

破
片
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、十

字
に
刻

ま
れ

た
突
起

が
付

され
る
。口

縁
部

に
は

2条
の

沈
線

間
に
横
位

に
連

続
す
る入

組
文

が
施
され

る。

17
5

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
○

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
4m

か
ら出

土
した

破
片
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
に
は
沈

線
間

に
横

位
に
連

続
す
る
入

組
文

が
施

され
る
。

17
6

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

○
○

e9
9Ⅱ

層
の
標

高
2.9

9m
か
ら出

土
した

破
片

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、ハ

の
字
に
刻
ま
れ
た
突

起
が

付
され

る
。口

縁
部
に
は
沈

線
間

に
横

位
に
連

続
す
る入

組
文

が
施

され
る。

17
7

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
◎

○
○

ｄ9
7・

e9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、棒

状
工
具

で
斜

め
に
刻

ま
れ
る
。口

縁
部

に
は

1条
の

沈
線

と横
位

に
連
続

す
る
入
組

文
が

施
され

る
。

17
8

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
○

○
e9

8Ⅲ
層

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、半

截
竹
管

状
工

具
に
よる

刺
突
と刻

ま
れ

た
突
起

が
付

され
る
。口

縁
部
に
は

沈
線

間
に
横
位

に
連

続
す
る入

組
文

が
施

され
る
。

17
9

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

RL
○

○
段

丘
上

の
a1
・ｂ

1Ⅱ
層
か

ら出
土

。
口

唇
は

丸
く、

突
起
が

付
され

る
。口

縁
部
に
は
ヘ
ラ状

工
具
に
よる

沈
線
文

、刺
突

列
、組

文
が

施
され

る
。

18
0

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
◎

○
○

ｄ9
9Ⅱ

層
か

ら出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
に
は
2条

の
沈

線
間

に
横

位
に
連
続

す
る
入
組

文
と付

加
され

た
Ｙ字

状
の

文
様

が
施

され
る
。

18
1

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
○

◎
ｄ9

6Ⅱ
層
か

ら出
土

。
口

唇
に
は
細

か
い
波
状

の
突

起
を
付
し、

口
唇
中

央
に
沈

線
を
施
す
。縁

部
に
は

2条
の

沈
線

間
に
横
位

に
連

続
す
る入

組
文

が
付
され

る。

18
2

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

○
○

ｄ9
7Ⅱ

層
か

ら出
土

。
口

唇
は

棒
状

工
具

で
刻
ま
れ
波
状

とな
る。

口
縁
部

文
様

帯
の

上
下

に
は

半
截
竹

管
状

工
具

に
よ
る刺

突
列

が
付

され
、そ

の
間

に
沈

線
文

、横
位
に
連
続

す
る
クラ

ンク
状
文

が
付

され
る
。

18
3

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
○

○
○

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
突
起

が
付

され
る
。口

縁
部
に
は

横
位

に
連

続
す
る入

組
文

が
付

され
、ヘ

ラ状
工

具
に
よる

刺
突

文
、三

叉
状
文

が
付

され
る
。

18
4

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
○

○
ｂ1

Ⅱ
層

とｃ
91
Ⅱ

層
出

土
の

破
片

が
接

合
。

口
唇
に
は
山

形
の

突
起

が
あ
り、

ハ
の

字
の

刻
み

が
付

され
る
。口

縁
部

に
は

口
唇

に
並

行
す
る2

条
の
沈

線
が

付
され

、そ
の

下
位
に
横
位

に
連
続

す
る
入
組

文
が

2段
付
され

る
。

18
5

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

80
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
8

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.8

LR
○

◎
石
英

ｄ9
6Ⅲ

層
の

標
高

3.7
5m

前
後
か

ら出
土

。6
4の

亀
ヶ岡

の
壺
と1

72
の
深

鉢
上

に
重

な
って

検
出
され

た
破

片
。

平
らな

口
唇

に
2ヵ

所
の

刻
み

を
加
え
た
粘
土

粒
で
3連

の
突
起

が
付

され
る
。口

縁
部

に
は

横
位

に
連
続

す
る
入
組

文
が

施
さ

れ
、そ

の
上
に
弧
線

文
、下

に
三
叉

状
文

を施
し、

文
様

帯
下

位
に
は

沈
線

文
とヘ

ラ状
工
具

に
よ
る
刺
突

列
を
付
す
。

18
6

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.1
5m

か
ら出

土
。

口
唇
は

丸
く、

口
縁
部

に
は

横
に
連

続
す
る入

組
文

が
付

され
、そ

の
上

下
に
刺
突

列
が

付
され

た
弧

線
文

が
施

され
る
。文

様
帯

下
部

は
2条

の
沈

線
間

に
刺

突
を
加
え
た
文

様
で
区

切
られ

る。

18
7

Ⅳ
－

13
―

40
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

○
○

e9
7Ⅱ

層
か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、斜

め
に
刻
ま
れ
る
。口

縁
部
文

様
帯

の
上

下
は

2条
の
沈

線
で
区

切
られ

、上
部

は
沈

線
間

に
刺

突
を加

え
る
。沈

線
間

に
2条

の
沈

線
で
横

位
に
連
続

す
る
クラ

ンク
状

文
が

施
され

る
。

18
8

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
○

斜
面
の

ｄ9
7層

の
標
高

4.5
4m

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、刻

み
の
あ
る突

起
が

付
され

る
。口

縁
部
文

様
帯

の
上

下
は

2条
の
沈

線
で
区

切
られ

、沈
線

間
に

横
位
に
連
続

す
る
クラ

ンク
状
文

が
施

され
る
。

18
9

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
40

Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

○
○

○
ｄ9

9Ⅲ
層
の

標
高

3.1
6m

と3
.29

mか
ら出

土
。

口
唇
に
は
クラ

ン
ク状

沈
線

に
よ
る
刻
み

が
施

され
る
。口

縁
部
の

上
下

は
沈

線
で
区

切
られ

、そ
の

間
に
横
位

に
連

続
す
る入

組
文
とそ

の
上

下
を
ヘ
ラ状

工
具

で
刺

突
す
る。

結
果
とし

て
羊

歯
状

文
とな

る
。

19
0

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅱ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
◎

e0
Ⅱ
層

か
ら出

土
。

摩
耗
す
る破

片
で
、口

唇
は

丸
く突

起
が

あ
る
。口

縁
部

文
様

帯
の

上
下

は
2条

の
沈
線

で
区
切

られ
、そ

の
間
に
上

下
交

互
に

並
ぶ
弧

線
文

に
刺

突
を
加

え
た
羊
歯

状
文

風
文

様
と、

そ
の

下
に
長

円
形

を連
続
施

文
す
る。

19
1

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅱ
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
RL

○
○

○
段

丘
上

の
ｂ0

Ⅱ
層

か
ら出

土
。

口
唇
は

刻
ま
れ
、中

央
を
窪
ま
せ
た
突

起
が

付
され

る。
沈
線

で
区

切
られ

た
口

縁
部

文
様

帯
の

上
に
は
上

下
交

互
に
並
ぶ

弧
線

文
が

付
され

、弧
線

の
ピ
ー
クに

合
わ
せ

3か
所
刺

突
され

る
。下

に
は
横

位
に
連
続

す
る
入
組

文
が

付
され

る
。

19
2

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
○

段
丘
上

の
ｂ2

Ⅱ
層

か
ら出

土
。

口
唇
は

刻
ま
れ
波

状
とな

り、
刻
み

目
と合

わ
せ

口
縁

に
ヘ
ラ状

工
具
で
斜

め
の
刻
み

を施
す
。口

縁
部

文
様

帯
の

上
下

は
沈

線
が
付

され
、そ

の
間

に
入

組
文

が
付

され
、ヘ

ラ状
工

具
で
刺

突
し羊

歯
状

文
風

文
様

とな
る。

19
3

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

82
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.8

LR
○

○
◎

ｄ1
Ⅲ
層

の
標

高
3.1

6m
と3

.29
mか

ら出
土

。№
35
×

1
口

唇
は

刻
ま
れ
た
の

ち口
唇
と並

行
す
る沈

線
が

施
され

る
。口

縁
部
文

様
帯

に
は

上
下

を
沈
線

で
区

画
され

、連
続

す
る
斜

行
沈
線

間
に
刺
突

を
加
え
た
、羊

歯
状

文
風

文
様

が
2段

付
され

る
。

19
4

Ⅳ
－

13
Ｐ2

41
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

墓
坑
埋

土
鉢
・深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

○
段

丘
上

の
晩

期
前

葉
の

墓
坑

Ｐ2
41
の

埋
土

か
ら出

土
した

破
片

。
口

唇
は

細
い
ヘ
ラ状

工
具
で
斜

め
に
刻

ま
れ
、突

起
か

ら口
縁

に
か

け
クラ

ン
ク状

沈
線

が
付

され
る
。口

縁
部
の

文
様

は
口

唇
の
刻

み
と同

工
具

で
、上

下
を沈

線
で
区

画
し、

間
に
斜

行
文

と刺
突
を
付
し羊

歯
状

文
風

文
様

とな
る
。

19
5

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
-2

鉢
・深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
◎

○
◎

ｄ9
6Ⅲ

-2
層

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
文

様
帯

に
は

上
下

を沈
線
で
区

画
しク

ラン
ク状

文
と細

い
ヘ
ラ状

工
具

の
刺

突
文

で
羊

歯
状
文

風
文

様
とな

る
。

19
6

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

82
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

○
○

斜
面
ｄ0

Ⅱ
層

の
標

高
3.9

6m
か
ら出

土
。

口
唇
に
は
刻

み
の

あ
る
突

起
が

2ヵ
所

み
られ

る
。口

縁
部
文

様
帯

に
は
上
下

を沈
線
で
区

画
し、

そ
の

間
に
弧

線
文

と半
截

竹
管

状
工

具
に
よ
る刺

突
列

が
付

され
、羊

歯
状

文
風

文
様

とな
る。

19
7

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

82
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

◎
石
英

斜
面
ｄ1

Ⅱ
層

の
標

高
4.1

6m
か
ら出

土
。

口
唇
は

刻
ま
れ
、突

起
が

付
され

る。
口

縁
部

下
は

2条
の

沈
線

で
区

画
され

、文
様
に
は
蛇

行
沈

線
が

2列
付

され
る
。沈

線
下

に
は

楕
円

文
様

も付
され

る
。

19
8

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
○

ｄ4
Ⅲ
層

の
標

高
3.3

0m
か
ら出

土
。

口
唇
は

ハ
の

字
に
刻
ま
れ
、口

縁
部

の
上

下
に
は

2条
の
沈

線
の

間
に
半
截

竹
管

状
工

具
の

刺
突

列
を
付

した
文
様

で
区
画

さ
れ

、そ
の

間
に
蛇
行

沈
線

が
3列

付
され

、下
位

の
さら

に
蛇
行

沈
線

間
に
も刺

突
列

を付
す
。

19
9

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
◎

○
○

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

2.8
1m

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
の

上
下

は
蛇

行
沈

線
で
区
画

し、
そ
の

間
に
上
下

2段
で
短
刻

線
を
施

す
。

20
0

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.1
4m

か
ら出

土
。

口
唇
は

丸
く調

整
され

、十
字
に
刻
ま
れ

た
突

起
が

付
され

る。
文

様
帯

の
上

下
は

沈
線

で
区
画

し、
そ
の

間
に
互
い
違

い
に
2

段
の
長

円
形

文
を
付
し、

そ
の
中

を半
截
竹

管
状

工
具

で
刺
突

す
る
。

20
1

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

○
◎

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、刻

み
の
あ
る突

起
が

あ
る
。文

様
帯

の
上

下
は

沈
線

で
区
画

し、
そ
の
間

に
横
長

の
C字

文
が

連
続

して
付
され

る。

20
2

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
◎

ｄ9
8Ⅱ

層
か

ら出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、刻

み
の
あ
る突

起
が

あ
る
。文

様
帯

の
下

は
沈

線
と半

截
竹

管
状

工
具

の
刺

突
列

で
区
画

し、
文

様
に
は

沈
線

文
、長

円
形
文

が
ふ

され
、小

さい
半
截

竹
管

状
工

具
の

刺
突

列
が

付
され

る
。

20
3

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
○

○
○

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
4m

か
ら出

土
。

幅
の
あ
る
突
起

部
の

破
片

で
、突

起
の

口
唇

は
ハ

の
字

に
刻
ま
れ
、口

縁
部
は

丸
く調

整
され

る
。口

縁
上
部

に
は

半
截

竹
管

状
工
具

の
刺

突
列

と沈
線

が
2条

付
され

突
起

下
に
渦
巻

文
が

み
られ

る。

20
4

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

無
○

◎
石
英

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.1
7m

か
ら出

土
。

口
縁
が

くび
れ

る器
形
で
、文

様
帯

は
2条

の
沈
線

で
区
切

られ
る
。上

部
に
は
羊

歯
状

文
、下

部
に
は
半

截
竹

管
状

工
具

の
刺

突
列

が
2段

施
され

る。

20
5

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅲ
深

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

RL
◎

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.3
8m

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部
に
は
3条

の
沈

線
とヘ

ラ状
工

具
に
よる

2段
の

刺
突

列
が

交
互

に
付

され
、下

位
は

沈
線

と刺
突
列

を施
す
。

20
6

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

82
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

LR
◎

○
ｄ1

Ⅲ
層

とｄ
0Ⅲ

層
の
標

高
3.2

9m
か

ら出
土

した
破
片

の
接

合
。

口
唇
は

斜
め
に
刻
ま
れ
、4

個
に
1つ

の
刻

み
が

クラ
ン
ク状

沈
線
とな

り口
縁

上
部

に
並

ぶ
。口

縁
部
は

胴
部

より
薄
い
器

壁
で

、沈
線
と半

截
竹

管
状

工
具

の
刺

突
列

が
交

互
に
施

され
る
。

20
7

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
3

Ⅱ
鉢
・深

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

9.5
―

―
0.6

LR
○

◎
ｂ2

・ｂ
3Ⅱ

層
の
破

片
が

接
合

。
口

唇
は

細
か

く刻
ま
れ
、口

縁
部

上
に
は
2条

の
平

行
す
る
弧

線
文

、下
位

に
は

2段
の

短
刻

線
文

が
施

され
る
。

20
8

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
2

Ⅱ
鉢
・深

鉢
胴

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

9.2
0.8

LR
◎

○
○

e3
Ⅱ
層

か
ら出

土
。

胴
部
の

開
きが

浅
い
た
め
、鉢

形
土

器
底

部
とみ

られ
る
。内

面
は

ヘ
ラで

丁
寧

に
磨
か

れ
る
。

20
9

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

5.6
0.5

無
◎

○
○

ｄ2
Ⅱ
層

か
ら出

土
。

無
文
の

底
部

片
。

21
0

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

80
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.0
0.4

LR
○

◎
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.9
7m

か
ら出

土
。

底
部
は

わ
ず
か

に
上

げ
底
で
、胴

部
は
剥

離
割

れ
で
失

わ
れ

て
て
い
る
。

21
1

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
深

鉢
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.6
0.6

RL
○

◎
○

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

。
底

径
の

大
きさ

か
ら深

鉢
底
部

と考
え
られ

る
。

21
2

Ⅳ
－

13
―

41
Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅱ
深

鉢
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

8.8
0.5

RL
○

◎
○

段
丘
上

ｂ1
Ⅱ

層
か

ら出
土

。
台

部
に
は
、ヘ

ラ状
工

具
に
よる

刺
突
列

が
付

され
る
。内

面
は

剥
離

して
い
る。

21
3

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
-2

深
鉢

底
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
10
.8

0.5
無

○
◎

石
英

e9
9Ⅲ

－
2層

の
標

高
2.8

8m
か
ら出

土
。

無
文
の

底
部

片
で
、台

は
比

較
的

高
さが

あ
る
。剥

離
割

れ
して

い
る
胴
部

の
継

ぎ
目

に
竹
管

状
工

具
に
よ
る刺

突
の
痕

跡
が

残
る。

21
4

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
4

Ⅲ
深

鉢
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

8.8
0.7

RL
◎

◎
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.1
1m

か
ら出

土
した

破
片
ほ

か
同

層
か

ら3
点

出
土

。
被

熱
した

底
部

片
で
、台

は
比
較

的
高

さが
あ
る
。

21
5

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
10

Ⅲ
深

鉢
胴

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.6
0.6

RL
◎

◎
○

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.3
5～

3.3
2m

の
範

囲
で
ま
とま

って
出

土
。

深
鉢
底

部
片

で
、台

は
低
く一

部
底

部
と同

じ高
さに

な
る。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

6
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

21
6

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
9

Ⅲ
-2

深
鉢

胴
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.6
0.6

RL
◎

◎
○

e9
9Ⅲ

-2
層
の

標
高

2.8
1～

2.7
8m

の
範
囲

で
ま
とま

って
出

土
。

深
鉢
底

部
片

で
、胴

部
は
図

より
や
や

外
反

す
る
もの

とみ
られ

る
。

21
7

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

82
41

Ⅴ
a

上
ノ国

式
14

Ⅱ
・Ⅲ

-2
深

鉢
胴

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.4
0.6

RL
◎

○
ｄ0

Ⅱ
層

の
標

高
3.3

6～
3.3

1m
、e

1Ⅲ
－

2層
の
標

高
2.8

7m
、e

99
Ⅲ

－
2層

の
標

高
2.8

6m
出
土

片
の

接
合

。
深

鉢
底

部
片

で
、地

文
は
施

文
後

に
全

面
な
で
に
よ
り潰

れ
て
い
る。

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　
　　

　　

21
8

Ⅳ
－

13
Ⅳ
－

81
15

・4
1

Ⅴ
a

上
ノ国

式
1

Ⅲ
鉢

底
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
8.2

0.5
RL

◎
○

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.0
5m

か
ら出

土
。

丸
底
の

破
片

で
、内

面
は
丁

寧
に
磨
か

れ
る
。底

部
ま
で
縄

文
が

施
文

され
、胎

土
か

ら晩
期

前
葉

の
破

片
と考

え
た
。

21
9

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

82
16

Ⅴ
b

晩
期
中

葉
15

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

15
.2

―
―

0.5
RL

・L
R

○
○

○
ｄ0

Ⅲ
層

の
標

高
3.4

0 ～
3.3

8m
で
ま
とま

って
出

土
した

破
片

と、
e1
Ⅱ

層
出

土
の

破
片

が
接

合
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、ヘ

ラ状
工
具

に
よ
り浅

い
刻

み
が

付
され

る。
地

文
は

実
測

方
向

は
RL

だ
が

、破
片

の
両

端
に
は

細
か
い
LR

の
縄
文

が
付

され
る
。口

唇
の

刻
み

や
胎

土
の

状
況

か
ら晩

期
中

葉
の

もの
と考

え
る
。

22
0

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

82
16

Ⅴ
b

晩
期
中

葉
15

Ⅲ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

11
.9

5
6

0.4
LR

○
○

ｄ0
Ⅲ
層

の
標

高
3.2

7 ～
3.2

2m
で
ま
とま

って
出

土
した

。出
土

位
置
は
21

9の
並

び
で
あ
る
。

底
部
は

や
や

窪
め
無

文
とな

る
。口

唇
は
平

らで
、に

一
対
の

貫
通

孔
の

あ
る
口
縁

上
に
幅

の
あ
る突

起
が

付
く。

口
縁

部
に
2

条
の
沈

線
を
付
し、

貫
通

孔
の

あ
る
部
分

の
み

弧
線

に
な
る
。器

形
か
ら晩

期
中

葉
の

もの
と考

え
る。

22
1

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

76
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
22

Ⅲ
鉢

口
～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

12
.2

7.1
5.8

0.4
LR

◎
斜

面
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

4.3
3m

付
近
か

ら出
土

した
破

片
とｄ

96
・9

7境
の

ｄ9
7Ⅲ

標
高
2.6

1m
か
ら出

土
した

破
片

が
接

合
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、肥

厚
し、

1条
の

沈
線

が
巡

る。
口

縁
部

は
頸

部
に
明
瞭

な
段
を
着
け
断

面
が

C字
状
に
くび

れ
磨

か
れ
る
。底

部
は

平
らで

内
面

は
丁

寧
に
ヘ
ラで

磨
か
れ

る。
搬

入
品

とみ
られ

る。

22
2

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

72
16

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
34

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

―
―

―
―

―
―

―
9.7

5.3
4.5

0.3
無

○
○

段
丘
上

の
ｂ1

Ⅱ
層

で
伏

せ
た
状

態
で
出

土
した

完
形

土
器

で
あ
る
。出

土
した

標
高

は
10

.67
～
10

.62
mで

後
葉

の
破
片
とと

も
に
出
土

。
口

唇
は

丸
く棒

状
工

具
で
細

か
く刻

ま
れ

る。
口

唇
に
欠
け
て
い
る
部
分

が
あ
るこ

とか
ら突

起
が

あ
った

とい
られ

る
。底

部
は

丸
く盛

り上
が

り、
直
立

す
る
口
縁

部
に
2条

の
沈
線

が
施

され
る
。

22
3

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
無

○
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.1
8m

出
土
の

破
片

とⅽ
95

Ⅱ
層

の
破

片
が

接
合

。
口

唇
は

平
らで

、頸
部
に
明
瞭

な
稜
線

を作
り、

口
縁
部

は
断

面
が

C字
状
に
くび

れ
磨
か

れ
る
。2

21
な
ど
の
模

造
品

とみ
られ

る
。

22
4

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

76
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.8
7m

か
ら出

土
。

口
唇
は

丸
く、

口
縁
内

側
に
1条

の
沈
線

を施
す
。口

縁
部

は
磨

か
れ

、断
面
が

弧
線

状
に
くび

れ
頸
部

に
明

瞭
な
稜

線
を
作
る

。

22
5

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

77
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

2
3

―
10

―
―

―
―

―
―

0.5
L

○
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.2
4m

か
ら出

土
。

口
唇
は

刻
ま
れ
、口

縁
内

側
に
1条

の
沈
線

を施
す
。口

縁
上

部
は

くの
字

に
くび

れ
頸

部
に
A状

突
起

を粘
土
を
寄
せ

て
作
り

出
す
。突

起
下

に
は

4条
の

沈
線

を付
す
。

22
6

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

77
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
RL

◎
○

石
英

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.1
6m

か
ら出

土
。

口
唇
は

丸
くヘ

ラで
刻

ま
れ
る
。口

縁
部

は
地

文
を
横

に
施

文
し、

擦
消
し帯

で
頸
部

を作
り出

し、
頸

部
上

に
2条

の
沈

線
を
付

す
。胎

土
は
晩

期
前

葉
の

破
片

に
似

て
お
り、

搬
入

品
の

とみ
られ

る。

22
7

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

78
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

口
Ⅰ

-2
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

RL
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
2.7

7m
か
ら出

土
。

壺
形
土

器
とみ

られ
る
。口

唇
に
は
縄

文
が

施
され

、口
縁

内
側

に
3条

の
沈

線
を
施
す
。口

唇
直
下

に
は

1条
の

沈
線

を付
し、

内
傾
す
る口

縁
端

部
を
外
反

させ
る
。

22
8

Ⅳ
－

14
―

16
Ⅴ
c

大
洞

A2
式

16
Ⅱ

鉢
口

～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

10
.8

―
―

0.4
LR

○
◎

段
丘
上

の
a2
Ⅱ

層
か

ら1
5点

、b
2Ⅱ

層
か

ら1
点

出
土

。
変

形
工

字
文

が
付

され
る
鉢
で
、口

唇
に
は

1条
の
沈

線
が

施
され

、突
起

を
有
す
る。

口
縁
内

側
に
も張

り出
す
貼
り付

け
と

大
きな

突
起
の

痕
跡

が
あ
るが

、形
状
不

明
で
あ
る。

口
縁
下

に
短
刻

列
点

文
が

ふ
され

る。

22
9

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

75
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
14

Ⅱ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

19
.4

―
―

0.5
無

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.6
2m

出
土
の

破
片

とｃ
95

Ⅱ
層

の
標

高
6.0

4 ～
5.9

8m
出

土
の

破
片

12
点

の
接

合
。

内
外
面

とも
丁
寧

に
横
磨

きさ
れ
た
搬

入
品

で
、細

砂
が
少

量
混

じる
が

純
粋

な
粘
土

で
作

られ
て
い
る
。口

縁
内
側

と口
縁

部
と頸

部
境

に
1条

の
沈

線
を
施
す
。胴

部
の
穴

の
周

囲
に
装

着
痕

とみ
られ

る補
修
孔

とア
ス
ｆァ

ル
トの

付
着
が

あ
る
。

23
0

Ⅳ
－

14
―

42
Ⅴ
c

大
洞

A式
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

無
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
とe

96
Ⅲ
層

出
土

の
破

片
が

接
合

。
内

外
面

とも
丁
寧

に
磨
か

れ
た
搬

入
品

で
、胎

土
に
は

細
砂

が
混

じる
。器

形
は
台

付
鉢

の
可

能
性

もあ
る
。口

縁
部
に
3条

、
口

縁
内

側
に
1条

の
沈
線

が
施

され
、ま

た
口
縁

の
沈

線
間

に
は

粘
土
粒

が
付

され
る
。

23
1

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

大
洞

A式
5

Ⅱ
鉢

口
～
胴

―
―

―
―

3
―

―
―

―
―

―
0.5

無
○

○
○

c9
4Ⅱ

層
の
標

高
6.1

5m
か
ら出

土
した

破
片
に
周

囲
出

土
の

小
片

が
接

合
。

内
外
面

とも
丁
寧

に
横
磨

きさ
れ
た
搬

入
品

で
、口

縁
内
側

に
1条

の
沈

線
が

施
され

、口
縁

部
は

窪
帯

が
付

され
直

立
す
る。

頸
部
に
は
2条

の
沈

線
が

付
され

、上
の

沈
線

中
に
粘

土
粒

が
2個

付
け
られ

る
。口

縁
部

に
補

修
孔

が
あ
る
。

23
2

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

72
42

Ⅴ
c

大
洞

A2
式

12
Ⅱ

鉢
頸

部
～

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
無

◎
段

丘
上

ｂ2
Ⅱ

層
の

標
高

10
.88

m前
後

か
ら出

土
した

小
片

12
点

が
接

合
。

23
2・
23

3は
同

一
個

体
。変

形
工

字
文

が
付

され
る
搬
入

品
の

鉢
か

台
付

鉢
とみ

られ
る
。ヘ

ラな
ど
の

工
具

で
角
の

あ
る
文
様

が
施
され

る。
内
外

面
とも

丁
寧
に
磨
か

れ
、補

修
孔

が
3か

所
み

られ
る
。

23
3

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

72
42

Ⅴ
c

大
洞

A2
式

8
Ⅱ

鉢
頸

部
～

胴
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
無

◎
段

丘
上

ｂ2
Ⅱ

層
か

ら出
土

した
小
片

8点
が

接
合

。
23

2・
23

3は
同

一
個

体
。変

形
工

字
文

が
付

され
る
搬
入

品
の

鉢
か

台
付

鉢
とみ

られ
る
。補

修
孔

が
1か

所
み
られ

る。

23
4

Ⅳ
－

14
―

42
Ⅴ
c

大
洞

A2
式

1
Ⅰ

鉢
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

無
○

◎
石
英

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
。

変
形
工

字
文

が
付

され
る
搬
入

品
の

鉢
か

台
付

鉢
の

口
縁

部
片

とみ
られ

る
。口

唇
に
は

沈
線

が
付

され
、2

対
1組

の
突
起

の
一

部
が

あ
る
。口

縁
部

に
は

変
形

工
字

文
の

一
部

とみ
られ

るが
残

る。

23
5

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

大
洞

A式
1

Ⅱ
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.6
無

○
◎

赤
彩

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

7.2
8m

か
ら出

土
した

。
工

字
文

が
付

され
る
搬
入

品
の

鉢
か

台
付

鉢
の

口
縁

部
片

とみ
られ

る
。器

面
は
赤
色
顔

料
が

塗
布

され
る
。口

唇
に
は
突

起
が

あ
り、

口
縁
部

に
は

2条
の

沈
線

で
作

り出
した

Ａ状
の

瘤
が

付
く。

23
6

Ⅳ
－

14
―

42
Ⅴ
c

大
洞

A式
1

Ⅱ
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.6
LR

○
e9

7Ⅱ
層

か
ら出

土
。

工
字
文

系
の

文
様

が
付

され
る
搬
入

品
の

鉢
か

台
付

鉢
の

口
縁

部
片

とみ
られ

る
。口

縁
内
側

に
1条

の
沈

線
が

施
され

、口
縁

部
に
は
4条

の
沈

線
が

付
され

る。

23
7

Ⅳ
－

14
―

42
Ⅴ
c

大
洞

A式
1

Ⅲ
鉢

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
。

工
字
文

系
の

文
様

が
付

され
る
搬
入

品
の

鉢
頸

部
片

とみ
られ

る
。器

面
に
は

4条
の

沈
線

が
み

られ
、頸

部
で
は
縦
３ヵ

所
の

刻
み
で
沈

線
が

分
断

され
る
。

23
8

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

75
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
10

Ⅱ
壺

頸
部
～

肩
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
無

○
○

石
英

c9
3Ⅱ

層
の
標

高
4.2

7m
前
後

で
、破

片
の
形

状
を
保
った

ま
ま
口
を
下

に
出

土
。

肩
部
に
縦
横

位
に
連

続
す
る工

字
文

を施
す
搬

入
品

の
壺

で
あ
る
。器

面
は
剥

離
が

著
しく

、内
面
調

整
も荒

い
。頸

部
と肩

部
の

境
付

近
の

沈
線

に
は

ヘ
ラで

細
か
い
刺

突
が

付
され

、刺
突

の
切

れ
目

に
は

寄
せ
た
粘

土
の
瘤
が

付
され

る。

23
9

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

76
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
22

Ⅱ
・Ⅲ

壺
肩

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

5.4
0.5

無
肩

部
片

が
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.1
6m

付
近
か

ら出
土

し、
底

部
片

が
ｄ9

7Ⅱ
Ⅱ
層

の
標

高
4.1

2m
か
ら出

土
した

。
肩

部
に
縦
横

位
に
連

続
す
る工

字
文

を施
す
搬

入
品

の
壺

で
あ
る
。2

38
と同

様
に
頸
部

と肩
部

の
境

付
近

の
沈

線
に
は
ヘ
ラ

で
細

か
い
刺
突
が

付
され

る。
23

8と
も文

様
は
胴

部
の
ピー

クま
で
達
しな

い
。

24
0

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

76
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
13

Ⅱ
・Ⅲ

壺
口

～
胴

Ⅰ
-1

―
―

―
―

―
―

3
7.5

―
―

0.5
無

◎
○

肩
部
片

が
ｃ9

6Ⅱ
層
の

標
高

4.8
7m

とｄ
96
Ⅱ

層
の

標
高

4.1
6m

、3
.95

ｍ
の

3地
点
、口

縁
部

が
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.1
2m

で
出

土
。

器
面
と口

縁
内

側
は

丁
寧

に
ヘ
ラで

磨
か

れ
る
が
、肩

部
の

内
面

は
大

ま
か

な
ヘ
ラに

よ
る
調
整

が
施

され
る
。2

41
と2

42
の
例

か
ら口

唇
に
は
偏
って

突
起
が

付
され

ると
推

測
した

。搬
入

品
とみ

られ
る
。

24
1

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

75
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
38

Ⅱ
壺

口
～
底

Ⅰ
-1

―
―

―
―

―
―

3
7.5

16
.1

6.6
0.5

無
◎

○
ｃ9

4と
の

境
に
接
す
るｃ

95
Ⅱ

層
の

標
高

6.3
4 ～

6.2
0m

で
比
較

的
で
ま
とま

って
出

土
した

。
器

面
調

整
は

24
0と

同
様
で
、口

縁
部
に
は

大
きな

突
起

を中
心
に
左

右
に
2個

の
小
突

起
が

付
され

、突
起

の
あ
る範

囲
の

口
唇

に
沈

線
が

付
され

る
。大

きな
突
起

下
に
三

叉
文

が
施

され
る
。搬

入
品
とみ

られ
る
。

24
2

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

78
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
1

Ⅲ
壺

口
Ⅰ

-1
―

―
―

―
―

―
3

7.3
―

―
0.5

無
◎

○
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
2.9

8m
か
ら出

土
した

。
24

0、
24
1と

同
様

な
壺
の

口
縁

部
片

で
、大

きな
突
起

を中
心
に
左

右
に
2個

の
小

突
起

が
付

され
、突

起
の
あ
る範

囲
の

口
唇

に
沈
線

が
付

され
る
。大

突
起

の
付

け
根
内

外
に
三

叉
文

が
付

され
る
。搬

入
品
とみ

られ
る
。

24
3

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

76
16

Ⅴ
c

大
洞

A式
11

Ⅱ
壺

頸
部
～

肩
Ⅰ

-1
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

無
○

○
ｄ9

7Ⅱ
層
の

標
高

3.4
4m

前
後
で
ま
とま

って
出
土

した
。

器
面
は

丁
寧

な
磨
きが

施
され

て
い
る
が

、表
面

剥
離

と風
化

が
著

しい
。内

面
は

荒
い
ヘ
ラと

指
の

調
整

痕
が

残
る
。こ

の
調

整
は
23

8に
類

似
す
る。

搬
入
品

とみ
て
い
る
。

24
4

Ⅳ
－

14
―

16
Ⅴ
c

大
洞

A式
3

Ⅱ
壺

口
Ⅰ

-1
―

―
―

―
―

―
―

3.9
―

―
0.5

無
○

ｂ9
5Ⅱ

層
とｃ

95
Ⅱ

層
出

土
の

破
片

が
接

合
。

表
面
剥

離
と風

化
が

著
しい

。口
唇

は
丸

内
測

に
1条

の
沈

線
が

巡
る
。く

口
縁

部
に
粘

土
紐

を貼
り付

け
、４

ヵ所
縦
に
刺

突
し

、そ
の

間
に
沈

線
を
付
す
。搬

入
品
とみ

み
られ

る
。

24
5

Ⅳ
－

14
―

16
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

口
Ⅰ

-2
―

―
―

―
―

―
6

4.2
―

―
0.4

無
○

ｄ9
8Ⅲ

層
か

ら出
土

。
口

唇
に
は
１対

の
大

きな
突

起
の

あ
る
６ヵ

所
の
突

起
が

付
され

て
い
た
とみ

られ
る
。口

縁
内
側

と口
縁
部

に
1条

の
沈
線

が
施

され
る
。

24
6

Ⅳ
－

14
Ⅳ
－

75
16

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
26

Ⅱ
壺

口
～
底

Ⅰ
-2

2
ⅶ

1
10

―
―

6
10

.3
10

.9
6.1

0.4
LR

○
○

赤
彩

主
に
ｃ9

3Ⅱ
層
の

標
高

6.1
8m

前
後
で
一
括
出

土
した

破
片

に
ｃ9

4Ⅱ
層
の

破
片

6点
が
接

合
。

突
起
は

6単
位

とみ
られ

る。
底

部
は

平
らで

無
文
、器

面
に
地
文

を施
した

後
、口

縁
部
に
2条

、頸
部
の

上
下

に
も２

条
の
沈

線
が
施

され
る
。体

部
に
横
位
連
続

工
字

文
を
2段

施
文
す
る。

24
7

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
16

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
16

Ⅱ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

3
ⅲ
-1

　　
　　

ⅰ
‐2

5
10

―
m

5
8.5

―
―

0.7
LR

○
◎

赤
彩

ｃ9
4Ⅱ

層
の

胴
部

片
が

標
高

7.1
7と

6.4
8m

か
ら、

口
縁

部
片

が
標

高
6.2

7m
で
ま
とま

って
出

土
。

口
唇
に
は
沈

線
が

付
され

、5
ヵ所

の
突
起

が
付

く。
突
起

上
面

は
口

縁
に
添
って

横
に
刻
ま
れ
、口

縁
内
面

に
は

凹
帯
が

付
さ

れ
る。

内
面

調
整

は
ヘ
ラで

縦
に
荒

く調
整

され
る
。体

部
文

様
は

入
組

文
、交

互
鉤

状
文

の
2段

で
あ
る。

24
8

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

77
16

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅲ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

2
ⅲ
-2

　　
　　

ⅱ
‐1

8
12

―
―

―
10

.2
―

―
0.6

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

2.9
4m

前
後
で
ま
とま

って
出
土

した
。

口
縁
の

貼
瘤

か
ら突

起
は

大
小

8単
位

とみ
られ

る。
口

縁
内

測
に
は

2条
の
沈

線
が

付
され

、体
部

文
様

は
上

か
ら入

組
文

2
段

と交
互

弧
線

文
の

3段
で
あ
る。

内
面
は
滑
らか

に
調

整
され

る
。

24
9

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

77
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅱ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-3

3
ⅲ
-1

　
5

10
―

f.g
4

10
.3

―
―

0.5
LR

○
◎

e9
7Ⅱ

層
の
標

高
2.8

7m
前
後

で
ま
とま

って
出
土

し、
胴

部
1片

が
ｄ9

7Ⅲ
Ⅱ

層
の
標
高

2.8
6m

で
出

土
。

口
縁
に
は
1対

の
貫

通
孔

が
あ
り、

そ
の
軸

の
突

起
を
大
きく

作
り、

そ
の
内

測
に
対
向

三
叉

文
、他

軸
の
突

起
に
は
弧

線
文

を
付

す
。体

部
に
は
入

組
文

が
1段

ま
で
確
認

で
きる

。内
面
は

滑
らか

に
調

整
され

る。

25
0

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

76
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅲ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

2
ⅲ
-1

　
5

5
―

l.m
8

9.5
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.0
2m

前
後
で
ま
とま

って
出
土

した
口
縁

部
片

。
突

起
は

大
小

8単
位

で
、大

突
起
頂
部

は
口

縁
に
並

行
に
、小

突
起
頂

部
は

縦
に
刻

ま
れ

る。
口

縁
内

測
に
は
1条

の
凹
帯

が
あ
る
。体

部
文
様

は
入

組
文

が
2段

確
認
で
きる

。内
面

は
滑

らか
に
調
整

され
る
。

25
1

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
15

Ⅱ
壺

頸
部
～

肩
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
◎

ｃ9
5の

遺
物

集
中

域
か

ら外
れ

た
Ⅱ
層

の
標

高
5.2

2m
前

後
で
比
較

的
ま
とま

って
出
土

した
。

頸
部
下

位
は

刻
ま
れ
た
貼
瘤
文

と短
刻

線
で
区

切
られ

、体
部

に
は

1周
4単

位
の
入

組
文

が
1段

確
認

で
きる

。内
面
は

幅
の

あ
る
ヘ
ラな

ど
で
滑

らか
に
調

整
され

る。

25
2

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　　
　　

ⅰ
‐2

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

◎
C9

5Ⅱ
層

で
頸
部

～
胴

部
が

標
高

7.3
6m

、胴
部
が

標
高

6.5
9m

で
出

土
した

。
頸

部
下

位
は

工
字

文
状

に
調

整
され

た
対

の
貼
瘤
と短

刻
線

で
区
切

られ
、体

部
文

様
は

上
か

ら入
組

文
が

2段
、交

互
鉤

状
文

が
1段

の
3段

構
成
で
あ
る。

内
面
は

横
に
滑

らか
に
調
整

され
る
。

25
3

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅲ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

3
ⅶ

・ⅱ
‐1
　　

　　
　　

ⅲ
-1

5
10

―
h

4
10

.6
―

―
0.5

LR
◎

破
片
主

体
部

は
ｃ9

5Ⅲ
層
の

標
高

6.1
9～

6.0
7m

で
口

を上
に
出
土

、胴
グ
リッ

ドの
標

高
6.7

4m
と低

地
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

2.8
9m

か
ら出

土
。

口
唇
に
は
ｈ形

の
突

起
が

４ヵ
所

付
され

、口
縁
内

測
に
凹
帯

を付
す
。頸

部
下

位
は

深
く横

に
刻
ま
れ
た
貼
瘤
文

で
区

切
られ

、体
部
文

様
は

上
か

ら工
字

文
系

文
、交

互
弧
線

文
、入

組
文

の
3段

ま
で
確

認
で
きる

。内
面

は
滑

らか
に
調
整

され
る
。

25
4

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

76
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅲ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.2
2m

前
後
とｄ

97
Ⅲ
層

の
3.1

5m
と2

.60
m地

点
、e

96
Ⅲ
層

出
土

の
破

片
が

接
合

。　
無

文
の

頸
部

が
わ

ず
か
に
残
り、

頸
部
境

の
貼
瘤
文

に
は

刻
み

が
2ヵ

所
施

され
る
。体

部
に
は
入

組
文

が
2段

施
文

され
る
の

が
確
認

で
きる

。内
面
は

横
に
滑
らか

に
調
整

され
る
。

25
5

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅲ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-3

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

広
域
の

接
合

で
、ｂ

95
Ⅲ
層

の
標

高
7.5

2m
とｃ

95
Ⅲ
層

標
高

6.2
3m

に
c9

8Ⅱ
×
1　

e9
8Ⅲ

層
出

土
の

破
片

が
接

合
。

頸
部
下

位
は

工
字

文
状

に
調

整
され

た
対

の
貼
瘤
と短

刻
線

で
区
切

られ
、体

部
に
は
入

組
文

が
2段

施
文

され
る
。入

組
文

両
脇
の

矢
羽

状
の

沈
線

は
三

叉
文

状
に
施
文

され
る
。内

面
は

横
に
滑
らか

に
調
整

され
る
。

25
6

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

77
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅲ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-3

　
―

10
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

◎
胴

部
が

e9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.0
5m

付
近
、頸

部
片

が
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.0
0m

か
ら出

土
。

頸
部
下

位
は

工
字

文
状

に
調

整
され

た
対

の
貼
瘤
と短

刻
線

で
区
切

られ
、体

部
に
は
入

組
文

が
施

文
され

る
。入

組
文
両
脇

の
矢
羽

状
の

沈
線

は
三

叉
文

状
に
施
文

され
る
。内

面
は

横
に
滑
らか

に
調
整

され
る
。

25
7

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
◎

泥
岩

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

7.0
2m

か
ら出

土
。

体
部
上

半
片

で
、頸

部
下
位

は
工

字
文

状
に
調
整

され
た
対
の

貼
瘤

と短
刻

線
で
区
切

られ
、体

部
に
は

入
組

文
が

2段
で
施

文
され

る
。内

面
は

滑
らか

に
調

整
され

る。

25
8

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅱ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
◎

赤
彩

　　
泥
岩

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.2
0m

か
ら出

土
。

25
9と

同
一

個
体

。体
部

上
半

片
で
、2

段
の

入
組

文
が

施
され

る
。内

面
は
横

に
滑

らか
に
調
整

され
、赤

彩
の
痕

跡
が

残
る
。
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

7
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

25
9

Ⅳ
－

15
―

42
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-2

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
◎

赤
彩

　　
泥
岩

c9
3・
c9

5Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
25

8と
同
一

個
体

。赤
彩

の
痕

跡
が

残
る
。

26
0

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

77
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

○
◎

赤
彩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
3m

か
ら出

土
。

体
部
上

半
片

で
、入

組
文
が

2段
施
文

され
る
。内

面
は

滑
らか

に
調

整
され

、器
面
に
赤
彩

の
痕

跡
が

残
る
。

26
1

Ⅳ
－

15
―

42
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅰ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
◎

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
した

。
体

部
上

半
片

で
、入

組
文
が

2段
施
文

され
る
。内

面
は

滑
らか

に
調

整
され

る
。

26
2

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

77
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
◎

赤
彩

d9
7Ⅲ

層
の
標

高
2.8

5m
か
ら出

土
。

頸
部
下

～
体

部
片

で
、頸

部
下
位

は
工

字
文

状
に
調
整

され
た
対
の

貼
瘤

と短
刻

線
で
区
切

られ
、体

部
に
は

入
組

文
が

施
文

され
、文

様
に
は

赤
彩

の
痕

跡
が

残
る
。

26
3

Ⅳ
－

15
―

42
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
出

土
の

破
片

とe
98

Ⅰ
層

出
土

の
破

片
の

接
合

。
頸

部
下

～
体

部
片

で
、1

段
の
入

組
文

が
確

認
で
きる

。頸
部

下
位

は
貼

瘤
文

が
剥

離
し、

地
文
が

現
れ

て
い
る。

内
面

は
滑

ら
か

に
調

整
され

る
。

26
4

Ⅳ
－

15
Ⅳ
－

75
42

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅱ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-3

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
◎

c9
5Ⅱ

層
の
標

高
6.5

3m
か
ら出

土
した

4片
と6

.21
mか

ら出
土
した

3片
の
接

合
。

頸
部
～

体
部

上
半

片
で
、頸

部
下

位
は

横
位

に
連

続
す
る工

字
文

が
施

され
、体

部
に
は

入
組

文
が

2段
施
文

され
る
。入

組
文

両
脇

の
矢

羽
状

の
沈

線
は

三
叉

文
状

に
施

文
され

る
。内

面
は
横

に
滑

らか
に
調

整
され

る。

26
5

Ⅳ
－

16
―

42
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅲ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-3

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

○
○

赤
彩

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

最
大
径

付
近

の
体

部
片

で
、入

組
文
とそ

の
下
に
4条

の
沈
線

が
施

され
る
。入

組
文

両
脇

の
矢

羽
状

の
沈

線
は

三
叉

文
状

に
施

文
され

る。
内
面

は
横

に
滑

らか
に
調
整

され
る
。

26
6

Ⅳ
－

16
―

42
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅰ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　　
　　

ⅱ
‐1

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
した

。
最

大
径

付
近

の
体

部
片

で
、上

か
ら入

組
文
と交

互
弧

線
文

、3
条
の

沈
線

が
付

され
る
。内

面
は
滑

らか
に
調

整
され

る。

26
7

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

77
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　　
　　

ⅱ
‐1

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
4m

か
ら出

土
。

26
6と

同
一

個
体

。

26
8

Ⅳ
－

16
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅰ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅲ
-1

　　
　　

ⅳ
‐1

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
した

。
体

部
上

半
片

で
、壺

の
最
大

径
部

は
稜

を付
け
て
屈
曲

す
る
。文

様
は
上

か
ら入

組
文

、矢
羽

状
沈

線
、が

付
され

る
。内

面
は

滑
らか

に
調
整

され
る
。

26
9

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

75
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
21

Ⅲ
壺

胴
～
底

Ⅰ
-2

―
　ⅲ

-1
　

―
―

―
―

―
―

―
8.0

0.4
LR

◎
ｃ9

5Ⅲ
層
の

標
高

5.8
5m

前
後
で
小

片
が

ま
とま

って
出
土

。
底

部
は

無
文

で
、胴

部
の
最

大
径

付
近

に
入

組
文

、下
位

に
沈
線

が
2条

施
文
され

る
。内

面
は
底

部
ま
で
滑

らか
に
調
整

され
る
。

27
0

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

77
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅲ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

　ⅲ
-1

　
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

無
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

2.9
3m

前
後
で
25

片
が

ま
とま

って
出

土
した

うち
の
4点

。
体

部
に
は
6条

の
沈

線
、入

組
文

、3
条
の

沈
線

が
施

され
る
。6

条
の

沈
線

は
工

字
文

状
の

施
文

が
施

され
る
もの

と推
測
され

る
。内

面
上

部
は

縦
に
荒
く、

胴
下
部

は
横

方
向

に
調

整
され

、厚
み
の

あ
る
破
片

で
あ
る
。

27
1

Ⅳ
－

16
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

ⅶ
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

無
◎

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
頸

部
下

位
に
は
棒

状
工

具
に
よる

刺
突
列

が
付

され
る
。体

部
に
は
沈

線
が

9条
巡

り、
そ
の

間
の

4条
目

、9
条
目

に
工

字
文

状
に
上

下
対

向
す
る三

叉
文

を
施
す
。内

面
は

指
で
縦

に
調

整
す
る厚

み
の

あ
る破

片
で
あ
る。

27
2

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

79
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅶ
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

無
○

◎
e0

Ⅱ
層

の
標

高
3.1

5m
か
ら出

土
。

27
1と

同
一

個
体

。沈
線

は
10

条
ま
で
確

認
で
きる

。

27
3

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

76
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅲ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅱ
‐1

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

2.9
8m

か
ら出

土
。

体
部
の

最
大

径
付

近
か

ら底
部

付
近

の
破

片
で
、体

部
下

位
は

無
文

に
な
る
。文

様
は
上

4条
。、

下
2条

の
沈

線
間

に
交
互

弧
線

文
が

施
され

る。
内
面

は
滑

らか
に
調
整

され
る
。

27
4

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

76
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
53

Ⅲ
壺

口
～
底

Ⅰ
-2

3
ⅱ
‐1

―
12

―
―

―
10

.8
21

.9
6.8

0.5
LR

◎
◎

赤
彩

胴
部
～

底
部

は
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.8
6～

2.8
0m

の
範

囲
に
散
在

し、
口

縁
部

片
は

ｄ9
7Ⅲ

層
か
ら小

片
が

得
られ

て
い
る。

口
唇
は

1片
しか

な
い
た
め
突
起

の
形

状
は

不
明

。頸
部

との
境

は
短

刻
沈

線
の

両
端

に
粘

土
を
寄
せ

た
もの

。体
部

文
様

は
2

段
の
交

互
弧

線
文

で
、赤

彩
の
痕

跡
が

あ
る
。平

底
で
内
面

は
底

部
ま
で
滑

らか
に
調
整

され
る
。

27
5

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

77
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
30

Ⅲ
壺

口
～
底

Ⅰ
-2

2
ⅱ
‐3

5
―

―
l

4
10

.4
15

.3
7.0

0.4
LR

◎
e9

7境
付

近
の

ｄ9
7Ⅲ

層
で
、上

部
の

口
か

ら胴
上

部
が

つ
ぶ
れ

る
が
、形

状
を
保
って

横
倒
しの

状
況

で
出

土
。標

高
2.7

0～
2.6

0m
。

中
央
を
窪
ま
せ

た
山

形
突

起
が

４ヵ
所

付
され

ると
み

られ
る
。体

部
に
は

1条
の
弧

線
の

上
下

に
短

刻
線

を
加
え
た
文

様
が

付
され

る。
平
底

で
内

面
は

底
部

ま
で
滑
らか

に
調
整

され
る
。

27
6

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

78
17

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
56

Ⅲ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

2
ⅰ
‐2

　　
　　

ⅱ
‐1

5
12

―
k

4
8.8

―
―

0.5
LR

○
○

◎
e9

8Ⅲ
層

で
潰

れ
て
一

括
出

土
した

。標
高
は

2.9
5～

2.9
2m

で
あ
る
。

口
唇
に
は
突

起
が

1か
所

残
る
。口

縁
部
下

位
は

貼
瘤

文
が

付
され

ず
、頸

部
下
位

は
工

字
文

状
の

調
整

で
あ
る
。体

部
に
は

上
か
ら交

互
鉤

状
文

が
2段

、交
互

弧
線

文
が

1段
付
され

る
。内

面
は
横

方
向

に
滑

らか
に
調

整
され

る。

27
7

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

75
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅰ
-2

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

赤
彩

c9
5Ⅱ

層
の
標

高
6.4

0m
か
ら出

土
。

体
部
の

最
大

径
付

近
の

破
片

で
、最

大
径
部

は
稜

を付
け
て
くの

字
に
屈

曲
す
る。

頸
部
下

位
は

工
字

文
状

に
調
整

され
、文

様
は
交

互
鉤

状
文

が
2段

付
され

る。
内

面
は

滑
らか

に
調
整

され
る
。

27
8

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

79
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅱ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

ⅱ
-5

　　
　　

ⅲ
‐1

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

◎
ｅ1

Ⅱ
層
の

標
高

3.0
4m

前
後

で
ま
とま

って
出
土

。
文

様
は

摩
耗

して
お
り判

定
は

難
しい

が
、体

部
文

様
は

1段
目
が

交
互

弧
線

文
の

特
殊

例
、2

段
が
入

組
文

で
あ
る
。内

面
は

横
方
向

に
滑

らか
に
調

整
され

る。

27
9

Ⅳ
－

16
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

3
ⅱ
‐2

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

e1
Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
口

唇
部

は
摩

耗
して

お
り、

突
起

の
形

状
は

不
明

。頸
部
下

位
は

工
字

文
状

で
、体

部
に
は

交
互

弧
線

文
の

変
形

の
交

互
皿

形
文
が

付
され

て
い
る。

28
0

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

75
18

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
壺

口
～
底

Ⅰ
-3

―
―

―
―

―
―

―
2.9

4.1
3.6

0.4
無

○
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.5
6m

か
ら口

を
下
に
完

品
で
出
土

。
口

唇
は

平
らで

口
縁
部

に
貫

通
孔

が
1ヵ

所
とそ

の
横

に
円

形
の

刺
突

が
施

され
る
。貫

通
孔

は
対

で
付

され
て
い
た
もの

とみ
られ

る。
底
部

は
平

らで
、体

部
の

最
大

径
付

近
に
は

明
瞭

な
稜

線
を
施
す
。

28
1

Ⅳ
－

16
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

―
―

―
―

―
―

―
2.4

―
―

0.4
無

○
d9

8Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

破
損

して
い
るが

、突
起

は
無

い
もの

とみ
られ

る
。頸

部
は

垂
直

に
立
ち
上
が

り口
縁
は

緩
や

か
に
外
反

す
る
。

28
2

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

75
18

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
28

Ⅱ
壺

口
～
底

Ⅰ
-3

―
―

―
―

―
l

4
8.8

12
.5

5.8
0.4

LR
○

○
○

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.4
7 ～

6.4
2m

で
ま
とま

って
出
土

した
破

片
。

口
唇
は

丸
く浅

い
U字

形
の

突
起

が
4か

所
付

され
、口

縁
に
1対

の
貫
通

孔
が

付
され

ると
み

られ
る
。体

部
は

丸
く頸

部
に
弱

い
屈

曲
を
付

け
る。

器
面
は

底
部

を除
き全

面
に
縄
文

を施
す
。

28
3

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

75
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
23

Ⅱ
壺

胴
Ⅰ

-2
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

無
◎

泥
岩

ｃ9
5と

の
境
付

近
の

c9
4Ⅱ

層
の
標

高
5.7

6 m
前

後
で
ま
とま

って
出
土

した
破
片

。
体

部
上

か
ら底

部
付

近
の

無
文

の
壺

の
破

片
で
、最

大
径

部
に
や
や

稜
を
付
け
て
屈

曲
す
る。

器
面
は

丁
寧

に
な
で
られ

、内
面

は
胴

下
部

が
横

、胴
上

部
が

縦
方

向
に
調

整
され

る。

28
4

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

75
18

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅲ
壺

胴
～
底

Ⅰ
-2

―
―

―
―

―
―

―
―

―
6.5

0.3
無

◎
ア
ス
ファ

ル
ト

底
部
か

ら胴
部

が
ｃ9

5Ⅲ
層
の

標
高

6.1
6 ～

6.1
0m

、胴
部

半
分

が
ｃ9

5Ⅲ
層
の

標
高

6.0
6m

で
1m

ほ
ど
分

か
れ

て
出
土

。
ア
ス
ファ

ル
ト容

器
だ
った

とみ
られ

る無
文
の

壺
の

底
部

片
で
、最

大
径
よ
り下

位
に
特

に
厚
く付

着
し、

黒
光
りす

る
。ア

ス
フ

ァル
トの

表
面
に
は
ヘ
ラな

ど
の
痕
跡

もあ
る。

器
壁
は

薄
く、

底
部
も丁

寧
に
平

らに
調

整
され

る。

28
5

Ⅳ
－

16
Ⅳ
－

72
･7
9

18
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

3
Ⅲ

壺
口

～
底

Ⅰ
-2

―
―

―
―

―
―

―
14

.4
36

.5
10
.0

0.7
LR

◎
◎

白
色
角

礫
低

地
東

端
の

ｄ3
Ⅲ

層
の

標
高

3.1
8 ～

3.1
1m

で
一

括
出

土
した

。口
縁

部
は

倒
立

し、
胴

部
片

は
そ
の

東
側
に
ま
とま

って
出

土
した

。
口

唇
断

面
は

肥
厚

し突
起

は
無

い
。平

底
で
、地

文
は
比

較
的

横
に
施

文
され

、頸
部

と底
部
周
辺

は
無

文
で
あ
る。

残
片

も
含

め
ると

完
品
で
、倒

立
で
安
置

され
て
い
た
もの

とみ
られ

る
。胎

土
に
白
色

の
珪

化
岩

の
亜

角
礫

が
混

じる
。

28
6

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

77
18

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
14

Ⅱ
・Ⅲ

壺
口

Ⅰ
-2

3
―

5・
8

10
―

h
4

10
.5

―
―

0.5
LR

○
赤
彩

ｄ9
8Ⅱ

・Ⅲ
層

の
3.4

3～
3.2

8m
の
間

で
散
在

して
出
土

。
口

縁
に
は
方

形
の

突
起

が
４ヵ

所
あ
り、

口
唇

に
刻
み

を施
す
。口

縁
内

側
に
は
1条

の
沈

線
と突

起
に
弧
線

を付
す
。実

測
面

と直
交
す
る
軸

の
口

縁
下

の
貼

瘤
文

は
刻

み
が

施
され

る
。赤

彩
の
痕

跡
が

み
られ

る。

28
7

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

76
18

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
壺

口
Ⅰ

-2
2

―
12

―
―

k
4

8.0
―

―
0.7

無
○

○
ｄ9

6Ⅱ
層
の

標
高

4.8
7m

とｄ
95

Ⅱ
層

か
ら出

土
した

破
片
の

接
合

。
口

唇
は

平
らで

、口
縁
内

測
に
は
1条

の
沈

線
が

施
され

る。
突

起
の

内
測

に
は
V字

状
の

沈
線

が
付

され
る
。

28
8

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

77
18

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
・Ⅲ

壺
口

Ⅰ
-1

2
―

4
12

―
m

3
8.5

―
―

0.5
LR

○
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.0
4m

とe
98

Ⅱ
層

か
ら出

土
した

破
片

の
接

合
。

左
右
に
小
突

起
の

あ
る
大

きな
突

起
が

1ヵ
所
、e

形
の

突
起

が
2ヵ

所
あ
り、

突
起
単

位
は

3で
あ
る。

最
大
の

突
起

下
に
は

工
字

文
、ほ

か
の

突
起

下
に
は

工
字

文
状

に
施

文
され

、口
縁

下
位

の
貼

瘤
文

は
省

略
され

る
。

28
9

Ⅳ
－

17
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-3

2
―

5
11

―
m

―
10

.0
―

―
0.6

LR
○

e9
7Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
口

唇
に
大
型

の
突

起
が

あ
り、

突
起
下

の
口

縁
に
は

貫
通

孔
が
空
け
られ

るこ
とか

ら、
口
縁

に
対
に
穿
孔

を施
す
壺

とみ
られ

る
。口

縁
下

位
の

貼
瘤

文
は
省
略

され
頸

部
下

位
は

工
字

状
に
調
整

され
る
。

29
0

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

76
18

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅲ
壺

口
Ⅰ

-2
2

―
8

―
―

―
―

8.8
―

―
0.6

LR
○

○
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.2
4m

で
出

土
した

4点
ほ
か

同
グ
リッ

ド出
土

の
破

片
が

接
合

。
口

唇
は

平
らで

、口
縁
内

測
に
は
1条

の
沈

線
が

施
され

る。
口

縁
部

に
は
貼

瘤
文

が
4ヵ

所
残

るが
、そ

の
上
に
突
起

の
痕

跡
は

な
い
た
め
、突

起
の
な
い
口

縁
と考

え
られ

る
。口

縁
下
位

の
貼

瘤
文

は
省

略
され

る。

29
1

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

76
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅱ
・Ⅲ

壺
口

～
胴

Ⅰ
-2

―
―

―
―

―
―

―
7.5

―
―

0.6
無

○
○

ｃ9
5Ⅲ

層
の

標
高

6.2
2m

、ｄ
96
Ⅲ

層
の

標
高

3.2
3m

、ほ
か

　ｂ
95

Ⅱ
層

、段
丘

上
の

ｂ1
Ⅱ

層
の

広
域

で
出

土
した

破
片

の
接

合
。

無
文
の

壺
口

縁
部

片
で
、口

唇
は
四
角

に
調

整
され

外
反

す
る
。頸

部
と体

部
境

に
は

3条
の
沈

線
が

施
され

る
。器

面
は
ヘ
ラ

で
磨

か
れ

て
い
る。

29
2

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

76
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

口
Ⅰ

-2
3

―
5

10
―

f.
―

―
―

―
0.5

LR
○

赤
彩

ｄ9
6Ⅲ

層
の

標
高

2.9
7m

で
出

土
した

。
口

縁
に
は
方

形
の

突
起

が
あ
り、

口
唇

に
刻
み

が
施

され
る
。口

縁
内
測

に
は

2条
の

沈
線

が
あ
り、

上
段

は
突

起
裏

で
対

向
す

る
三
叉

文
状

とな
る
。口

縁
部

に
は
補

修
穴

が
あ
り、

沈
線

内
に
赤
彩

の
痕

跡
が

み
られ

る。

29
3

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

76
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅲ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

―
―

―
―

―
ｊ

―
―

―
―

0.4
無

◎
泥
岩

ｃ9
5と

の
境
の

ｄ9
5Ⅲ

層
の
標

高
4.7

5m
で
出
土

した
。

無
文
の

壺
で
、口

縁
部

に
3条

、頸
部

と体
部

境
に
4条

の
沈
線

が
施

され
、貼

瘤
文

は
な
い
。口

縁
部

に
は

対
の
突

起
が

あ
る

が
、内

測
に
沈
線

は
な
い
。内

外
面

とも
丁
寧

に
調

整
され

る。

29
4

Ⅳ
－

17
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅲ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

LR
○

○
○

e9
8の

杭
山
Ⅲ

層
か

ら出
土

した
破
片

とe
97

Ⅲ
層
出

土
の

破
片

が
接

合
。

頸
部
に
は
補

修
穴

が
3ヵ

所
あ
る
。頸

部
境

は
工

字
文

状
に
施
文

され
る
。体

部
に
は

沈
線
4条

み
られ

る
が

、文
様

は
判
然
とし

な
い
。

29
5

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

77
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
壺

頸
部

Ⅰ
-2

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.6
LR

○
段

丘
上

の
a2
Ⅱ

層
の

破
片

と 
d9
8Ⅱ

層
の

標
高

3.2
7m

で
出

土
した

破
片
の

接
合

。
大

型
の

壺
の

頸
部

片
で
、頸

部
内

測
に
、蓋

受
け
状

の
突

出
が

あ
る
。頸

部
境
に
は

頸
部

下
位

は
横

位
に
連
続

す
る
工
字

文
が

施
され

て
い
るも

の
とみ

られ
る
。

29
6

Ⅳ
－

17
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

―
ⅱ
‐1

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

○
赤
彩

ｄ9
8・

e9
8Ⅱ

層
か

ら出
土

した
破

片
の

接
合

。
口

縁
内

測
に
1条

の
沈
線

が
施

され
る
。頸

部
と体

部
境

に
は

工
字

文
状

に
調

整
され

、貼
瘤
文

は
な
く、

全
体
を
刻
む
。体

部
文

様
に
は
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。沈

線
内

に
赤

彩
の

痕
跡

が
み

られ
る
。

29
7

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

76
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

口
～
胴

Ⅰ
-2

―
―

5
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
赤
彩

ｄ9
6Ⅲ

層
の

標
高

2.7
9m

で
出

土
した

。
口

唇
の

突
起

の
有

無
は

不
明

、口
縁

内
測

に
は

1条
の
凹
帯

が
施

され
る
。口

縁
と頸

部
境

の
貼

瘤
文

は
省

略
され

る。
頸

部
と体

部
の

境
は

工
字

文
状

に
調
整

され
対

の
貼

瘤
文

が
付

され
る
。沈

線
内
に
赤

彩
の

痕
跡

が
み

られ
る
。

29
8

Ⅳ
－

17
―

43
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
壺

頸
部
～

胴
Ⅰ

-2
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

頸
部
と体

部
の

境
は

工
字

文
状

の
凸

帯
に
調

整
され

る体
部
に
は
斜

行
す
る沈

線
が

み
られ

るが
、文

様
は

判
然

とし
な
い
。

29
9

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

78
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
14

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
胴

Ⅱ
-１

3
3

7
12

―
l

8
13

.0
―

―
0.4

LR
○

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.1

6m
で
出

土
した

破
片

に
同

グ
リッ

ドⅡ
層

出
土

の
2点

が
接
合

。
口

縁
の

突
起

は
大

小
8単

位
だ
が

大
突

起
は

す
べ

て
欠

損
して

い
る
。口

唇
は

平
坦

四
角

で
、内

測
に
1条

の
沈
線

が
施

され
、

小
突
起

部
の

刻
み

とつ
な
が
る
。口

縁
部
に
は

短
刻

線
を
挟
ん
で
上

下
3条

の
沈

線
が

施
され

る。
貼

瘤
文

は
な
い
。

30
0

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

76
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
18

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
底

Ⅱ
-１

2
3

7
10

欠
l

6
10

.3
9.6

4.6
0.3

LR
○

○
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.0
4m

前
後
で
ま
とま

って
出
土

した
破
片

に
同
グ
リッ

ドⅡ
層

出
土

の
3点

が
接

合
。

小
突
起

が
4ヵ

所
残

るが
、破

損
して

い
る
口
唇

に
大

きな
突
起

の
痕

跡
が

あ
り、

6個
の

突
起

が
あ
った

とみ
られ

る
。口

唇
は

丸
く口

縁
内
測

に
沈
線

は
な
い
。文

様
は
粘

土
粒

を
挟
ん
だ
短
刻

線
文

の
上

に
2条

、下
に
3条

の
沈
線

が
施

され
る
。

30
1

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

78
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
44

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
底

Ⅱ
-１

3
2

5
10

―
l

8
21

.0
20

.8
5.8

0.4
LR

○
○

口
縁
が

e9
8Ⅲ

層
の

標
高

2.8
0～

2.7
2m

とe
99

Ⅱ
層

の
標

高
3.0

2m
前
後

、胴
下
部

～
底

部
片

が
c9

4の
標
高

6.6
8m

・c
95

Ⅱ
層

の
標
高

6.5
0m

か
ら出

土
。

大
小
の

突
起

が
交

互
に
8個

付
く。

口
縁

内
測

の
沈

線
は

大
突

起
下

で
三
叉

文
状

に
な
り、

突
起

裏
の

V字
状

の
刻

み
と接

す
る

。突
起
下

に
短
刻

線
と2

個
の

貼
瘤

、頸
部
に
は
粘

土
粒

を挟
ん
だ
短

刻
線

が
付

され
、そ

の
上

に
3条

下
に
2条

の
沈
線

が
施

さ
れ

る。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

8
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

30
2

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

78
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
66

Ⅰ
・Ⅱ

・Ⅲ
深

鉢
口

～
底

Ⅱ
-3

4
4

9
10

―
e

8
24

.2
28

.3
8.8

0.5
LR

○
○

◎
底

部
片

～
口

縁
部

ま
で
の
主

な
破
片

は
e9

8Ⅱ
層
の

3.1
5～

3.0
4m

で
や

や
ま
とま

って
出
土

、口
縁
の

一
部

が
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.2
9～

2.9
9m

で
出

土
。

突
起
下

に
は

弧
線

と深
い
短
刻

線
が

付
され

、口
縁

内
測

の
沈

線
は

突
起

に
合
わ

せ
三

叉
文

状
に
な
る。

頸
部
は

や
や

屈
曲

し
、粘

土
を
寄

せ
た
短

刻
線

文
とそ

の
上

下
に
沈
線

が
4条

付
され

る
。

30
3

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

77
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
11

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
胴

Ⅱ
-１

3
2

3
10

―
e

―
―

―
―

0.5
RL

○
○

○
ｄ9

7Ⅲ
層
の

2.7
2m

で
や
や

ま
とま

って
出
土

し、
ｄ9

7Ⅲ
層

の
2.9

9m
出
土

片
とｄ

98
Ⅲ
層

の
標

高
3.2

4m
出
片

、e
97
Ⅱ

層
出

土
片

の
接

合
。

口
縁
内

測
に
は
1条

の
沈

線
と突

起
裏

に
弧

線
を
付

す
。文

様
は

突
起

下
に
弧
線

と粘
土

粒
で
区

切
った

短
刻
線

文
と沈

線
、

口
縁
下

位
に
粘
土

を
寄
せ

た
短
刻

線
文

、そ
の

上
に
3条

下
に
2条

の
沈
線

が
施

され
る
。

30
4

Ⅳ
－

17
Ⅳ
－

73
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
32

Ⅱ
深

鉢
口

～
底

Ⅱ
-１

2
5

7
10

―
g

4
10

.4
10

.0
5.6

0.4
LR

○
○

◎
c9

4Ⅱ
層

の
標

高
5.8

0m
前
後

で
一

括
出

土
。

口
縁
部

突
起

下
に
貼
瘤

文
は

な
く、

2条
の

沈
線

を挟
ん
で
粘
土

を寄
せ
た
短
刻

線
文

、そ
の
下

に
5条

の
沈

線
を
施
す
。底

部
は

平
らに

調
整

され
、地

文
は
底

部
角

ま
で
付
く。

30
5

Ⅳ
－

18
Ⅳ
－

72
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
22

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-１

2
1

8
10

―
g.ｌ

8
19

.6
―

―
0.5

LR
○

○
段

丘
上

の
a3
Ⅱ

層
の

標
高

10
.96

m前
後
で
一
括

出
土

。
口

唇
は

四
角

く、
大
小

の
突

起
が

交
互

に
8個

付
く。

突
起

下
に
は
貼

瘤
文

が
施

され
、そ

の
下

に
2条

と1
条

の
沈

線
に
挟
ま
れ

、貼
瘤
文

に
仕
切

られ
る
短
刻

線
文

が
付

され
る
。

30
6

Ⅳ
－

18
Ⅳ
－

73
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
16

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-１

3
2

5
10

―
g

4
24

.4
―

―
0.4

LR
○

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.7
8 m

前
後

出
土

の
破

片
と6

.39
m出

土
の
破

片
が

接
合

。
口

唇
は

四
角

く、
４ヵ

所
突
起

が
付

く。
突

起
下

に
は

弧
線

文
と2

個
の
貼

瘤
文

が
付

され
、そ

の
下
は

貼
瘤

文
に
仕

切
られ

る短
刻

線
文

の
上

に
3条

、下
に
2条

の
沈
線

が
付

され
る
。

30
7

Ⅳ
－

18
Ⅳ
－

77
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
胴

Ⅱ
-１

3
3

5
9

―
e.ｊ

8
23

.6
―

―
0.5

LR
○

◎
泥
岩

ｄ9
8Ⅱ

層
の

標
高

3.3
5m

出
土
の

破
片

とⅢ
層
の

標
高

3.1
8m

出
土
片

が
接

合
。

突
起
間

に
口

唇
を
窪

ま
せ

た
小
さい

山
形
突

起
が

あ
り、

突
起
頂

部
の

刻
み

や
内

面
の

弧
線

は
な
い
。突

起
下

に
弧

線
と刻

ん
だ
貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、口

縁
中

央
に
横
に
深

く刻
ん
だ
瘤
もん

と短
刻

線
が

あ
り、

そ
の

上
下

に
3条

の
沈

線
が

付
され

る。

30
8

Ⅳ
－

18
Ⅳ
－

72
43

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-１

2
ⅰ
-3

5
10

―
g

―
―

―
―

0.5
LR

◎
斜

面
の

ｂ9
1Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
下

に
短

刻
線

と中
央
を
窪
ま
せ

た
貼

瘤
文

が
施

され
る
。頸

部
は
わ

ず
か

に
屈
曲

し、
沈

線
上

に
寄

せ
た
粘

土
粒

を
付
す

。

30
9

Ⅳ
－

18
Ⅳ
－

73
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
92

Ⅱ
深

鉢
口

～
底

Ⅱ
-１

3
ⅰ
-2

5
10

―
g

4
27

.1
29

.4
9.0

0.5
LR

◎
○

泥
岩

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.5
9 ～

6.4
1m

前
後

で
出
土

の
破

片
と6

.11
m出

土
の
大

型
口

縁
部

片
が

接
合

。破
片

は
1.5

㎡
ほ
ど
の

範
囲

に
集
中

した
。

突
起
下

の
貼

瘤
文

は
突

起
間

に
2個

の
合

計
12

個
付

され
る
が
、突

起
下
に
か
ぎ
り付

され
る刻

み
が

下
の

沈
線

とつ
な
が
る
。

下
位
の

短
刻

線
間

の
貼

瘤
文

は
突

起
の

位
置

とは
関

係
な
く1

3個
付

され
る
。文

様
の
交

互
鉤

状
文

に
は

描
き損

じが
あ
る
。

31
0

Ⅳ
－

18
Ⅳ
－

73
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-１

3
ⅱ
‐1

8
10

―
g

―
―

―
―

0.4
LR

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.5
7m

か
ら出

土
した

。
残

存
す
り突

起
と口

縁
部

の
施

文
か

ら対
の

山
形

突
起

と推
測

で
きる

が
、そ

も間
隔
は

狭
く、

突
起
は

同
じ大

きさ
の
もの

が
8

個
ほ
ど
付

くと
み
られ

る
。

31
1

Ⅳ
－

19
Ⅳ
－

73
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
深

鉢
口

Ⅱ
-１

3
―

5
10

―
g

4
13

.7
―

―
0.4

LR
○

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.6
1～

5.7
4m

の
間

で
小

片
が

8点
が

3ヵ
所

に
散

らば
る
儒

教
を
確
認

。
口

縁
部

片
が

5割
ほ

ど
残
る
破
片

で
、突

起
下
と突

起
間

に
Ｂ状

の
貼
瘤

文
が

合
計

8カ
所
付

され
る
。3

条
の

沈
線

を挟
み
Ａ状

の
粘
土

粒
と短

刻
線

文
が

施
され

る
。文

様
の
詳

細
は

不
明

だ
が
交

互
弧

線
文

の
可

能
性

が
あ
る
。

31
2

Ⅳ
－

19
Ⅳ
－

76
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
底

Ⅱ
-１

2
ⅳ
‐3

7
11

―
g.ｊ

8
10

.8
9.0

5.0
0.5

RL
○

○
◎

煤
ｃ9

6Ⅱ
層
の

標
高

4.8
2m

出
土
の

口
縁

片
とｄ

96
Ⅲ

層
の

標
高

3.7
2～

3.4
8m

で
出
土

した
口
縁

部
～

底
部

片
が

接
合

。
大

小
の

突
起

が
交

互
に
8個

付
く小

型
の
深

鉢
で
、胴

部
に
は
Z字

状
の
矢

羽
状

沈
線

に
刻
み

を加
え
た
文
様

が
付

され
る
。底

は
丁
寧

に
調

整
され

、底
部
周

辺
に
2条

の
沈
線

を巡
らせ

る
。

31
3

Ⅳ
－

19
Ⅳ
－

76
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-１

4
ⅳ
‐1

5
10

―
ｊ

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｃ9

6Ⅱ
層
の

標
高

4.8
6m

出
土
の

破
片

。№
5×

1
深

鉢
の

小
突

起
部

の
破

片
とみ

られ
る
。突

起
下

に
は

短
刻

線
とＢ

状
の

貼
瘤

文
、4

条
の
沈

線
を
挟
み

Ａ状
の
貼

瘤
文

に
仕

切
られ

た
短
刻

線
、3

条
の

沈
線

、矢
羽

状
沈

線
ま
で
確
認

で
きる

。口
縁

部
に
は

補
修

孔
が

あ
る
。

31
4

Ⅳ
－

19
Ⅳ
－

73
19

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
72

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-１

3
ⅰ
-2

5
11

―
f.

4
29

.6
―

―
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4・
95
境

付
近

Ⅱ
層

の
約

5㎡
の

範
囲

で
破

片
が

散
布

して
い
た
。標

高
は

ｃ9
4で

は
6.8

8～
6.1

4ｍ
、ｃ

95
で
は

6.4
3～

6.1
5ｍ

の
範
囲

で
あ
る
。

口
縁
か

ら同
下

位
ま
で
ほ

ぼ
破

片
が

あ
る
。突

起
裏

は
す
べ
て
対
向

三
叉

文
状

の
文

様
が

付
され

、口
縁
部

の
貼

瘤
文

は
す

べ
て
中
央

を刻
ん
だ
Ｂ状

突
起
で
あ
る。

貼
瘤
文

は
口

縁
直

下
に
８個

、口
縁

中
央

に
14
個

付
され

る。

31
5

Ⅳ
－

19
Ⅳ
－

76
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.8
4ｍ

前
後
で
ま
とま

って
出

土
した

破
片

。
口

唇
は

肥
厚

し切
出

し状
の

断
面

。地
文
の

み
の

深
鉢

片
で
、口

縁
内
面

に
沈
線

は
な
い
。器

壁
の

薄
さと

胎
土
の

状
況

か
ら

晩
期
後

葉
の

破
片

と判
断

した
。

31
6

Ⅳ
－

19
Ⅳ
－

78
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
2.9

2ｍ
で
出

土
した

破
片
。

口
唇
は

肥
厚

し磨
滅

の
た
め
か

断
面

は
丸

い
。地

文
は

縦
に
流
れ

るよ
う施

文
す
る。

地
文

の
み

の
深

鉢
片

で
、口

縁
内

面
に

沈
線
は

な
い
。
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0.4
LR

◎
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.5
4～

6.0
5ｍ

に
か
け
て
の

約
6㎡

の
範

囲
で
破
片

が
散

布
して

い
た
。

口
唇
断

面
は

薄
く尖

り、
僅
か

に
屈

曲
す
る。

実
測
裏

側
の

底
部

付
近

は
縄

文
が

付
くが

、胴
部

中
か

ら口
縁

部
に
か
け
て
は

地
文
が

ま
ば

らで
、口

縁
内

面
に
沈

線
は

な
い
。底

部
は
中

央
が
凹
み

、接
地

面
に
小
さな

凹
凸
が

著
しく

付
く。
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.8
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0.3
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.0
8ｍ

前
後
で
底
部

か
ら口

縁
の
半
分

ま
で
が
横

倒
しで

並
ん
で
出
土

。
口

唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
内
面

に
沈

線
は

な
い
。口

縁
部
に
4条

の
沈
線

を付
し、

地
文
は

縦
に
流
れ

るよ
う施

文
して

い
る
。底

部
は

中
央

が
盛

り上
が
り、

無
文

で
あ
る
。
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底
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0.4
LR

◎
底

部
片

が
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

7.5
2ｍ

前
後
か

ら、
口
縁

部
片

が
ｃ9

5Ⅱ
層

の
標

高
6.5

7～
4.8

3ｍ
とｄ

95
の

標
高

4.7
3ｍ

前
後
か

ら出
土
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
内
面

に
沈

線
は

な
い
。口

縁
部
に
5条

の
沈
線

が
を
付
され

、補
修
孔

が
1ヵ

所
あ
る。

残
存

す
る
底
部

は
無

文
で
あ
る。
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底
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3
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0.5
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◎
口

縁
部

か
ら胴

下
部

の
68

点
が

c9
4中

央
Ⅱ

層
の

標
高

5.8
9～

5.7
8ｍ

で
出
土

し、
大

型
の

口
縁

部
片

が
標

高
6.3

0～
6.1

8ｍ
で
出

土
した

。
口

唇
は

平
らで

内
面
に
沈
線

は
な
い
。地

文
は

口
唇

付
近

は
横

に
、胴

部
は
縄
が

縦
に
な
る施

文
を
す
る
。口

縁
部

に
12

個
の

Ａ状
の

貼
瘤

文
に
仕
切

られ
た
短
刻

線
が

あ
り、

そ
の

上
に
3条

、下
に
2条

の
沈

線
が

付
され

る。
煮

炊
きの

痕
跡

が
残

る
。
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4・

95
境

付
近

の
標

高
7.5

7～
6.1

2ｍ
の
約

3㎡
範
囲

で
主
な
破
片

は
 出

土
し、

磨
滅

した
口

縁
片

1点
が
ｄ9

4Ⅱ
層
か

ら出
土

して
い
る。

　　
口

縁
内

測
に
1条

の
沈
線

が
施

され
る
。頸

部
に
は
括

れ
が

あ
り、

境
に
5.5

㎝
ほ
ど
間

隔
を
あ
け
た
対
の

貼
瘤

文
が

4ヵ
所
付

さ
れ

る。
頸
部

下
の

4条
の
沈

線
に
は
工

字
文

状
に
縦

の
刻

み
が

付
され

る。
内

面
や

底
部

の
器

面
は
ヘ
ラで

磨
か

れ
る
。
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0.3
LR

◎
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泥
岩

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.0
2ｍ

で
出
土

した
破

片
。

ミニ
チ
ュア

の
深

鉢
で
、口

唇
は
尖

り、
口
縁

部
に
は
貼

瘤
文

の
無

い
短
刻

線
を
挟

み
上

下
3条

の
沈
線

が
施

され
る
。底

部
は

無
文
で
平

らに
調

整
され

、周
辺

に
2条

の
沈

線
を
巡
らせ

る
。
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○
○

○
c9

5Ⅱ
層

の
標

高
5.8

7ｍ
前

後
で
潰

れ
て
一
括

出
土

した
。

口
唇
は

丸
く、

全
体
に
整

形
が

雑
な
小
型

の
完

品
の

小
型

深
鉢

で
あ
る
。器

面
に
は

細
か
い
地

文
が

付
され

、胴
下

部
か

ら底
部

は
無

文
とな

る
。口

縁
部
に
は

5条
の
沈

線
が

付
され

る。
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付
近

Ⅱ
層

の
標

高
6.3

7～
5.8

5ｍ
に
か

け
て
の
2㎡

ほ
ど
の

範
囲

に
主

な
破

片
は

散
在

して
出
土

した
。

口
縁
部

か
ら底

部
付

近
ま
で
の

6割
が

残
る
個
体

で
、口

縁
内
測

に
1条

の
沈
線

が
施

され
る
。口

縁
直

下
に
刻
み

の
あ
る
貼
瘤

文
、口

縁
中
央

に
Ａ状

の
貼

瘤
文

に
区

切
られ

た
短
刻

線
が

あ
り、

そ
の

間
に
3条

、口
縁

中
央

下
に
2条

の
沈

線
文

が
施

され
る
。
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LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.0
4～

5.5
2ｍ

で
比

較
的

ま
とま

って
出
土

した
。

口
縁
部

か
ら胴

下
部

ま
で
7割

が
残
る
。口

縁
内
測

に
幅

が
7㎜

強
の

凹
帯

が
1条

施
され

る
。口

唇
は

平
らに

調
整

され
、口

縁
部

上
か

ら4
条
と2

条
の

沈
線

間
に
Ａ状

の
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短

刻
線

が
施

され
る
。1

対
の

補
修

孔
と煮

炊
きの

痕
跡

が
残

る。
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7Ⅲ
層
の

標
高

2.8
0ｍ

前
後
とe

97
Ⅲ
の

標
高

2.7
2ｍ

前
後

で
出
土

。こ
の
ほ

か
口

縁
小

片
が

ｄ9
8Ⅲ

層
とｄ

99
Ⅱ
層

か
ら3

点
出

土
して

い
る
。

口
縁
部

は
平

らで
内
面

に
沈

線
は

な
い
。口

縁
部
上

か
ら3

条
と2

条
の
沈

線
間

に
刻

み
の

あ
る
貼

瘤
文

に
区

切
られ

た
短

刻
線

が
施
され

る。
口
縁

部
か

ら底
部

ま
で
の
4割

が
残
る
。
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5、
ｃ9

5Ⅱ
層

の
、標

高
7.7

5～
6.5

3ｍ
に
か

け
て
の

3㎡
ほ
ど
の

範
囲

に
口
縁

部
か

ら胴
部

の
破

片
が

散
在

して
出

土
した

。
口

縁
部

か
ら胴

下
部

ま
で
ほ
ぼ
完
品

。口
唇

は
平

らに
調
整

され
、口

縁
内

面
に
沈
線

は
な
い
。口

縁
直

下
に
11

個
の

刻
み

の
あ
る
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短

刻
線

が
施

され
、そ

の
下

位
に
5条

の
沈
線

が
付

され
る
。
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○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

底
部

片
が

標
高

6.0
1ｍ

、口
縁
部

、胴
部

片
が

標
高

6.3
7～

6.1
4ｍ

で
出

土
して

い
る
。

口
唇
は

平
らで

、内
面
は

わ
ず
か
に
外

傾
す
る。

口
縁
直

下
に
刻
み

の
あ
る
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短
刻

線
、そ

の
下
位

に
は

上
下
3条

の
沈

線
間

に
Ａ状

の
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短
刻

線
が

付
され

る。
文

様
の

下
地

に
縦
横

に
密

な
沈

線
が

付
され

て
い
る
。

32
9

Ⅳ
－

20
―

44
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅲ
深

鉢
口

Ⅱ
-2

2
ⅶ

7
3

―
―

―
10

.0
―

―
0.4

LR
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◎
石
英

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
口

縁
内

測
に
1条

の
沈
線

が
施

され
る
。頸

部
に
は
括

れ
が

あ
り、

境
に
2.5

㎝
ほ
ど
間

隔
を
あ
け
た
対
の

貼
瘤

文
が

4ヵ
所
付

さ
れ

る。
頸
部

下
の

4条
の
沈

線
に
は
工

字
文

状
に
縦

の
刻

み
が

付
され

る。
破

片
は
被
熱

し、
外

面
に
炭
化

物
が

付
着

す
る
。
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泥
岩

e9
9Ⅱ

層
の
標

高
2.8

5ｍ
前

後
で
破

片
は

散
在

して
出
土

した
。

口
唇
は

外
反

し、
内
面

に
1条

の
沈

線
が

施
され

る
。口

縁
部
文

様
帯

に
貼

瘤
文

は
な
く、

上
か
ら3

条
の
沈

線
、短

刻
線

、2
条

の
沈
線

の
順

に
施

文
され

る
。口

縁
に
は

補
修
穴
が

あ
る
。
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94
Ⅱ

層
の

標
高

7.1
2～

5.8
5ｍ

の
8㎡

ほ
ど
の
範

囲
で
主

な
破

片
は

出
土

し、
これ

に
 ｃ
93
Ⅱ

層
か

ら6
点
、 
ｃ9

5Ⅱ
層
か

ら1
点

の
破

片
が

接
合

した
。

口
唇
は

平
らで

、内
測
口

唇
部

付
近

に
は
外
反

す
る
調
整

が
施

され
る
。口

縁
部

に
は

上
下

2条
の
沈

線
間

に
Ａ状

の
貼

瘤
文

に
区
切

られ
た
短
刻

線
が

施
され

る。
地

文
や

内
面

調
整

は
比

較
的

雑
な
個

体
で
、口

縁
部

に
補

修
孔

が
1対

み
られ

る
。
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7Ⅲ
層
の

標
高

2.6
4m

か
ら出

土
した

破
片
に
ｄ9

6Ⅱ
層

の
破

片
が

接
合

した
。

口
唇
は

平
らで

、口
縁
部

に
3条

の
沈

線
が

付
され

る。
地

文
は

縦
に
櫛

場
状

の
細

か
い
沈

線
が

施
され

、こ
れ
は

る晩
期
中

葉
に
み
られ

る
もの

だ
が

、当
該

期
の

破
片

は
ほ

とん
ど
な
い
た
め
胎

土
の

特
徴
か
ら後

葉
の

破
片

と考
え
た
。

33
3

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

73
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
3

省
11

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

◎
○

泥
岩

ｃ9
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5境
Ⅱ

層
の

標
高

4.6
3ｍ

前
後
で
出

土
した

破
片
。

口
唇
は

平
らで

、内
測
口

唇
部

付
近

に
は
外
反

す
る
調
整

が
施

され
る
。口

縁
部

に
は

上
下

3条
の
沈

線
間

に
Ｂ状

の
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短
刻

線
が

施
され

る。
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調
査
区

縁
に
近
い
e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.0

5ｍ
前
後

で
出

土
した

破
片

。接
合

は
しな

か
った

が
付

近
に
同

一
個
体
片

が
集

中
し

た
出

土
した

。
肥

厚
す
る口

縁
は

切
出

し状
の

断
面

とな
り、

1条
の
沈

線
が

施
され

る。
口

縁
部

に
は

4条
の

沈
線

が
施

され
る
。
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21
Ⅳ
－

76
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

口
～
胴

Ⅱ
-2

6
3

省
10

―
―

―
23

.0
―

―
0.4

LR
○

◎
ｄ9

6№
Ⅲ
層

の
標

高
4.5

2m
か
ら出

土
した

破
片

ｄ9
7Ⅲ

層
の
標

高
4.3

4m
か
ら出

土
した

破
片

が
接

合
した

。
口

唇
は

丸
く、

内
測
に
1条

の
沈
線

を施
す
。地

文
は

口
唇

付
近

に
は

あ
あ
ま
り施

さず
、幅

1㎝
ほ
ど
の

無
文

帯
とな

る
。口

縁
部

に
は

6条
と3

条
の
沈

線
を
施
し、

そ
の

間
に
に
Ａ状

の
貼

瘤
文

に
区
切

られ
た
短

刻
線

が
施

され
る
。

33
6

Ⅳ
－

21
―

44
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
2

省
10

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

○
ｂ9

1Ⅱ
層
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

平
らで

、口
縁
部

に
は

上
か

ら3
条
、2

条
の

沈
線

が
施

され
、そ

の
間

に
貼

瘤
文

に
区
切

られ
た
短

刻
線

が
施

され
る
。

33
7

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

77
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
14

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

2
2

5
11

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｄ9

8Ⅱ
層
の

標
高

3.4
1m

出
土
の

破
片

と2
ｍ
ほ

ど
離

れ
た
標

高
3.2

8ｍ
か
ら出

土
した

破
片
の

接
合

。
口

唇
は

平
らで

、口
縁
内

測
に
は
1条

の
沈

線
が

施
され

る。
口

縁
部

直
下

に
Ｂ状

に
刻

ま
れ

た
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短

刻
線

、そ
の

下
位
に
2条

の
沈
線

に
挟

ま
れ
た
口
縁

直
下

と同
じ短

刻
線

が
付

され
る
。貼

瘤
の

位
置

は
交

互
に
な
る。

33
8

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

78
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
深

鉢
口

Ⅱ
-2

2
2

5
11

―
―

―
―

―
―

0.6
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.1

5m
か
ら出

土
した

。
33

7と
同
一

個
体

の
口

縁
部

片
。

33
9

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

76
44

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
2

省
10

―
―

―
―

―
―

0.5
RL

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.9
2m

前
後
か

ら出
土

した
。

口
縁
は

や
や

外
反

し、
内
側

に
1条

の
沈

線
が

付
され

る
。頸

部
に
は

括
れ

が
付

け
られ

、頸
部

上
に
Ａ状

の
貼

瘤
文

に
区

切
ら

れ
た
短

刻
線

、そ
の
上

下
に
3条

と2
条

の
沈

線
が

施
され

る。

34
0

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

73
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
16

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
2

5
10

―
―

―
24

.2
―

―
0.6

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.5
8 ～

6.0
3ｍ

に
か

け
て
の
2㎡

ほ
ど
の
範

囲
で
出

土
した

。
口

縁
は

肥
厚

し切
出

し状
の

断
面

で
、口

唇
を平

らに
調
整

す
る
。口

縁
部
は

直
下

に
Ｂ状

の
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短
刻

線
、そ

の
下

は
3条

と2
条

の
沈

線
間

に
Ａ状

の
貼
瘤

文
に
区

切
られ

た
短
刻

線
が

施
され

る。
口
縁

に
は

補
修

穴
が

1対
あ
る
。

34
1

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

73
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

4
2

省
11

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.6
3ｍ

か
ら出

土
。

口
唇
は

平
らで

内
面
に
1条

の
凹

帯
を
施

す
。口

縁
部

に
は
少
し括

れ
を
付
け
、頸

部
に
刻

ま
れ

た
貼
瘤

文
に
区
切

られ
た
短
刻

線
。そ

の
上
下

に
4条

、2
条

の
沈

線
が

施
され

る
。内

面
に
厚

く炭
化

物
が

付
着

す
る
。

34
2

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

73
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
2

7
3

―
―

―
26

.2
―

―
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.5
8ｍ

と6
.13

ｍ
で
出

土
した

。
口

唇
は

平
らで

、口
縁
内

測
に
は
1条

の
沈

線
が

施
され

る。
文

様
は
２㎝

ほ
ど
間

隔
を
あ
け
た
対

の
貼

瘤
文

で
区

切
られ

た
短

刻
線
、そ

の
上

下
に
3条

と2
条
の

沈
線

が
施

され
る
。

34
3

Ⅳ
－

21
Ⅳ
－

73
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
2

省
10

―
―

―
26

.0
―

―
0.5

LR
○

◎
口

縁
部

の
一

部
が

ｃ9
4Ⅱ

層
の
標

高
7.0

9ｍ
、残

りの
破

片
は

標
高

5.9
8 ～

5.8
2ｍ

に
か

け
て
出
土

した
。

口
縁
部

は
薄

く、
口
唇

を
平
らに

調
整

す
る
。文

様
は
上

下
3条

と2
条

の
沈

線
間

に
粘
土

を寄
せ
た
程

度
の

瘤
に
区

切
られ

た
短

刻
線

が
施

され
る
。口

縁
内

面
に
炭
化

物
が

付
着

す
る
。

34
4

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

73
21

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

0
Ⅱ

深
鉢

口
～
胴

Ⅱ
-2

3
ⅰ
-2

5
10

―
―

―
26

.9
―

―
0.5

LR
○

○
◎

主
な
破
片

は
ｃ9

4Ⅱ
層

の
標

高
6.4

8 ～
5.7

1ｍ
に
か
け
て
の

2㎡
ほ

ど
の
範

囲
で
出
土

、こ
の
ほ

か
に
 ｃ
95
Ⅱ

層
の

標
高

7.0
7 

～
6.0

8ｍ
の

破
片

な
ど
広

域
に
出

土
。

口
縁
は

肥
厚

し切
出

し状
の

断
面

で
、口

縁
直
下

に
Ｂ状

、3
条

の
沈

線
を
挟
ん
で
Ａ状

の
貼
瘤

文
で
区

切
られ

た
短
刻

線
が

施
され

、そ
の

下
、上

下
2条

の
沈

線
間

に
交

互
鉤

状
文

が
付

され
る
。口

縁
か

ら胴
下

部
ま
で
9割

の
破
片

が
残

る。
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

9
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

34
5

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

73
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

4
ⅰ
-2

5
10

―
―

―
24

.4
―

―
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.7
8 ～

6.2
6ｍ

に
か

け
て
の
2㎡

ほ
ど
の
範

囲
で
出

土
した

口
縁
部

片
。

口
唇
は

尖
り、

丸
く調

整
され

る
。口

縁
直
下

に
1条

の
沈

線
、そ

の
下

に
Ｂ状

、4
条
の

沈
線

を
挟
ん
で
Ａ状

の
貼
瘤

文
で
区
切

られ
た
短

刻
線

が
施

され
、そ

の
下
、上

下
2条

、3
条
の

沈
線

間
に
交
互

鉤
状

文
が

付
され

る。

34
6

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

73
21

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
20

Ⅰ
・Ⅱ

深
鉢

口
～
底

Ⅱ
-2

3
ⅰ
-2

省
10

―
―

―
16

.6
16

.4
6.0

0.5
LR

○
◎

口
縁
部

片
が

ｃ9
4Ⅱ

層
の
標

高
6.7

7m
 と

6.1
1ｍ

で
出

土
、底

部
・胴

部
片

が
ｃ9

5Ⅱ
層
標

高
6.6

9で
出
土

、こ
の
ほ

か
表

採
や

撹
乱
層

の
破

片
も接

合
す
る。

口
縁
は

肥
厚

し切
出

し状
の

断
面

で
内
測

1条
の
沈

線
が

施
され

る
。文

様
は
上

か
ら3

条
の
沈

線
、Ａ

状
の

貼
瘤

文
で
区
切

ら
れ

た
短

刻
線

、さ
らに

上
下
2条

の
沈

線
間

に
交

互
鉤

状
文

が
付

され
る
。

34
7

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

77
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

2
ⅰ
-2

3
10

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

2.9
2ｍ

か
ら出

土
。

口
唇
は

薄
く調

整
され

、丸
い
。文

様
は
上

か
ら幅

8㎜
ほ

ど
の
短

刻
線

で
刻

む
対
の

貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、2

条
の
沈

線
、Ａ

状
の

貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
1条

、3
条
の

沈
線

間
に
交
互

鉤
状

文
が

付
され

る。

34
8

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

76
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
ⅰ
-2

省
10

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

○
泥
岩

ｄ9
6地

す
べ

り堆
積
上

の
Ⅲ

層
、標

高
2.7

8ｍ
前
後

か
ら出

土
。

口
縁
は

切
出

し状
の

断
面

で
内
測

1条
の
沈

線
が

施
され

る
。文

様
は
上

か
ら3

条
の

沈
線

、Ａ
状
の

貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
2条

の
沈
線

間
に
交
互

鉤
状

文
が

付
され

る。
内
外

面
に
炭
化

物
が

付
着

す
る
。

34
9

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

73
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
49

Ⅰ
・Ⅱ

深
鉢

口
～
底

Ⅱ
-2

4
ⅱ
‐1

省
10

―
―

―
17

.2
17

.6
6.7

0.5
LR

○
◎

底
部
片

が
ｃ9

4Ⅱ
層
 の

標
高

6.2
6ｍ

前
後
か

ら、
口
縁

部
・胴

部
が

c9
5Ⅱ

層
の
標

高
7.1

0 ～
6.5

9ｍ
に
か
け
て
出

土
した

。
口

縁
は

肥
厚

す
る
切
出

し状
の

断
面

で
内
測

に
1条

の
沈

線
が

施
され

、口
唇

は
平

らに
調

整
す
る。

文
様
は

上
か

ら4
条
の

沈
線

、Ａ
状

の
貼

瘤
文

と短
刻

線
文

、上
下
2条

、3
条

の
沈

線
間

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。内

面
に
炭
化

物
付

着
。

35
0

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

73
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
39

Ⅱ
深

鉢
口

～
底

Ⅱ
-2

3
ⅱ
‐1

省
10

―
―

―
16

.5
18

.4
―

0.4
LR

◎
主

な
破
片

は
ｃ9

4Ⅱ
層

の
標

高
6.0

0ｍ
前
後

か
ら出

土
し、

口
縁
・胴

部
の

破
片

が
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.2
5m

で
出

土
。同

グ
リッ

ドⅡ
層

の
破

片
も接

合
。

僅
か
に
底
部

が
残

る
。口

縁
は
切

出
し状

の
断

面
で
内

測
に
1条

の
沈

線
を
施

し、
口
唇

は
平

らに
調

整
す
る
。文

様
は

上
か

ら
3条

の
沈

線
、Ａ

状
の

貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
1条

、2
条

の
沈

線
間

に
交
互

弧
線

文
が

付
され

る。

35
1

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

76
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
58

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

4
ⅱ
‐1

省
10

―
―

―
24

.6
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.7
8～

2.9
4ｍ

間
の
5㎡

ほ
ど
の

範
囲

で
破

片
は

出
土

した
。

口
唇
は

平
らで

内
面
に
1条

の
凹

帯
を
施

す
。文

様
は

上
か

ら4
条

の
沈

線
、Ａ

状
の

貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
2条

、3
条
の

沈
線
間

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。口

縁
内

外
に
粘
土

を
足
し、

文
様
が

途
切

れ
る
部
分

が
4ヵ

所
み
られ

る。

35
2

Ⅳ
－

22
―

45
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
11

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

4
ⅱ
‐1

5
11

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

◎
ｂ9

2Ⅱ
層
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

平
らに

、口
縁
は

薄
く調

整
され

る。
文

様
は

上
か

ら短
刻

線
下

に
Ｂ状

に
刻

ま
れ

た
貼
瘤

文
と短

刻
線

、4
条

の
沈

線
、

刻
ま
れ

た
貼
瘤

文
と短

刻
線

、上
下

1条
、4

条
の
沈

線
間

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。

35
3

Ⅳ
－

22
Ⅳ
－

73
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
ⅱ
‐1

省
11

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.0
2ｍ

前
後
で
出
土

。
口

唇
は

平
らに

、口
縁
は

薄
く調

整
され

る。
文

様
は

上
か

ら3
条
の

沈
線

、刻
ま
れ
た
Ｂ状

の
貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
2条

、3
条

の
沈

線
間

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。内

外
面

に
炭

化
物

付
着

。

35
4

Ⅳ
－

23
―

45
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

4
ⅱ
‐1

省
10

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
e9

7Ⅱ
層

の
試

掘
穴

か
ら出

土
。

口
縁
は

切
出

し状
の

断
面

で
内
測

1条
の
沈

線
が

施
され

る
。口

縁
部
に
僅
か

に
頸
部

の
くび

れ
が
付

く。
文

様
は

上
か

ら4
条

の
沈
線

、頸
部

に
Ａ状

の
貼

瘤
文

と短
刻

線
文

、上
下

2条
の
沈

線
間

に
交
互

弧
線

文
が

付
され

る。

35
5

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

4
ⅱ
‐1

省
10

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.1
4ｍ

とｃ
95

Ⅱ
層

の
標

高
7.5

0ｍ
と6

.76
ｍ
で
出
土
。

口
唇
は

平
らに

、口
縁
は

薄
く調

整
され

る。
文

様
は

上
か

ら4
条
の

沈
線

、刻
ま
れ
た
Ｂ状

の
貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
2条

、3
条

の
沈

線
間

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。内

外
面

に
炭

化
物

付
着

。

35
6

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

78
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

4
ⅱ
‐1

省
10

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

e9
9Ⅱ

層
の
標

高
3.0

2 ｍ
で
出

土
。

口
唇
は

平
らで

内
面
に
1条

の
凹

帯
を
施

す
。文

様
は

上
か

ら4
条

の
沈

線
、Ａ

状
の

貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
2条

の
沈

線
間

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。胴

部
に
は
補

修
穴

が
あ
る
。

35
7

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

78
45

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
ⅱ
‐1

省
10

―
―

―
16

.2
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.2
2ｍ

、 
ｄ9

9Ⅲ
層

の
標

高
3.0

7ｍ
、 
e9
8Ⅲ

の
標

高
3.1

4ｍ
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

平
らに

、口
縁
は

薄
く調

整
され

る。
文

様
は

上
か

ら3
条
の

沈
線

、Ａ
状

の
貼

瘤
文

と短
刻

線
文

、上
下

2条
の

沈
線

間
に
交
互

弧
線

文
が

付
され

る
。

35
8

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

77
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
ⅱ
‐1

省
12

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.0
6ｍ

、e
98

Ⅲ
層

の
標

高
2.9

3ｍ
か

ら出
土

した
。

口
縁
内

測
に
1条

の
沈
線

、口
唇

は
平

らに
調

整
が

され
る
。文

様
は

上
か

ら3
条
の

沈
線

、短
刻

線
文

、上
下

2条
の
沈

線
間

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。

35
9

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

77
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
ⅳ
‐1

5
10

―
―

―
―

―
―

0.4
5

RL
○

◎
ｄ9

7Ⅱ
層
の

標
高

3.7
4～

3.6
9ｍ

か
ら出

土
した

。
口

縁
内

測
に
1条

の
沈
線

、口
唇

は
平

らに
調

整
され

る
。文

様
は
上

か
ら刻

ま
れ

た
Ｂ状

の
貼

瘤
文

とそ
の
間

を結
ぶ
沈

線
文

、3
条

の
沈

線
、Ａ

状
の

貼
瘤

文
と短

刻
線

文
、上

下
2条

、3
条
の

沈
線

間
に
矢
羽

状
沈

線
文

が
付

され
る
。

36
0

Ⅳ
－

23
―

22
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
34

Ⅲ
深

鉢
口

～
底

Ⅱ
-2

2
ⅳ
‐2

5
10

―
―

―
14

.4
14

.5
6.5

0.4
LR

○
◎

底
部
と口

縁
の

7割
が

e9
7Ⅲ

層
、胴

部
と口

縁
の

一
部

が
ｄ9

7Ⅲ
層
か

ら出
土

した
。す

べ
て
測
量

無
しの

小
破

片
で
復
元

さ
れ

た
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
る
。口

縁
部

に
は

刻
ま
れ

た
Ｂ状

の
貼
瘤

文
とそ

の
間

を結
ぶ
沈

線
文

、2
条

の
沈

線
、Ａ

状
の
貼

瘤
文

と短
刻

線
文

、上
下

1条
、2

条
の
沈

線
間

に
矢

羽
状

沈
線

文
が

付
され

る。

36
1

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
27

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
-2

3
ⅳ
‐1

5
10

―
―

―
22

.5
―

―
0.4

LR
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.8
4～

6.1
9ｍ

か
ら口

縁
部
片

の
ほ

ぼ
す
べ
て
が
出

土
。

口
唇
は

平
らで

縄
文
が

施
され

る。
口

縁
に
は

、刻
ま
れ
た
Ｂ状

の
貼

瘤
文

と2
条
の

沈
線

を挟
み
、Ａ

状
の

貼
瘤

文
が

付
され

、
そ
の

下
位
に
、上

下
2条

の
沈
線

で
区

画
され

た
矢

羽
状

沈
線

文
が

施
され

る。
内

面
に
炭

化
物

付
着

。

36
2

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

77
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅲ
深

鉢
口

～
底

Ⅱ
-2

3
ⅳ

‐1
・ⅴ

3
省

―
―

―
9

9.7
4.6

0.5
LR

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

2.7
2ｍ

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

棒
状

工
具

で
刻
ま
れ
る。

文
様

は
底

部
ま
で
施

され
、主

な
もの

は
口
縁

に
刻

ま
れ
た
Ｂ状

の
貼

瘤
文

とそ
の
間

を結
ぶ

沈
線

文
、矢

羽
状

沈
線

文
、連

続
斜
線

と3
条

の
沈

線
文

、連
続

斜
行

沈
線

文
で
あ
る。

内
面

に
炭

化
物

付
着

。

36
3

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅱ
深

鉢
口

～
底

Ⅱ
-2

2
―

省
省

―
―

―
9.8

10
.3

3.5
0.5

LR
◎

○
泥
岩

底
部
片

が
ｃ9

4Ⅱ
層
の

6.2
9ｍ

、口
縁
部

片
が

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.6
0ｍ

か
ら出

土
した

。
器

壁
は

薄
い
が

、全
体
に
調
整

が
荒

く、
ヘ
ラに

より
施

文
され

た
文
様

は
らせ

ん
状

に
巡

る
沈
線

や
、弧

線
な
ど
で
曖
昧

で
あ

る
。

36
4

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅱ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
2

―
省

省
―

―
―

9.5
―

―
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.4
0ｍ

か
ら出

土
した

。
口

縁
内

測
に
1条

の
沈
線

、口
唇

は
薄

く平
らに

調
整
され

る。
頸

部
を
有
す
る土

器
で
、内

面
調

整
は

荒
く、

炭
化
物

が
付

着
す

る
。頸

部
に
は
多

重
の

沈
線

、頸
部

下
に
9条

の
沈
線

が
施

され
る
。台

付
鉢
の

可
能

性
が

あ
る
。

36
5

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

78
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅲ
深

鉢
口

～
胴

Ⅱ
5

ⅱ
‐1

省
省

―
―

―
8.2

―
―

0.4
LR

○
◎

e9
9Ⅲ

層
の
標

高
2.8

7ｍ
か

ら出
土

した
。

口
縁
断

面
は

切
出

し状
で
内

測
に
1条

の
沈
線

が
施

され
る
。頸

部
を有

す
る
土
器

で
頸
部

に
5条

の
沈

線
、短

刻
線

文
を
挟
み

、上
下
1条

、2
条
の

沈
線

間
に
交
互

弧
線

文
を
付
す
。台

付
鉢
の

可
能

性
が

あ
る
。

36
6

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

77
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
17

Ⅱ
・Ⅲ

深
鉢

底
Ⅱ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
6.6

0.4
LR

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.3
5～

3.2
5ｍ

で
出

土
。　

内
面
や

底
面

は
丁

寧
に
磨
か

れ
、底

部
縁
に
2条

の
沈

線
が

巡
る
。

36
7

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
32

Ⅱ
深

鉢
胴

～
底

Ⅱ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

8.1
0.5

LR
○

◎
底

部
片

が
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

5.7
9ｍ

前
後
か

ら、
胴
部

片
が

6.2
1～

6.0
8ｍ

で
出

土
した

。
底

部
か

ら文
様

帯
下

部
ま
で
の

破
片

で
、上

部
に
3～

4条
の
沈

線
が

確
認

で
きる

。底
面
は

磨
か

れ
無

文
だ
が

、細
か
い
凹

凸
が

あ
る
。

36
8

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
28

Ⅱ
深

鉢
底

Ⅱ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.9
0.4

LR
○

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

5.8
2ｍ

前
後
か

ら出
土

した
。

底
面
は

磨
か

れ
無

文
だ
が

、細
か
い
凹

凸
が

あ
る
。

36
9

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
深

鉢
底

Ⅱ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.7
0.5

LR
◎

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.9
4～

6.0
9ｍ

か
ら出

土
した

。
被

熱
した

底
部

片
で
、底

面
は
磨

か
れ

無
文

。

37
0

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
深

鉢
底

Ⅱ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.6
0.3

5
LR

◎
○

泥
岩
・漆

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

5.1
4ｍ

とｄ
95
Ⅱ

層
の

標
高

4.8
9ｍ

前
後
か

ら出
土

した
。

底
面
は

磨
か

れ
無

文
だ
が

、細
か
い
凹

凸
が

あ
る
。内

面
に
は
黒

漆
が

付
着

して
い
るこ

とか
ら、

漆
容
器

とし
て
利

用
され

て
い
た
とみ

られ
る。

37
1

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

73
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
深

鉢
底

Ⅱ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.9
0.6

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.2
2、

6.6
1、

6.5
4m

か
ら出

土
した

。
底

面
は

磨
か

れ
無

文
で
、底

面
中

央
が

若
干

くぼ
む
。胴

部
は

縦
走

す
る
沈
線

が
多

数
施

文
され

る。
施

文
具

は
4条

1組
で
あ

る
。

37
2

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

78
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
深

鉢
底

Ⅱ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.2
0.4

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
の

標
高

2.9
1ｍ

か
ら出

土
した

。
1片

で
出

土
した

底
部

片
で
、地

文
は
底

部
縁

ま
で
施
文

され
て
い
る
こと

か
ら施

文
時
に
底
部

を上
に
して

施
文
して

い
た
こと

が
うか

が
え
る
。内

面
は
ヘ
ラに

よ
る調

整
、底

面
は
無

文
で
ほ

ぼ
平
らに

仕
上

げ
、ヘ

ラや
小
礫

な
ど
の
窪

み
が

付
く。

37
3

Ⅳ
－

23
Ⅳ
－

77
46

Ⅴ
c

晩
期
前

葉
1

Ⅲ
深

鉢
底

Ⅱ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.8
0.5

RL
○

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

の
標

高
3.2

1ｍ
か
ら出

土
した

。
地

文
は

底
部

縁
ま
で
施

文
され

て
い
ると

ころ
もあ

る
が
、内

外
i面

の
観

察
で
は
、円

盤
状

の
粘

土
に
器

壁
を
付
け
た
作

りで
あ

る
。底

部
の

厚
み

も中
央

が
厚

く、
後
葉

の
土

器
の
均
一

な
厚

み
とは

異
な
る
た
め
、晩

期
前
葉

の
破

片
だ
った

と考
え
た
。

37
4

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

74
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
14

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅶ
8

10
a1

a1
.g

―
―

―
―

0.6
LR

○
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.7
5～

6.5
7ｍ

か
ら出

土
した

。
前

突
起

の
対

向
三

叉
文

は
左

右
反

転
で
付

され
、下

位
の
三
角

底
辺

は
俯

瞰
で
長
方

形
を
して

お
り、

内
外

面
方

向
を
ヘ
ラで

深
く刻

み
角
を
強
調

す
る
。口

縁
下

部
に
は
上

下
2条

の
沈
線

間
に
入
組
工

字
文

が
施

され
る
。

37
5

Ⅳ
－

24
―

22
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

3
ⅵ

4
10

―
ｍ

6
―

―
―

0.5
LR

◎
ｄ9

7Ⅱ
層
出

土
。3

75
と同

一
個
体

片
。　

組
み
入

れ
て
復

元
した

。
突

起
下

に
貼

瘤
文

が
付

され
る
こと

か
ら単

体
の
突

起
と判

断
で
きる

。突
起

の
上

部
は

浅
く刻

ま
れ

る。
口

縁
に
は
3条

の
沈

線
、下

段
に
は

Ａ状
の

貼
瘤

文
が

付
され

る。
37

6と
同
一
個
体

。

37
6

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

76
22

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅵ

4
10

―
ｆ2.
ｌ

6
22

.2
―

―
0.5

LR
◎

ｄ9
7Ⅱ

層
の

標
高

4.6
3ｍ

前
後
か

ら出
土

した
。

対
の
山

形
突

起
と小

突
起

の
並

び
か
ら大

型
突
起

を有
す
る
6単

位
の
突

起
の

鉢
と判

断
した

が
、大

小
8単

位
の
突

起
の

鉢
と

み
られ

る
。口

縁
下

部
の

文
様

は
Ｚ字

状
の
沈

線
の

連
な
りに

三
叉
文

状
文

や
沈

線
を
付

加
した

もの
。

37
7

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

79
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅵ

4
10

―
ｆ2.
g

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

e2
Ⅱ
層

の
標

高
3.1

5ｍ
前
後

か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
が

並
び
、右

側
の
内

面
は

対
向

三
叉

文
が

付
され

て
い
る。

突
起
下

と突
起
間

の
口

縁
に
工
字

状
に
対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る。
口
縁

下
部

の
文

様
は
変
形

した
入
組

工
字

文
とみ

られ
る
。

37
8

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

78
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅶ
4

10
―

ｆ2
―

―
―

―
0.4

LR
◎

e9
9Ⅱ

層
の
標

高
3.0

0、
2.9

4m
か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
の

内
面

は
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。突

起
下

に
は

工
字

文
状

の
対

の
貼

瘤
文

、下
段

の
貼

瘤
は

Ａ状
、口

縁
下
部

に
は
入
組

工
字

文
が

施
され

て
い
ると

推
測

され
る
。

37
9

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

76
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
2

ⅵ
4

10
―

ｆ2
―

―
―

―
0.3

LR
○

○
◎

赤
彩

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.1
4ｍ

か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
の

内
面

は
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。突

起
下

に
は

工
字

文
状

の
対

の
貼

瘤
文

、下
段

の
貼

瘤
は

Ａ状
、口

縁
下
部

の
文

様
は
変
形

した
入

組
工

字
文

とみ
られ

る。
沈

線
間

に
赤
色

顔
料
が
付

着
す
る。

38
0

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

74
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅵ
3

10
―

ｆ2
―

―
―

―
0.4

RL
○

◎
石
英

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.5
1ｍ

か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
の

内
面

は
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。突

起
下

は
Ａ状

の
貼
瘤

文
か

、幅
の

あ
る
対
の

瘤
間

に
短
刻

を施
した

もの
が
付

され
る
。頸

部
は

Ａ状
の
貼

瘤
文

と短
刻

線
文

、口
縁

下
部

の
文

様
は
変
形

した
入

組
工

字
文

とみ
られ

る。

38
1

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

77
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
ⅵ

4
10

―
ｆ2.
k

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

◎
e9

7Ⅲ
層

の
標

高
2.6

1ｍ
前

後
か

ら出
土

した
。

対
の
山

形
突

起
の

内
面

は
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。突

起
下

に
は

工
字

文
状

の
対

の
貼

瘤
文

、頸
部

は
Ａ状

の
貼
瘤

文
と

短
刻
線

文
、口

縁
下

部
に
は
変
形

した
入
組

工
字

文
が

付
され

る
。

38
2

Ⅳ
－

24
―

46
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅶ

4
10

―
ｆ2

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
か

ら出
土

した
。

口
縁
内

側
に
対
向

三
叉

文
が

付
され

て
い
る
痕
跡

が
あ
る。

突
起
下

に
は

工
字
文

状
の

対
の

貼
瘤

文
、頸

部
は

Ａ状
の
貼

瘤
文

と短
刻
線

文
、口

縁
下

部
に
は
入
組

工
字

文
が

施
され

て
い
ると

推
測
され

る。

38
3

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

78
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
4

ⅵ
―

10
―

―
―

―
―

―
0.5

LR
○

○
◎

ｄ9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.1
3ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
部

分
の

無
い
口

縁
部

片
。頸

部
に
は

Ａ状
の
貼

瘤
文

と短
刻

線
文

、口
縁

下
部

に
は
変

形
した

入
組
工

字
文

が
付

され
る

。

38
4

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

76
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
5

ⅵ
―

10
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

◎
赤
彩

ｄ9
6Ⅱ

層
の

標
高

4.5
5ｍ

か
ら出

土
した

。
口

縁
内

側
に
対
向

三
叉

文
が

付
され

て
い
る
痕
跡

が
あ
る。

頸
部
に
は

Ａ状
の
貼

瘤
文

と短
刻

線
文

、頸
部

下
は

変
形
した

入
組

工
字

文
が

付
され

ると
推
測

され
る
。口

縁
内
測

の
沈

線
に
は
赤
色

顔
料

が
付

着
す
る。

38
5

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

77
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
鉢

胴
Ⅲ

―
ⅵ

―
10

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

◎
ｄ9

8Ⅱ
層
の

標
高

3.4
2ｍ

前
後
か

ら出
土

した
。

頸
部
に
は
Ａ状

の
貼
瘤

文
と短

刻
線
文

が
施

され
、口

縁
下

部
に
は
変

形
した

入
組

工
字

文
が

付
され

る。

38
6

Ⅳ
－

24
―

46
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

―
ⅶ

4
―

―
ｆ2

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

赤
彩

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
の

内
側

に
は

対
向

三
叉

文
が

付
され

る
。突

起
下
は

入
組

む
三
叉

文
仕

切
られ

た
工
字

文
状

の
文

様
に
対
の

貼
瘤
文

が
付

され
る
。破

片
内

外
面

の
沈

線
間

に
赤

彩
の

痕
跡

が
あ
る
。

38
7

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

77
46

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅶ
5

10
―

ｆ2
―

―
―

―
0.5

RL
○

○
◎

赤
彩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.0
2ｍ

と2
.90

ｍ
か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
の

内
側

に
は

対
向

三
叉

文
が

付
され

る
。突

起
下
に
は
Ａ状

の
貼
瘤

文
の

中
央

をを
刻

み
、下

か
らの

三
叉

文
の

頂
部

に
繋

が
る
。頸

部
の

括
れ

は
強

く、
そ
の

下
に
は
入

組
工

字
文

が
施

され
る
。外

面
の
沈

線
間

に
赤
彩
の
痕

跡
が

残
る

。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

10
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

38
8

Ⅳ
－

24
―

47
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

胴
Ⅲ

―
ⅶ

―
12

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

石
英

e9
7Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
頸

部
は

短
刻

線
が

施
文

され
、口

縁
下

部
に
は

入
組

工
字

文
が

施
され

る。

38
9

Ⅳ
－

24
―

47
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

胴
Ⅲ

―
ⅶ

―
10

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

e9
7Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
頸

部
に
は
Ａ状

の
貼
瘤

文
と短

刻
線
文

が
施

され
、口

縁
下

部
に
は
変

形
した

入
組

工
字

文
が

付
され

る。

39
0

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

78
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

胴
Ⅲ

―
ⅶ

―
4

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.3
5ｍ

か
ら出

土
した

。
頸

部
の

括
れ

は
強

く、
工
字

文
と対

の
貼
瘤

文
が

付
され

る。
口

縁
下

部
に
は
変

形
した

入
組

工
字

文
が

付
され

ると
み

られ
る

。

39
1

Ⅳ
－

24
―

47
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

―
ⅶ

4
―

―
ｆ2

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
e9

9Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
の

内
側

に
は

対
向

三
叉

文
が

付
され

る
。突

起
下
は

下
位

か
らの

三
叉

文
頂

部
に
仕
切

られ
た
工
字

文
状

の
文

様
に
対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る
。

39
2

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

2
ⅶ

4
10

―
ｆ2

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

7.3
7ｍ

か
ら出

土
した

。
対

の
山

形
突

起
の

内
側

に
は

対
向

三
叉

文
が

付
され

る
。突

起
下
は

工
字

文
状

の
文

様
に
対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る
。

39
3

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

78
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

胴
Ⅲ

―
ⅵ

―
―

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.1
5ｍ

前
後
か

ら出
土

した
。

胴
下
部

の
破

片
で
、頸

部
下

に
は

変
形

した
入

組
工

字
文

が
付

され
る
とみ

られ
る。

39
4

Ⅳ
－

24
Ⅳ
－

79
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

胴
Ⅳ

―
ⅵ

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

e1
Ⅱ
層

の
標

高
3.0

5ｍ
か
ら出

土
した

。
鉢

形
土

器
の

図
版

に
組

ん
だ
が

、台
付
鉢

の
胴

下
部

片
とみ

られ
る
。口

縁
下
部

に
は

変
形
した

入
組
工

字
文

が
付

され
る
と

み
られ

る
。

39
5

Ⅳ
－

25
Ⅳ
－

72
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
ⅰ
-2

2
10

a1
a1
.k

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

b9
1Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
前

突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
反

転
し、

左
右
ど
ち
らか

らも
図
と同

じ文
様

とな
る
。口

縁
内

測
の

沈
線

は
、前

突
起

の
内

測
で
対

向
三

叉
文

状
に
施
文

され
る
。突

起
下

に
工

字
文

と対
の

貼
瘤

文
の

が
施

され
る
。

39
6

Ⅳ
－

25
Ⅳ
－

78
23

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
15

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

5
省

c1
c1
.g

6
18

.2
12

.5
6.0

0.4
LR

○
◎

剥
片

e9
8の

杭
山
を
調
査

終
了

間
際

に
下

げ
た
とこ

ろ、
ほ
ぼ

形
状

保
って

出
土
、出

土
グ
リッ

ドは
ｄ9

7
前

突
起

は
内

外
側

に
Ｖ字

状
に
伸
び
るも

の
で
、上

面
の

内
測

側
・外

側
側

そ
れ
ぞ
れ
に
対
抗

三
叉

文
が

付
され

る
。突

起
下

に
は
工

字
文

か
ら派

生
した

沈
線

と、
中
央

を
刻
み

Ｂ状
に
した

貼
瘤
文

が
付

され
る
。

39
7

Ⅳ
－

25
Ⅳ
－

77
23

・4
7

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

4
10

―
g.h

6
21

.2
―

―
0.4

LR
○

◎
石
英

e9
7Ⅲ

層
の
標

高
2.7

4ｍ
前

後
か

ら出
土

した
。原

稿
執

筆
中

に
40

6と
接
合

す
る
こと

が
確

認
され

た
。（

出
土
状

況
図
に
修

正
図

掲
載

）
後

突
起

か
ら左

前
の

突
起

ま
で
の
破

片
で
、左

前
と比

べ
る
と小

さい
左
後

突
起

内
測

も対
向

三
叉

文
が

付
され

る。
突

起
下

の
工
字

文
は

上
下

か
ら三

叉
文

の
頂

部
を
重
ね

もの
。

39
8

Ⅳ
－

25
Ⅳ
－

74
23

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
29

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

5
10

a1
a1
.ｆ2

.i 
6

22
.3

16
.1

7.0
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.1
9～

6.0
9ｍ

間
とｃ

95
Ⅱ
層

の
標

高
6.7

4～
6.2

2ｍ
間
で
出

土
した

。　
　

前
突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
左

右
で
反
転

す
る
。左

右
の
突

起
内

測
の

文
様

は
弧

線
状

に
近
い
が

、左
右

単
独

の
刻

み
で
付
され

た
もの

。そ
れ

ぞ
れ

の
突
起

下
に
は
短

刻
線

と刻
ま
れ
た
貼

瘤
文

が
付

され
る
。

39
9

Ⅳ
－

26
Ⅳ
－

74
23

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
ⅰ
-2

2・
5

10
a1

a1
.ｌ

6
11

.4
8.2

6.1
0.4

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.2
3～

6.1
2ｍ

で
出

土
。

実
測
面

の
前

突
起

に
は

Ｙ字
状

の
沈

線
が

付
され

るが
、反

対
側

に
は
対
向

三
叉

文
が

付
され

て
い
る。

左
右
や

後
突

起
は

Ｖ
字

状
の

刻
み

の
な
い
突

起
が

付
され

、突
起

下
に
は

短
刻

線
と刻

ま
れ

た
貼
瘤

文
が

付
され

る。

40
0

Ⅳ
－

26
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
2

ⅰ
-2

3
10

―
g

―
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

7.3
7ｍ

か
ら出

土
した

。
対

の
突

起
の

内
測

の
三

叉
文

頂
部

は
内

側
に
伸
び
る。

突
起

下
や

突
起

間
の

口
縁

に
付

され
る
対
の

貼
瘤

文
は

間
に
深

い
横

方
向
の

刻
み

が
施

され
る
。胴

部
の

地
紋

は
縦

走
す
る。

40
1

Ⅳ
－

26
Ⅳ
－

78
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅰ
-2

5
10

―
f

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

○
泥
岩

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2.9

2ｍ
か

ら出
土

した
。

対
の
山

形
突

起
の

内
面

は
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。突

起
下

に
は

対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る。
頸
部

に
は

Ａ状
の
貼

瘤
文

と
短

刻
線

、口
縁

下
部

に
交
互

鉤
状

文
が

付
され

る。

40
2

Ⅳ
－

26
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

1・
5

10
―

ｆ2.
g

―
19

.6
―

―
0.4

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.4
0ｍ

で
出
土

。
左

後
突

起
下

に
は

弧
線

と中
央
を
窪
ま
せ

た
貼

瘤
文

が
付

され
る
が
、後

突
起

下
に
は

対
の

貼
瘤

文
間

を三
叉
文

の
頂

部
で

調
整
す
る工

字
文

が
付

され
る
。口

縁
下

部
に
交
互

鉤
状

文
が

付
され

る。

40
3

Ⅳ
－

26
Ⅳ
－

74
23

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
ⅰ
-2

5
10

―
ｆ2.

i 
6

16
.1

7.9
5.8

0.4
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.9
4ｍ

と6
.35

ｍ
の
2ヵ

所
で
出
土

。
地

文
は

底
部

縁
ま
で
施

文
され

て
お
り、

底
部

を上
に
施

文
して

い
た
とみ

られ
る。

各
突
起

下
に
は
弧

線
状

の
沈

線
と対

の
貼

瘤
文
が

施
され

る。
口
縁

下
部

の
上

部
の

沈
線

と交
互

鉤
状

文
に
施
文

の
乱

れ
が

あ
る
。

40
4

Ⅳ
－

26
Ⅳ
－

78
23

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
14

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

省
省

―
k

6
17

.9
11

.2
6.3

0.4
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

の
標
高

3.0
1～

2.9
1ｍ

で
、形

状
を
保
った

状
態
で
倒

立
して

出
土

。本
個
体

上
に
60
0が

重
な
って

出
土
し、

そ
の
上

か
らは

60
6の

破
片

が
出

土
した

。
前

後
の

突
起

だ
け
失

わ
れ

た
個
体

で
、口

縁
内
側

の
沈

線
状

況
と、

前
後
の

突
起

を軸
に
左
右

の
突

起
間

の
幅

が
後

側
ほ

ど
広

くな
る傾

向
か

ら向
きを

決
定

した
。底

部
は

中
央

が
ふ

くら
み
、縁

は
上

げ
底
気

味
で
あ
る。

器
面
に
貼
瘤

文
は

な
い
。

40
5

Ⅳ
－

26
Ⅳ
－

74
23

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
31

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

5
10

a1
a1
.h

6
21

.7
16

.2
6.3

0.5
LR

◎
○

泥
岩

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.5
9～

6.3
4ｍ

の
間
で
破

片
が

斜
面

方
向

に
細

長
い
範

囲
で
分

布
す
る状

況
で
出
土

した
。

後
半
分

の
口

縁
部

を欠
く個

体
で
あ
る
。前

突
起

に
付

され
る
対
向

三
叉

文
は

左
右

で
反
転

す
る
。前

突
起
下

の
貼

瘤
文

は
対

だ
が

、ほ
か
は

単
体

の
貼

瘤
文

とな
る。

正
面
図

の
交

互
鉤

状
文

に
は

乱
れ

が
あ
る
。

40
6

Ⅳ
－

27
Ⅳ
－

77
23

・4
7

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

4
10

―
ｆ2

6
21

.2
―

―
0.4

LR
○

◎
石
英

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.9
3ｍ

か
ら出

土
。原

稿
執
筆

中
に
39
7と

接
合
す
るこ

とが
確
認

され
た
。（

出
土
状

況
図

に
修
正

図
掲

載
）

後
突
起

の
破

片
で
内

測
に
対
向

三
叉

文
が

付
され

る。
頸
部

に
弱

い
括
れ

をも
ち
、突

起
下

に
は

上
下

か
ら丁

寧
に
三
叉

文
の

頂
部
を
重
ね

た
工

字
文

と対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る。
39

7の
右

側
に
接
合

した
。

40
7

Ⅳ
－

27
Ⅳ
－

77
23

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
ⅰ
-2

3・
5

10
―

ｆ2.
g

6
19

.4
11

.7
5.6

0.6
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
8～

3.2
4ｍ

で
個

体
の

半
分

ほ
ど
の

破
片

が
一

括
出

土
した

。
前

突
起

と後
突

起
半

分
か

ら左
前

突
起

半
分

ま
で
を
欠
く個

体
。後

突
起

下
に
は
対

の
貼

瘤
間

を横
に
刻
み

、ほ
か

は
縦

に
刻

む
貼

瘤
文

が
付

され
る
とみ

られ
る。

実
測

面
の

貼
瘤

文
は

剥
離

して
い
る。

40
8

Ⅳ
－

27
Ⅳ
－

77
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
52

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

4
ⅰ
-2

5・
8

省
a1

a1
.k

6
20

.5
15

.3
7.4

0.5
LR

○
◎

e9
7Ⅲ

層
の
標

高
2.7

1ｍ
潰

れ
て
一

括
出

土
した

。
前

突
起

の
端

部
は

欠
け
、付

され
る対

向
三

叉
文

は
左

右
対
称
で
あ
る。

残
存
す
る右

側
の

前
後

の
突

起
とも

V字
状

で
刻

み
が

付
され

る。
突
起

下
の

貼
瘤

文
は
A状

で
、前

後
の

突
起

下
は

縦
に
刻
ま
れ
た
B状

の
貼
瘤

文
が

付
され

る。

40
9

Ⅳ
－

27
Ⅳ
－

74
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
43

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

4
10

―
ｆ2

6
22

.4
14

.4
7.3

0.5
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.4
5～

5.9
0ｍ

で
出

土
した

。
前

突
起

を欠
き、

そ
の

部
分

の
厚

み
の

あ
る口

縁
に
補
修

孔
が

１カ
所
空

け
られ

る
。口

縁
部
の

突
起

内
測

は
す
べ
て
対

向
三

叉
文
が

付
され

る。
器
面

突
起

下
に
は
1～

２条
の
弧

線
と対

の
貼

瘤
文

に
よ
り工

字
文
状

の
文

様
が

施
され

る。

41
0

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

78
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
2

ⅰ
-2

8
10

―
i.ｌ 

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.3
9ｍ

と3
.20

ｍ
か
ら出

土
した

。
口

縁
部

の
貼

瘤
文

の
位
置
か

ら対
の

突
起

と単
体

の
V字

状
の
突

起
が

並
ん
で
い
るこ

とが
解

る
。突

起
間
が

狭
い
こと

か
らこ

の
破
片

は
大

小
の

突
起

が
交

互
に
8カ

所
付
され

る鉢
とみ

れ
れ
る
。
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1

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
ⅰ
-2

2・
5

10
―

ｆ2.
g

―
22

.0
―

―
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.1
8ｍ

前
後
で
出
土

。
後

突
起

か
ら右

後
突

起
ま
で
の

口
縁

部
片

。突
起

下
に
は

弧
線

と縦
に
刻
ま
れ
た
対

の
貼

瘤
文

に
よ
り工

字
文
状

の
文

様
が

付
され

る
。口

縁
直

下
の

貼
瘤

文
は

突
起

間
に
も付

され
、同

様
に
工
字

文
状

の
施

文
が

付
され

る。

41
2

Ⅳ
－

28
―

47
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅰ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅰ
-2

8
10

―
ｌ 

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

赤
彩

ｃ9
4Ⅰ

層
か

ら出
土

した
。

突
起
下

に
縦

に
刻
ま
れ
た
貼

瘤
文

が
あ
る
こと

か
ら単

体
の
山

形
突

起
とみ

られ
る
。口

縁
下

部
に
は
交

互
鉤

状
文

が
付

され
、器

面
の

沈
線

赤
色

顔
料

の
痕

跡
が

残
る
。

41
3

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

74
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
18

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

5
10

―
g

―
20

.4
―

―
0.4

LR
◎

○
泥
岩

ｃ9
3・
94
の

境
付

近
で
破

片
は

出
土

。ｃ
93

Ⅱ
層

の
標

高
5.8

5ｍ
とｃ

94
Ⅱ

層
の

杭
山

と、
標

高
6.7

3～
5.8

9ｍ
で
検
出

され
て
い

る
。

図
の
正

面
は

右
前

か
左

後
の

突
起

に
あ
た
り、

残
り二

つ
の
突

起
間

に
は

上
下

を
繋
い
だ
とみ

られ
る補

修
孔

が
2ヵ

所
あ
る
。

破
片
両

端
に
は
口

縁
部

を
繋
い
だ
補

修
孔

が
あ
る
。頸

部
を肥

厚
させ

口
縁

に
括
れ

をつ
くる

部
分
が

あ
る
。

41
4

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅰ
-2

2・
5

10
―

k
―

―
―

―
0.4

LR
◎

○
泥
岩

ｃ9
3Ⅱ

層
の

標
高

4.0
8ｍ

前
後
で
出
土

。
突

起
下

と突
起

間
に
は

縦
に
刻
ま
れ

た
貼

瘤
文

が
付

され
、工

字
文

状
の

文
様

を
付
す
。口

縁
下

部
に
は

交
互

鉤
状

文
が

付
さ

れ
る。

41
5

Ⅳ
－

28
―

47
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅰ
-2

5
10

―
ｆ

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

台
地
上

の
ｂ3

Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
後

突
起

の
破

片
とみ

られ
、内

側
に
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。突

起
下
に
は

弧
線

と縦
に
刻
ま
れ
た
対

の
貼

瘤
文

に
よ
り工

字
文
状

の
文

様
が

付
され

る。
口
縁

下
部

に
は

交
互

鉤
状

文
が

付
され

る。
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6

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
2

ⅰ
-2

5
10

―
g

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.3
9ｍ

で
2片

が
重
な
って

出
土

。
破

片
の

傾
きか

ら深
鉢

口
縁

部
片

の
可

能
性

もあ
る
。対

の
山

形
突

起
内

測
は
連
な
る三

叉
文

状
で
、器

面
突

起
下

に
は

縦
に

刻
ま
れ

た
貼
瘤

文
と弧

線
に
よ
り工

字
文

状
の

文
様

が
付

され
る
。
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7

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅰ
-2

8
10

―
ｌ 

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

5.8
6ｍ

で
出
土

。
内

測
に
刻
み

の
な
い
単

体
の

V字
状
の

突
起

が
付

され
る
。破

片
左
側

の
口

縁
で
は

、口
縁

部
の

沈
線

が
1条

増
え
て
い
る
た

め
、よ

り大
型
の

突
起

が
付

い
て
い
た
とみ

られ
る
。口

縁
下
部

に
は

交
互
鉤

状
文

が
付

くと
み
られ

る。

41
8

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

74
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅰ
-2

5
10

―
ｌ 

―
―

―
―

0.4
LR

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.6
6ｍ

で
出
土

。
山

形
突

起
の

頂
部

の
刻

み
が

口
縁

内
側

の
三

叉
文

状
の
凹
帯

の
頂

部
とつ

な
が

る突
起
で
あ
る。

突
起
下

に
は

縦
に
刻

ま
れ

た
貼
瘤

文
と、

短
刻
線

に
よ
り工

字
文
状

の
意

匠
が

付
され

る。

41
9

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

79
47

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅰ
-2

5
10

―
m

―
―

―
―

0.4
5

LR
○

◎
ｄ0

Ⅱ
層

の
標

高
3.3

3ｍ
で
ま
とま

って
出
土

。
山

形
突

起
の

内
側

に
縦

の
沈

線
を
施

して
い
る。

単
独
の

山
形

突
起

で
頂

部
に
刻

み
の

な
い
例
は

少
な
い
。突

起
下

に
は

短
刻

線
と工

字
文
状

の
対

の
貼

瘤
文

が
施

され
る
。

42
0

Ⅳ
－

28
Ⅳ
－

77
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
17

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
ⅰ
-2

1・
5

11
―

k
―

20
.8

11
.3

6.2
0.5

LR
○

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.3
4ｍ

出
土
の

破
片

とe
97

Ⅲ
層
の

標
高

2.7
3ｍ

で
出
土

した
2片

の
ほ
か

、ｄ
97

Ⅲ
層

出
土

の
破

片
が

接
合

した
。

後
突
起

か
ら左

前
後

の
突

起
ま
で
の

破
片

で
あ
る
。突

起
は
す
べ
て
V字

状
で
内

面
に
刻
み

が
付

され
る
もの

。後
突
起

下
に

は
工
字

文
が

付
され

る。

42
1

Ⅳ
－

29
Ⅳ
－

74
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
25

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
ⅱ
‐4

5・
8

10
a1

a1
.g

6
20

.5
―

―
0.5

LR
◎

○
泥
岩

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.9
0～

5.8
2ｍ

で
出

土
した

。
前

突
起

か
ら右

前
後

の
突

起
ま
で
の

破
片

で
、前

突
起
の

対
向

三
叉

文
は

左
右

で
反

転
、ま

た
破
損
状

態
か

ら左
右

か
ら粘

土
紐

を合
わ
せ

て
作
った

状
況
が

残
る
。口

縁
下

部
の

文
様

は
蛇

行
沈

線
の

上
下

に
弧

線
を
加
え
た
もの

。

42
2

Ⅳ
－

29
Ⅳ
－

74
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

4・
5

10
a1

a1
.ｆ.g

6
22

.9
16

.9
8

0.4
RL

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.1
6～

6.0
6ｍ

で
比

較
的
ま
とま

って
出
土

した
。

前
突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
左

右
で
反
転

。左
右
の

突
起

で
は

、前
側

の
突

起
を
後
側

より
大

きめ
に
作

る傾
向
が

あ
る
。口

縁
下

部
に
交
互

弧
線

文
が

付
され

る。

42
3

Ⅳ
－

29
Ⅳ
－

77
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

5
10

―
g

6
22

16
.7

7.1
0.4

LR
◎

○
泥
岩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.0
6ｍ

前
後
で
比
較

的
ま
とま

って
出
土

。
前

後
の

突
起

を欠
く。

左
右
の

突
起

で
は

、前
側

の
後

側
よ
り大

きめ
に
作
る
傾
向

が
あ
る。

ま
た
突

起
下

に
は

弧
線

と対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る。
口
縁

下
部

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。

42
4

Ⅳ
－

29
Ⅳ
－

74
24

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
22

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

2・
5

10
―

ｆ.g
6

19
.3

11
.7

6.6
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.5
9～

5.7
9ｍ

で
出

土
した

。
後

突
起

か
ら右

前
の

突
起

ま
で
の
破

片
。後

突
起

下
に
は

弧
線

と対
の

貼
瘤

文
に
よ
り工

字
文

状
の

文
様

が
付

され
る
。頸

部
は

や
や

張
出

し、
口
縁

下
部

の
交

互
弧

線
文

左
側

に
は

文
様
の

乱
れ

が
あ
る。

地
文

の
一

部
が

底
面

に
か

か
る
。

42
5

Ⅳ
－

29
Ⅳ
－

74
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
31

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

1・
4

10
a1

a1
.ｆ2
.g

6
22

.4
16

.4
7.5

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4・
95
の

境
付

近
に
破

片
は

分
布

、ｃ
94
Ⅱ

層
は

標
高

6.7
2～

6.0
5ｍ

、ｃ
95

Ⅱ
層

は
標

高
6.8

4～
6.2

2ｍ
の
範

囲
で
出
土
した

。
前

突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
左

右
で
反
転

。す
べ
て
の
突

起
下

と前
後

の
突

起
間

の
口

縁
に
対
の

貼
瘤

文
と三

叉
文

の
頂
部

を重
ね
た
工
字

文
が

付
され

る。
底

部
縁

に
は

2条
の

沈
線

が

42
6

Ⅳ
－

30
Ⅳ
－

74
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
45

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

5
10

―
ｆ.g

6
23

.4
13

.9
7.0

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.3
8～

6.1
7ｍ

と、
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.3
6～

5.8
6ｍ

で
出

土
した

破
片

の
接

合
。

前
突
起

と左
後

突
起

を欠
く。

突
起
下

に
は
弧
線

と対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る
。左

右
突
起

で
は

前
側

を
大
きく

つ
くる

傾
向

が
み

られ
る
。（

突
起

頂
部

間
の

幅
　左

前
が

39
.7㎜

、右
後
が

29
.8㎜

）頸
部

下
に
交
互

弧
線

文
が

付
され

る
。

42
7

Ⅳ
－

30
Ⅳ
－

74
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
17

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

2・
5

10
―

k.l
6

19
.5

11
.9

6.2
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.8
8～

6.2
4ｍ

の
間
に
破
片

は
散

布
。

前
と左

前
突
起

を欠
く。

後
突
起

下
に
は
弧

線
と対

の
貼

瘤
文

に
よ
り工

字
文
が

付
され

る。
底
部

は
中

央
が

や
や
盛
り上

が
り

、丸
底
気

味
で
あ
る。

口
縁

下
部

の
交

互
弧

線
文

は
後

突
起

の
左

側
で
乱
れ

る。

42
8

Ⅳ
－

30
Ⅳ
－

74
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
20

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐2

5・
6

11
a1

a1
.ｆ.g

6
19

.7
16

.1
6.3

0.4
LR

・L
○

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.7
5～

6.0
6ｍ

の
間
に
破
片

は
散

布
。

前
突
起

片
は

組
み
込
み

だ
が

、口
縁

下
部

の
弧

線
の
端
部

を閉
じた

交
互
山

形
文

とな
るの

例
は
数

例
しか

な
い
こと

と、
前

後
突
起

下
の

対
の

貼
瘤

文
間

に
短

刻
線

を
施
す
点

な
ど
か

ら同
一
片

と判
断
で
きる

。口
縁
部

の
地

文
は

単
節

Ｌ。

42
9

Ⅳ
－

30
Ⅳ
－

74
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

2・
5

省
b2

b2
.g

6
14

.3
―

―
0.4

LR
○

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.2
6ｍ

と6
.17

ｍ
で
破

片
は

出
土

。
前

突
起

は
Ⅴ

字
突

起
が

左
右

に
分

か
れ

るも
の

で
、上

面
に
対
抗

三
叉

文
が

付
され

、中
心

線
は

前
方

に
張

り出
す
。突

起
下

の
工
字

文
状

の
貼

瘤
は

刻
み

が
無

い
、下

位
の

貼
瘤

は
省
略
され

る。

43
0

Ⅳ
－

30
Ⅳ
－

74
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
61

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

5
10

―
ｆ.g

6
22

.5
12

.8
7.0

0.4
LR

○
○

◎
ｃ9

5の
東
側

Ⅱ
層

の
標

高
6.2

6ｍ
～
5.1

4ｍ
で
破

片
は

出
土

。
前

突
起

片
と後

突
起

の
半

分
を
欠
く。

後
突

起
下

に
は
弧
線

と対
の

貼
瘤

文
に
より

工
字
文

状
の

文
様

が
付

され
る
。左

右
突

起
で
は
前

側
を
大
きく

つ
くる

傾
向

が
み

られ
る
。（

突
起

頂
部

間
の

幅
　左

前
が

36
.5㎜

、左
後
が

27
.7㎜

）
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

11
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

43
1

Ⅳ
－

31
Ⅳ
－

74
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
16

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

1
ⅱ
‐1

5・
8

10
a1

a1
.k

6
14

.8
11

.6
6.2

0.5
LR

○
◎

.ｃ9
5Ⅱ

層
の
杭

山
か

ら底
部

片
4点

が
出
土

し、
口

縁
の

1片
が
ｄ9

4Ⅱ
層
か

ら、
の
こり

は
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.4
3ｍ

～
5.9

1ｍ
で
出

土
した

。
前

突
起

は
頂

部
を
欠
くが

、付
され

る
対
向

三
叉

文
は

左
右

で
反

転
して

い
る
。前

突
起

下
に
は
弧

線
と対

の
貼

瘤
文

に
よ
り工

字
文
状

の
文

様
が

付
され

る。
口
縁

下
部

に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。

43
2

Ⅳ
－

31
Ⅳ
－

76
25

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
17

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
ⅱ
‐1

2・
5

10
―

a1
.ｆ.g

6
19

.5
―

―
0.5

LR
○

◎
前

～
右

前
突

起
ま
で
の

破
片

が
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

4.2
9ｍ

～
3.8

2ｍ
で
、残

りの
口
縁

が
ｃ9

4・
95
の

境
付

近
の

6.5
6～

6.3
5ｍ

で
出

土
した

。
後

突
起

の
頂

部
と底

部
を
欠
く。

左
右

突
起

で
は
前
側

をよ
り高

くつ
くる

。口
縁
部

の
沈

線
数

は
、一

見
3条

か
ら4

条
で
あ
るが

、1
条

の
沈

線
を
らせ

ん
状
に
施
した

もの
で
、正

面
の
左

右
で
本

数
が

異
な
る
。

43
3

Ⅳ
－

31
Ⅳ
－

78
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
ⅱ
‐1

8
10

―
k.l

6
15

.0
9.7

6.0
0.5

LR
○

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.1

4ｍ
前

後
で
一

括
出

土
。

前
突
起

と底
部

の
半

分
か

ら左
後

突
起

ま
で
を
欠
く。

突
起
は

Ⅴ
字

形
で
、後

突
起

が
や

大
きく

作
られ

、内
面
に
刻
み

が
施

さ
れ

る。
各
突

起
下

に
は

、短
刻

線
と貼

瘤
文

が
施

され
る
。

43
4

Ⅳ
－

31
Ⅳ
－

78
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
42

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
ⅱ
‐1

5
10

a1
a1
.ｆ.g

6
23

.5
15

.5
7.0

0.4
LR

○
◎

ｄ・
e9
9境

Ⅱ
層
の

約
1㎡

の
範

囲
の

標
高

3.1
7～

3.0
5ｍ

で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

縁
部

か
ら底

部
ま
で
全

般
に
破

片
は

残
る
。前

突
起
の

右
面

は
風

化
して

い
る
。各

突
起
下

に
は

弧
線
と対

の
貼

瘤
文

が
施

され
る。

口
縁

下
部

は
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。

43
5

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

74
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

5
10

a1
a1
.ｆ.g

6
19

.0
13

.3
6.5

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.5
8～

5.9
7ｍ

とｃ
95
Ⅱ

層
の

標
高

6.9
4ｍ

と6
.22

ｍ
で
出

土
。

前
突
起

は
頂

部
を
破
損

し、
突

起
下

の
口

縁
に
は
弧

線
と対

の
貼

瘤
文

が
施

され
る
。前

突
起

内
測

の
沈

線
は

対
向

三
叉

文
状

に
施

文
され

る
。口

縁
下
部

の
交

互
弧

線
文

は
後

突
起

下
で
乱

れ
が

あ
る
。

43
6

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

78
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

1
10

a1
a1

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.0
5ｍ

前
後
か

ら出
土

した
。

前
突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
左

右
で
反
転

す
る
。突

起
中
央

は
四

隅
が

尖
り、

線
刻
され

る。
突

起
下

に
は

工
字
文

と
対

の
貼

瘤
文

、内
面

に
は

対
向
三

叉
文

が
付

され
る
。

43
7

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

76
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
14

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

5
10

―
ｆ.g

6
16

.5
10

.2
5.7

0.5
LR

○
◎

ｄ9
6Ⅱ

層
の

標
高

4.4
4m

と4
.13

ｍ
で
出
土

した
破
片

と、
ｄ9

7Ⅱ
層
の

3.2
8ｍ

前
後
で
出
土

した
破

片
8点

が
接
合

。
底

部
か

ら後
・左

後
突

起
ま
で
の

破
片

で
、後

突
起

口
縁

部
に
は

弧
線

と対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る。
口

縁
下

部
に
交

互
弧

線
文

が
付

され
る
。

43
8

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

74
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅰ
-2

2・
5

10
―

ｆ.g
6

12
.5

―
―

0.4
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.3
7ｍ

と6
.20

mで
出
土

した
破
片

と、
ｃ9

5Ⅱ
層

の
標

高
6.4

0ｍ
と6

.21
ｍ
か

ら出
土

した
破

片
の

接
合

。
後

突
起

とそ
の

左
右

の
突

起
が

残
る
破
片

。後
突

起
下

に
は

弧
線

と縦
に
刻

ま
れ
た
貼
瘤

文
に
より

工
字
文

状
の

文
様

が
付

さ
れ

る。
口
縁

下
部

の
文

様
は

交
互

鉤
状

文
で
あ
る。
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9

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

76
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

5
10

―
ｆ.g

6
21

.2
―

―
0.4

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅱ
層
の

標
高

3.4
0ｍ

前
後
か

らま
とま

って
出

土
した

。
後

～
右

後
の

突
起

ま
で
の
破

片
。後

突
起

口
縁

部
に
は

2条
の
弧

線
と対

の
貼

瘤
文

が
付

され
る
。口

縁
下

部
の

交
互

弧
線

文
は

後
突

起
下

で
乱
れ

が
あ
る。

44
0

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

74
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

4
ⅱ
‐1

5・
8

10
a1

a1
.g

6
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

7.1
0ｍ

と6
.53

mで
出
土

した
破
片

が
接

合
した

。
前

～
右

前
の

突
起

ま
で
の
破

片
。前

突
起

に
付
され

る対
向
三

叉
文

は
左

右
対

称
。前

突
起

内
測

の
沈

線
は

対
向

三
叉

文
状

に
施
文

され
る
。口

縁
下

部
の

文
様

の
残

りは
少
な
い
が

交
互

弧
線

文
と判

断
した

。
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1

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

74
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
14

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

4
10

a1
a1
.g

6
―

―
―

0.4
LR

○
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

7.0
9ｍ

と6
.74

mで
出
土

した
前
突

起
片

が
接
合
した

。
前

～
右

前
の

突
起

ま
で
の
破

片
。前

突
起

に
付
され

る対
向
三

叉
文

は
左

右
で
反

転
。内

測
の

沈
線

は
前

突
起

左
右

で
止

ま
り

、中
央
に
山

形
状

の
凹

帯
が

施
文

され
る
。口

縁
下
部

に
は
交

互
弧

線
文

が
施

され
る
。
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2

Ⅳ
－

32
Ⅳ
－

74
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
25

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

2・
5

10
a1

a1
.ｆ.g

6
21

.3
15

.5
7.5

0.4
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.4
4ｍ

と6
.34

mで
出
土

した
破
片

と、
ｃ9

5Ⅱ
層

の
標

高
6.0

9ｍ
で
出
土

した
底
部

～
前

突
起

片
に
ｂ9

1Ⅱ
層

出
土
の

破
片

が
接

合
。

前
突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
左

右
で
反
転

。内
測
の

沈
線

は
前

突
起

も対
の

山
形

で
、そ

の
上

部
の

弧
線

間
に
は
刺

突
列
が

施
され

る。
器
面

は
風

化
が

著
しく

、底
部
に
は
や

や
丸

み
が

あ
る
。
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Ⅳ
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Ⅳ
－

77
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

.Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

3・
8

10
―

i
6

19
.6

14
.5

6.3
0.6

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

比
較

的
近

い
範
囲

の
標

高
3.2

5ｍ
と3

.15
m、

3.1
0m

で
出

土
した

。
前

突
起

頂
部

を欠
くが

、左
右

前
突

起
か

ら底
部

ま
で
の
個

体
の

半
分

が
残

る破
片
。口

縁
内

測
の

沈
線

は
前

突
起

左
右

で
止

ま
り、

中
央
に
山
形

状
の

凹
帯

が
施

文
され

る
。器

壁
は
厚

く、
突
起

な
ど
の

つ
くり

が
全
般

に
荒

い
。
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4
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Ⅳ
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74
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
11

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
ⅱ
‐1

8
10

―
ｌ 

6
16

8.4
6.6

0.5
LR

○
○

◎
c9

5Ⅱ
層

の
口

縁
部

が
標

高
6.6

5ｍ
と6

.52
ｍ
、底

部
が

標
高

6.0
8ｍ

か
ら出

土
、こ

の
ほ

か
Ｃ9

4Ⅱ
層

出
土

の
破

片
も接

合
。

右
前
と左

後
か

右
後

と左
前

の
突

起
が

口
縁

部
に
残

る。
底

部
は

丸
み

を帯
び
、底

部
縁

ま
で
地
文

が
施

され
る
。
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Ⅳ
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33
Ⅳ
－

78
26

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
斜
線

7
11

―
ｆ.ｋ

6
12

.9
7.7

5.0
0.6

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.0

6ｍ
で
口

縁
部

を下
に
一

括
で
出

土
した

。
前

～
右

前
の

突
起

を含
む
口
縁

部
を
欠
く個

体
。突

起
下

の
貼

瘤
文

は
省

略
され

、口
縁
下

部
に
は
上

3条
下

2条
の
沈

線
間

に
連
続

す
る
右
下

が
りの

沈
線

を施
す
。4

43
と同

様
に
器

壁
は

厚
く、

突
起
な
ど
の

つ
くり

が
全
般

に
荒
い
。
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Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

5
ⅱ
‐1

5
10

―
ｆ

6
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.8
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.6
7.5

0.5
LR

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

狭
い
範

囲
の

標
高

3.2
5～

3.1
1m

で
出
土

した
。

突
起
内

測
に
は
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
が

、大
きさ

か
ら前

後
突
起

以
外

の
い
ず
れ

か
とみ

られ
る
。口

縁
下
部

に
は

上
下
2

条
の
沈

線
間

に
交

互
弧

線
文

が
施

され
る
。
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7

Ⅳ
－

33
Ⅳ
－

77
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

4
ⅱ
‐2

―
10

―
―

―
―

―
―

0.4
5

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅱ
層
の

標
高

3.3
2ｍ

で
出
土

した
。

口
縁
部

の
残

りが
少
な
く、

突
起
の

形
状

や
貼

瘤
文

は
不

明
で
あ
る。

口
縁
下

部
に
は

弧
線

の
玄

を閉
じた

弓
状
の

文
様

が
交

互
に
付

され
る
。
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8
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－
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Ⅳ
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Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

3
ⅱ
‐1

8
10

―
ｆ

6
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

0ｍ
で
出

土
した

。
突

起
内

測
の

対
向

三
叉

文
は

沈
線

化
が

進
ん
だ
段
階

の
もの

とみ
られ

る
。大

きさ
か

ら後
突

起
の

可
能

性
が

あ
る
。

44
9

Ⅳ
－

33
Ⅳ
－
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Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

3
ⅱ
‐1

5
10

―
i

―
―

―
―

0.4
5

LR
○

◎
ｄ9

9Ⅱ
層
の

標
高

3.2
4ｍ

で
出
土

した
。

突
起
は

小
型

で
、ｉ
とｋ

型
の

中
間

ほ
ど
の

大
きさ

で
あ
る。

口
縁
下

部
に
は

上
1条

下
3条

の
沈
線

間
に
交
互

弧
線

文
が

施
され

る
。
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0

Ⅳ
－

33
Ⅳ
－

77
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
24

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
ⅱ
‐1

5
10

―
k

6
18

.4
9.6

6.6
0.5

LR
○

◎
e9

7Ⅲ
標

高
2.6

7ｍ
前

後
で
ま
とま

って
出
土

した
。

口
縁
下

部
か

ら底
部

に
か

け
て
は
ほ

ぼ
破

片
が

あ
る
が

、口
縁

部
の

残
りは

少
な
い
。文

様
は
比

較
的

太
い
沈

線
で
数

の
少

な
い
沈

線
で
施

文
され

る。
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Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅱ
‐1

4・
8
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―

h
6

21
.2

―
―

0.4
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.7
4ｍ

前
後
で
ま
とま

って
出

土
した

。
器

壁
の

薄
い
大

型
の

鉢
。突

起
は
前

後
以

外
の

ど
れ
か

で
、口

縁
下

部
に
は

上
下

2条
の
沈

線
間

に
交
互

弧
線

文
が

施
され

る
。
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2
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－

33
Ⅳ
－
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48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

ⅱ
‐1

2
10

―
g

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

d9
7Ⅲ

層
の
標

高
3.0

4ｍ
で
出

土
した

。
器

壁
の

薄
い
鉢

形
土

器
の

破
片

とみ
られ

る
。口

縁
下
部

に
は

上
2条

下
3条

の
沈
線

間
に
交

互
弧

線
文

が
施

され
る
。
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3
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Ⅴ
c

晩
期
後

葉
16

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
ⅱ
‐1

8
10

―
ｌ 

―
21

.3
―

―
0.4

LR
○

◎
石
英

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.1
8ｍ

前
後
で
出
土

した
。

後
突
起

か
ら右

後
突

起
ま
で
の

口
縁

部
片

で
、後

突
起
は

失
わ

れ
て
い
る
。口

縁
下
部

に
は

上
下

2条
の

沈
線

間
に
交
互

弧
線

文
が
施

され
る
。
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4

Ⅳ
－
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Ⅳ
－

74
27

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
21

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
3

2・
5

10
a1

a1
.g

6
18

.5
15

.0
6.8

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
で
、底

部
が
標

高
6.4

9ｍ
、前

突
起
が

6.6
1ｍ

、前
右

付
近

が
6.3

3、
6.6

3ｍ
、後

突
起

周
辺

が
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.8
6

ｍ
と6

.68
ｍ
か

ら出
土

した
。

後
突
起

を欠
くほ

か
は
ほ

ぼ
破

片
は

揃
って

い
る
個
体

で
、左

右
の
前

突
起

の
幅

が
3.7

ｃｍ
に
対
し左

右
後
突

起
幅

が
3㎝

で
後

左
右

の
突

起
を
小
さく

作
る
傾
向

が
あ
る。

口
縁

下
部

に
は

3条
の
沈

線
が

施
され

る
。
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Ⅳ
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Ⅴ
c

晩
期
後

葉
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Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
3

2・
5

10
a1

a1
.g

6
20

.0
15

.3
7.1

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
で
、前

突
起
片

が
7.1

2ｍ
、 
底

部
が

6.4
4ｍ

、口
縁
部

が
6.2

2ｍ
か
ら出

土
して

い
る
。

底
部
と後

突
起

下
の

胴
部

、口
縁

部
は

前
と左

前
突
起

付
近

が
残

る個
体
で
、口

縁
下

部
に
は
3条

の
沈
線

が
施

され
る
。
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6

Ⅳ
－
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Ⅳ
－

76
27

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
23

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
2

7
12

―
ｆ.h

6
14

.0
7.3

5.9
0.4

LR
○

◎
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.2
0ｍ

前
後
で
ま
とま

って
出

土
した

。
前

突
起

と左
側

の
突

起
を
欠
く小

型
の
鉢

で
、口

縁
部

に
付
され

る貼
瘤
文

が
す
べ
て
省
略

され
た
個
体

で
あ
る
、前

突
起
の

基
部
に
は
内

外
面

に
1対

の
瘤

が
付

され
る
。
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Ⅴ
c

晩
期
後

葉
17

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

1
3

8
省

a1
a.k

6
14

.7
9.9

4.8
0.6

LR
○

◎
ｄ9

9Ⅲ
層
の

標
高

2.9
4ｍ

前
後
で
ま
とま

って
出

土
した

。№
23

×
16

突
起
下

の
貼

瘤
文

上
に
1条

の
沈
線

が
付

され
る
こと

や
、前

突
起
基

部
の

装
飾

や
貼

瘤
文

b列
が
省

略
され

るこ
と、

前
突

起
に
付
され

る
対
向

三
叉

文
が

Z字
状
で
あ
るこ

とな
ど
、周

囲
の

土
器

と比
して

違
和
感

が
あ
る個

体
で
あ
る。

45
8

Ⅳ
－

34
Ⅳ
－

72
27

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
16

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

4
―

12
省

―
h

6
14

.4
7.8

5.7
0.4

LR
○

◎
台

地
上

の
ｂ3

Ⅱ
層

の
標

高
10

.96
ｍ
前

後
で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

縁
部

の
突

起
が

ほ
ぼ

失
わ

れ
て
い
る
が
、口

縁
内

測
の

沈
線

か
ら土

器
の

軸
が

判
断

で
きる

。器
面
の

貼
瘤

文
は

す
べ

て
省

略
され

る。
文
様

は
突

起
間

の
短

刻
線

と4
条

の
沈

線
が

施
され

る
。

45
9

Ⅳ
－

34
Ⅳ
－

78
27

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
22

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
2

8
10

a1
k

6
17

.6
12

.8
6.2

0.4
LR

○
◎

後
突
起

が
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.3
1ｍ

右
前
3.1

0ｍ
、前

突
起
～

底
部

片
が

ｄ9
9Ⅲ

層
の
標

高
3.0

9ｍ
、右

後
が
3.0

6ｍ
か
ら出

土
した

。
ほ

ぼ
完

品
の

個
体

。前
突

起
に
付

され
る
対
向

三
叉

文
は

左
右

で
反
転

。口
縁

内
側

の
沈

線
は

前
突

起
左

右
で
止
ま
り、

中
央

に
山
形

状
の

凹
帯

が
施

文
され

る
。前

後
の
突

起
下

の
貼

瘤
文

に
は

工
字

文
の
意
識

は
な
い
。

46
0

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

76
27

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
2

8
10

c1
c1

.ｆ.ｋ
6

17
.2

10
.7

5.8
0.5

LR
○

◎
グ
リッ

ド境
の

ｄ9
6Ⅲ

層
の
標

高
2.7

2ｍ
とｄ

97
Ⅲ
層

の
標

高
2.7

7～
2.4

ｍ
で
出

土
。

前
突
起

と前
左

右
の

突
起

周
囲

の
風

化
が
激
しい

た
め
、突

起
の
形

状
が

丸
み

を帯
び
、突

起
下

の
貼

瘤
文

は
失

わ
れ

て
い

る
。内

面
に
炭
化

物
の

付
着

が
あ
る。

46
1

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

74
27

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
15

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
3

8
10

a1
a1

6
15

.2
11

.5
6.2

0.3
LR

○
◎

ｃ9
3Ⅱ

層
の

標
高

4.0
2ｍ

前
後
で
ま
とま

って
出

土
した

。
底

部
か

ら前
突

起
ま
で
の

個
体

で
、底

部
は
丸

み
を
持
ち
中
央

が
盛

り上
が

る。
前

突
起

以
外

は
す
べ
て
欠
落

す
る
が
、左

前
突

起
片

の
大

きさ
か
らｋ

形
と推

定
した

。

46
2

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

76
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
1

5
10

a1
a1
.ｆ.g

.l
6

14
.8

―
―

0.4
LR

○
◎

比
較
的

広
範

囲
に
散
在
した

。ｃ
95
Ⅱ

層
の

標
高

4.9
8ｍ

と4
.88

ｍ
、ｄ

96
Ⅲ
層

の
標

高
3.6

9ｍ
、3

.84
ｍ
、4

.16
ｍ
か
ら出

土
して

い
る
。

前
左
右

の
突

起
が
ｇ形

、後
左
右

の
突

起
が

ｌ形
の

作
り分

け
が

あ
る
。前

突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
左

右
対

称
で
、内

側
に
も対

向
三

叉
文

が
施

され
る
。前

突
起

基
部

側
面

は
無

文
で
あ
る。

46
3

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

74
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
17

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
2

8
10

―
k

6
21

.2
12

.2
7.2

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

5.9
0ｍ

前
後
出

土
の

破
片

と5
ｍ
ほ

ど
離
れ

た
ｃ9

5Ⅱ
層

の
標

高
6.1

8～
6.1

2ｍ
で
出
土

した
破
片

の
接

合
。　

底
部
か

ら後
突

起
と前

右
突

起
が

残
る
破
片

。復
元
で
は
同

一
個

体
片

と考
え
られ

る
左

前
後

の
突

起
を
組
み

入
れ

。底
部

は
平

らで
内
面

に
炭

化
物

が
付

着
す
る。

46
4

Ⅳ
－

35
―

28
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

2
2

2・
5

10
a1

a.k
6

―
―

―
0.4

LR
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

前
突
起

に
付

され
る
対

向
三

叉
文

は
左

右
で
反
転

。小
型
の

突
起

で
あ
る
た
め
、前

突
起
の

文
様

は
沈

線
化

す
る
。器

面
の
風

化
が
著

しい
。

46
5

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

74
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

2
2

2・
5

11
d

d.k
6

―
―

―
0.5

LR
◎

○
泥
岩

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.4
0ｍ

出
土
の

破
片

に
周

囲
で
回
収

され
た
小
片

が
接

合
。　

端
部
に
横
向

きに
Ⅴ
字

の
突

起
が

付
く形

で
、類

例
は

な
い
。突

起
左
右

に
形
状

に
添

った
Ⅴ
字

沈
線

が
施

され
、頂

部
に
付

さ
れ

る沈
線
は

基
部

で
左
右

に
分

か
れ

、正
面

突
起

基
部

で
つ
な
が

る
。

46
6

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

74
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
4

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

4
―

8
省

c2
c.ｌ

6
8.5

5.8
5.0

0.5
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.2
6ｍ

出
土
の

破
片

。
6単

位
の

突
起

を有
す
る
鉢
の

ミニ
チ
ュア

土
器

。前
突

起
に
は
へ

の
字
状

に
開

く突
起

が
付

され
、そ

の
端

部
に
刻
み

が
付

さ
れ

る。
右
前

後
の

突
起

は
破

損
す
るが

貼
瘤
文

との
関
係

か
らｌ

形
の

突
起

とみ
られ

る
。

46
7

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

78
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

4
―

7
省

―
k

6
8.8

6.3
4.2

0.4
RL

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.0

6ｍ
前

後
で
一

括
出

土
。

小
型
の

鉢
で
前

突
起

を欠
く。

器
面

の
貼

瘤
文

は
す
べ
て
省
略

され
、口

縁
に
付

され
る
4条

の
沈
線

最
下

は
半

周
で
お
わ

る。
前

突
起

は
口

縁
文

様
施

文
後

に
付

され
、正

面
の
沈

線
は
被
った

粘
土
で
消

され
て
い
る
。

46
8

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

78
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
2

5
省

―
k

6
7.0

4.3
2.8

0.3
LR

○
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

7ｍ
か

ら出
土

。
6単

位
の

突
起

を有
す
る
鉢
の

ミニ
チ
ュア

の
、前

左
右

の
突

起
か

ら前
側

の
破

片
。前

突
起
は
剥
落

す
る
が
、器

面
基

部
に
対

の
丸
い
貼

瘤
文

が
付

され
る
。

46
9

Ⅳ
－

35
―

28
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
1

5
10

―
l

6
11

.4
―

―
0.6

LR
○

◎
ｄ9

6Ⅱ
層
か

ら出
土

した
。

口
縁
部

は
残

るが
、突

起
は

後
と右

後
の

み
が

残
る
。器

壁
は
や

や
厚

く、
小
型

な
が

らお
も重

さの
あ
る
土
器

で
あ
る
。

47
0

Ⅳ
－

35
Ⅳ
－

74
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

2
1

5
10

―
k

6
14

.5
7.4

6.9
0.7

LR
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.3
5～

5.9
7ｍ

で
比

較
的

ま
とま

って
出
土

。
8割

ほ
ど
破

片
の

残
る
個
体

だ
が
、口

縁
部
の

突
起

は
左

後
の
１か

所
だ
け
残

る
。口

縁
内
側

の
沈

線
か

ら前
突

起
の
方
向

は
わ

か
る
た
め
これ

を
軸

に
突

起
を
復
元
した

。

47
1

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

77
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-2

4
―

7
省

a2
a2
.h

6
―

―
―

0.5
LR

◎
ｄ9

8Ⅱ
層
の

標
高

3.3
1ｍ

か
ら出

土
。

前
後
の

両
端

部
を
欠
く前

突
起

か
ら左

前
突

起
半

分
ま
で
の

破
片

で
、器

面
の
貼

瘤
文

は
す
べ
て
省
略

され
て
い
る
。突

起
の

文
様
も沈

線
化

が
進

ん
だ
もの

で
、比

較
的
新

しい
時
期

の
破

片
とみ

られ
る
。

47
2

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

74
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
―

7
省

c1
c1

6
―

―
―

0.4
LR

○
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.8
3ｍ

前
後
で
一
括

出
土

。
前

突
起

に
は
へ
の

字
状

に
開
く突

起
が

付
され

、そ
の

上
面

に
簡

単
な
沈
線

文
様

が
付

され
る
。器

面
の

貼
瘤

文
は

す
べ

て
省

略
され

る
。

47
3

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

74
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
3

2
10

a1
a1

6
―

―
―

0.6
LR

○
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

7,1
0 ｍ

と6
.89

ｍ
か
ら出

土
。

前
突
起

だ
け
が

残
る
口
縁

部
片

。突
起

内
側

に
は
崩

れ
た
対

向
三

叉
文

が
施

され
る
。前

突
起

に
付

され
る
対
向

三
叉

文
は

左
右

で
反
転

す
る
。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

12
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

47
4

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

77
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

4
3

5
10

―
h

6
19

.6
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.0
6～

2.9
6ｍ

で
出

土
。

口
縁
部

は
前

か
ら右

後
の

突
起

の
半

ば
ま
で
残

るが
、突

起
は

右
後

の
半

分
しか

残
って

い
な
い
口
縁

に
1条

の
沈

線
が

巡
り

、前
突
起

基
部

で
そ
の
下

位
に
弧

線
が

1条
加
え
られ

る
。

47
5

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

76
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1

3
2

5・
8

10
―

―
6

22
.0

―
―

0.5
LR

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.8
4ｍ

で
出
土

。
左

右
の

前
突

起
ほ

ど
の
範

囲
の

口
縁

部
片

だ
が

、突
起

は
す
べ
て
欠
損

す
る
。前

突
起
基

部
の

内
外

側
に
対

の
貼

瘤
文

が
付

され
、突

起
下
の

貼
瘤

と併
用
され

る。

47
6

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

78
48

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-2

3
―

8
省

a2
a2

6
―

―
―

0.4
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

2.9
8ｍ

と3
.01

ｍ
か
ら出

土
。

前
突
起

片
で
突

起
に
付
され

る対
向
三

叉
文

は
左

右
で
反

転
す
る
。基

部
に
は
粘

土
を
四
角

く貼
付
し、

各
面
に
深
く沈

線
を
付

し、
角

を
強
調

した
貼
付

文
が

付
く。

口
縁

内
側

は
1条

の
凹
帯

が
付

され
る
。

47
7

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

74
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1

3
1

3・
9

10
―

a.g
6

―
―

―
0.5

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.1
4ｍ

前
後
で
出
土

。
前

突
起

の
端

部
は

破
損

し、
基
部

外
側

に
は

、横
に
深

い
沈

線
を
付
し角

を強
調
し大

きく
張
り出

した
貼
付

帯
が

付
く。

前
突

起
付
け
根

は
ｇ形

突
起

様
に
作
られ

、外
側
に
基
部

同
様

の
貼

付
文

が
付

され
る
。

47
8

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

76
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-2

3
2

5
10

―
h

6
19

.6
―

―
0.5

LR
◎

○
泥
岩

ｄ9
6Ⅱ

層
の

標
高

3.4
7ｍ

前
後
で
出
土

。
前

突
起

か
ら左

後
突

起
ま
で
の

破
片

。前
突

起
端

部
は

欠
損

し、
基

部
に
は
方

形
の

張
り出

す
貼
付

帯
が

付
され

て
い
る。

上
段

の
貼

瘤
文

を結
ぶ
沈

線
は

突
起

下
で
Ⅴ

字
に
折
り返

し、
突
起

外
側

の
弧

線
を
強
調

す
る
。

47
9

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

78
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-2

3
3

4
10

―
h

6
19

.2
―

―
0.4

LR
○

◎
e9

9Ⅱ
層

の
標

高
2.9

0ｍ
前

後
で
出

土
。

前
突
起

基
部

か
ら左

右
の

前
突

起
ま
で
の

破
片

。前
突

起
基

部
の

内
外

側
に
付

く1
対

の
丸

い
貼

瘤
文

が
突

起
下

の
貼

瘤
と併

用
され

、口
縁
部

の
横

走
沈

線
よ
り上

に
付
く。

口
縁

内
側

の
沈

線
は

左
右

前
突

起
付

近
ま
で
2段

に
な
る。

48
0

Ⅳ
－

36
Ⅳ
－

76
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1

3
1

4・
5

10
d

d.h
6

―
―

―
0.4

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.2
1ｍ

か
ら出

土
。

前
突
起

の
形

状
は

ｃ形
に
近

い
が
、頂

部
は
へ

の
字

に
括

れ
ず
、三

角
形

とな
る。

突
起
頂

部
に
1条

、両
側
に
4条

の
沈
線

を
付

し、
左
側

面
基

部
側

に
は

口
唇
の

調
整

痕
の

端
が

重
な
る
。

48
1

Ⅳ
－

37
Ⅳ
－

74
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
16

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1

3
1

6
10

―
g.i

6
21

.2
―

―
0.4

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

7.0
5～

6.9
0ｍ

で
出

土
後

突
起

か
ら後

左
右

突
起

ま
で
の
破

片
。後

突
起

に
口
縁

内
側

の
沈

線
が

対
向

三
叉

文
状

に
な
らな

い
ｇ形

が
付
され

、そ
の

左
右
の

突
起

に
ｉ形

の
突

起
が

付
され

る
。後

突
起
下

の
貼

瘤
下

に
工

字
文

状
に
沈
線

が
付

され
る
。

48
2

Ⅳ
－

37
―

49
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

3
2

2・
８

10
―

ｆ.g
6

―
―

―
0.4

LR
○

◎
d9

6Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
後

突
起

か
ら右

後
突

起
ま
で
の

破
片

で
、突

起
間
に
付
され

る
貼
瘤

文
も中

央
が

縦
に
刻
ま
れ

る
。

48
3

Ⅳ
－

37
Ⅳ
－

77
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
18

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

2
ⅱ
‐1

2
10

―
ｆ.g

6
―

―
―

0.4
LR

○
◎

e9
7Ⅲ

層
の
標

高
2.7

2ｍ
前

後
で
ま
とま

って
出
土

。
後

突
起

か
ら右

後
突

起
ま
で
の

破
片

で
、図

版
確
定

後
に
下
に
破

片
が

伸
び
るこ

とを
確
認

し、
口
縁

部
下

位
に
交

互
弧

線
文

が
施
され

て
い
るか

とが
判

明
した

。各
突

起
下

に
工
字

文
状

に
沈

線
が

付
され

る。

48
4

Ⅳ
－

37
Ⅳ
－

76
28

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
18

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
2

2
12

―
ｆ.i

6
20

.5
11

.1
6.8

0.5
LR

◎
○

泥
岩

d9
7Ⅲ

層
の
標

高
3.0

5～
2.7

0ｍ
に
散

在
した

。
底

部
と後

突
起

か
ら左

後
突

起
ま
で
の

破
片

で
、地

文
は
底

部
周

囲
に
付
され

な
い
。左

後
突

起
は

幅
広

に
復

元
した

が
、貼

瘤
文
の

位
置

か
ら幅

の
狭

い
もの

で
あ
った

可
能
性

が
あ
る。

下
位
の

貼
瘤

文
は

短
刻

線
の

み
で
あ
る。

48
5

Ⅳ
－

37
Ⅳ
－

78
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

2
2

5
10

―
ｆ.g

6
19

.6
―

―
0.4

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
2.7

8～
2.9

7ｍ
で
出

土
。

後
突
起

か
ら左

前
後

の
突

起
ま
で
の

破
片

。左
前

突
起

内
側

に
は

対
向
三

叉
文

が
付

され
て
お
り、

左
右

の
前

後
突

起
に
作
り

分
け
が
あ
る
とみ

られ
る。
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6

Ⅳ
－

37
―

49
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

3
3

4
10

―
ｆ

6
―

―
―

0.5
LR

◎
○

泥
岩

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
後

突
起

片
で
あ
る可

能
性

が
あ
る
。口

縁
上
部

は
多

少
外

反
し、

突
起
口

唇
に
は

刻
み

が
施

され
る
。口

唇
に
刻
み

が
施

され
る
例
は

ご
く少

数
で
あ
る。

口
縁
下

部
の

沈
線

数
は

破
片

か
ら確

認
で
きた

もの
。
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7

Ⅳ
－

37
Ⅳ
－

76
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

3
1

2
10

―
ｆ

6
―

―
―

0.5
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.2
3ｍ

か
ら出

土
。

後
突
起

とみ
られ

る破
片
。突

起
下
に
は
工

字
文

状
の

文
様

が
付

され
る
。口

縁
下

部
の

沈
線

数
は

破
片

か
ら確

認
で
きた

も
の

。
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8

Ⅳ
－

37
―

49
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1

3
1

1・
5

10
―

k.l
6

11
.2

7.2
5.0

0.4
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

口
縁
は

後
突

起
か

ら右
後

突
起

ま
で
あ
る
小

型
土

器
の

破
片

で
、地

文
は

底
部

縁
ま
で
付
され

る。
前

突
起

内
側

も工
字

文
状

に
施
文

す
る
。

48
9

Ⅳ
－

37
Ⅳ
－

77
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

3
2

5
10

―
ｆ

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.1
0ｍ

か
ら出

土
。

後
突
起

とみ
られ

る破
片
。突

起
下
の

貼
瘤

文
に
重
な
る
沈
線

は
、Ⅴ

字
状

に
折

り返
し、

突
起
に
付
され

る
弧
線

と並
ぶ

。

49
0

Ⅳ
－

37
―

49
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅰ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

Ⅲ
-1
-2

4
―

9
省

―
ｆ.h

6
18

.4
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
出

土
の

破
片

と、
e9
7Ⅰ

層
出

土
の

破
片

の
接

合
。

後
突
起

か
ら右

後
突

起
ま
で
の

破
片

で
、突

起
下
の

貼
瘤

文
は

幅
の

あ
る
貼
瘤

文
に
横

に
深

く線
刻

した
もの

。口
縁

内
側

の
文

様
は

沈
線

化
して

い
る
。口

縁
部
に
対

の
補

修
孔

が
空

け
られ

る
。
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1

Ⅳ
－

37
Ⅳ
－

74
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
22

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
3

2・
5

10
―

k
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22
.4

―
―

0.4
LR

◎
○

泥
岩

ｃ9
4Ⅱ

層
で
、後

突
起
片

が
標

高
6.6

6ｍ
、そ

の
ほ

か
の

破
片
は
6.3

8～
6.2

4ｍ
で
出

土
した

。
後

突
起

か
ら左

前
突

起
ま
で
の

破
片

で
、同

形
の
鉢

より
深
さの

あ
る
個

体
。現

状
で
13

.5ｃ
ｍ
の
高

さが
あ
る
が
、底

部
に
近
い

気
配
は

な
い
。左

前
後
の

突
起

幅
は

、前
が

35
ｍ
ｍ
、後

が
30
ｍ
ｍ
で
あ
る
。
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2

Ⅳ
－

38
―

49
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

4
2

5
10

―
ｆ

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

d9
7Ⅲ

層
より

出
土

。
口

縁
内

側
に
対
向

三
叉

文
が

付
され

るた
め
、後

突
起
片

とみ
られ

る。
口
縁

下
部

に
は

2条
の
沈

線
が

施
され

ると
ころ

ま
で

確
認
で
きる

。

49
3

Ⅳ
－

38
Ⅳ
－

76
49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
2

8
10

―
i.k

6
19

.6
―

―
0.5

LR
○

○
◎

ｄ9
6Ⅲ

層
の

標
高

2.7
6ｍ

で
出
土

した
破

片
とｄ

97
Ⅱ

の
標

高
4.2

1ｍ
出
土

の
破

片
が

接
合

。
異

な
る形

態
の

突
起

が
並

ぶ
こと

か
ら、

6単
位

の
突

起
を
有
す
る個

体
の

右
前

～
右

後
突

起
ま
で
の

口
縁

部
片

とみ
られ

る。
この

よう
な
突
起

の
並

び
は
46

2に
み

られ
る
。口

縁
部

に
補

修
孔

が
１カ

所
空
け
れ

れ
る
。
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4

Ⅳ
－

38
Ⅳ
－
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49

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-1

3
3

5
10

―
k

6
14

.8
8.9

6.2
0.4

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

2.6
0ｍ

前
後
で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

縁
内

側
の

文
様

か
ら前

突
起

～
右

後
突

起
ま
で
の

破
片

とみ
られ

、前
突
起

は
欠

損
す
る。

前
後
の

突
起

に
作

り分
け
は
な

く、
口

縁
内

側
に
炭

化
物

が
付

着
す
る。
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－

38
―

49
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅲ
鉢

口
～
胴
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-1
-1

3
2

5
10

―
k

6
16

.8
―

―
0.5

LR
○

◎
ｄ9

6Ⅲ
層
か

ら出
土

した
。

口
縁
部

に
残

る
2ヵ

所
の
突

起
に
差
異

は
な
い
こと

か
ら、

右
前

後
か

左
前

後
の

突
起

片
とみ

られ
る
。口

縁
上

部
が

は
は

外
反

し、
Ｂ列

の
貼
瘤

付
近

を膨
らま

せ
る
傾

向
が

み
られ

る。
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6
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38
Ⅳ
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49

Ⅴ
c

晩
期
後
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8

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
3

3
5・
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―
k

―
13

.2
―

―
0.3

LR
○

◎
赤
彩

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

5.9
6～

5.9
2ｍ

で
出

土
した

。
突

起
は

1ヵ
所

だ
け
残

るた
め
、鉢

の
具
体

的
な
形
状

は
不

明
。器

壁
は

薄
く、

細
か

い
地
文

が
施

され
、口

縁
部

の
沈

線
間

に
僅

か
に
赤
色

顔
料

が
残

る
。
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―
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晩
期
後
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6
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胴

Ⅲ
4

―
8
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g
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―
―

―
0.4

LR
○

◎
ｂ9

1Ⅱ
層
か

ら出
土

した
。

突
起
下

の
貼

瘤
文

より
上

に
1条

の
沈
線

が
施

され
、Ｂ

列
の

貼
瘤

文
が

省
か

れ
る
特

殊
な
施
文

が
施

され
る
。同

地
区

で
は

特
殊
な
例

が
ほ

か
に
もあ

る。
口

縁
部

に
補

修
孔

が
１カ

所
空
け
れ

れ
る
。
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晩
期
後
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5
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0.5
LR

◎
○

泥
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ｄ9
8Ⅱ

層
の

標
高

3.3
8ｍ

で
出
土

した
。

突
起
は

大
型

に
な
り、

突
起

内
側

の
文

様
も沈

線
化

が
進

ん
だ
段
階

の
もの

で
、新

しい
時

期
の

破
片

とみ
られ

る。
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晩
期
後
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6
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鉢
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胴
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-1
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4
2

5
11

―
ｉ

6
―
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―

0.4
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.5
0ｍ

の
ほ
か

ｃ9
5Ⅱ

層
、ｄ

96
Ⅲ

層
か

らも
出
土

した
。

器
面
に
施
され

る
貼
瘤

文
は

す
べ
て
刻

み
が

施
され

る。
突
起

の
形

状
は
ｋ形

の
Ⅴ
字

状
突

起
の

幅
が

広
が

った
もの

。
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g
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LR
○

◎
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8Ⅲ
層
の

標
高

3.1
2ｍ

で
出
土

した
。

小
形
の

鉢
形

土
器

で
、口

縁
内
側

の
文

様
か

ら破
片

右
端

に
後

突
起

が
付

くと
み
られ

、左
前
後

の
突

起
片

と考
え
られ

る。
出

土
状
況

で
は
、こ

の
破
片

上
で
玉
類

が
重

な
って

出
土
した

。

50
1

Ⅳ
－

38
Ⅳ
－

74
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

3
ⅰ
-2

5
10

―
g

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

c9
5Ⅱ

層
の
標

高
7.0

2ｍ
出

土
の

破
片

に
ｂ9

5Ⅱ
層

の
破

片
が

接
合

。
突

起
の

内
側

は
丁

寧
に
深
く調

整
され

、内
側
沈

線
上

か
ら1

対
の

補
修

孔
が

空
け
れ

れ
る
。破

片
下

位
の
割
れ

目
は

沈
線

に
添

って
お
り、

交
互
鉤

状
文

が
施

文
され

て
い
た
とみ

られ
る
。

50
2

Ⅳ
－

38
Ⅳ
－

76
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

3
3

5
11

―
g

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.8
1ｍ

で
出
土

した
。

突
起
は

大
型

化
して

お
り、

内
側

の
文

様
も沈

線
化

が
進

ん
で
い
る
の
で
、比

較
的

新
しい

時
期
の

破
片

とみ
られ

る
。口

縁
貼

瘤
列
間

の
沈

線
は

3条
目

が
中

途
で
途
切

れ
る
。

50
3

Ⅳ
－

38
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
17

Ⅰ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1

3
3

7
10

―
ｆ.h

6
20

.4
12

.3
6.4

0.5
LR

○
◎

ｄ9
7Ⅰ

層
か

ら出
土

した
。

後
突
起

か
ら左

後
突

起
ま
で
の

破
片

。1
7点

す
べ

て
が

Ⅰ
層
で
回
収

され
た
こと

か
ら、

比
較
的

上
層

で
出
土

した
もの

とみ
ら

れ
る。

突
起

も大
型

化
し文

様
も沈

線
化

して
い
るた

め
、比

較
的

新
しい

時
期
の

破
片

とみ
られ

る
。

50
4

Ⅳ
－

38
Ⅳ
－

77
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
･Ⅲ

鉢
口

～
底

Ⅲ
-1

5
―

7
省

―
h.i

6
19

.2
10

.3
6.1

0.5
LR

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
ｍ
前

後
で
出

土
した

。
後

突
起

か
ら後

左
右

の
突

起
ま
で
の

破
片

で
、後

突
起
に
内
側

に
対
向

三
叉

文
の

な
い
ｈ形

の
突

起
を
、そ

の
左
右

に
突

起
内

側
に
刻

み
を
加

え
た
ｉ形

の
突

起
を
配

す
る。

口
縁

部
の

貼
瘤

文
は

省
略

され
る
。

50
5

Ⅳ
－

39
―

29
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-2

2
―

9
省

a2
a2

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｃ9
6Ⅱ

層
出

土
の

破
片

と付
近

の
表

採
片

が
接

合
。

突
起
基

部
の

口
縁

内
外

に
付

く幅
の
あ
る対

の
貼

瘤
は

、も
とも

と前
突
起

下
部

に
発

達
した

隆
帯

が
口

縁
部

に
垂

下
した

もの
で
、そ

の
下
に
2条

の
沈
線

を挟
み
突

起
下

の
貼

瘤
文

が
付

され
る
。最

も新
しい

段
階
の

破
片

とみ
られ

る
。

50
6

Ⅳ
－

39
Ⅳ
－

76
29

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-2

3
2

5
10

a2
a2
.f.h

6
22

.4
18

.6
7.4

0.4
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.0
4～

2.9
7ｍ

で
ま
とま

って
出
土

した
。

前
突
起

か
ら左

右
前

と左
後

突
起

ま
で
の
破

片
。突

起
の
大

型
化

や
文

様
の

沈
線

化
な
ど
、新

しい
時
期

の
個

体
だ
が

、前
突

起
下
に
突
起

基
部

の
隆

帯
と突

起
下
の

貼
瘤

が
重
複
す
る。

50
7

Ⅳ
－

39
Ⅳ
－

78
29

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
37

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-2

3
2

4
10

d
d.ｆ

.h
6

22
.1

15
.6

6.8
0.4

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

4～
3.0

9ｍ
で
一

括
出

土
した

。
完

品
に
近
い
個
体

で
、前

突
起

に
前
後

貼
り合

わ
せ
の

幅
の

あ
る
突

起
を
付
す
。突

起
を張

り合
わ
せ

る前
に
内
側

そ
れ
ぞ
れ

に
対
向

三
叉

文
を
付

す
。前

突
起

幅
6ｃ

ｍ
、後

突
起
幅

5ｃ
ｍ
で
、前

突
起
を
大
きく

作
る傾

向
が

あ
る
。

50
8

Ⅳ
－

40
Ⅳ
－

77
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
10

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-2

2
2

7
10

a2
a2
.h

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｄ9
8Ⅱ

層
の

標
高

3.4
4ｍ

前
後
で
出
土

した
。

前
突
起

か
ら左

右
前

突
起

ま
で
の
破

片
。前

突
起

基
部

に
刻
み

を施
す
貼

付
帯

、そ
の
下

位
に
外

側
は

横
の

短
刻

線
で
角
を

作
り出

し、
内

側
は

対
の

貼
瘤

文
を
施
した

装
飾
が
付

され
る
。

50
9

Ⅳ
－

40
Ⅳ
－

78
29

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
43

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-2

3
1

2・
8

10
―

ｆ.h
6

21
.1

13
.7

6.9
0.4

LR
◎

○
泥
岩

e9
9Ⅱ

層
の
標

高
2.9

8～
2.9

3ｍ
で
ま
とま

って
出
土

した
。

前
突
起

と左
前

突
起

、右
前

突
起

の
半

分
を
欠

く個
体

。後
突

起
下

の
口

縁
に
は
工

字
文

状
の

文
様

が
付

され
る
。突

起
の

大
型

化
や

文
様

の
沈

線
化

な
ど
、新

しい
時

期
の

個
体

とみ
られ

る
。

51
0

Ⅳ
－

40
Ⅲ

－
8

29
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
55

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-2

3
2

5・
8

10
a2

a2
.f.h

.e
6

20
.9

19
.8

7.0
0.5

LR
◎

○
泥
岩

段
丘
上

Ⅱ
層

の
1号

小
ピ
ット

検
出
面

上
の

標
高

10
.93

～
10
.88

ｍ
で
伏
せ

た
状

態
で
一
括

出
土

した
。

左
右
前

突
起

は
h形

、左
右

後
に
は
突

起
頂

部
に
3ヵ

所
の

刻
み

を施
す
e形

の
突
起

が
付

く。
前

突
起

基
部

の
4面

に
短
刻

線
を

施
す
隆

帯
下

に
突

起
下

の
貼

瘤
が

重
複

す
る
。後

突
起
下

口
縁

に
は

短
い
沈
線

が
1条

付
加
され

る
。

51
1

Ⅳ
－

41
Ⅳ
－

78
29

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
24

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-2

3
2

7
10

a2
a2
.f.h

6
21

.9
18

.1
6.8

0.4
LR

◎
○

泥
岩

前
突
起

片
が

ｄ9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.0

1m
前
後

で
、後

突
起
片

が
e9

9Ⅲ
層

の
標

高
2.9

5m
前
後

で
、底

部
片
が

e9
9Ⅲ

層
とｄ

99
Ⅲ

の
標
高

2.9
8前

後
で
出

土
。　

左
右
の

突
起

は
右

前
と左

後
の

半
分

が
残

るの
み
で
、左

右
の

口
縁

は
ほ
ぼ
失

わ
れ

て
い
る。

前
突
起

の
基

部
は

中
心

の
粘

土
の
貼

り合
せ
か

ら左
半

分
が

な
い
。後

突
起
下

口
縁

に
は

短
い
沈
線

が
1条

付
加
され

る
。

51
2

Ⅳ
－

41
Ⅳ
－

76
29

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
15

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-1
-2

7
―

7
省

a2
a2
.h

6
19

.8
20

.8
7.8

0.5
LR

◎
◎

ｄ9
5Ⅱ

層
の

標
高

4.3
6ｍ

前
後
で
一
括

出
土

の
破

片
。

口
縁
部

の
貼

瘤
文

は
す
べ
て
省
略

され
る
。前

突
起

基
部

の
対

の
貼

瘤
は

前
突

起
基

部
に
発
達
す
る
装
飾

で
、そ

れ
が

口
縁

部
付
近

に
垂

下
した

もの
。前

突
起

に
付
され

る短
刻
線

を施
す
隆

帯
は

す
べ

て
剥

離
す
る。

51
3

Ⅳ
－

41
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-2

6
―

―
―

―
h

6
―

―
―

0.6
LR

○
◎

ｂ9
9Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

口
縁
内

側
の

沈
線

が
2重

に
な
る
こと

や
、突

起
内

側
の

沈
線

も2
条
あ
るこ

とか
ら後

突
起
の

右
半

分
の

破
片

とみ
られ

る
。突

起
は
肥

大
化

し、
文
様

の
沈

線
化

も進
ん
で
い
る
こと

か
ら、

新
しい

時
期

の
破

片
とみ

られ
る
。

51
4

Ⅳ
－

41
Ⅳ
－

78
29

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-2

2
―

9
省

a2
a2
.f.h

6
23

.0
―

―
0.7

LR
○

◎
e9

8Ⅱ
層

の
標

高
3.0

4ｍ
前

後
で
前

突
起

4点
が
出

土
して

い
る
ほ
か

は
、同

グ
リッ

ドの
Ⅰ

・Ⅱ
層

」か
ら破

片
は
回

収
され

た
。

前
突
起

基
部

の
装

飾
は

口
縁

部
付

近
に
垂
下

し、
口

縁
の

貼
瘤

文
上

に
2条

の
沈

線
が

付
され

る。
各

突
起

は
肥

大
化

し、
施

文
され

る
沈
線

も太
い
こと

か
ら、

最
も新

しい
時
期

の
破

片
とみ

られ
る
。

51
5

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

a1
a

6
―

―
―

0.5
―

○
◎

e9
8Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
小

さい
な
が
らも

突
起
に
は
左

右
対
称
に
襷

状
三

叉
文

が
付

され
る
。

51
6

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

a1
a

6
―

―
―

0.5
―

○
◎

e9
9Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
に
は
左

右
反

転
の
襷
状

三
叉

文
が

付
され

る
。
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

13
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

51
7

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.7
―

○
◎

ｄ9
6Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

とそ
の

下
位

外
側

に
2条

の
沈

線
が

付
され

る。

51
8

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.8
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
8Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

が
付

され
る
。

51
9

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.8
―

○
◎

e9
8Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
頂

部
は

外
側

が
や

や
大

きく
つ
くら

れ
る
。突

起
軸

に
は

螺
旋

状
に
1条

の
沈
線

が
付

され
る

。

52
0

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.6
―

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

は
無

文
で
あ
る。

52
1

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.6
―

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2.9

5ｍ
か

ら出
土

した
。

口
縁
部

か
ら外

傾
す
る剥

離
面

で
外
れ

た
突
起

片
。突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

1条
の

沈
線

が
施

され
る
。

52
2

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

76
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

3
1

3
12

a1
a1

6
―

―
―

0.5
LR

○
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層
の

標
高

3.3
0ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
2条

の
沈

線
が

施
され

る
。突

起
下
の

口
縁

内
外

に
は

対
の

大
きな

貼
瘤

文
が

付
され

る
。

52
3

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

2
―

2
11

a1
a1

6
―

―
―

0.6
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.1
6ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、下

位
の

三
叉

文
の

下
端

は
突

起
軸

に
螺
旋

状
に
付
され

る2
条

の
沈

線
に
繋
が

り突
起
下

の
貼

瘤
文
上

の
沈

線
ま
で
つ
な
が

る。
口

縁
内

側
も襷

状
三

叉
文

が
付

され
る
。

52
4

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

79
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

4
―

8
―

a1
a1

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

do
Ⅱ
層

の
標

高
3.2

3ｍ
か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、下

位
の

三
叉

文
の

下
端

は
突

起
軸

に
螺
旋

状
に
付
され

る2
条

の
沈

線
と重

な
る
。

52
5

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-1
-1

3
2

5
10

a1
a1

6
―

―
―

0.5
LR

◎
○

角
閃
石

・
長
石

e9
9Ⅲ

層
の
標

高
2.9

1ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
す
る。

掲
載
片

に
胴
部

片
が

接
合

し、
貼
瘤

Ｂ列
下
の

沈
線

数
が

わ
か

った
。胎

土
に
自
形

の
角

閃
石

や
長

石
が

混
じる

。

52
6

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

3
―

5
―

a1
a1

6
―

―
―

0.6
LR

◎
○

e9
9Ⅱ

層
の
標

高
3.0

8ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
前

後
の

張
り出

しは
、端

部
を
沈
線

で
刻
ま
れ
、襷

状
の
隆

帯
下

端
の

上
に
付

く。

52
7

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.7
―

○
◎

e9
9Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

が
施

され
る
。口

縁
部

の
内

外
側

に
は

対
の

丸
い
貼

瘤
文

が
付

され
て

い
た
とみ

られ
る。

52
8

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

5
―

a1
a1

6
―

―
―

0.6
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2.9

1ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
3は

条
の

沈
線

が
施

され
る
。口

縁
頂

部
の

内
外

側
に
対
の

丸
い
貼

瘤
文

が
付

され
、

そ
の

側
面
に
内
外

の
瘤

をつ
な
ぐ沈

線
が
施

され
る
。

52
9

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

74
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.7
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.5
0ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

が
施

され
る
。襷

状
の

隆
帯

は
突

起
前

後
で
対
の

丸
い
瘤

状
に
張

り出
し、

横
の
刻

み
が

施
され

る
。

53
0

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

3
1

5
10

a1
a1

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.1

6ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

が
施

され
る
。口

縁
頂

部
の

内
外

側
に
は
対

の
丸

い
貼
瘤

が
付

され
、

そ
の

側
面
に
内
外

の
瘤

をつ
な
ぐ沈

線
が
施

され
る
。貼

瘤
に
は

縦
に
刻

み
を
付
す
。

53
1

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.8
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

が
施

され
る
。襷

状
の

隆
帯

は
突

起
前

後
で
対
の

丸
い
瘤

状
に
張

り出
す
。

53
2

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

77
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.8
―

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.0
9ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

が
施

され
る
。頂

部
と下

位
三

叉
文

の
張

り出
しの

間
に
小
さい

張
り出

しが
付
き、

前
後
に
横

の
沈

線
が

付
され

る。

53
3

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a
a

6
―

―
―

0.8
RL

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.1

8ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
対

称
に
対
向

三
叉

文
が

付
され

る
。突

起
軸
に
は
3条

の
沈

線
と1

条
の
隆

帯
が

施
され

る。

53
4

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

74
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

3
2

5
10

a1
a1

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.2
3ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、そ

の
下

に
四

隅
が

張
り出

す
隆
帯

が
付

され
、4

面
に
横

に
沈
線

を付
す
。突

起
内

側
も襷

状
三

叉
文
が

付
され

、そ
の

頂
部

に
小

突
起

が
付

され
る
。

53
5

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

74
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

3
2

5
10

a1
a1

6
―

―
―

0.4
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.8
4ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、た

す
き状

三
叉
文

の
下

に
四
隅

が
張

り出
す
隆

帯
が

付
され

、4
面

に
横
に
沈
線

を付
す
。

53
6

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

79
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

0.7
LR

○
◎

ｄ2
Ⅱ
層

の
標

高
3.2

7ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、た

す
き状

の
隆
帯

は
突

起
前

後
で
張

り出
し刻

み
が
施

され
る
。突

起
軸

に
は
刺
突

の
施

され
た

隆
帯
が

1条
付

され
る
。突

起
内
側

に
は

上
下
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。

53
7

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

―
―

a1
a1

6
―

―
―

1.0
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.3
8ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、た

す
き状

の
隆
帯

の
傾

きが
逆

で
あ
る
。突

起
軸
に
は

6条
の
沈

線
が

施
され

、沈
線
間

中
央

に
刻

み
が

施
され

る。
口
縁

頂
部

の
内

外
側

に
対

の
丸

い
貼
瘤

が
付

され
、貼

瘤
間
と側

面
に
沈
線

が
施

され
る
。

53
8

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

78
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-2

―
―

―
―

a2
a2

6
―

―
―

0.6
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.0

4ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

3条
の

沈
線

が
施

され
る
。突

起
基

部
外

側
に
は
沈

線
を
施
す
長
円

形
の

貼
瘤

文
が

付
され

る
。

53
9

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

76
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-2

―
―

―
―

a2
a2

6
―

―
―

0.9
―

◎
○

泥
岩

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.9
8ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
、突

起
軸

に
は

螺
旋
状

に
1条

の
沈
線

が
２周

施
され

る。
口

縁
頂

部
の

内
外

側
に
は

対
の

丸
い
貼

瘤
が
付

され
、そ

の
側

面
に
内
外

の
瘤

をつ
な
ぐ太

い
沈

線
が

施
され

る
。

54
0

Ⅳ
－

42
Ⅳ
－

76
50

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-2

―
―

―
―

a2
a2

6
―

―
―

0.9
LR

◎
◎

e9
6Ⅲ

層
の
標

高
2.7

6ｍ
か

ら出
土

した
破

片
に
ｄ9

6Ⅲ
層

出
土

の
破

片
が

接
合

。
突

起
の

施
文

は
左

右
反

転
で
、頂

部
中

央
に
交
差

す
る
状
態

で
小
さな

Ⅴ
字

状
の

突
起

が
付

され
る
。突

起
軸

に
は

4条
の

沈
線

と刻
み

が
付

され
た
隆
帯

が
付

され
る
。基

部
内
外

に
は

横
に
刻

ま
れ

た
対
の

貼
瘤

文
が

付
され

る。

54
1

Ⅳ
－

42
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅰ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-2

―
―

―
―

a2
a2

6
―

―
―

0.9
LR

○
◎

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
の

施
文

は
左

右
対

称
で
、突

起
軸

に
は

4条
の

沈
線

と中
央

に
刻

み
が

付
され

た
隆

帯
が

付
され

る。
基

部
内

外
に
は

対
の

貼
瘤

文
が

付
され

、外
側

の
貼

瘤
は

横
に
刻

ま
れ
る
。

54
2

Ⅳ
－

43
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
1

―
―

―
d

d
6

―
―

―
0.6

LR
○

○
◎

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
頂

部
は

三
叉

文
状

の
凹

帯
に
仕
切

られ
た
2つ

の
突

起
が

Ⅴ
字

状
に
開
き、

そ
れ

ぞ
れ

の
側

面
に
刻
み

が
付

され
る
。突

起
軸

は
無
文

で
、外

側
に
は

横
沈

線
を
加
え
た
横

長
の

貼
瘤

、内
側

に
は

中
央
を
くぼ

ま
せ
た
対

の
貼

瘤
が

付
され

る。

54
3

Ⅳ
－

43
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
―

―
―

―
d

d
6

―
―

―
0.6

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層
か

ら出
土

した
。

対
の
四

角
錐

形
の

突
起

が
Ⅴ

字
状

に
付

い
て
い
た
とみ

られ
る
。残

る
突

起
側

面
に
は
縦

に
2条

の
沈

線
が

付
され

、外
側

の
沈

線
は

頂
部

で
つ
な
が

る
。突

起
軸
に
は
2条

の
沈

線
が

施
され

る。

54
4

Ⅳ
－

43
―

50
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
―

―
―

―
d

d
6

―
―

―
0.8

―
○

◎
ｂ3

Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
浅

い
Ｕ字

状
の

突
起

が
前

後
に
付
く突

起
で
、突

起
先

端
付

近
の

内
外

面
に
形
状

に
添

った
沈

線
が

付
され

る。
突

起
軸

に
は

２条
の

沈
線

が
施

され
る
。

54
5

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

77
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

3
1

2・
8

10
b1

b1
・ｇ

6
―

―
―

0.4
LR

○
◎

赤
彩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.1
1ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

左
右

に
分

か
れ

る
ｂ形

で
、上

面
左

右
に
た
す
き
状
文

と2
条

の
沈

線
が

施
され

る
。突

起
軸
は

幅
が

あ
り、

外
側

に
3条

の
沈
線

、突
起

内
側

に
は

た
す
き状

文
が

施
され

る
。

54
6

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

78
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
-1

7
―

5・
8

―
b1

b1
6

―
―

―
0.4

LR
○

◎
e9

9Ⅱ
層

の
標

高
2.9

5ｍ
と2

.96
ｍ
か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

左
右

に
分

か
れ

る
ｂ形

で
、上

面
左

右
に
た
す
き
状
文

と1
条

の
沈

線
が

施
され

る
。突

起
軸
外

側
に
は
2条

の
沈

線
、内

側
は
上

下
対

向
三

叉
文

系
の

文
様

が
付

され
る
。

54
7

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

74
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1
-1

―
―

1
―

b2
b2

6
―

―
―

0.6
LR

◎
○

泥
岩

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.8
0ｍ

か
ら出

土
した

破
片

に
近

隣
の

ｃ9
3Ⅱ

層
出
土

の
破

片
が

接
合

。
突

起
頂

部
が

左
右

に
分

か
れ

る
ｂ形

で
、上

面
左

右
に
た
す
き
状
文

、中
央

に
外

側
に
突

出
す
る1

条
の

沈
線

が
施

され
る
。突

起
軸
外

側
に
は
2条

の
沈

線
、内

側
に
は
た
す
き状

文
が
施

され
る
。

54
8

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

b2
b2

6
―

―
―

0.8
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
軸

中
央

に
補

修
穴

が
あ
け
られ

る。
突

起
上

面
に
た
す
き
状
文

。中
央

に
外

側
に
突

出
す
る1

条
の

沈
線

が
施

され
、こ

の
沈

線
は

軸
の

沈
線

に
繋

が
る
。突

起
軸

に
沈

線
2条

と刻
み

が
付

され
る
隆
帯

が
1条

付
され

る。

54
9

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

5
―

b1
b1

6
―

―
―

0.8
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

突
起
頂

部
が

左
右

に
分

か
れ

る
ｂ形

で
、上

面
左

右
に
た
す
き
状
文

、2
条

の
沈

線
が

施
され

る
。突

起
軸
内

側
に
は
上

下
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。

55
0

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

78
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-1
2

―
2

10
b1

b1
6

―
―

―
0.5

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

3ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
頂

部
が

左
右

に
分

か
れ

る
ｂ形

で
、上

面
左

右
に
た
す
き
状
文

、2
条

の
沈

線
が

施
され

る
。突

起
軸
に
は
内

外
側

に
2条

の
沈
線

、口
縁

内
側

に
は

上
下
対

向
三

叉
文

の
上

の
三

叉
文

が
沈

線
化

した
文
様

が
付

され
る
。

55
1

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

74
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
6

―
5

―
b

b
6

―
―

―
0.4

LR
◎

○
泥
岩

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.6
0ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

左
右

に
分

か
れ

る
ｂ形

だ
が
、突

起
上

面
が

長
方

形
に
近

く、
た
す
き状

文
は

な
く、

数
条

の
沈

線
が

施
され

る。
突

起
軸

や
口

縁
内

側
に
1条

の
沈
線

が
巡

る。
沈

線
の

数
か

ら口
縁

下
部

に
文
様

が
あ
る
とみ

られ
る。

55
2

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

77
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

b
b

6
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.9
9ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

左
右

に
分

か
れ

る
ｂ形

で
、上

面
左

右
に
縁

に
添

った
沈
線

、中
央
に
Z字

状
の

沈
線

が
施

され
る
。

55
3

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

74
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c1
c1

6
―

―
―

0.8
LR

○
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
杭
Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

突
起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

で
、大

きい
外

側
上

面
に
は
た
す
き状

文
、内

側
に
は

ｋ形
の
突

起
が

付
く。

い
ず
れ

も下
面

は
無

文
で
、突

起
軸

に
1条

の
沈

線
が

巡
る
。

55
4

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

76
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c1
c1

6
―

―
―

0.8
LR

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

3.3
3ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

で
、外

側
上
面

に
は

沈
線

化
した

た
す
き状

文
、内

側
に
は
ｋ形

の
突

起
が

付
く。

い
ず
れ

も下
面
は

無
文

で
、突

起
軸
の

外
側

に
地

文
が

付
され

る
。

55
5

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c1
c1

6
―

―
―

0.7
LR

○
◎

e1
Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

で
、同

形
の
突

起
と比

較
す
ると

幅
が
あ
る
。外

側
上
面

に
は

た
す
き状

文
、内

側
に
は

浅
い
Ｕ字

の
沈
線

が
付

され
る
ｋ形

の
突
起

が
前

後
逆

に
付

く。
突

起
軸

内
側

に
は

上
下

対
向

三
叉

文
が

付
され

る。

55
6

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

77
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-1
5

―
7

―
c1

c1
6

―
―

―
0.5

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

0ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

で
、外

側
上
面

に
は

た
す
き状

文
、内

側
に
は

ｋ形
に
ち
か
い
突

起
が

付
く。

内
外
面

は
無

文
で
、口

縁
の
貼

瘤
は

す
べ
て
省

略
され

る。

55
7

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c1
c1

6
―

―
―

0.7
LR

○
◎

ｄ9
8Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

突
起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

で
、外

側
上
面

に
は

浅
い
Ｕ字

形
の
沈

線
文

、内
側

に
は

丸
い
突

起
が

付
き、

上
面
に
沈

線
が
付

され
る
。

55
8

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c1
c1

6
―

―
―

―
―

○
◎

e9
8Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

で
、外

側
上
面

に
は

た
す
き状

文
、内

側
に
は

ｋ形
に
ち
か
い
突

起
が

前
後

逆
に
付
く。

55
9

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

74
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
2

1
5

10
c1

c1
6

―
―

―
0.5

RL
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.8
0ｍ

か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

で
、断

面
が
円

形
の

突
起

軸
で
、外

側
側

は
欠

落
、内

側
に
は
左

右
に
張
り出

す
突
起

が
付

き、
突
起

軸
は

の
上

部
に
刺
突

が
付

され
る
。口

縁
内

側
に
は
上

下
対

向
三

叉
文

が
付

され
る
。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

14
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

56
0

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c2
c2

6
―

―
―

0.7
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
突

起
頂

部
が

前
後

に
分

か
れ

る
c形

の
うち

、頂
部

の
幅

が
狭

く、
装
飾

の
少

な
い
c2
形

とし
た
もの

。頂
部

は
外

側
の

幅
が

広
く

、浅
くく

ぼ
む
。突

起
軸

に
は

2条
の

沈
線

が
巡

る。

56
1

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c2
c2

6
―

―
―

0.6
―

○
◎

.ｃ9
5Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
頂

部
は

前
後

同
じ開

きで
、中

央
をく

ぼ
ま
せ

対
抗

す
る
三
角

文
が

付
され

る。
突

起
側

面
に
は

3条
の
沈

線
が

施
され

、両
脇

に
小
さい

突
起

が
付

く。

56
2

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-1
4

―
7

―
c2

c2
6

―
―

―
0.5

LR
○

◎
e9

7Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
頂

部
は

突
起

軸
上

で
横
に
仕
切

られ
、内

側
に
は
刻

み
、外

側
に
は

浅
い
くぼ

み
を
付

す
。口

縁
部
に
貼

瘤
文

は
な
く4

条
の

沈
線

ま
で
確
認

で
きる

。

56
3

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

76
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c2
c2

6
―

―
―

0.7
―

○
◎

d9
6Ⅱ

層
の
標

高
4.6

3ｍ
か

ら出
土

した
。

頂
部
は

前
後

ほ
ぼ

対
象

に
開

き、
上
面

に
は

中
央
を
絞
った

浅
い
くぼ

み
が

付
され

る。
突

起
軸

に
は

5条
の

沈
線

が
巡

る。

56
4

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

c2
c2

6
―

―
―

0.8
―

○
◎

c9
6Ⅱ

層
の
標

高
5.0

3ｍ
か

ら出
土

した
。

頂
部
は

前
側

が
大

きく
開
き、

上
面
に
は
中

央
を
や
や

絞
った

浅
い
くぼ

み
が

付
され

る
。突

起
軸
に
は
5条

の
沈

線
が

巡
る
。

突
起
軸

に
は

上
か

ら3
条
の

沈
線

、刻
み

が
付

され
る
隆

帯
、1

条
の

沈
線

が
施

され
る
。

56
5

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

78
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-1
2

2
3

10
c2

c2
・k

6
―

―
―

0.4
LR

○
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

5ｍ
か

ら出
土

した
。

頂
部
は

前
側

が
大

きく
開
き、

上
面
に
は
Ｙ字

状
の

浅
い
くぼ

み
が

付
され

る
。突

起
頂
部

の
前

後
や

軸
に
横
の

沈
線

が
施

され
、そ

の
下

位
に
刻
み

が
付

され
る
隆
帯

が
巡

る
。破

片
右
端

に
補

修
孔

が
空

け
られ

る
。

56
6

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

77
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

d
d

6
―

―
―

0.8
―

○
◎

ｄ9
8Ⅱ

層
の

標
高

3.4
5ｍ

か
ら出

土
した

。
頂

部
か

らみ
る
と、

方
形
の

一
方

に
Ｃ字

に
切
り込

み
を入

れ
た
形
状

で
、類

例
が

な
い
。正

面
は
顔

の
表

現
に
もみ

え
る
鼻
状

の
瘤
とそ

の
左

右
、下

の
刻

み
が

付
され

る。
基

部
に
刻

み
が

付
され

る隆
帯
が

付
く。

56
7

Ⅳ
－

43
Ⅳ
－

76
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

d
d

6
―

―
―

0.7
―

○
◎

e9
6Ⅲ

層
の
標

高
2.7

8ｍ
か

ら出
土

した
。

形
状
は

ｃ1
形
の

内
側

の
突

起
が

な
い
もの

。突
起
内

側
に
は
た
す
き状

文
、軸

に
1条

の
沈

線
が

付
され

、口
縁

内
側

に
もた

す
き状

文
が

付
され

る。

56
8

Ⅳ
－

43
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

突
起

Ⅲ
-1

―
―

―
―

d
d

6
―

―
―

0.7
LR

○
◎

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
形

状
は

56
7の

幅
の

あ
る
もの

、あ
るい

は
50

7と
同
様

の
突

起
の

内
側

の
な
い
もの

に
もみ

え
る
が

、特
殊

な
後

突
起

とも
み
え

る
。内

側
に
た
す
き状

文
と刻

み
が

付
され

る。
外
側

に
は

頂
部

に
弧

線
、下

位
に
4条

の
沈
線

が
施

され
る
。

56
9

Ⅳ
－

44
Ⅳ
－

75
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-2

3
ⅶ

5
10

―
ｆ

4
11

.3
7.5

4.8
0.4

LR
○

◎
赤
彩

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.0
4～

6.0
0ｍ

か
ら出

土
した

。
4単

位
の

突
起

の
うち

1ヵ
所
に
対
の

貫
通

孔
が

空
け
られ

る
器
形

で
、突

起
の
形

状
に
差
異

は
な
く、

内
側
に
た
す
き状

文
が

付
され

る。
頸
部

の
張

り出
しが

や
や
強

く、
沈
線

間
に
赤

彩
の

痕
跡

が
残

る。

57
0

Ⅳ
－

44
Ⅳ
－

76
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
25

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
底

Ⅲ
-2

3
ⅵ

4
10

―
ｆ･m

4
17

.2
10

.5
6.4

0.4
LR

◎
○

泥
岩

　　
赤
彩

ｄ9
5Ⅱ

層
の

標
高

4.5
4～

4.2
7ｍ

とｄ
96

Ⅲ
層

の
標

高
3.6

９～
3.6

5ｍ
か

ら出
土

した
。

3ヵ
所
残

る
突
起

うち
中
央

が
k形

の
突
起

を対
に
配
置

した
特
殊

な
形
状

で
、2

ヵ所
の
貫

通
孔

と内
側

に
た
す
き状

文
が
施

さ
れ

る。
沈
線

間
に
赤
彩

の
痕

跡
が

残
る
。

57
1

Ⅳ
－

44
Ⅳ
－

75
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
45

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-2

3
ⅰ
-2

1・
5

10
―

ｆ･m
4

16
.2

7.1
6.6

0.3
LR

○
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.5
1～

6.4
8ｍ

か
らと

ｃ9
5Ⅱ

層
の
標

高
6.3

5ｍ
か
ら出

土
した

破
片
の

接
合

。
4単

位
の

突
起

の
うち

1ヵ
所
の

口
縁

に
対

の
貫

通
孔

を
空
け
、そ

の
突

起
中

央
に
も小

さな
Ⅴ

字
状

の
突

起
を
付
加

し、
特
殊

な
形

状
の

突
起

とし
て
い
る。

無
文
の

底
部

は
中

央
が

や
や

盛
り上

が
る
。

57
2

Ⅳ
－

45
Ⅲ

－
8

30
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

覆
土

鉢
口

～
底

Ⅲ
-2

3
2

8
12

―
k.m

8
13

.2
7.1

5.8
0.4

LR
○

◎
○

泥
岩

　　
赤
彩

1号
小
ピ
ット

か
ら3

個
体

重
な
って

出
土

した
土
器

の
下

位
の

個
体

。標
高
10

.75
～
10

.81
ｍ
で
伏
せ

た
状

態
で
完
品
で
検
出

さ
れ

た
。

大
きな

突
起
間

に
小
さな

突
起

を
配
す
る。

1ヵ
所
の

大
型

突
起

口
縁

に
対

の
貫

通
孔

を
空
け
、口

縁
内

側
や

文
様

の
沈

線
間

に
赤
色

顔
料

が
残

る
。3

個
の
土

器
が

重
な
って

出
土

した
ＳＰ

－
1の

最
下

か
ら出

土
した

もの
。

57
3

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

77
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
25

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-2

4
ⅱ
‐3

5
10

―
k.l

8
16

.0
8.5

5.5
0.5

LR
○

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.1
2ｍ

とｅ
98
Ⅲ

層
の

標
高

2.8
3ｍ

で
み
つ
か
って

い
る
ほ
か
、同

グ
リッ

ドで
小

片
19

点
が

出
土

した
。

大
きな

突
起
間

に
小
さな

突
起

を
配
す
る。

一
部
口

縁
部

が
欠

落
す
るた

め
、貫

通
孔

の
有

無
は

不
明

で
あ
る
。

57
4

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

77
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
18

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-3

―
―

―
―

―
l.m

8
18

.2
―

―
0.4

LR
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
の

標
高

3.4
1ｍ

～
3.3

2ｍ
で
出
土

。
大

きな
突

起
の

形
状

は
h形

の
両

側
に
刻
み

を施
こし

た
もの

。底
部

は
剥

離
欠

落
して

お
り、

台
付
で
あ
る可

能
性

もあ
る
。頸

部
を付

け
口

縁
を
無
文

に
す
る異

質
な
形

状
で
あ
る。

57
5

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

77
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

2
ⅵ

―
10

―
m

8
14

.0
10

.1
5.5

0.4
L

○
○

e9
7Ⅱ

層
の
標

高
3.0

7～
3.1

1ｍ
で
ま
とま

って
出
土

。
口

縁
上

部
に
は
上

下
2条

の
沈

線
間

に
無

文
帯

、摩
耗

が
激

しく
詳

細
は

不
明

で
あ
る
が
や

や
張

り出
す
頸

部
下

に
は

Z字
状

の
沈
線

間
に
横
走

沈
線

を
付
加

す
る
文
様

が
み

られ
る
。

57
6

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

78
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
29

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

2
ⅱ
‐1

8
12

―
e･
k

8
15

.1
7.4

6.0
0.4

LR
○

◎
赤
彩

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2.9

0～
2.8

5ｍ
で
出

土
した

。
大

きな
突

起
の

形
状

は
e形

で
、突

起
中
央

は
口

縁
の

高
さよ

り低
くえ

ぐる
。口

縁
部
の

文
様

に
は

赤
色
顔

料
が

付
着

す
る。

57
7

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

75
･7
8

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-3

3
ⅳ
‐1

省
12

―
e･
ｌ

8
10

.7
―

―
0.3

LR
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.3
6ｍ

とe
98
Ⅲ

層
か

ら出
土

した
破

片
が

接
合

。
対

の
突

起
と単

体
の

突
起

が
交

互
に
付

され
、口

縁
内

側
に
沈
線
等
は

な
い
。頸

部
に
は

上
下
2条

の
沈
線

間
に
矢
羽

状
文

が
付

され
る
。そ

の
下
位

に
短

刻
線

と2
条
の

沈
線

が
付

され
る
。

57
8

Ⅳ
－

45
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
7

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-3
2

2
5・

8
12

―
l.m

8
13

.2
―

―
0.4

RL
○

○
ｄ9

8Ⅲ
層
か

ら出
土

した
。

頂
部
を
横
に
刻

む
幅

の
あ
る
突
起

が
対

で
付

され
、そ

の
大

突
起

間
に
ｌ形

の
突
起

が
付

され
る
。口

唇
内

側
に
は
2条

の
沈

線
が

巡
り、

さら
に
大
突

起
の

内
側

に
横

の
沈

線
が

施
され

る
。

57
9

Ⅳ
－

45
―

51
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-3
4

1
8

10
―

l.m
8

17
.2

―
―

0.4
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

頂
部
を
皿
状

に
くぼ

ま
せ

、内
側
に
Ｚ字

状
の
沈

線
を
左
右

対
称

に
付

す
、対

の
幅

の
あ
る
突
起

間
に
ｌ形

の
突
起

が
付

され
る
。

58
0

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

78
51

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅲ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-3

4
3

4
10

―
j.m

8
17

.5
―

―
0.4

LR
◎

◎
角
礫

　　
　

赤
彩

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.1

3ｍ
で
出

土
した

破
片
に
、ｅ

97
Ⅰ

層
出

土
の

破
片

4点
が
接

合
。

頂
部
に
Ⅴ
字

の
中

央
を
刻
ん
だ
沈

線
を
付
した

単
体

の
突

起
間

に
対

の
突

起
を
付
す
。胎

土
に
は

角
の

残
る
小
礫
が

多
くみ

ら
れ

、文
様

の
沈

線
中

に
赤
色

顔
料

の
痕

跡
が

残
る
。

58
1

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

75
52

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-3

3
ⅰ
-2

1・
4

10
―

ｆ
4

12
.8

―
―

0.3
LR

◎
○

泥
岩

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.6
1ｍ

、6
.28

m、
6.1

9m
で
出

土
した

。
ｆ形

の
突
起

が
4ヵ

所
付

され
、口

縁
の

一
か

所
に
対

の
穿

孔
が

施
され

る鉢
と考

え
られ

る。

58
2

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

76
52

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
9

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

3
弧
線

省
―

―
g

4
12

.0
8.2

6.5
0.4

LR
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.6
9ｍ

前
後
で
出
土

した
。

対
の
突

起
が

4ヵ
所

付
く鉢

とみ
られ

る
。口

縁
部
の

文
様

は
上

か
ら短

刻
沈

線
、3

条
の
沈

線
、2

重
の
弧

線
中

に
Ⅴ

字
状

の
沈

線
を付

す
文

様
で
、器

面
に
貼
瘤

文
は

な
い
。

58
3

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

78
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
56

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

2
ⅱ
‐2

8
10

―
ｆ

4
16

.2
8.7

7.2
0.3

LR
○

◎
赤
彩

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2.6

8ｍ
前

後
で
ま
とま

って
出
土

した
。

2ヵ
所
並

び
で
残

る突
起
内

側
に
た
す
き状

文
が

施
され

るこ
とか

ら、
ｆ形

の
突

起
が

4ヵ
所
付

く鉢
と考

え
た
。水

付
の
レ
ベ
ル

で
出

土
した

た
め
錆

の
付

着
が

あ
るが

、文
様

の
沈

線
間

に
赤

色
顔

料
の

付
着

が
み

られ
る
。

58
4

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

78
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
12

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
底

Ⅲ
-3

3
3

省
11

―
m

5
13

.7
8.9

3.6
0.4

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

9ｍ
前

後
で
出

土
した

破
片
と　

ｄ9
8Ⅲ

層
の
標

高
3.3

6ｍ
前
後

で
出

土
した

破
片

が
接

合
。

鉢
の
半

分
が

残
る
破
片

で
、口

縁
に
残

る
３ヵ

所
の
突

起
の

間
隔

か
ら５

単
位

の
突

起
と推

測
した

。付
され

る突
起
は

頂
部

に
口

縁
と並

行
の

刻
み

を施
す
もの

。底
部

は
平

らで
径
が

小
さい

。

58
5

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

79
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
6

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

4
―

省
省

―
l

5
9.4

4.9
4.3

0.4
―

○
◎

e0
Ⅱ
層

の
標

高
3.0

7ｍ
前
後

で
ま
とま

って
出
土

した
。

ほ
ぼ
完

品
の

無
文

の
小

さな
鉢
で
、器

面
に
4条

の
沈

線
が

巡
る
。口

縁
の

突
起

は
4ヵ

所
残

り、
1カ

所
欠

落
した

痕
跡

が
あ
る

。口
縁
内

側
に
は

1条
の
沈

線
が

施
され

る
。

58
6

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

77
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
22

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

3
ⅱ
‐1

8
10

―
l

7
13

.3
7.3

4.5
0.4

LR
○

◎
赤
彩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

2.8
5ｍ

前
後
で
出
土

した
破

片
に
同
グ
リッ

ドの
破
片

とｄ
97

Ⅲ
層

出
土

の
破

片
が

接
合

した
。

口
縁
に
残
る
突

起
は

6ヵ
所

で
、1

カ所
欠

落
した

痕
跡

が
あ
る。

口
縁
内

側
の

1条
の

沈
線

や
、器

面
の

文
様

の
沈

線
に
赤

色
顔

料
が
残

る部
分
が

あ
る
。

58
7

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

75
30

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
35

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

3
ⅱ
‐1

8
10

―
l

7
13

.6
7.2

6.0
0.3

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

5.8
0ｍ

前
後
で
ま
とま

って
出

土
した

。
58

6に
近

い
形
状

と文
様

の
土

器
で
、土

器
の

内
面

に
炭

化
物

が
付

着
す
る。

底
部

は
無

文
で
中
央

が
や

や
盛

り上
が
る
。

58
8

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

75
52

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
胴

Ⅲ
-3

2
ⅱ
‐5

5
12

―
g･
ｌ

8
10

.0
―

―
0.4

LR
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.3
4ｍ

か
ら出

土
した

破
片

に
同
地
区

の
破

片
が

接
合

した
。

4分
の
1ほ

ど
口

縁
が

残
る
破
片

で
残
る
突
起

が
2種

類
あ
る
こと

か
ら、

大
小
の

突
起

が
交

互
に
8単

位
付

く鉢
とみ

られ
る
。口

縁
下
部

の
文

様
は

この
個

体
の

み
に
み
られ

る
。

58
9

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

79
52

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
Ⅲ

-3
4

3
省

12
―

m
―

―
―

―
0.5

LR
◎

e2
Ⅲ
層

の
標

高
3.0

7ｍ
と3

.09
ｍ
か

ら出
土

した
。

突
起
両

側
は

欠
落

す
る
が
、浅

い
U字

状
に
両

端
が

上
が

って
い
た
とみ

られ
る。

突
起
下

の
内

外
面

に
は

上
下
対

向
す
る三

叉
文
状

の
文

様
が

付
され

る。
器
面

の
貼

瘤
文

は
す
べ
て
省
略

され
る
。

59
0

Ⅳ
－

45
―

52
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
2

Ⅱ
鉢

口
Ⅲ

-3
―

―
―

10
―

m
―

―
―

―
0.6

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅱ
層
か

ら出
土

した
。

三
角
の

突
起

裾
に
貼
瘤

文
が

付
され

るが
、こ

れ
は
晩

期
後

葉
の
初
期

に
み

られ
る
特

徴
で
あ
る。

口
縁
端

部
に
は
連

続
す
る

A状
突
起

を
施
す
粘

土
紐

が
付

され
る
。口

縁
内

側
に
は
3条

の
沈

線
が

巡
る
。

59
1

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

75
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

1
2

省
10

―
l

―
5.8

3.3
4.0

0.3
無

○
◎

c9
5Ⅱ

層
の
標

高
6.7

8ｍ
で
ま
とま

って
出
土

した
。

ミニ
チ
ュア

土
器

だ
が
、器

面
に
は

貼
瘤

文
、口

縁
内

側
に
は
1条

の
沈

線
、突

起
内

側
に
は
刻

み
が

付
され

る
。小

さい
突

起
は

2ヵ
所

痕
跡

が
あ
り、

そ
の

間
に
大
型

突
起

の
剥

離
痕

が
あ
るた

め
、器

形
は
Ⅲ

－
1形

とも
考
え
られ

る
。

59
2

Ⅳ
－

45
Ⅳ
－

75
52

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
48

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-3

4
ⅳ

省
省

―
l

―
14

.0
9.7

5.2
0.4

LR
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.0
0ｍ

付
近
で
細
か

い
破
片

が
多

数
出

土
した

。
胎

土
に
混
じる

小
礫
は

主
に
底
部

下
に
付
着

す
る
。器

面
に
貼
瘤

文
は

無
く、

口
縁
上

か
ら4

条
の
沈

線
、上

下
を
沈
線

で
区
画

した
矢
羽

状
沈

線
帯

が
2段

、最
下
に
弧

線
の

連
続

文
が

付
され

る。

59
3

Ⅳ
－

46
Ⅳ
－

75
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
7.7

3.4
4.6

0.4
無

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

7.0
8ｍ

と6
.27

ｍ
か
ら出

土
した

。
無

文
の

小
型

の
鉢

で
、口

縁
部
は
わ
ず
か
に
肥

厚
させ

、緩
や

か
な
立

ち上
が
りに

調
整
され

る
。底

面
に
複

数
の

沈
線

が
ほ

ぼ
同
じ方

向
に
施

され
る
。

59
4

Ⅳ
－

46
Ⅳ
－

75
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
8.9

4.4
―

0.4
無

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.5
3ｍ

前
後
と6

.16
ｍ
か
ら出

土
した

。
無

文
の

小
型

の
鉢

で
、口

縁
部
は

ほ
ぼ

そ
ろっ

て
い
るが

、底
部

が
ほ

とん
ど
な
い
。口

縁
内

側
に
は

内
面

を外
反
させ

る調
整

が
な
され

る
。

59
5

Ⅳ
－

46
―

52
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
5

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
7.1

2.8
―

0.4
無

◎
○

台
地
上

の
a9
9Ⅱ

層
とｂ

99
Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
無

文
の

小
型

の
鉢

で
、底

部
は
一
連
の

曲
面

で
つ
くら

れ
た
丸

底
で
、口

唇
も薄

く調
整

す
る
。

59
6

Ⅳ
－

46
Ⅳ
－

75
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
1

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
4.3

3.6
―

0.4
無

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.5
9ｍ

か
ら出

土
した

。
無

文
の

小
型

の
鉢

。胴
部

は
円

筒
状

で
、底

部
は
丸

底
に
な
る。

口
唇
の

風
化

が
激

しく
、厳

密
に
口
唇

か
は

や
や

不
明

。

59
7

Ⅳ
－

46
―

31
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
5.2

2.9
2.4

0.3
LR

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
か

ら出
土

した
。

地
文
に
は
無

節
の

撚
糸

文
も混

じる
。胴

部
の
所

々
に
沈
線

が
付

され
る
。

59
8

Ⅳ
－

46
―

31
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

2
―

―
―

―
―

―
6.0

4.1
3.8

0.3
LR

○
◎

a1
Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

口
縁
部

の
残

りは
少
な
い
が

、無
文

帯
で
頸

部
を
作
り出

し、
上
部

に
2条

の
沈
線

を
付
す
。底

部
は
丁

寧
に
平
らに

調
整

され
る
。口

唇
は

薄
く尖

らせ
る
。

59
9

Ⅳ
－

46
Ⅳ
－

75
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
18

Ⅱ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
9.8

4.8
4.2

0.4
L

○
◎

撚
糸
文

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.1
3～

6.0
8ｍ

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

ま
る
く、

口
縁

部
の

沈
線

は
実

測
面

方
向

だ
け
に
施
され

る
。底

部
は
丁

寧
に
平
らに

調
整

され
る
。

60
0

Ⅳ
－

46
Ⅳ
－

78
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
15

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

2
3

8
10

―
―

―
10

.3
4.8

4.5
0.4

LR
○

◎
e9

8Ⅱ
層

の
標

高
2.9

7ｍ
前

後
で
、土

器
40

4の
上

に
重

な
って

出
土
した

。
小

形
の

鉢
だ
が

、口
縁
内

側
に
1条

の
沈
線

を施
し、

口
縁

部
の

に
も2

列
の
貼

瘤
文

が
施

され
る
。地

文
に
は
細

い
縄
が

使
用

され
、底

部
縁
に
1条

の
沈
線

を
施
す
。底

部
や

内
面

は
丁

寧
に
磨

か
れ

る。

60
1

Ⅳ
－

46
Ⅳ
－

78
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
15

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

2
1

8
10

―
―

―
10

.7
5.3

5.2
0.4

LR
○

○
◎

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2.7

2ｍ
前

後
で
ま
とま

って
出
土

した
。

口
縁
内

側
の

沈
線

は
な
く、

口
縁
部

の
2列

の
貼
瘤

文
は

上
下

同
じ間

隔
で
同

数
が

付
され

る。

60
2

Ⅳ
－

46
Ⅳ
－

76
31

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
13

Ⅲ
鉢

口
～
底

Ⅲ
-4

―
―

―
―

―
―

―
13

.3
7.2

6.7
0.4

LR
○

◎
ｄ9

6Ⅲ
層
の

標
高

3.6
0ｍ

前
後
と標

高
3.7

2ｍ
か
ら出

土
した

。
地

文
が

施
され

るの
み
の

鉢
。底

部
や
内

面
は
丁
寧

に
調

整
され

、地
文

は
底

部
縁

ま
施

され
る
が
、口

縁
部
付
近
は

施
され

な
い
。
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器
一
覧
15

掲
載

番
号

挿
図

番
号

出
土

状
況

図
版

時
期

分
 類

点
数

層
 位

器
種

部
位

器
種

２
文

様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

60
3

Ⅳ
－

46
―

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
―

―
―

―
―

―
―

9.5
7.9

4.6
0.4

LR
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
地

文
が

施
され

る
の

み
の

や
や
深

さの
あ
る
鉢

。底
部

や
内

面
は

丁
寧

に
調

整
され

る。
地

文
は

底
部

縁
か

ら口
縁

部
ま
で
付

され
る。

60
4

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
77

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
6

Ⅲ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
4

―
―

―
―

―
―

14
.8

8.5
6.2

0.4
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.2
6ｍ

前
後

で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

縁
内

側
に
1条

、口
縁

部
に
4条

の
沈

線
が

施
され

る
。底

部
や

内
面

は
丁

寧
に
調

整
され

る
。

60
5

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
77

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
23

Ⅲ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
2

2
省

10
―

―
―

15
.7

8.8
6.0

0.4
LR

○
◎

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.3
4～

3.2
6ｍ

で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

縁
内

側
に
1条

、口
縁

部
に
は
貼

瘤
文

の
あ
る
装

飾
を
挟

み
上

下
2条

の
沈

線
が

施
され

る。
地

文
は

底
部

縁
約

5㎜
幅

の
無

文
部

を
残

して
施

され
る
。

60
6

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
78

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
19

Ⅲ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
2

不
明

省
11

―
―

―
14

.2
8.8

6.5
0.4

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
土

器
40

4・
60

0の
重

な
る
上

の
標

高
3.0

1ｍ
か

ら底
部

片
な
ど
が

出
土

し、
同

層
出

土
の

破
片

が
接

合
した

。
口

縁
部

の
貼

瘤
文

の
あ
る
装

飾
を
挟

み
上

は
地

文
が

無
く、

下
は

底
面

ま
で
付

され
る
。口

唇
に
斜

め
の

細
か

い
刻

み
が

施
さ

れ
、口

縁
下

部
に
は

波
状

工
字

文
の

祖
形

とも
み

え
る
斜

行
沈

線
文

が
付

され
て
い
る
。

60
7

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
75

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
35

Ⅱ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
3

―
―

―
―

―
―

20
.3

10
.5

7
0.5

LR
◎

○
泥

岩
ｃ9

4Ⅱ
層

の
標

高
5.7

9～
5.7

3ｍ
で
口

か
ら底

ま
で
半

分
が

出
土

し、
近

くの
標

高
5.9

1ｍ
と離

れ
た
標

高
6.2

0ｍ
で
口

縁
部

片
が

出
土

。
口

縁
部

に
3条

の
沈

線
、口

縁
内

側
に
1条

の
沈

線
を
施

し、
口

唇
部

に
も縄

文
が

施
され

る
。

60
8

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
79

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
32

Ⅱ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
2

ⅱ
‐1

8
10

―
―

―
19

.5
10

.5
6.3

0.5
LR

◎
○

泥
岩

ｄ1
とe

1の
グ
リッ

ド境
、標

高
3.3

0～
3.3

6ｍ
で
一

括
出

土
した

。
口

縁
内

側
に
1条

、底
部

縁
に
2条

の
沈

線
が

施
され

る
。口

縁
部

の
施

文
に
くら

べ
底

部
縁

の
沈

線
は

細
い
施

文
具

が
使

用
さ

れ
る
。

60
9

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
75

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
22

Ⅱ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
3

ⅰ
-2

5
10

―
―

―
21

.7
11

.3
7.4

0.4
LR

◎
○

泥
岩

・赤 彩
ｃ9

4Ⅱ
層

の
標

高
6.4

5ｍ
、6

.81
ｍ
、7

.00
ｍ
とｃ

95
Ⅱ

層
の

標
高

6.8
1ｍ

と6
.39

ｍ
か

ら破
片

は
分

散
して

出
土

した
。

口
縁

部
上

段
に
突

起
の

な
い
貼

瘤
文

が
2ヵ

所
並

ぶ
こと

か
らⅢ

－
1形

の
鉢

で
は

な
い
と判

断
した

。底
部

も丁
寧

に
平

らに
調

整
し、

底
部

縁
角

か
ら3

条
の

沈
線

が
付

され
る
。文

様
の

沈
線

内
に
赤

色
顔

料
が

残
る
。

61
0

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
75

31
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
30

Ⅱ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
3

ⅰ
-1

5
10

―
―

―
21

.8
13

.1
7.9

0.5
LR

○
◎

ｂ9
4Ⅱ

層
の

標
高

7.3
5ｍ

、ｃ
94

Ⅱ
層

の
標

高
7.0

0～
6.2

9ｍ
の

約
2㎡

の
範

囲
に
破

片
が

散
布

て
し出

土
した

。
口

縁
下

部
の

文
様

は
、横

位
連

続
工

字
文

か
らの

文
様

の
変

化
で
は

、よ
り原

型
に
近

い
もの

と考
え
られ

る
。器

面
に
付

され
る
地

文
は

底
部

付
近

で
当

た
りが

弱
く、

実
測

面
の

裏
面

は
無

文
で
あ
る
。

61
1

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
75

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
8

Ⅱ
鉢

口
～

胴
Ⅲ

-4
3

ⅰ
-1

8
10

―
―

―
―

―
―

0.5
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

7.0
3～

6.6
5ｍ

の
範

囲
で
破

片
が

出
土

した
。

口
縁

下
部

の
文

様
は

、土
器

61
0と

同
じ交

互
鉤

状
文

の
始

点
が

異
な
る
もの

とみ
られ

る
。

61
2

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
76

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
5

Ⅲ
鉢

口
～

胴
Ⅲ

-4
3

ⅰ
-2

8
10

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

◎
○

泥
岩

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

4.6
5 ｍ

と2
.77

ｍ
か

ら出
土

した
。

口
縁

部
に
突

起
の

な
い
貼

瘤
文

が
2ヵ

所
並

ぶ
こと

か
ら突

起
の

な
い
鉢

と判
断

した
。

61
3

Ⅳ
－

46
―

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
6

Ⅲ
鉢

口
～

胴
Ⅲ

-4
3

3
5

10
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
口

縁
部

に
突

起
の

な
い
貼

瘤
文

が
2ヵ

所
並

ぶ
こと

か
ら突

起
の

な
い
鉢

と判
断

した
。口

縁
の

突
起

上
に
は

短
刻

線
が

付
され

る
。

61
4

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
77

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
2

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

Ⅲ
-4

6
不

明
省

省
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

◎
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.1

3 ｍ
か

ら出
土

した
。

器
面

に
貼

瘤
文

は
な
く、

口
縁

上
部

に
6条

の
沈

線
、口

縁
下

部
に
は

乱
れ

た
矢

羽
状

沈
線

とも
み

え
る
文

様
が

施
され

る
。

61
5

Ⅳ
－

46
―

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
2

Ⅲ
鉢

口
～

胴
Ⅲ

-4
3

3
省

10
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層

の
標

高
2.8

3 ｍ
か

ら出
土

した
。

口
縁

直
下

に
貼

瘤
文

が
な
い
こと

か
ら、

6単
位

の
突

起
を
有

す
る
鉢

の
側

面
で
あ
る
とも

み
られ

る
が

、残
る
口

縁
部

の
幅

か
らは

可
能

性
は

低
い
とみ

られ
る
。

61
6

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
75

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
4

Ⅱ
鉢

口
～

胴
Ⅲ

-4
4

―
省

省
―

―
―

13
.0

―
―

0.6
LR

○
◎

ｃ9
4Ⅱ

層
の

標
高

6.7
7ｍ

と6
.31

ｍ
の

か
ら出

土
した

。
器

面
に
貼

瘤
文

は
な
く、

口
縁

部
に
4条

の
沈

線
が

施
され

る。
小

型
な
が

ら厚
み

の
あ
る
個

体
で
あ
る
。

61
7

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
78

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
3

Ⅱ
・Ⅲ

鉢
口

～
胴

Ⅲ
-4

4
―

省
省

―
―

―
―

―
―

0.3
LR

○
◎

e9
9Ⅱ

層
の

標
高

2.9
3 ｍ

とⅢ
層

の
標

高
2.8

0ｍ
か

ら出
土

した
。

器
面

に
貼

瘤
文

は
な
く、

口
縁

部
に
4条

の
沈

線
が

施
され

る。
口

唇
に
は
刻

み
が

施
され

る
。

61
8

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
78

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅲ
鉢

口
～

底
Ⅲ

-4
4

―
省

省
―

―
―

12
.4

4.5
6.8

0.4
LR

○
◎

赤
彩

e9
8Ⅲ

層
の

標
高

2.9
5ｍ

か
ら出

土
した

。
器

面
に
貼

瘤
文

は
な
く、

口
縁

部
に
4条

の
沈

線
が

施
され

る。
口

縁
部

の
沈

線
内

に
赤

色
顔

料
が

残
る
。

61
9

Ⅳ
－

46
Ⅳ

－
76

31
Ⅴ

c
大

洞
A式

5
Ⅲ

浅
鉢

口
～

底
そ
の

他
―

―
―

―
―

ｍ
3

10
.8

4.3
―

0.5
RL

◎
○

◎
ｄ9

6Ⅲ
層

の
標

高
3.2

2～
3.1

5ｍ
で
出

土
した

。
口

径
は

短
軸

の
数

値
で
、底

部
は

ま
る
く、

全
面

に
地

文
が

施
され

る
。欠

落
す
る
側

に
対

の
突

起
が

あ
り、

補
修

孔
もあ

る
こと

か
ら、

24
0～

24
3の

無
文

の
壺

に
似

た
突

起
が

あ
った

と推
測

され
る
。

62
0

Ⅳ
－

47
―

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
38

Ⅱ
台

付
口

～
台

Ⅳ
-1

1
3

8
3

―
ｍ

4
18

.5
11

.6
5.1

0.4
LR

○
○

◎
ｃ9

6杭
山

の
Ⅱ

層
か

らま
とま

って
出

土
した

。
突

起
は

単
体

の
山

形
で
内

面
に
刻

み
は

な
い
。口

縁
内

側
に
は

1条
の

沈
線

が
施

され
、口

縁
部

に
は
1条

の
沈

線
下

に
上

位
の

貼
瘤

が
付

され
、1

条
の

沈
線

を
挟

み
対

の
貼

瘤
文

が
施

され
る
。

62
1

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
75

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
9

Ⅱ
台

付
口

～
台

Ⅳ
-1

3
2

8
10

―
ｍ

4
11

.5
11

.8
5.5

0.4
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
の

標
高

6.1
7 ｍ

か
らま

とま
って

出
土

した
。

4単
位

あ
る
とみ

られ
る
突

起
頂

部
は

円
く平

らに
調

整
され

、中
心

に
刻

み
が

付
され

る。
台

部
の

縁
は

面
取

りさ
れ

10
角

形
状

とな
る
。

62
2

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
75

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
27

Ⅱ
台

付
口

～
台

Ⅳ
-1

3
ⅰ
-2

8
10

―
ｇ

4
19

.8
11

.7
7.3

0.4
LR

○
◎

ｃ9
5Ⅱ

層
で
、口

縁
部

が
6.8

3ｍ
、台

部
6.7

2ｍ
、胴

下
部

は
台

部
の

周
りの

6.7
8～

6.6
7ｍ

で
ま
とま

って
出

土
した

。
口

縁
部

の
残

りは
悪

い
が

、突
起

の
形

状
は

ｇ形
で
、口

縁
下

部
に
は
交

互
鉤

状
文

が
付

され
る
。台

部
の

縁
は

面
取

りさ
れ

12
角

形
状

とな
る
。

62
3

Ⅳ
－

47
―

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
11

Ⅱ
・Ⅲ

台
付

口
～

台
Ⅳ

-1
3

―
8

省
―

l
6

13
.9

8.8
6.2

0.4
LR

○
◎

e9
8杭

山
の

Ⅲ
層

か
ら台

付
の

底
部

片
4点

、ｄ
97

Ⅱ
層

か
ら口

縁
部

片
5点

、e
97
Ⅲ

層
か

ら口
縁

部
片

2点
が

出
土

した
。

口
縁

部
に
残

る
2ヵ

所
の

突
起

の
間

隔
か

ら、
全

部
で
6単

位
の

突
起

が
あ
る
と推

測
した

。口
縁

部
の

貼
瘤

文
は

突
起

下
と突

起
間

に
計

１２
ヵ所

付
され

る
とみ

られ
る。

台
部

周
辺

は
無

文
で
あ
る
。

62
4

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
77

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
9

Ⅰ
・Ⅲ

台
付

口
～

台
Ⅳ

-2
3

―
省

省
―

―
―

11
.8

8.8
5

6.2
0.4

無
○

◎
赤

彩
口

縁
部

片
が

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.1
7ｍ

とe
98

Ⅰ
層

か
ら、

胴
部

が
e9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.0

5ｍ
、台

部
が

ｄ9
8Ⅱ

層
の

標
高

3.2
8ｍ

か
ら出

土
した

。
無

文
の

台
付

鉢
で
口

縁
部

に
3条

の
沈

線
が

巡
る
。口

縁
は

突
起

が
な
い
とみ

られ
、口

縁
部

の
沈

線
内

に
は
部

分
的

に
赤

彩
の

痕
跡

が
あ
る
。

62
5

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
77

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
10

Ⅲ
台

付
口

～
台

Ⅳ
-1

2
2

5
11

―
l

8
11

9.3
4.7

0.3
LR

○
◎

赤
彩

口
縁

部
が

ｄ9
8Ⅲ

層
の

標
高

2.9
3ｍ

、台
部

が
ｄ9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.0

6ｍ
か

ら出
土

し、
未

接
合

だ
が

口
縁

部
片

が
e9

8Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
未

接
合

で
組

み
入

れ
た
口

縁
部

片
に
ｌ形

の
突

起
の

大
小

が
並

ぶ
こと

か
ら、

大
小

8単
位

の
突

起
が

付
くと

推
測

した
。口

縁
上

部
の

沈
線

は
らせ

ん
状

に
付

され
て
い
る
可

能
性

が
あ
る
。器

面
沈

線
間

に
赤

彩
の

痕
跡

が
あ
る
。

62
6

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
75

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
16

Ⅱ
台

付
口

～
底

Ⅳ
-1

4
3

省
10

―
ｊ

4
15

.5
―

―
0.4

無
◎

○
泥

岩
ｃ9

5Ⅱ
層

の
標

高
6.7

0～
6.6

0ｍ
で
主

な
破

片
が

出
土

し、
標

高
6.2

2ｍ
で
小

片
が

出
土

した
ほ

か
、ｂ

95
Ⅱ

層
の

破
片

も接
合

。
台

部
が

欠
落

す
る
が

、底
部

の
径

か
らさ

ほ
ど
高

さの
あ
る
台

で
は

な
い
と推

測
した

。復
元

の
器

高
は

12
.8ｃ

ｍ
で
あ
る
。頸

部
の

屈
曲

が
あ
り、

口
縁

内
側

の
沈

線
は

な
い
。

62
7

Ⅳ
－

47
Ⅲ

－
8

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
2

覆
土

台
付

口
～

台
Ⅳ

-1
ⅴ

3
9

10
―

ｍ
4

14
.7

11
.5

5.1
0.5

LR
○

○
◎

1号
小

ピ
ット

か
ら3

個
体

重
な
って

出
土

した
土

器
の

中
位

の
個

体
。標

高
10

.78
～

10
.87

ｍ
で
伏

せ
た
状

態
で
完

品
で
検

出
さ

れ
た
。

突
起

頂
部

に
矢

印
状

の
刻

み
を
付

す
。口

縁
上

部
の

文
様

は
4条

の
沈

線
の

下
に
半

ば
消

され
た
斜

線
文

が
付

され
て
い
る
。

台
部

に
は
5条

の
沈

線
が

付
され

る
。

62
8

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
75

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
6

Ⅱ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

11
.8

0.6
RL

◎
○

◎
ｃ9

4Ⅱ
層

の
標

高
6.2

0 ｍ
で
台

部
を
上

面
に
出

土
した

。
僅

か
に
残

る
胴

下
部

は
無

文
。台

部
に
は

底
部

側
と台

端
部

に
よ
せ

て
そ
れ

ぞ
れ

2条
の

沈
線

が
付

され
る。

台
部

縁
に
は
斜

め
に
刻

み
が

施
され

る。

62
9

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
76

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
8

Ⅱ
台

付
胴

～
台

Ⅳ
―

ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

5.6
0.5

LR
◎

○
◎

赤
彩

ｄ9
5Ⅱ

層
の

標
高

3.9
1～

3.8
6ｍ

で
台

部
を
上

方
に
出

土
した

。
剥

離
した

底
部

片
が

欠
落

して
お
り台

部
と胴

下
部

は
未

接
合

だ
が
、。

胎
土

の
状

況
な
ど
か

ら同
一

個
体

と判
断

した
。矢

羽
状

の
文

様
が

付
され

て
い
る
とみ

られ
、沈

線
内

の
一

部
に
赤

彩
の

痕
跡

が
残

る
。

63
0

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
76

32
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
6

Ⅲ
台

付
胴

～
台

Ⅳ
―

ⅶ
―

―
―

―
―

―
―

5.9
0.4

RL
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層

の
標

高
2.7

7ｍ
前

後
で
出

土
した

。
胴

下
部

に
は
稲

妻
状

の
沈

線
に
上

下
か

ら線
刻

を付
加

した
文

様
が

2段
付

され
て
い
る
とみ

られ
る
。台

部
は

地
文

が
な
く、

短
刻

線
を
挟

ん
だ
上

下
に
3条

と2
条

の
沈

線
が

施
され

る
。台

部
縁

に
小

砂
利

の
付

着
が

多
い
。

63
1

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
76

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅲ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.8
0.4

LR
○

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.7
6ｍ

で
出

土
した

。
台

部
に
は
7条

の
沈

線
が

付
され

る
。

63
2

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
76

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅲ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

5.6
0.4

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅲ
層

の
標

高
2.8

4ｍ
で
出

土
した

。
台

部
に
は
3条

の
沈

線
が

施
され

、被
熱

し胴
下

部
よ
り褐

色
に
変

化
す
る
。内

面
に
炭

化
物

が
付

着
す
る
。

63
3

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
79

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅱ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.1
0.5

―
○

◎
e0

Ⅱ
層

の
標

高
3.1

2ｍ
で
出

土
した

。
器

面
は

風
化

が
進

ん
で
い
る
。台

部
に
付

され
る
文

様
は

上
か

ら1
条

の
沈

線
、短

刻
線

、縦
横

位
に
連

続
す
る
工

字
文

、端
部

縁
に
1条

の
沈

線
が

付
され

る
。

63
4

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
78

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
3

Ⅱ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

7.8
0.5

LR
○

◎
ｄ9

9Ⅱ
層

の
標

高
2.9

8ｍ
で
出

土
した

。
僅

か
に
残

る
胴

下
部

に
地

文
が

残
る
。台

部
は

無
文

で
端

部
を
平

らた
く調

整
す
る
。

63
5

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
76

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅲ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

8.0
0.4

LR
○

◎
赤

彩
ｄ9

7Ⅲ
層

の
標

高
2.6

8ｍ
で
出

土
した

。
僅

か
に
残

る
胴

下
部

に
地

文
が

残
る
。台

部
と胴

下
部

の
境

に
は
1条

の
沈

線
が

施
され

、台
部

は
無

文
とな

る
。台

部
縁

は
外

側
に
ひ
らき

、だ
い
ぶ

内
面

の
底

部
付

近
に
赤

色
顔

料
が

付
着

す
る
。

63
6

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
76

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
2

Ⅱ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

5.2
0.4

LR
○

◎
ｄ9

7Ⅱ
層

の
標

高
2.9

1ｍ
で
出

土
した

。
胴

下
部

に
は
地

文
が

残
る
。台

部
は

無
文

で
縁

が
僅

か
に
開

く。

63
7

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
78

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅲ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.5
0.5

LR
○

◎
頁

岩
チ
ップ

ｄ9
9Ⅲ

層
の

標
高

3.0
6ｍ

で
出

土
した

。
胴

下
部

に
は
地

文
が

あ
る
が

、台
部

は
無

文
で
あ
る
。台

部
縁

に
は

１３
ヵ所

の
刻

み
が

加
え
られ

、肥
厚

した
花

び
ら状

とな
る

。内
面

に
は

煤
が

付
着

し、
底

部
中

央
に
は
油

性
の

黒
い
染

み
が

付
着

す
る
。

63
8

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
75

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅱ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.2
0.4

LR
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層

の
標

高
6.1

6ｍ
で
出

土
した

。
僅

か
に
残

る
胴

下
部

に
地

文
が

残
る
。台

部
は

縦
に
ヘ
ラ磨

きさ
れ

、縁
は

肥
厚

させ
内

側
に
角

を
付

け
ま
る
く調

整
す
る
。

63
9

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
78

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
4

Ⅱ
・Ⅲ

台
付

底
～

台
Ⅳ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
9.8

0.5
LR

○
◎

ｄ9
9Ⅲ

の
標

高
3.1

1ｍ
前

後
とe

0Ⅱ
層

の
標

高
3.1

7ｍ
で
出

土
した

。
僅

か
に
残

る
胴

下
部

に
地

文
が

残
る
。台

部
に
は

、楕
円

形
の

穴
4ヵ

所
を
対

の
位

置
に
上

下
ず
らし

て
空

け
、穴

の
よ
り下

に
は

短
刻

線
、2

条
の

沈
線

、端
付

近
に
は
短

刻
線

間
に
刻

み
の

あ
る
貼

瘤
文

が
施

され
る
。

64
0

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
76

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅲ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

5.6
0.5

―
○

○
◎

ｄ9
7Ⅲ

層
の

標
高

2.7
3ｍ

で
出

土
した

。
胴

部
が

な
く地

文
の

有
無

は
不

明
。無

文
の

台
部

は
縦

に
磨

か
れ

、縁
が

僅
か

に
開

く。

64
1

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
77

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
2

Ⅲ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.1
0.5

―
○

◎
ｄ9

8Ⅲ
層

の
標

高
3.0

0ｍ
で
出

土
した

。
胴

部
が

な
く地

文
の

有
無

は
不

明
。無

文
の

台
部

の
基

部
は

幅
2.6

ｃｍ
と細

く、
縁

は
浅

い
角

度
で
開

く。

64
2

Ⅳ
－

47
―

33
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅱ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

2.9
0.4

LR
○

◎
c9

9Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
小

形
の

台
付

鉢
で
、台

部
は

無
文

で
あ
る
。

64
3

Ⅳ
－

47
Ⅳ

－
79

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
2

Ⅲ
台

付
底

～
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

6.0
0.4

LR
○

◎
e2

Ⅲ
層

の
標

高
3.3

0ｍ
前

後
で
出

土
した

。
63

9と
同

様
に
台

部
に
楕

円
形

の
穴

4ヵ
所

を
対

の
位

置
に
上

下
ず
らし

て
空

け
た
土

器
で
あ
る
。底

部
か

ら台
の

途
中

ま
で
の

破
片

で
、楕

円
の

穴
の

上
部

が
の

こる
。

64
4

Ⅳ
－

47
―

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

表
採

台
付

台
Ⅳ

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.4
LR

○
◎

表
採

台
部

縁
に
一

部
地

文
が

の
こる

。破
片

の
左

頂
部

に
楕

円
形

の
穴

が
空

い
て
い
た
とみ

られ
る
。文

様
は

上
か

ら、
穴

の
周

りに
2重

の
ひ
し形

文
、短

刻
線

文
の

下
に
3条

の
沈

線
、短

刻
線

文
と貼

瘤
文

の
順

で
あ
る
。

64
5

Ⅳ
－

47
―

52
Ⅴ

c
晩

期
後

葉
1

Ⅱ
台

付
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.4

LR
○

◎
赤

彩
ｂ2

Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
台

部
の

破
片

で
、破

片
左

上
に
隅

丸
方

形
の

穴
が

空
い
て
い
た
とみ

られ
る
。文

様
の

沈
線

内
に
赤

彩
の

痕
跡

が
残

る
。縁

は
開

き端
部

が
刻

ま
れ

る
。
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　表
Ⅳ

-1
　掲

載
土
器

一
覧

16
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
時

期
分

 類
点

数
層

 位
器

種
部

位
器

種
２

文
様
a-
b　

　
文

様
b-

d　
　

（壺
c-

d）
貼

瘤
ａ

貼
瘤

ｂ
前

突
起

突
起

突
起

単
位

口
径

器
高

底
径

器
厚

地
文

海
綿

骨
針

小
砂 利

砂
胎

土
　　

彩
色

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

64
6

Ⅳ
－

47
―

52
Ⅴ
c

晩
期
後

葉
3

Ⅲ
台

付
台

Ⅳ
―

―
―

―
―

―
―

―
―

9.6
0.4

LR
○

◎
赤
彩

e9
7Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
台

部
の

破
片

で
、破

片
上
部

を観
察
す
ると

生
きて

い
る面

が
あ
るこ

とか
らス

リッ
トな

ど
が

入
る
台
だ
った

とみ
られ

る。
縁

に
は

、3
ヵ所

の
浅
い
くぼ

み
が

あ
った

とみ
られ

る。
沈

線
内

に
赤
彩

の
痕

跡
が

残
る
。

64
7

Ⅳ
－

47
Ⅳ
－

75
33

Ⅴ
c

晩
期
後

葉
19

Ⅱ
台

付
口

～
台

Ⅳ
-3

4
そ
の

他
5

10
欠

g･
ｋ

6
14

.8
12

.5
6.4

0.5
LR

○
○

◎
ｃ9

5Ⅱ
層
の

標
高

6.1
7ｍ

前
後
で
一
括

出
土

した
個

体
に
ｅ9

8Ⅱ
層

出
土

の
小

片
が

接
合

した
。

Ⅲ
-1
形

の
土

器
に
台
が

付
く形

状
で
、中

位
の

貼
瘤

文
下

に
は
、上

下
3条

の
沈
線

間
に
弧

線
を
連
続

して
付

し、
弧

線
間

に
短

刻
線
を
付
した

文
様

が
施

され
る
。台

部
境
の

胴
下

部
に
は

4条
の
沈

線
が

巡
る
。

64
8

Ⅳ
－

48
Ⅳ
－

85
33

Ⅵ
恵

山
式

24
Ⅱ

鉢
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
2

15
.6

8.2
9.0

0.5
RL

◎
e9

9Ⅱ
層

の
標

高
2.9

7～
2.9

4 ｍ
で
一
括

出
土

した
。6

49
と並

び
で
出

土
。

器
形
は

、対
向

す
る
突
起

が
あ
る
鉢
を
想
定

し、
突
起

は
、穿

孔
の
あ
る対

の
山

形
突

起
の

中
央

に
刻

み
が

施
され

た
粘

土
粒

が
付
され

た
もの

。地
文

は
底

面
に
も付

され
、文

様
に
は
波

状
の

沈
線

間
に
縞
縄

文
を
施
した

もの
。

64
9

Ⅳ
－

48
Ⅳ
－

85
33

Ⅵ
恵

山
式

18
Ⅱ

深
鉢

口
・底

―
―

―
―

―
―

―
―

12
.6

14
.9

5.9
0.5

RL
◎

e9
9Ⅱ

層
の
標

高
3.0

1～
2.9

3 ｍ
で
一
括

出
土

した
。6

48
と並

び
で
出

土
。

底
部
片

を中
心
に
周

りに
口
縁

部
片

が
出

土
し、

推
定

復
元

した
もの

。口
縁
部

に
は

縦
、頸

部
に
は

横
に
縞

縄
文

が
付

され
、

口
唇
の

角
に
は
浅

い
刻

み
が

施
され

る。
底

部
に
は

縦
に
地
文

が
付

され
る
。右

側
面

の
拓

本
を
貼
付

して
い
る。

65
0

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅵ

恵
山
式

2
Ⅱ

深
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.7
RL

○
◎

ｄ5
Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

平
らで

、口
縁
部

に
2条

の
沈

線
が

付
され

、頸
部

に
は

6条
の

沈
線

ま
で
確
認

で
きる

。口
縁
部

に
は

縦
に
縞
縄

文
が

付
され

る
。6

51
と同

一
個

体
片

で
あ
る
。

65
1

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅵ

恵
山
式

1
Ⅱ

深
鉢

頸
部

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

RL
○

◎
ｄ5

Ⅱ
層

の
Ｂ-

Ｔｍ
層
よ
り上

層
か

ら出
土

した
。

口
唇
を
欠
く頸

部
片

で
、頸

部
に
は

6条
の

沈
線

が
確

認
で
きる

。6
50
と同

一
個
体

片
で
あ
る。

65
2

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅵ

恵
山
式

1
Ⅰ

深
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.7
RL

○
◎

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
した

。
頸

部
に
5条

の
沈
線

、そ
の

下
位

に
浅

い
鋸
歯

状
の

沈
線

が
付

され
て
い
る
。口

縁
内
側

に
は

地
文
が

施
され

、そ
の

下
に
1条

の
沈
線

が
付

され
る
。6

53
と同

一
個

体
片

で
あ
る
。

65
3

Ⅳ
－

48
Ⅳ
－

84
52

Ⅵ
恵

山
式

1
Ⅱ

深
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.7
RL

○
◎

ｄ9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.3
4 ｍ

で
出

土
した

。
頸

部
に
6の

沈
線
が

付
され

て
い
る。

口
唇
に
は

中
央

を刻
ん
だ
突

起
が

付
く。

口
縁
内

側
に
は

地
文

が
施

され
、そ

の
下
に
1

条
の
沈

線
が

付
され

る。
65
2と

同
一

個
体

片
で
あ
る。

65
4

Ⅳ
－

48
Ⅳ
－

85
52

Ⅵ
恵

山
式

1
Ⅱ

深
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.6
RL

○
◎

ｄ0
Ⅱ
層

の
標

高
3.3

4 ｍ
で
出

土
した

。
口

唇
は

平
らで

、口
縁
部

に
上

か
ら短

刻
線

文
、2

条
の
沈

線
、鋸

歯
状

沈
線

が
付

され
る
。

65
5

Ⅳ
－

48
Ⅳ
－

72
・7

5
33

Ⅶ
擦
　文

35
Ⅱ

甕
口

～
底

―
―

―
―

―
―

―
―

21
.8

25
.9

8.3
0.6

―
◎

底
部
片

が
a9
5Ⅱ

層
の
標

高
10

.34
 ｍ

前
後

、胴
下

部
片

が
ｂ9

5Ⅱ
層
の

標
高

9.6
9～

9.5
7 ｍ

、口
縁

部
片

が
ｃ9

4Ⅱ
層
の

標
高

6.9
9～

6.8
3 ｍ

で
出
土

した
。

口
縁
部

と頸
部

に
3条

の
沈

線
が

施
され

る。
口
縁

部
は

縦
に
磨
か

れ
、頸

部
は

横
、胴

下
部

は
縦

に
ハ
ケ
メ調

整
され

る。
口

唇
に
は

１ヵ
所

つ
ま
み

上
げ
られ

、内
面

は
ナ
デ
で
調

整
され

る。

65
6

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅶ

擦
　文

2
Ⅱ

甕
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.7

―
◎

◎
○

ｃ9
4Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

薄
く調

整
され

、口
縁
内

外
は

横
に
ナ
デ
調
整

され
る
。

65
7

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅶ

擦
　文

1
Ⅱ

甕
口

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
0.6

―
○

○
◎

ｂ1
Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
口

唇
は

ま
る
く、

口
縁

に
は

深
い
ナ
デ
4条

で
4つ

の
隆

帯
を
付
け
る
。胴

部
は
縦

の
ハ

ケ
メ調

整
、内

面
は

ヨコ
ナ
デ
調
整

され
る
。

65
8

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅶ

北
　大

1
Ⅱ

深
鉢

口
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

0.7
―

○
◎

ｄ5
Ⅱ
層

の
Ｂ-

Ｔｍ
層
よ
り上

層
か

ら出
土

した
。

口
唇
は

平
らに

調
整

され
、内

外
面
とも

ヨコ
ナ
デ
調

整
され

る。
口

縁
部

に
は

連
続
す
る
山

形
文

や
沈

線
間

に
線

刻
を
加
え
た

文
様
が

付
され

る。

65
9

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅶ

近
現
代

1
Ⅱ

焜
炉

口
―

―
―

―
―

―
―

―
24

.0
―

―
0.9

―
◎

e9
7Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
口

径
24

㎝
ほ

ど
の
陶

器
製

焜
炉

の
破

片
とみ

られ
る
。　

口
縁
内

側
に
は
鍋

受
け
の

三
角
形

の
粘

土
の

貼
り付

け
が

付
され

る
。6

60
の
左

端
に
は
切

込
み

が
あ
り、

口
縁

に
は

押
し型

で
雷
文

が
施

され
る
。

66
0

Ⅳ
－

48
―

52
Ⅶ

近
現
代

3
Ⅱ
上

焜
炉

口
e9

9Ⅱ
層

か
ら出

土
した

破
片
に
表
採

片
が

接
合

。　
　　

　※
◎
多

い
　　

○
有
り　

　海
綿
骨

針
は

肉
目

判
定

した
もの

　表
Ⅳ

－
2　

掲
載

土
製

品
一

覧
掲

載
番

号
挿

図
番

号
出

土
状

況
図

版
点

数
層

 位
時

期
分

　類
分

　類
　２

最
大 長

最
大 幅

厚
さ

重
さ（

ｇ）
海

綿
骨

針
小

砂 利
砂

胎
土

　
彩

色
地

文
文

　　
様

出
　土

　状
　況

備
   
 　
　　

　考

1
Ⅳ
－

49
Ⅳ

－
84

口
絵
8

1
Ⅲ

Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
土
偶

10
4.5

70
.7

21
.3

10
8.4

◎
○

LR
沈
線

区
画

に
縄
文

を充
填

ｄ9
8区

の
Ⅲ

層
か

ら南
頭

位
の

仰
向

け
状
態

で
検
出

され
た
。出

土
した

標
高

は
3.3

9～
3.3

8ｍ
で
あ
る
。

ヘ
ソか

ら下
、左

肩
～
腕

、右
腕

、後
頭

部
の

髪
の

表
現

が
欠

落
す
る。

腹
部
が

膨
らみ

、胸
の

表
現

もあ
る
こと

か
ら女

性
像

とみ
られ

、ヘ
ソの

両
脇
の

欠
損

部
に
肩
か

ら腕
が

伸
び
、両

腰
に
手

を
付
け
る
姿
勢

だ
った

とみ
られ

る
。耳

に
は

貫
通

孔
が

空
け
られ

、顔
は

眉
と鼻

に
Ｔ字

の
貼

り付
け
を
施
し、

眉
に
縄

文
、目

、鼻
穴
、口

は
細

い
刺
突

で
表
現

す
る
。

2
Ⅳ
－

49
Ⅳ
－

84
口

絵
8・

53
4

Ⅲ
Ⅳ
ｃ

堂
林
（新

）
土
偶

10
7.0

66
.2

17
.5

77
.1

◎
○

LR
充
填

縄
文

・細
い
竹

管
状

工
具

に
よ
る
刺
突

文
・2
条

の
沈

線
間

に
細
か

い
刻
み

を施
す
。

胴
部
が

d9
9Ⅱ

層
の

標
高

3.2
0ｍ

、右
足
が

d9
9Ⅱ

層
の
標

高
3.1

9ｍ
か
ら胴

部
と並

び
で
出
土

、右
腕

が
e9

8Ⅱ
層

の
標

高
3.0

2ｍ
か
ら出

土
し、

右
腕
に
接

合
しな

か
った

た
め
左
肩

とみ
た
破

片
は

台
地

上
の

b9
9Ⅱ

層
か

ら出
土

した
。

ヘ
ソよ

り上
の

半
身

と左
足

、左
手

を欠
く。

未
接
合

だ
が
、被

熱
した

左
肩

部
片

が
台

地
上

の
包

含
層

か
らみ

つ
か
って

い
る
。

先
の
土

偶
と大

きさ
が
ほ

ぼ
同

じで
、ヘ

ソの
位

置
で
重

ね
る
と腕

の
長
さが

一
致

す
る
。腹

部
に
は
粘

土
粒

に
刺

突
した

ヘ
ソ

が
付
され

、肩
部

に
は

、函
館
市

の
カッ

クウ
に
もに

た
筋
肉

とみ
られ

る
表
現

が
施

され
る
。

3
Ⅳ
－

50
Ⅳ
－

78
口
絵

8
2

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
偶

67
.2

58
.3

27
.7

44
.7

○
◎

―
胴
部

は
無

文
、髪

や
背

中
に
半

截
竹

管
状

の
工
具

で
細
か

い
刺
突

が
施

され
る
。

頭
部
が

d9
8Ⅲ

層
の

標
高

3.1
1ｍ

か
ら出

土
し、

胴
部

が
d0

Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
胴

部
は

左
肩

が
残

り、
右
手

、下
半

身
が

欠
落

す
る
。胴

部
に
は
女
性

器
を
表
現

した
穴

の
続

きが
約

1.5
ｃｍ

の
深

さで
残
る
。

頭
の
横

か
ら上

に
か

け
て
ア
ー
チ
状
に
束

ね
、表

面
に
細
か

い
刺
突

を
施
した

髪
の
表

現
が

あ
り、

手
先
は

小
さく

尖
る
。胸

の
表

現
は

な
く、

背
中

の
肩

の
高

さに
髪

の
同

じ刺
突
が

2列
施
され

る。

4
Ⅳ
－

50
Ⅳ
－

78
図
版

53
2

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
偶

47
.5

30
.9

28
.3

29
.9

○
◎

―
無
文

に
斜
行

沈
線

・一
部
格

子
目

状
d9

9Ⅱ
層

の
標

高
3.1

9ｍ
か

ら出
土

した
破

片
に
、d

98
Ⅱ

層
出

土
の

破
片

が
接

合
した

。
土

偶
の

脚
部

片
とみ

られ
る
。下

短
は
凹
帯

で
しぼ

られ
、上

端
は
沈

線
で
胴
部

と区
切

られ
、そ

の
間

に
斜

行
沈

線
が

施
され

る
。中

央
に
縦
に
貫
通

穴
が

空
け
られ

、上
部
は

内
面

が
残

って
い
るこ

とか
ら中

空
で
あ
った

とみ
られ

る。

5
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

表
採

Ⅴ
c

晩
期
後
葉

土
偶
？

70
.1

25
.4

19
.3

35
.8

○
◎

―
無
文

に
横
走

沈
線

表
採
資

料
で
あ
る。

構
造
が

4と
類
似

す
る
こと

か
ら、

土
偶
の

脚
部

片
の

可
能

性
が

あ
る
。横

断
面

は
楕

円
形

で
、頂

部
は
凹

帯
で
しぼ

り胴
部

と
の

境
とし

て
い
た
とみ

られ
る。

下
部
か

ら2
.5ｃ

ｍ
ほ
ど
ま
で
穴

が
空

け
られ

、頂
部

中
央

に
内

面
が

残
る
こと

か
ら中

空
だ
った

とみ
られ

る
。

6
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
65
.8

63
.5

5.9
29
.7

○
◎

―
両
面

とも
無
文

だ
が

、内
側

の
方

が
ヘ
ラ調

整
の
痕

跡
が

残
り、

側
面
は

磨
か

れ
て
い
る
。

d9
7Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
土

器
の

底
部

片
の

中
央

に
穿

孔
した

もの
で
、縁

辺
に
胴
部

の
立

ち上
が
る
気
配

が
残

るた
め
、底

部
の
平

らな
部
分
を
そ
の

ま
ま
利
用

して
い
る。

同
時

期
の

復
元

され
た
土

器
で
は

、底
部

は
割

れ
て
い
る
こと

が
多

い
た
め
、円

盤
に
使
用

す
る
目
的

で
土

器
を
割
って

い
る
可
能

性
もあ

る
。

7
Ⅳ
－

50
Ⅳ
－

75
図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
53
.8

56
.3

4.8
12
.9

◎
LR

4条
の

沈
線

と弧
線

とみ
られ

る沈
線

c9
3Ⅱ

層
の
標

高
5.6

8ｍ
か

ら出
土

した
。

壺
形
土

器
の

最
大

径
付

近
の

胴
部

片
を
利
用

した
もの

で
、屈

曲
が
強

い
。表

面
の
風

化
が

著
しく

、図
の

頂
部

は
砕

け
て
い

る
。

8
Ⅳ
－

50
Ⅳ
－

78
図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
36
.6

33
.9

4.1
5.2

○
◎

LR
地
文

の
み

d9
9Ⅱ

層
の
標

高
3.2

2ｍ
か

ら出
土

した
。

鉢
・深

鉢
の
胴

部
片

を利
用
した

もの
。い

づ
れ
もそ

うだ
が
穿

孔
は

内
外
両
側

か
ら空

け
られ

る
。

9
Ⅳ
－

50
Ⅳ
－

78
図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
37
.6

36
.1

4.1
6.3

○
◎

LR
地
文

の
み

e9
8Ⅲ

層
の
標

高
2.9

4ｍ
か

ら出
土

した
。

鉢
・深

鉢
の
胴

部
片

を利
用
した

もの
。

10
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅰ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
34
.9

31
.3

6.3
6.6

○
◎

赤
彩

LR
3条

の
横
走

沈
線

と弧
線

の
一

部
が

の
こる

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
した

。
壺

形
土

器
の

最
大

径
付

近
の

胴
部

片
を
利
用

した
もの

で
、屈

曲
が
強

く厚
み

が
あ
る。

わ
ず
か
に
赤
彩

が
残

る
。

11
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
39
.5

35
.2

3.9
7.1

○
◎

LR
地
文

の
み

b9
7Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
鉢

・深
鉢

の
胴

部
片

を利
用
した

もの
で
、中

央
の
穿

孔
が

な
い
の
で
未
成

品
とみ

られ
る
。

12
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
34
.8

30
.5

4.3
7.0

○
◎

LR
地
文

の
み

e9
8Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
鉢

・深
鉢

の
胴

部
片

を利
用
した

もの
で
、中

央
の
穿

孔
が

な
い
の
で
未
成

品
とみ

られ
る
。縁

辺
は

滑
らか

に
調

整
す
る
。

13
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅰ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
36
.6

32
.9

5.3
6.7

○
◎

LR
地
文

の
み

e9
8Ⅰ

層
か
ら出

土
した

。
鉢

・深
鉢

の
胴

部
片

を利
用
した

もの
。穿

孔
は

や
や

中
心

を外
れ
る
。

14
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
32
.6

26
.4

4.9
4.9

○
◎

LR
交
互

弧
線

文
と横

走
沈

線
が

確
認

で
きる

。
d9

9Ⅱ
層

か
ら出

土
した

。
壺

形
土

器
の

最
大

径
付

近
の

胴
部

片
を
利
用

した
もの

で
、屈

曲
が
あ
る。

掲
載
の

上
側

が
欠

け
て
い
る
。内

外
面
に
穿
孔

の
痕

跡
が

あ
る
が

、位
置

の
ず
れ
で
貫

通
して

い
な
い
。

15
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
31
.8

30
.0

3.5
3.6

○
◎

LR
地
文

の
ほ

か
沈

線
文

様
が
わ
ず
か

に
み

え
る

e9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
器

壁
の

薄
い
鉢

・深
鉢

の
文

様
帯

との
境

の
胴

部
片

を利
用
した

もの
。

16
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
32
.0

28
.2

4.6
4.5

○
◎

―
磨
滅

で
地
文

は
失

わ
れ

、3
条

の
沈

線
が

残
る

d9
8Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
鉢

・深
鉢

の
口

縁
文

様
帯

片
を
利
用

した
もの

で
、3

条
の
沈

線
が

み
え
る。

17
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
29
.9

27
.4

4.6
3.7

○
◎

LR
地
文

に
細
い
沈

線
が

2条
み
られ

る
d9

8Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
鉢

形
か

壺
の

頸
部

付
近

の
破

片
を
利
用

、破
片
下

位
は

無
文

で
、頂

部
に
地

文
と細

い
沈
線

が
付

され
る
。

18
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
30
.1

29
.2

5.0
5.6

○
◎

LR
地
文

に
2条

の
沈

線
が

み
られ

る
d9

8Ⅲ
層

か
ら出

土
した

。
鉢

形
土

器
の

破
片

を利
用
した

もの
。

19
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
30
.1

27
.3

3.9
3.5

○
◎

LR
地
文

の
み

d9
7Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
深

鉢
胴

部
片

を利
用
した

もの
。

20
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
26
.0

22
.9

3.3
2.1

○
◎

―
磨
滅

で
地
文

は
失

わ
れ

て
い
る

e9
9Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
深

鉢
胴

部
片

を利
用
した

もの
。

21
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
24
.5

20
.6

5.0
2.6

○
◎

―
無
文

d9
8Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
小

形
の

無
文

土
器

の
破

片
が
利
用

され
て
お
り、

内
面

に
凹
凸

が
あ
る。

22
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅱ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
25
.4

21
.7

4.7
2.9

○
◎

LR
地
文

に
1条

の
沈

線
が

の
こる

d9
8Ⅱ

層
か
ら出

土
した

。
鉢

形
土

器
の

破
片

を利
用
した

もの
。

23
Ⅳ
－

50
―

図
版

53
1

Ⅲ
Ⅴ

c
晩

期
後
葉

土
製
円

盤
24
.1

20
.2

3.1
1.9

◎
○

泥
岩

LR
地
文

に
3条

の
沈

線
が

の
こる

d9
9Ⅲ

層
か
ら出

土
した

。
器

壁
の

薄
い
鉢

・深
鉢

の
文

様
帯

との
境

の
胴

部
片

を利
用
した

もの
。穿

孔
は

片
側

だ
け
で
貫
通

して
い
な
い
。
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　表
Ⅳ
-4

　遺
構

遺
物
（サ

メ等
）一

覧
遺

構
番

号
挿

図
番

号
№

出
土
状

況
図

版
遺

　物
部

位
長

さ
幅

厚
さ

重
さｇ

層
位

出
土
レベ

ル
備
　　

　　
　　

　考
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
1

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

漆
塗
り竪

櫛
―

58
.5 

43
.9 

5.7
 

3.2
2 

覆
土
5

10
.01

 結
歯
部

以
外
の

頂
部
は
排

土
か

ら回
収

した
もの

を接
合

・復
元
した

もの
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
2

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

漆
塗
り竪

櫛
―

38
.1 

55
.3 

5.2
0 

―
覆

土
5

9.9
6 

重
量
は
土

ご
と固

め
て
い
るた

め
不

明
。頂

部
を欠

く竪
櫛
の

結
歯
部

付
近
の

破
片
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
3

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　R

1～
2

22
.4 

10
.2 

6.8
 

0.1
5 

覆
土
5

10
.00

 坑
底
付

近
の
漆

塗
り竪

櫛
上
に
重

な
り潰

れ
た
状

況
で
出
土

した
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
4

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　R
2

26
.5 

10
.0 

8.6
 

0.2
7 

覆
土
5

9.9
5 

大
きさ

か
ら墓

か
らは

同
一
個

体
の

歯
が

出
土
して

い
ると

み
られ

る
。全

長
2.5

ｍ
前

後
の
個

体
と推

測
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
5

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
1～

2
22

.8 
9.3

 
6.3

 
0.1

8 
覆

土
5

9.9
5 

基
部
と表

面
、先

端
を欠

損
す
る。

大
きさ

か
ら前

の
1～

2番
目
と判

定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
6

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

2
22

.6 
4.4

 
7.0

 
0.1

0 
覆

土
5

9.9
4 

半
分
を欠

損
し、

3点
に
分

か
れ
る。

大
きさ

か
ら前

の
歯
と判

定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
7

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

1
22

.9 
9.2

 
7.5

 
0.2

1 
覆

土
5

9.9
6 

先
端
と基

部
を欠

損
す
る。

大
きさ

か
ら前

の
歯

と判
定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
8

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
4～

5
17

.2 
9.9

 
4.9

 
0.1

4 
覆

土
5

9.9
5 

基
部
の
一

部
を欠

損
す
るが

、ほ
ぼ
完

品
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
9

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　R

4～
5

18
.6 

13
.1 

5.4
 

0.1
6 

覆
土
5

9.9
5 

歯
冠
は
完

品
で
あ
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
10

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
4～

5
18

.5 
12

.6 
5.7

 
0.1

6 
覆

土
5

9.9
5 

歯
冠
は
完

品
で
あ
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
11

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
5～

6
17

.2 
12

.9 
5.0

 
0.1

5 
覆

土
5

9.9
4 

歯
冠
は
完

品
で
、歯

の
そ
りが

9、
10

よ
り大

きい
こと

か
らそ

れ
より

後
ろの

歯
と判

定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
12

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
上

顎
　R

7～
8

11
.4 

10
.1 

4.4
 

0.0
8 

―
―

排
土
回
収
　歯

冠
は
完

品
で
、同

じ個
体
の

歯
とす

ると
上

顎
後

方
の
歯

とみ
られ

る。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
13

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

2
26

.4 
10

.2 
8.2

 
0.3

2 
―

―
排

土
回

収
　先

端
部
と表

面
の
一

部
を欠

く。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
14

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　R
2

27
.6 

10
.9 

7.5
 

0.3
7 

―
―

排
土
回

収
　歯

冠
は

ほ
ぼ
完

品
で
あ
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
15

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

2
25

.8 
11

.0 
8.6

 
0.3

1 
―

―
排

土
回

収
　先

端
部
を欠

くほ
か
、歯

根
側

は
縦

に
割
れ

る。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
16

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
　下

顎
　L

3　
17

.6 
8.7

 
3.2

 
0.0

8 
―

―
排

土
回

収
　歯

根
側
が

大
きく

欠
損
す
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
17

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　R

1～
2

19
.8 

6.3
 

5.4
 

0.0
7 

―
―

排
土
回

収
　縦

に
割

れ
、半

分
が

失
わ

れ
て
い
る。

P－
24
6

図
Ⅲ
－

6
1

図
Ⅲ
－

6
図

版
8

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

1
22

.7 
9.0

 
7.8

 
0.1

7 
覆

土
2

10
.09

 坑
底
面

付
近
の

人
歯
と同

レベ
ル
か

ら出
土
した

。P
-2

43
よ
り小

型
の

個
体
が
利

用
され

て
い
る。

P－
24
6

図
Ⅲ
－

6
2

図
Ⅲ
－

6
図

版
8

台
石
片

―
13

.5
19

.2
4.8

13
65
.0

覆
土
2

10
.34

 縁
辺
に
打
ち
か
きの

痕
跡
が

あ
る被

熱
礫
で
、表

面
に
ベ
ンガ

ラが
付
着

す
る。

P－
24
6

図
Ⅲ
－

6
3

図
Ⅲ
－

6
図

版
8

石
皿

―
37

0.2
19

0.0
67

61
80
.0

覆
土
2

10
.27

 両
面
使

用
の
石

皿
で
、遺

体
の
頭

上
か

ら出
土
、片

面
の
擦

痕
中

に
ベ
ンガ

ラが
付
着

す
る。

　表
Ⅳ
-5

　石
製

品
・漆

一
覧

挿
図
番

号
№

出
土

状
況

図
版

遺
　物

石
　質

グ
リッ

ド
層

位
長

さ
幅

厚
さ

重
さｇ

出
土
レベ

ル
備

　　
　　

　　
　　

　　
考

図
Ⅳ

－
70

1
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

ｃ9
4

Ⅱ
6.0

 
5.7

 
3.0

 
0.0

9 
―

c9
4の

土
壌

水
洗

で
み
つ
か

った
本

遺
跡

最
少
の

玉
。

図
Ⅳ

－
70

2
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

e9
8

Ⅱ
6.9

 
6.8

 
4.5

 
0.1

8 
3.1

8 
片

面
は
平

らで
、他

面
は

丸
み

をお
び
る。

穿
孔
は

両
方
向
か

ら。
図
Ⅳ

－
70

3
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.0

 
7.5

 
4.5

 
0.2

5 
3.1

5 
両

面
平
らで

、表
面
に
2ヵ

所
の
穿

孔
痕

が
残

る。
図
Ⅳ

－
70

4
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.4

 
8.2

 
4.2

 
0.2

1 
3.1

4 
両

面
とも

丸
み

をお
び
る
。

図
Ⅳ

－
70

5
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.0

 
7.7

 
5.1

 
0.2

8 
3.1

3 
両

面
平
らに

調
整
され

、厚
み
の

あ
る玉

。
図
Ⅳ

－
70

6
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.7

 
7.4

 
5.0

 
0.1

8 
3.1

5 
3つ

に
割
れ

た
もの

を接
着
した

もの
。両

面
平
らに

調
整
され

る
。

図
Ⅳ

－
70

7
図

Ⅳ
－

75
53

平
玉

緑
色
凝

灰
岩

ｃ9
4

Ⅱ
11

.6 
11

.3 
7.5

 
0.9

0 
6.4

4 
ｃ9

4の
土

器
片
の

集
中
す
るⅡ

層
か

ら出
土

した
。両

面
平
らで

厚
み

の
あ
る最

大
の

玉
。

図
Ⅳ

－
70

8
―

53
垂

飾
泥
岩

b1
Ⅱ

16
.8 

22
.2 

14
.7 

3.8
4 

―
窪
み

の
あ
る
小
礫

の
表
面

を磨
き
、穿

孔
を2

ヵ所
加
え
た
もの

。ボ
タン

状
の
石

製
品

とみ
られ

る。
半

分
欠

落
。

図
Ⅳ

－
70

9
―

53
未
成

品
珪
岩

d9
6

Ⅱ
22

.3 
12

.7 
9.8

 
3.0

6 
―

緑
色
の
三

日
月

形
の

小
礫
に
穿

孔
しよ

うと
した

痕
跡
が

残
る
もの

。緑
色
の
小

石
は

少
な
い
た
め
気

づ
く。

図
Ⅳ

－
70

10
―

53
石

錘
泥
岩

b0
Ⅱ

5.9
 

10
.2 

9.7
 

9.2
4 

―
棒

状
の
礫

の
一

端
に
淡

い
黒

色
の

シ
ミが

付
着

し、
そ
の

部
分

に
繊

維
を巻

い
た
痕
跡

が
見

え
るも

の
。

図
Ⅳ

－
70

11
―

53
石

棒
片
岩

e9
8～

1・
d2

Ⅲ
16

4.2
 

27
.6 

22
.9 

12
4.1

7 
―

横
断
面
が

や
や

紡
錘
形
で
、被

熱
し割

れ
て
い
る。

図
Ⅳ

－
70

12
―

53
石

筆
滑
石

e１
Ⅰ

34
.2 

7.3
 

7.0
 

2.6
8 

―
石
筆
は
現

在
で
も使

用
され

るが
、石

板
とセ

ット
で
出

土
して

い
るこ

とか
ら、

明
治

・大
正
期

の
もの

とみ
られ

る。
図
Ⅳ

－
70

13
―

53
石

板
片
岩

e２
Ⅰ

81
.3 

80
.5 

3.3
 

34
.34

 
―

石
鋸
と同

石
材

で
両

面
に
擦

痕
が

あ
るが

、縁
の
加

工
が

近
代
の

もの
。紙

の
普

及
以

前
に
使
用

して
い
た
。

図
Ⅳ

－
70

14
―

口
絵
7

漆
器

片
―

d9
7

Ⅲ
92

.7 
30

.8 
―

―
2.6

0 
木

質
部
が

失
わ

れ
た
漆

器
類

の
塗

膜
が

残
って

い
た
もの

とみ
られ

る。
塗

膜
の

一
部
に
は
赤

色
の
部

分
が

あ
るが

、
全

般
に
赤

黒
い
色

調
で
あ
る
。下

地
の
黒

漆
に
赤

漆
を重

ね
て
い
ると

考
え
られ

る。
晩

期
後

葉
の
土

器
片

が
多

数
出

土
した

同
レベ

ル
で
比

較
的

ま
とま

って
出

土
して

い
るこ

とか
ら同

一
個
体

片
の
可
能

性
が
あ
る。

図
Ⅳ

－
70

15
―

口
絵
7

漆
器

片
―

d9
7

Ⅲ
41

.5 
40

.8 
―

―
2.6

0 
図
Ⅳ

－
70

16
―

口
絵
7

漆
器

片
―

d9
7

Ⅲ
74

.1 
57

.7 
―

―
2.6

5 
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Ⅳ　遺　物

　表
Ⅳ
-4

　遺
構

遺
物
（サ

メ等
）一

覧
遺

構
番

号
挿

図
番

号
№

出
土
状

況
図

版
遺

　物
部

位
長

さ
幅

厚
さ

重
さｇ

層
位

出
土
レベ

ル
備
　　

　　
　　

　考
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
1

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

漆
塗
り竪

櫛
―

58
.5 

43
.9 

5.7
 

3.2
2 

覆
土
5

10
.01

 結
歯
部

以
外
の

頂
部
は
排

土
か

ら回
収

した
もの

を接
合

・復
元
した

もの
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
2

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

漆
塗
り竪

櫛
―

38
.1 

55
.3 

5.2
0 

―
覆

土
5

9.9
6 

重
量
は
土

ご
と固

め
て
い
るた

め
不

明
。頂

部
を欠

く竪
櫛
の

結
歯
部

付
近
の

破
片
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
3

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　R

1～
2

22
.4 

10
.2 

6.8
 

0.1
5 

覆
土
5

10
.00

 坑
底
付

近
の
漆

塗
り竪

櫛
上
に
重

な
り潰

れ
た
状

況
で
出
土

した
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
4

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　R
2

26
.5 

10
.0 

8.6
 

0.2
7 

覆
土
5

9.9
5 

大
きさ

か
ら墓

か
らは

同
一
個

体
の

歯
が

出
土
して

い
ると

み
られ

る
。全

長
2.5

ｍ
前

後
の
個

体
と推

測
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
5

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
1～

2
22

.8 
9.3

 
6.3

 
0.1

8 
覆

土
5

9.9
5 

基
部
と表

面
、先

端
を欠

損
す
る。

大
きさ

か
ら前

の
1～

2番
目
と判

定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
6

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

2
22

.6 
4.4

 
7.0

 
0.1

0 
覆

土
5

9.9
4 

半
分
を欠

損
し、

3点
に
分

か
れ
る。

大
きさ

か
ら前

の
歯
と判

定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
7

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

1
22

.9 
9.2

 
7.5

 
0.2

1 
覆

土
5

9.9
6 

先
端
と基

部
を欠

損
す
る。

大
きさ

か
ら前

の
歯

と判
定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
8

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
4～

5
17

.2 
9.9

 
4.9

 
0.1

4 
覆

土
5

9.9
5 

基
部
の
一

部
を欠

損
す
るが

、ほ
ぼ
完

品
。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
9

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　R

4～
5

18
.6 

13
.1 

5.4
 

0.1
6 

覆
土
5

9.9
5 

歯
冠
は
完

品
で
あ
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
10

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
4～

5
18

.5 
12

.6 
5.7

 
0.1

6 
覆

土
5

9.9
5 

歯
冠
は
完

品
で
あ
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
11

図
Ⅲ
－

3
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　L
5～

6
17

.2 
12

.9 
5.0

 
0.1

5 
覆

土
5

9.9
4 

歯
冠
は
完

品
で
、歯

の
そ
りが

9、
10

よ
り大

きい
こと

か
らそ

れ
より

後
ろの

歯
と判

定
した

。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
12

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
上

顎
　R

7～
8

11
.4 

10
.1 

4.4
 

0.0
8 

―
―

排
土
回
収
　歯

冠
は
完

品
で
、同

じ個
体
の

歯
とす

ると
上

顎
後

方
の
歯

とみ
られ

る。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
13

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

2
26

.4 
10

.2 
8.2

 
0.3

2 
―

―
排

土
回

収
　先

端
部
と表

面
の
一

部
を欠

く。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
14

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下
顎

　R
2

27
.6 

10
.9 

7.5
 

0.3
7 

―
―

排
土
回

収
　歯

冠
は

ほ
ぼ
完

品
で
あ
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
15

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

2
25

.8 
11

.0 
8.6

 
0.3

1 
―

―
排

土
回

収
　先

端
部
を欠

くほ
か
、歯

根
側

は
縦

に
割
れ

る。
P－

24
3

図
Ⅲ
－

4
16

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
　下

顎
　L

3　
17

.6 
8.7

 
3.2

 
0.0

8 
―

―
排

土
回

収
　歯

根
側
が

大
きく

欠
損
す
る。

P－
24
3

図
Ⅲ
－

4
17

―
口

絵
7

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　R

1～
2

19
.8 

6.3
 

5.4
 

0.0
7 

―
―

排
土
回

収
　縦

に
割

れ
、半

分
が

失
わ

れ
て
い
る。

P－
24
6

図
Ⅲ
－

6
1

図
Ⅲ
－

6
図

版
8

ア
オ
ザ

メ歯
下

顎
　L

1
22

.7 
9.0

 
7.8

 
0.1

7 
覆

土
2

10
.09

 坑
底
面

付
近
の

人
歯
と同

レベ
ル
か

ら出
土
した

。P
-2

43
よ
り小

型
の

個
体
が
利

用
され

て
い
る。

P－
24
6

図
Ⅲ
－

6
2

図
Ⅲ
－

6
図

版
8

台
石
片

―
13

.5
19

.2
4.8

13
65
.0

覆
土
2

10
.34

 縁
辺
に
打
ち
か
きの

痕
跡
が

あ
る被

熱
礫
で
、表

面
に
ベ
ンガ

ラが
付
着

す
る。

P－
24
6

図
Ⅲ
－

6
3

図
Ⅲ
－

6
図

版
8

石
皿

―
37

0.2
19

0.0
67

61
80
.0

覆
土
2

10
.27

 両
面
使

用
の
石

皿
で
、遺

体
の
頭

上
か

ら出
土
、片

面
の
擦

痕
中

に
ベ
ンガ

ラが
付
着

す
る。

　表
Ⅳ
-5

　石
製

品
・漆

一
覧

挿
図
番

号
№

出
土

状
況

図
版

遺
　物

石
　質

グ
リッ

ド
層

位
長

さ
幅

厚
さ

重
さｇ

出
土
レベ

ル
備

　　
　　

　　
　　

　　
考

図
Ⅳ

－
70

1
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

ｃ9
4

Ⅱ
6.0

 
5.7

 
3.0

 
0.0

9 
―

c9
4の

土
壌

水
洗

で
み
つ
か

った
本

遺
跡

最
少
の

玉
。

図
Ⅳ

－
70

2
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

e9
8

Ⅱ
6.9

 
6.8

 
4.5

 
0.1

8 
3.1

8 
片

面
は
平

らで
、他

面
は

丸
み

をお
び
る。

穿
孔
は

両
方
向
か

ら。
図
Ⅳ

－
70

3
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.0

 
7.5

 
4.5

 
0.2

5 
3.1

5 
両

面
平
らで

、表
面
に
2ヵ

所
の
穿

孔
痕

が
残

る。
図
Ⅳ

－
70

4
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.4

 
8.2

 
4.2

 
0.2

1 
3.1

4 
両

面
とも

丸
み

をお
び
る
。

図
Ⅳ

－
70

5
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.0

 
7.7

 
5.1

 
0.2

8 
3.1

3 
両

面
平
らに

調
整
され

、厚
み
の

あ
る玉

。
図
Ⅳ

－
70

6
―

53
平

玉
緑

色
凝

灰
岩

d9
8

Ⅱ
8.7

 
7.4

 
5.0

 
0.1

8 
3.1

5 
3つ

に
割
れ

た
もの

を接
着
した

もの
。両

面
平
らに

調
整
され

る
。

図
Ⅳ

－
70

7
図

Ⅳ
－

75
53

平
玉

緑
色
凝

灰
岩

ｃ9
4

Ⅱ
11

.6 
11

.3 
7.5

 
0.9

0 
6.4

4 
ｃ9

4の
土

器
片
の

集
中
す
るⅡ

層
か

ら出
土

した
。両

面
平
らで

厚
み

の
あ
る最

大
の

玉
。

図
Ⅳ

－
70

8
―

53
垂

飾
泥
岩

b1
Ⅱ

16
.8 

22
.2 

14
.7 

3.8
4 

―
窪
み

の
あ
る
小
礫

の
表
面

を磨
き
、穿

孔
を2

ヵ所
加
え
た
もの

。ボ
タン

状
の
石

製
品

とみ
られ

る。
半

分
欠

落
。

図
Ⅳ

－
70

9
―

53
未
成

品
珪
岩

d9
6

Ⅱ
22

.3 
12

.7 
9.8

 
3.0

6 
―

緑
色
の
三

日
月

形
の

小
礫
に
穿

孔
しよ

うと
した

痕
跡
が

残
る
もの

。緑
色
の
小

石
は

少
な
い
た
め
気

づ
く。

図
Ⅳ

－
70

10
―

53
石

錘
泥
岩

b0
Ⅱ

5.9
 

10
.2 

9.7
 

9.2
4 

―
棒

状
の
礫

の
一

端
に
淡

い
黒

色
の

シ
ミが

付
着

し、
そ
の

部
分

に
繊

維
を巻

い
た
痕
跡

が
見

え
るも

の
。

図
Ⅳ

－
70

11
―

53
石

棒
片
岩

e9
8～

1・
d2

Ⅲ
16

4.2
 

27
.6 

22
.9 

12
4.1

7 
―

横
断
面
が

や
や

紡
錘
形
で
、被

熱
し割

れ
て
い
る。

図
Ⅳ

－
70

12
―

53
石

筆
滑
石

e１
Ⅰ

34
.2 

7.3
 

7.0
 

2.6
8 

―
石
筆
は
現

在
で
も使

用
され

るが
、石

板
とセ

ット
で
出

土
して

い
るこ

とか
ら、

明
治

・大
正
期

の
もの

とみ
られ

る。
図
Ⅳ

－
70

13
―

53
石

板
片
岩

e２
Ⅰ

81
.3 

80
.5 

3.3
 

34
.34

 
―

石
鋸
と同

石
材

で
両

面
に
擦

痕
が

あ
るが

、縁
の
加

工
が

近
代
の

もの
。紙

の
普

及
以

前
に
使
用

して
い
た
。

図
Ⅳ

－
70

14
―

口
絵
7

漆
器

片
―

d9
7

Ⅲ
92

.7 
30

.8 
―

―
2.6

0 
木

質
部
が

失
わ

れ
た
漆

器
類

の
塗

膜
が

残
って

い
た
もの

とみ
られ

る。
塗

膜
の

一
部
に
は
赤

色
の
部

分
が

あ
るが

、
全

般
に
赤

黒
い
色

調
で
あ
る
。下

地
の
黒

漆
に
赤

漆
を重

ね
て
い
ると

考
え
られ

る。
晩

期
後

葉
の
土

器
片

が
多

数
出

土
した

同
レベ

ル
で
比

較
的

ま
とま

って
出

土
して

い
るこ

とか
ら同

一
個
体

片
の
可
能

性
が
あ
る。

図
Ⅳ

－
70

15
―

口
絵
7

漆
器

片
―

d9
7

Ⅲ
41

.5 
40

.8 
―

―
2.6

0 
図
Ⅳ

－
70

16
―

口
絵
7

漆
器

片
―

d9
7

Ⅲ
74

.1 
57

.7 
―

―
2.6

5 
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Ⅳ　遺　物

土器出土状況図

土器の出土状況（接合状況）を図Ⅳ－７１～８５にまとめた。図Ⅳ－７１は、平成２５年度調査の測量遺物

全データをまとめたもの。海岸段丘上では、０ラインを境に遺物は減り、ほとんど測量していない。

b９８区の遺物は、Ⅲ層から出土した後期後葉の土器片で、b９３区は、頁岩チップの集中である。斜面

のc９３～９５にかけては晩期後葉の遺物集中がある。遺物が集中した理由として風倒木が平坦面をつくっ

たからと考えている。断面では、遺物の有無の境付近に、反転する堆積層があり、風倒木から生じた

Ⅳ層が主にc９５区の海側の黒色土上に堆積していたからである。図Ⅳ－７２には、遺構出土の土器等や、

詳細範囲に掲載できなかった土器の出土位置をまとめた。段丘上では、墓や土坑以外の包含層から復

元された土器があるが、これらは一括で出土したものである。b９１区に少量ながら縄文時代晩期後葉

の破片が出土し、おおよその出土範囲と掲載遺物を示した。c９４・９５区については晩期後葉の土器が

最も多く復元されているため、出土状況図を器種ごとに分けた。図Ⅳ－７３には晩期後葉の深鉢の出土

状況図を示した。下図は、出土状況を重ねた図を使用し、土器の着色と接合線を同色に、礫には黄色、

礫石器にはオレンジ色を付した。図中にe９８ ３０１と記載があるのは、図Ⅳ－７８に示した土器３０１と接

合した破片である。図Ⅳ－７４は、c９４・９５区出土の鉢形土器のⅢ－１類の出土状況図である。d９６ ４３

２と記しているのは土器４３２と接合したものである。図Ⅳ－７５はc９４・９５区出土のその他の鉢、壺、別

時期の土器、石器類等の出土状況を示した。石器は、参考に示したもので、この地区の石器すべてで

はない。土器６５５はこれ以外に段丘上の底部片などが接合する（図Ⅳ－７２）。図Ⅳ－７６にはc９５～e９７区

にかけて出土した晩期後葉の土器のすべての器種と、漆製品の出土状況を示した。d９６区では、長径

１５㎝前後の円礫が目立つが、多くは晩期後葉の層中から出土した。d・e９７区では、長径が３０㎝に達

する円礫が数点あるが、この礫は下位の晩期前葉の包含層から出土したものである。c９５ ２５３と示した

破片は、壺形土器の体部片が記載グリッドの破片と接合したものである。図Ⅳ－７７には、d９７～e９８区

にかけて出土した晩期後葉の土器の出土状況を、範囲を重さねて示した。重複させたのは、遺物が載

せきれないためである。図Ⅳ－７８にはd９８～e９９区から出土した破片の出土状況を示した。d９８区の土

器４０４、６００、６０６は、記載順に下から破片が重なって出土したもので、下側の４０４、６００は完品に近い

状況で伏せた状態で出土した。また、晩期後葉の土偶頭部片も見つかった。図Ⅳ－７９にはd０～e２か

ら出土した破片の出土状況を示した。e２区の右上に、e３区東側から一括出土した壺形土器の出土状

況を、同縮尺で６㎡の範囲を切り取って掲載し、方眼杭e４の位置を示した。斜面裾から出土する晩

期後葉の破片は、０ラインを境に少なくなるが、出土土器で最大の壺が単独で検出された。図Ⅳ－８０

には、d９６～e９７区から出土した縄文時代晩期前葉の破片の出土状況を示した。大型の深鉢１２６は低地

堆積のⅢ－２層から出土し、壺６４上には土器１７２、１８５の破片が重なっていた。図Ⅳ－８１には、d９７～e

９９区から出土した縄文時代晩期前葉の破片の出土状況を示した。復元できたものは斜面寄りの深い位

置から出土し、多くは破片資料であった。図Ⅳ－８２には、d０～e２区から出土した縄文時代晩期前
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図Ⅳ -72　土器出土状況図　拡大範囲
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図Ⅳ -72　土器出土状況図　拡大範囲
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して、産地を推定する。この方法は、できる限り蛍光X線

のエネルギー差が小さい元素同士を組み合わせて指標値を

算出するため、形状、厚み等の影響を比較的受けにくく、

原則として非破壊分析が望ましい考古遺物の測定に対して

非常に有効な方法であるといえる。ただし、風化試料の場

合、log（Fe強度／K強度）の値が減少する（望月，１９９９）。

試料の測定面にはなるべく奇麗で平坦な面を選んだ。

原石試料は、採取原石を割って新鮮な面を露出させた上

で、産地推定対象試料と同様の条件で測定した。表２に判

別群一覧とそれぞれの原石の採取地点および点数を、図１

に各原石の採取地の分布図を示す。

３．分析結果

表３に石器の測定値および算出した指標値

を、図２と図３に黒曜石原石の判別図に石器

の指標値をプロットした図を示す。なお、図

は視覚的にわかりやすくするため、各判別群

を楕円で取り囲んである。

分析の結果、５点が白滝１群（北海道、白

滝エリア）、３点が赤井川群（北海道、赤井川エリア）、１点が豊浦群（北海道、豊浦エリア）、１点

が出来島 群（青森県、木造エリア）の範囲にプロットされた。表３に、判別図法により推定された

判別群名とエリア名を示す。また、表４に出土層位および器種別の産地推定結果を示す。

今回分析した１０点の範囲内においては、道東部の白滝産の黒曜石が半数を占めた。その一方で、本

州産の黒曜石も確認された。

４．おわりに

大平遺跡より出土した黒曜石製石器計１０点について、蛍光X線分析による産地推定を行った結果、

５点が白滝エリア、３点が赤井川エリア、１点が豊浦エリア、１点が木造エリア産と推定された。
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２ 大平遺跡炭化種実同定

株式会社古環境研究所

１．はじめに

植物の種子や果実は比較的強靱なものが多いことから、堆積

物中に残存していることが多い。堆積物から種実を検出し、そ

の群集の構成や組成を調べることで、過去の植生や群落の構成

要素を明らかにし古環境の推定を行うことが可能である。ま

た、出土した単体試料等を同定することで、栽培植物や固有の

植生環境を調べることができる。本報告では、木古内町大平遺

跡において出土した種実類について、食料と植物利用及び周辺

植生等に関する情報を得ることを目的に種実同定を実施した。

２．試料

試料の詳細を表１に示す。いずれも水洗選別済みの炭化物で

ある。

３．方法

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および

現生標本との対比によって同定を行った。結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

４．結果

（１）分類群

草本６分類群が同定された。学名、和名および粒数を表２に示し、主要な分類群を写真に示す。以

下に同定根拠となる形態的特徴、写真に示したもののサイズを記載する。

〔草本〕

１）イネ科？ Gramineae？ 果実 長さ×幅：１．２０㎜×０．５３㎜

黒褐色で長楕円形を呈す。炭化しており、土がつき表面模様が観察できないため？とする。

２）タデ属 Polygonum 果実 タデ科 長さ×幅：１．７０㎜×１．２６㎜

黒褐色で頂端の尖る広卵形を呈す。断面は三角形、表面には光沢がある。

３）タデ属サナエタデ節 Polygonum sect. Persicaria 果実 タデ科 長さ×幅：１．６９㎜×１．２６㎜

黒褐色で頂端が尖る広卵形を呈す。表面は滑らかで光沢があり、断面は扁平で中央がややくぼむ。

４）アカザ属 Chenopodium 種子 アカザ科 長さ×幅：１．１３㎜×１．１３㎜、１．０６㎜×１．１０㎜、１．０８

㎜×１．１３㎜

黒色で光沢があり円形を呈し、片面の中央から周縁まで浅い溝が走る。

５）ナデシコ科 Caryophyllaceae 種子 長さ×幅：０．６２㎜×０．６８㎜

黒色で円形を呈し、側面にへそがある。表面全体に突起がある。

６）カタバミ属 Oxalis 種子 カタバミ科 長さ×幅：１．３２㎜×０．９５㎜

茶褐色で楕円形を呈し、上端がとがる。両面には横方向に６～８本の隆起が走る。

７）未同定―種実かどうか不明
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（２）種実群集の特徴

１）発掘区P―２４３

・覆土（試料番号１、２・サンプル番号１６）

草本種実のアカザ属４が同定された。

・壙底面 ベンガラ（試料番号３から５・サンプル番号１４）

草本種実のアカザ属２、ナデシコ科１が同定された。

２）発掘区F―１０２ 焼土（試料番号６から８・サンプル番号２）

草本種実のアカザ属６が同定された。

３）発掘区F―１０３ 焼土（試料番号９・サンプル番号６）

種実は同定されなかった。

４）発掘区F―１０４ 焼土（試料番号１０、１１・サンプル番号４）

種実は同定されなかった。

５）発掘区C９５

・Ⅱ層（試料番号１２から１６・サンプル番号１１）

草本種実のタデ属１、アカザ属１、カタバミ属１が同定された。

・Ⅲ層（試料番号１７、１８・サンプル番号１０）

草本種実のタデ属１が同定された。

・（試料番号１９・サンプル番号７）

種実は同定されなかった。

６）発掘区e０

・畑跡畝間（試料番号２０から２３・サンプル番号２１）

草本種実のタデ属サナエタデ節１が同定されたほか、未同定が３である。

・畑跡畝上（試料番号２４・サンプル番号２２）

未同定が１である。

７）発掘区e９８ Ⅲ―２（試料番号２５、２６・サンプル番号２０）

草本種実のイネ科？７、未同定１である。
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５．まとめ

大平遺跡で出土した炭化種実について同定を行った。その結果、草本種実のイネ科？、タデ属、タ

デ属サナエタデ節、アカザ属、ナデシコ科、カタバミ属が同定された。タデ属、タデ属サナエタデ節、

アカザ属、ナデシコ科、カタバミ属は、開けた集落域や路傍の人為環境に生育する。また、畑作雑草

の性格をもつ。

P―２４３区覆土・壙底面 ベンガラ、F―１０２区焼土、C９５区Ⅱ層・Ⅲ層からはアカザ属を主にタデ属、

ナデシコ科、カタバミ属が検出され、やや乾燥した開けた人為環境の分布が示唆される。e０区畑跡

ではタデ属サナエタデ節が検出されているが、タデ属サナエタデ節も同様に畑の環境を含む乾燥した

人為環境に生育する。

未同定とした種実は、分解しているため不明なものである。e９８区Ⅲ―２層ではイネ科？としたが、

イネ科などは特に分解されやすい。

以上、大平遺跡で検出された炭化種実は、いずれも陽当たりのよいやや乾燥した集落域あるいは畑

に生育する草本である。栽培植物が検出されないことから、これら種実遺体から推定される環境は、

周辺に陽当たりのよいやや乾燥した人為環境が分布していたことが示唆されることに留まる。
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４ 大平遺跡P－２４３から出土した結歯式竪櫛の構造と分析

平成２５年度の大平遺跡の調査では、縄文時代晩期前葉の上ノ国式土器（大洞BC式並行期）を伴う

墓P－２４３の坑底付近から結歯式竪櫛が出土した。残念ながら発見時に頭頂部側を破損してしまい、

掘り上げた土の中から破片を回収することとなったが、断面には櫛の結歯部が残っており、出土状況

は把握することができた。この墓からはもう１点竪櫛が検出されたが、脆弱で土ごと切り取って回収

し、保存処理は外部委託した。先に回収した破片にはパラロイドB７２を含浸させ、セメダインCで主

な破片を接着保管していたが、平成２６年１月に第１調査部第１調査課の�橋美鈴（現様似町教育委員

会）の協力を得られ、接合復元実施に至った。

現地調査での破片回収状況 断面には竪櫛の一部が残る 櫛上にサメ歯が重なって出土

接合前の状況 接合を進めた状況 最終接合

作業は破片の蛍光X線分析から実施し、照射位置と結果のグラフは図Ⅴ－５に示した。竪櫛の破片

は、頭頂部の装飾と結歯部は形状保っていたが、その間の破片は、外側に朱色の塗膜、内側は平行に

幅３．５㎜前後の隅丸方形の櫛歯の凹みが残る状態で２０点あった。接合作業を進めると、頂部の装飾に

縦長の破片が接合するなど、全形を予測するに足る材料がそろい、復元を行った。

破片の接合・充填にはパラロイドB７２アセトン５０％溶液にグラスマイクロバルーンを合わせたパテ

を使用、補彩にアクリル絵の具、トップコートにB７２アセトン溶液を使用した。未接合の小片からは、

２片を分析資料としプレパラート作成に使用、残りの小片はサンプルとして竪櫛ととも収納した。

分析結果や竪櫛構造模式図についてはⅥ章でまとめる。

マイクロスコープ写真 反射光 顕微鏡写真① 反射光 顕微鏡写真②
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Ⅵ ま と め

１ 縄文時代晩期前葉の墓と土坑

縄文時代晩期前葉の上ノ国式期の墓、３基が検出された。余市町の沢町遺跡や大川遺跡で、大洞BC

式併行期の墓が数多く検出されているが、「にぎり石」という断面をD字状に整形した特徴的な石器

が伴うことなど、独特な遺物が伴う例があり、類例が渡島半島域で確認されるのかは明らかでない。

渡島半島で縄文時代晩期の前葉の墓とされているものに、松前町の東山遺跡や乙部町の小茂内遺跡

の例がある。東山遺跡の墓坑からは、赤彩された、土製の蜜柑玉が多数みつかっている。この蜜柑玉

は、縄文時代後期後葉の遺跡である、静内町の御殿山遺跡や恵庭市カリンバ遺跡の墓坑や、恵庭市西

島松５遺跡の包含層からも同様の土玉が出土している。小茂内遺跡出土の土器も、後期後葉～大洞B

式の範疇に収まるものとみられることなどから、東山遺跡や小茂内遺跡の墓は、縄文時代後期末葉～

大洞B式におさまるものとみられる。大平遺跡より時期が下った墓の例には、約１．６㎞北東に位置す

る晩期中葉の札苅遺跡や、同じ町内の晩期中葉の大釜谷３遺跡がある。大平遺跡の墓は、長軸が東西

方向で、埋土上部に玉砂利がそれぞれ約４０㎏入れられていたが、そのような特徴は、同町内の札苅遺

跡や大釜谷３遺跡にも引き続きみられ、付近の河川敷や海岸で玉砂利が入手しやすい木古内町の晩期

前半の墓の特徴とみられる。また、本調査では墓坑のほかに、墓からやや離れた位置で、同時期の遺

物の入る土坑がみつかっている。これは、Ⅲ層中に掘られた浅い土坑で、埋土にはⅡ層が落ち込み復

元可能な土器が入っていることから墓と区別したが、道央部の晩期の後葉の墓の周囲に、性格不明の

埋戻しの無い円形土坑が多数掘られる例がある。道南地域での先行する時期だが、このような土坑の

性格や、類例があるのかなど問題は残る。

２ 竪 櫛

P－２４３坑底面からは結歯式の漆塗り竪櫛が２点出土した。１点は、傷みが激しく、土に貼り付い

た状態で取上げ、そのまま保存処理を行った。形状は、苫小牧市柏原５遺跡から出土した縄文時代晩

期中葉とされる、半円形の櫛に近いものとみられる。もう一点は、断面に半分かかる位置で検出され、

破損したが、状態の良い製品であったため、接合・復元するに至ったものである。形状は、二等辺三

角形の棟頂部に、大洞BC式土器の貼瘤文と同じ形状の斜めに刻まれた瘤と左右に突起が付され、結

歯部には７本の櫛歯が付くものである。北海道で見られる結歯式の漆塗り竪櫛は、縄文時代後期中葉

以降出土例が増え、後期後葉では墓の副葬品以外にも包含層や低地から出土するようになるが、晩期

になると数が急激に少なくなる傾向がある。今回検出された晩期前葉の縦櫛は、数少ない出土例とい

える。竪櫛構造模式図を図Ⅴ－４に示した。櫛歯は７本で、両端の歯がやや太めとみられる。結歯部

まではそれぞれの櫛歯の断面は円形だが、棟部では隅丸方形になり、薄く加工している。先端は細く

尖り、中央の３本の先端は棟頂部の装飾に達する。左右の２番目の歯材頂部は、棟部の外形に添うよ

うに先端が切断されているが、おそらく櫛全体の骨組みを作り、木屎漆（現在の乾漆彫刻では漆に砥

の粉を混ぜたものを使用）で全体を固定した後に形状を調整しているとみられる。棟頂部の装飾の左

の突起は当初折れており、その中心に断面が円形の細い穴が空いていたことから、装飾内部に横木が

充てられていると推測し、結歯部の構造は、前や横の凸部から紐で歯材の結わえ方を想定している。

頂部の瘤状の装飾にも何らかの心材が入っているとみられるが、詳細は不明である。

化粧漆の蛍光X線分析では、鉄と水銀にピークがあり、ベンガラを溶いた漆と、水銀朱を溶いた漆

の２種類が塗布されていたとみられる。内面照射した分析⑤では鉄の値が水銀を大きく上回る。断面



Ⅵ　まとめ

157

Ⅵ ま と め

１ 縄文時代晩期前葉の墓と土坑

縄文時代晩期前葉の上ノ国式期の墓、３基が検出された。余市町の沢町遺跡や大川遺跡で、大洞BC

式併行期の墓が数多く検出されているが、「にぎり石」という断面をD字状に整形した特徴的な石器

が伴うことなど、独特な遺物が伴う例があり、類例が渡島半島域で確認されるのかは明らかでない。

渡島半島で縄文時代晩期の前葉の墓とされているものに、松前町の東山遺跡や乙部町の小茂内遺跡

の例がある。東山遺跡の墓坑からは、赤彩された、土製の蜜柑玉が多数みつかっている。この蜜柑玉

は、縄文時代後期後葉の遺跡である、静内町の御殿山遺跡や恵庭市カリンバ遺跡の墓坑や、恵庭市西

島松５遺跡の包含層からも同様の土玉が出土している。小茂内遺跡出土の土器も、後期後葉～大洞B

式の範疇に収まるものとみられることなどから、東山遺跡や小茂内遺跡の墓は、縄文時代後期末葉～

大洞B式におさまるものとみられる。大平遺跡より時期が下った墓の例には、約１．６㎞北東に位置す

る晩期中葉の札苅遺跡や、同じ町内の晩期中葉の大釜谷３遺跡がある。大平遺跡の墓は、長軸が東西

方向で、埋土上部に玉砂利がそれぞれ約４０㎏入れられていたが、そのような特徴は、同町内の札苅遺

跡や大釜谷３遺跡にも引き続きみられ、付近の河川敷や海岸で玉砂利が入手しやすい木古内町の晩期

前半の墓の特徴とみられる。また、本調査では墓坑のほかに、墓からやや離れた位置で、同時期の遺

物の入る土坑がみつかっている。これは、Ⅲ層中に掘られた浅い土坑で、埋土にはⅡ層が落ち込み復

元可能な土器が入っていることから墓と区別したが、道央部の晩期の後葉の墓の周囲に、性格不明の

埋戻しの無い円形土坑が多数掘られる例がある。道南地域での先行する時期だが、このような土坑の

性格や、類例があるのかなど問題は残る。

２ 竪 櫛

P－２４３坑底面からは結歯式の漆塗り竪櫛が２点出土した。１点は、傷みが激しく、土に貼り付い

た状態で取上げ、そのまま保存処理を行った。形状は、苫小牧市柏原５遺跡から出土した縄文時代晩

期中葉とされる、半円形の櫛に近いものとみられる。もう一点は、断面に半分かかる位置で検出され、

破損したが、状態の良い製品であったため、接合・復元するに至ったものである。形状は、二等辺三

角形の棟頂部に、大洞BC式土器の貼瘤文と同じ形状の斜めに刻まれた瘤と左右に突起が付され、結

歯部には７本の櫛歯が付くものである。北海道で見られる結歯式の漆塗り竪櫛は、縄文時代後期中葉

以降出土例が増え、後期後葉では墓の副葬品以外にも包含層や低地から出土するようになるが、晩期

になると数が急激に少なくなる傾向がある。今回検出された晩期前葉の縦櫛は、数少ない出土例とい

える。竪櫛構造模式図を図Ⅴ－４に示した。櫛歯は７本で、両端の歯がやや太めとみられる。結歯部

まではそれぞれの櫛歯の断面は円形だが、棟部では隅丸方形になり、薄く加工している。先端は細く

尖り、中央の３本の先端は棟頂部の装飾に達する。左右の２番目の歯材頂部は、棟部の外形に添うよ

うに先端が切断されているが、おそらく櫛全体の骨組みを作り、木屎漆（現在の乾漆彫刻では漆に砥

の粉を混ぜたものを使用）で全体を固定した後に形状を調整しているとみられる。棟頂部の装飾の左

の突起は当初折れており、その中心に断面が円形の細い穴が空いていたことから、装飾内部に横木が

充てられていると推測し、結歯部の構造は、前や横の凸部から紐で歯材の結わえ方を想定している。

頂部の瘤状の装飾にも何らかの心材が入っているとみられるが、詳細は不明である。

化粧漆の蛍光X線分析では、鉄と水銀にピークがあり、ベンガラを溶いた漆と、水銀朱を溶いた漆

の２種類が塗布されていたとみられる。内面照射した分析⑤では鉄の値が水銀を大きく上回る。断面

の観察から、漆塗膜は表層に薄い塗膜、下層にやや厚い塗膜の二層に塗られている。ベンガラと水銀

朱を互層で塗布する場合、色調を高めるためベンガラ層を下層にする原則がみられることから、本製

品は、木屎漆で全体形を調整し、まずベンガラを溶いた漆を塗布し、仕上げで水銀朱を溶いた漆を塗

布したとみられる。この竪櫛は、棟頂部の装飾の形状が、同時期の本州からの搬入品である亀ヶ岡式

土器に付される貼瘤文と形状が似ていることや、搬入された土器の多くが漆塗りであることなどか

ら、この漆塗り竪櫛は、すべて津軽海峡を越えて搬入されたものとみている。

３ 鉄 滓

表採品で図化していないが、鉄滓が１点出土した。重さは４６グラムで磁石に反応しなかった。木古

内町の海岸は頁岩系の小砂利の浜であるため砂鉄は取れないとみられるが、この地域は中世から和人

の移住が進んだ地域であるため、たたら製鉄が行われていた可能性はある。

４ 土 器

大平遺跡からは縄文時代前期から擦文文化期までの土器が出土した。出土量に占める割合で１％超

えるのは、縄文時代後期後葉が約５％、縄文時代晩期前葉が約２３％、縄文時代晩期後葉で約７２％、晩

期を合わせると９５％で、検出されている遺構も晩期前葉のものが多く、大平遺跡の海岸段丘縁付近に

は縄文時代晩期の遺跡が拡がっていたといえる。

縄文時代後期後葉の土器は２，９８７点が出土した。出土量はさほど多くはないが、注口土器など１０数

点を復元するに至った。これらの土器は、最も海側にせり出す斜面裾のd９９・１００、e１００区からまとまっ

て出土した。形状が丸く、斜面を転がり落ちやすい、注口土器や小型の鉢が復元され、深鉢などの大

型土器と、破片の出土状況に差が付いたかもしれないが、隣のd９８区から、壊れた土偶２個体が出土

していることなど、何らかの廃棄行為が行われた場所だった可能性はある。土器や土偶には、擦消文

や２条の沈線間に細かい刻みを施した文様が付され、付される貼瘤も数が比較的多い。器形や文様の

特徴は北斗市矢不来７遺跡出土の土器群よりも古い、堂林式の新しい段階の時期幅の狭い一群と考え

られる。土偶の形態は腰に手を当てる姿勢で、２体ともほぼ同形同大である。類似する土偶は、静内

御殿山遺跡から出土している。その形状は、本遺跡出土の土偶の影響を受けているとみられ、時期的

にも御殿山式よりも古い土偶とみられる。

縄文時代晩期前葉の土器は１４，３７１点出土した。段丘上から斜面裾まで、広く出土し、個体数も多かっ

た。１５点掲載した大洞BC式の搬入品のうち、１１点に漆が塗布されていた痕跡が残る。ほとんどが壺

形土器で、墓から出土した竪櫛を含め、漆を塗られた良品が多数もたらされていたとみられる。文様

には三叉文、入組文、C字文などが組み合わされて展開する。地文が施される土器は上ノ国式とみら

れる。深鉢や壺形の口縁部などに付される刺突に爪形文はなく、半截竹管や棒状、ヘラ状の工具で連

続刺突を施したもがある。そのほかに羊歯状文、S字文、三叉文、横走沈線文などが見られ、これら

の文様が単体や組み合わされて展開する。底部は上げ底のものが多く、壺形土器は、口縁部が無文で、

縦長の体部のものが目立つ。土器１１２、１２２には、やや古手の器形や文様がみられるが、それ以外は上

ノ国式の時期幅の狭い一群と考えられる。

縄文時代晩期後葉の土器は４６，１３０点出土した。在地の土器が大半を占めるなか、海岸段丘上の包含

層からは変形工字文が付された搬入品の破片や、斜面の遺物集中区からは縦横位に展開する工字文が

付された搬入品の壺形土器どが出土している。在地の土器には、口縁部に付される突起の大型化や、

口縁部内側や突起に付される文様の沈線化が進む点に時期差があると考え、土器の出土状況などから

Ⅰ期～Ⅵ期を想定し図Ⅵ－１に示した。

Ⅴ期には、海岸段丘上のSP－１から出土した３個体の土器を当てはめた。これらは３個体同時に
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埋納されたもので、そのうちの１点は、鉢形土器の分類で、Ⅲ－１－２類のモデルにも使用する、突

起の大型化、施文の沈線化が進んだ新しい要素をもっている個体である。また、この遺構が検出され

た周辺の包含層からは変形工字文が施された搬入品の鉢が出土している。

Ⅲ期には、c９４・９５区から出土した土器を当てはめた。同地区からは本報告に掲載した晩期後葉の

土器の３分の１にあたる１４４点を掲載している。破片の遺存状況が良好であったため、あらゆる器種

が復元され、搬入品の壺や鉢形土器を伴って出土した。この場所に土器が廃棄される契機は、風倒木

による一定期間地形が緩斜面化したためとみているが、そのせいか古い時期の土器の混入も少ない傾

向があった。図Ⅳ－７３～７５には器種別に出土状況を掲載した。擦文土器が出土しているが、出土レベ

ルから、晩期後葉の遺物が埋まった後に重なったものである。この地区から出土した土器には、Ⅴ期

にみられる新しい要素を持つ土器が含まれてないことや、文様では鉤状沈線の交互文と交互弧線文が

併存している特徴がある。文様にはこのほかに、矢羽状沈線文や入組文がある。また、この地区からは

胴部最大径より上部に縦横位に展開する工字文が付された搬入品の壺形土器（２３８）が出土している。

このような状況から、本遺跡出土の晩期後葉の土器の中では古手の要素をもつ一群と考え、同地区

から出土した各器種をⅢ期に当てはめた。Ⅲ期には、森町尾白内貝塚（図Ⅵ－２－１９～２５）や白坂７

地点（図Ⅵ－２－１４）・第８地点（図Ⅵ－２－１７）、湯の里６遺跡（図Ⅵ－２－４）などがある。c９５

区から得られた炭化クルミによる１４C年代は、２５００±３０yrBP～２４９０±３０yrBPの狭い範囲に収まる。

Ⅰ期 福田（２００７）のなかで、聖山式を入組文や工字文の変遷の観点から五つの段階に分けたなか

の新しい⑤段階とした「武佐川・日ノ浜８号段階」を当てはめた。なお、福田の説明の中には、深鉢

や台付鉢がなかったので、その後の調査から得た森町鷲ノ木遺跡から出土した土器（森町教育委員会

２００８）から不足の器形を当てはめた。福田のいう工字文・入組文の変遷に対する理解は不十分で、鷲

ノ木遺跡の土器と日ノ浜８号遺跡の壺を並べるのはやや強引ではあり、後者はむしろⅢ期直前のⅡ期

に入れるべきかもしれないが、Ⅲ期との比較のためⅠ期におさめる。鷲ノ木遺跡の土器にはすでにた

すき状文が施される大型突起や、幅のある対の山形突起が現れ、それに横位連続工字文が付されるも

のである。このほかⅠ期には、知内町湯の里５遺跡（図Ⅵ－２－５）の遺物も含まれると考えている。

先にⅠ・Ⅲ・Ⅴ期を設定し、その前後のⅡ・Ⅳ・Ⅵ期にどのような遺物が当てはまるのか、若干の

考察を加える。

Ⅱ期 鉢形土器に図Ⅳ－４－�に示した工字文系文①に略図を示した文様が付される土器（土器

３７６、５７０）を当てはめた。遺跡から出土したこの文様が付される土器は、すべて鉢形で破片資料が多

い。付される文様は、入組文や横位連続工字文が複雑に変化し、沈線化も進んだものと考え、強引で

はあるがⅡ期に収めたが、Ⅲ期とほぼ同時期である可能性もある。これに近いとみられる文様の類例

に、木古内町札苅遺跡の包含層から三個体が重なって出土した土器（図Ⅵ－２－１～３）がある。深

鉢には、図Ⅵ－２－６～８に示した日ノ浜８号遺跡出土の土器（同一個体の深鉢口縁部片で、７と８

は接合するとみられ、文様を見やすくするため、接合状態の図を使用）を当てはめた。突起の形状や

頸部の括れが強く残っていることなど、Ⅲ期よりは古い形を残しているが、時期的な差は小さいとみ

られる。文様は、１条の波状沈線文の下位に並行する波頂部で途切れる沈線を施したもので、大平遺

跡では見られない文様である。Ⅰ期とⅢ期の違いは、交互弧線文の出現と、横位連続工字文がほぼな

くなる点であり、弧線文系の文様は、鉤状沈線の交互文の簡略化から生じたとみているが、日ノ浜の

文様は、先行して弧線文系の文様が付されるものである。Ⅱ期には、文様分類の�－１形（図Ⅳ－４）

が付される深鉢や壺などの各器種を含む土器の一群があることも想定されるが、当てはめられる土器

が少なく、Ⅲ期が新旧の要素で二つに分けられる可能性もある。
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埋納されたもので、そのうちの１点は、鉢形土器の分類で、Ⅲ－１－２類のモデルにも使用する、突

起の大型化、施文の沈線化が進んだ新しい要素をもっている個体である。また、この遺構が検出され

た周辺の包含層からは変形工字文が施された搬入品の鉢が出土している。

Ⅲ期には、c９４・９５区から出土した土器を当てはめた。同地区からは本報告に掲載した晩期後葉の

土器の３分の１にあたる１４４点を掲載している。破片の遺存状況が良好であったため、あらゆる器種

が復元され、搬入品の壺や鉢形土器を伴って出土した。この場所に土器が廃棄される契機は、風倒木

による一定期間地形が緩斜面化したためとみているが、そのせいか古い時期の土器の混入も少ない傾

向があった。図Ⅳ－７３～７５には器種別に出土状況を掲載した。擦文土器が出土しているが、出土レベ

ルから、晩期後葉の遺物が埋まった後に重なったものである。この地区から出土した土器には、Ⅴ期

にみられる新しい要素を持つ土器が含まれてないことや、文様では鉤状沈線の交互文と交互弧線文が

併存している特徴がある。文様にはこのほかに、矢羽状沈線文や入組文がある。また、この地区からは

胴部最大径より上部に縦横位に展開する工字文が付された搬入品の壺形土器（２３８）が出土している。

このような状況から、本遺跡出土の晩期後葉の土器の中では古手の要素をもつ一群と考え、同地区

から出土した各器種をⅢ期に当てはめた。Ⅲ期には、森町尾白内貝塚（図Ⅵ－２－１９～２５）や白坂７

地点（図Ⅵ－２－１４）・第８地点（図Ⅵ－２－１７）、湯の里６遺跡（図Ⅵ－２－４）などがある。c９５

区から得られた炭化クルミによる１４C年代は、２５００±３０yrBP～２４９０±３０yrBPの狭い範囲に収まる。

Ⅰ期 福田（２００７）のなかで、聖山式を入組文や工字文の変遷の観点から五つの段階に分けたなか

の新しい⑤段階とした「武佐川・日ノ浜８号段階」を当てはめた。なお、福田の説明の中には、深鉢

や台付鉢がなかったので、その後の調査から得た森町鷲ノ木遺跡から出土した土器（森町教育委員会

２００８）から不足の器形を当てはめた。福田のいう工字文・入組文の変遷に対する理解は不十分で、鷲

ノ木遺跡の土器と日ノ浜８号遺跡の壺を並べるのはやや強引ではあり、後者はむしろⅢ期直前のⅡ期

に入れるべきかもしれないが、Ⅲ期との比較のためⅠ期におさめる。鷲ノ木遺跡の土器にはすでにた

すき状文が施される大型突起や、幅のある対の山形突起が現れ、それに横位連続工字文が付されるも

のである。このほかⅠ期には、知内町湯の里５遺跡（図Ⅵ－２－５）の遺物も含まれると考えている。

先にⅠ・Ⅲ・Ⅴ期を設定し、その前後のⅡ・Ⅳ・Ⅵ期にどのような遺物が当てはまるのか、若干の

考察を加える。

Ⅱ期 鉢形土器に図Ⅳ－４－�に示した工字文系文①に略図を示した文様が付される土器（土器

３７６、５７０）を当てはめた。遺跡から出土したこの文様が付される土器は、すべて鉢形で破片資料が多

い。付される文様は、入組文や横位連続工字文が複雑に変化し、沈線化も進んだものと考え、強引で

はあるがⅡ期に収めたが、Ⅲ期とほぼ同時期である可能性もある。これに近いとみられる文様の類例

に、木古内町札苅遺跡の包含層から三個体が重なって出土した土器（図Ⅵ－２－１～３）がある。深

鉢には、図Ⅵ－２－６～８に示した日ノ浜８号遺跡出土の土器（同一個体の深鉢口縁部片で、７と８

は接合するとみられ、文様を見やすくするため、接合状態の図を使用）を当てはめた。突起の形状や

頸部の括れが強く残っていることなど、Ⅲ期よりは古い形を残しているが、時期的な差は小さいとみ

られる。文様は、１条の波状沈線文の下位に並行する波頂部で途切れる沈線を施したもので、大平遺

跡では見られない文様である。Ⅰ期とⅢ期の違いは、交互弧線文の出現と、横位連続工字文がほぼな

くなる点であり、弧線文系の文様は、鉤状沈線の交互文の簡略化から生じたとみているが、日ノ浜の

文様は、先行して弧線文系の文様が付されるものである。Ⅱ期には、文様分類の�－１形（図Ⅳ－４）

が付される深鉢や壺などの各器種を含む土器の一群があることも想定されるが、当てはめられる土器

が少なく、Ⅲ期が新旧の要素で二つに分けられる可能性もある。
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Ⅳ期には、Ⅲ期よりも各突起が大型化し、内側の文様も沈線化が進んだ傾向がある土器と、前突起

基部の内外側に大型の対の貼瘤文が付されるものを当てた。Ⅴ期の特徴には、突起の大型化や文様の

沈線化が進むことのほかに、前突起の軸に刻みを施す貼付帯が付されること、その貼付帯より下位に

深い沈線で角を強調した方形の張り出しが付されること、鉢や鉢形土器の文様が横走沈線だけにな

り、ほかの文様がなくなることなどがある。Ⅳ期に示した突起（５２２、５２７）の口縁部内外に付される

大きな対の貼瘤は、前突起の頂部下位で小さく前後に突出する部分の横幅が拡がり、その前後や角に

刻みを加えた装飾（土器３７４、３９８、４２５、４３６、５２４、５２６、５２９、５３４、５３５など）が突起頂部の装飾か

ら別れ、口縁側に下がったものとみられる。やがてその装飾は、口唇と重なり対の瘤になったものと

みられる。このような装飾が付される例に土器４７５、４７９、５２２、５２７、５２８、５３０、５３７、５３９～５４１があ

り、このうち口縁部の文様がわかるものでは、すべて横走沈線だけで施文されるものになる。その一

方で、突起に付される文様はたすき状であるものが多い。前突起基部の装飾と突起下の貼瘤文との区

別は、土器の内外面に同時に付されるか否かで見分けられる。Ⅳ・Ⅴ期の段階ではこの装飾の下に突

起下の貼瘤文が付される。土器５３７の軸部には、軸部に付される沈線間に刻みが施されており、この

ような施文がⅤ期の突起軸部に付される刻みを付した粘土紐の貼付帯に続くものとみられる。鉢形土

器で示した土器（５０７）は、口縁に付される突起がⅢ期に比べ大型化し、口縁内側の文様も沈線化が

進んだものとしてⅣ期に当てはめ、この土器と並んで一括出土した壺形土器（２７６）を同時期のもの

と考えた。深鉢３０２も付近から出土したものだが、頸部に括れをもち、貼瘤文も丁寧に付されている

ことなど、在地の個体ではないとみられる。Ⅳ期からⅤ期の間に当てはまるものとみられる。大型の

壺（２８５）は、文様はないが、古手の壺にみられる蓋受け状の構造がないなど、新しい器形と考えら

れる。Ⅴ期～Ⅵ期に相当する考えた。

Ⅵ期には、さらに突起が太く大型化し、突起基部の装飾もⅤ期より横幅が拡がり、口縁部との融合

が進んだ状況のものを当てた。突起基部の装飾の垂下により、突起下の貼瘤文は口縁部の横走沈線を

数条挟んだ下位に付されるようになり、これと同時に貼瘤文b（図Ⅳ－３）とした、文様帯の中位に

付される貼瘤列（本来は口縁部と頸部の境に付される貼瘤）がなくなる段階である。貼瘤bがなくな

ることで、口縁部に付される沈線の数も減少する傾向がある。突起下に付される貼瘤文の形状は楕円

形の貼瘤に横方向の沈線を加え、両端に瘤を寄せたものや、楕円形の外形のままのものがみられる。

この時期の深鉢の例として、松前町の東山遺跡の包含層から出土した深鉢を当てた。これは、大小の

突起が交互に付される口唇で、突起下の貼瘤は省略され、上下に３条の横走沈線間に、突起の位置で

区切る沈線が付されたものである。この時期の類例に函館市日ノ浜８号遺跡出土の鉢（図Ⅵ－２－１０）

や戸井貝塚出土の鉢（図Ⅵ－２－２７）があるほか、青森県では、津軽半島の五所川原市相内の五月女

萢遺跡からⅥ期に相当する鉢３個体が、下北半島むつ市不備無遺跡からは断片的にⅤ～Ⅵ期の大型突

起に類する破片が出土している。

大平遺跡から出土した遺物を器形や文様の特徴からⅢ・Ⅴ期に、それより古い特徴をもつ土器に、

日ノ浜８号遺跡、武佐川遺跡、鷲ノ木４遺跡の遺物をⅠ期当てはめ、その前後に当てはまる土器様相

を推測した。その結果、Ⅳ・Ⅵ期に当てはまるものは、大平遺跡出土の遺物である程度の答えを見出

すことが出来たが、Ⅲ期とⅠ期の間にくると考えられる土器様相に、明快な答えは得られなかった。

Ⅲ期の段階で、すでに弧線文系の文様がすべての器種に施文され、Ⅴ期までには横走沈線が主体にな

り、そのほかの文様は大方姿を消す状況は捉えられ、Ⅱ期には弧線文系の文様が発生する段階の土器

群があてはまることまでは予測されるのである。福田（２００７）のなかで、入組文の変遷過程から大洞

A２式の段階で弧線文系の文様が生ずる指摘がある。このことから、Ⅰ期に当てた日ノ浜８号遺跡出
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Ⅳ期には、Ⅲ期よりも各突起が大型化し、内側の文様も沈線化が進んだ傾向がある土器と、前突起

基部の内外側に大型の対の貼瘤文が付されるものを当てた。Ⅴ期の特徴には、突起の大型化や文様の

沈線化が進むことのほかに、前突起の軸に刻みを施す貼付帯が付されること、その貼付帯より下位に

深い沈線で角を強調した方形の張り出しが付されること、鉢や鉢形土器の文様が横走沈線だけにな

り、ほかの文様がなくなることなどがある。Ⅳ期に示した突起（５２２、５２７）の口縁部内外に付される

大きな対の貼瘤は、前突起の頂部下位で小さく前後に突出する部分の横幅が拡がり、その前後や角に

刻みを加えた装飾（土器３７４、３９８、４２５、４３６、５２４、５２６、５２９、５３４、５３５など）が突起頂部の装飾か

ら別れ、口縁側に下がったものとみられる。やがてその装飾は、口唇と重なり対の瘤になったものと

みられる。このような装飾が付される例に土器４７５、４７９、５２２、５２７、５２８、５３０、５３７、５３９～５４１があ

り、このうち口縁部の文様がわかるものでは、すべて横走沈線だけで施文されるものになる。その一

方で、突起に付される文様はたすき状であるものが多い。前突起基部の装飾と突起下の貼瘤文との区

別は、土器の内外面に同時に付されるか否かで見分けられる。Ⅳ・Ⅴ期の段階ではこの装飾の下に突

起下の貼瘤文が付される。土器５３７の軸部には、軸部に付される沈線間に刻みが施されており、この

ような施文がⅤ期の突起軸部に付される刻みを付した粘土紐の貼付帯に続くものとみられる。鉢形土

器で示した土器（５０７）は、口縁に付される突起がⅢ期に比べ大型化し、口縁内側の文様も沈線化が

進んだものとしてⅣ期に当てはめ、この土器と並んで一括出土した壺形土器（２７６）を同時期のもの

と考えた。深鉢３０２も付近から出土したものだが、頸部に括れをもち、貼瘤文も丁寧に付されている

ことなど、在地の個体ではないとみられる。Ⅳ期からⅤ期の間に当てはまるものとみられる。大型の

壺（２８５）は、文様はないが、古手の壺にみられる蓋受け状の構造がないなど、新しい器形と考えら

れる。Ⅴ期～Ⅵ期に相当する考えた。

Ⅵ期には、さらに突起が太く大型化し、突起基部の装飾もⅤ期より横幅が拡がり、口縁部との融合

が進んだ状況のものを当てた。突起基部の装飾の垂下により、突起下の貼瘤文は口縁部の横走沈線を

数条挟んだ下位に付されるようになり、これと同時に貼瘤文b（図Ⅳ－３）とした、文様帯の中位に

付される貼瘤列（本来は口縁部と頸部の境に付される貼瘤）がなくなる段階である。貼瘤bがなくな

ることで、口縁部に付される沈線の数も減少する傾向がある。突起下に付される貼瘤文の形状は楕円

形の貼瘤に横方向の沈線を加え、両端に瘤を寄せたものや、楕円形の外形のままのものがみられる。

この時期の深鉢の例として、松前町の東山遺跡の包含層から出土した深鉢を当てた。これは、大小の

突起が交互に付される口唇で、突起下の貼瘤は省略され、上下に３条の横走沈線間に、突起の位置で

区切る沈線が付されたものである。この時期の類例に函館市日ノ浜８号遺跡出土の鉢（図Ⅵ－２－１０）

や戸井貝塚出土の鉢（図Ⅵ－２－２７）があるほか、青森県では、津軽半島の五所川原市相内の五月女

萢遺跡からⅥ期に相当する鉢３個体が、下北半島むつ市不備無遺跡からは断片的にⅤ～Ⅵ期の大型突

起に類する破片が出土している。

大平遺跡から出土した遺物を器形や文様の特徴からⅢ・Ⅴ期に、それより古い特徴をもつ土器に、

日ノ浜８号遺跡、武佐川遺跡、鷲ノ木４遺跡の遺物をⅠ期当てはめ、その前後に当てはまる土器様相

を推測した。その結果、Ⅳ・Ⅵ期に当てはまるものは、大平遺跡出土の遺物である程度の答えを見出

すことが出来たが、Ⅲ期とⅠ期の間にくると考えられる土器様相に、明快な答えは得られなかった。

Ⅲ期の段階で、すでに弧線文系の文様がすべての器種に施文され、Ⅴ期までには横走沈線が主体にな

り、そのほかの文様は大方姿を消す状況は捉えられ、Ⅱ期には弧線文系の文様が発生する段階の土器

群があてはまることまでは予測されるのである。福田（２００７）のなかで、入組文の変遷過程から大洞

A２式の段階で弧線文系の文様が生ずる指摘がある。このことから、Ⅰ期に当てた日ノ浜８号遺跡出
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土の壺や武佐川遺跡出土の鉢が鷲ノ木４遺跡の土器より新しく、Ⅲ期直前のに当てはめるのが妥当と

みられる。これらの土器に付される文様は、Ⅲ期の鉤状沈線の交互文とした文様に直接繋がるものだ

が、同時に弧線文系の文様に変化するものとみられる。ただし、まだⅢ期より古手の資料不足の感が

残る。時間軸では、Ⅲ期の年代観がおよそ２５００年前という測定結果が得られているが、Ⅲ期～Ⅳ期の

土器は石狩低地帯では第一黒色土層から出土している。また、Ⅲ～Ⅵ期間の時間幅も定かではない。

図Ⅵ－２には道内の出土例をまとめた。使用した土器は１～３木古内町札苅、４知内町湯の里６、

５知内町湯の里５、６～１０函館市日ノ浜８号、１１北斗市久根別、１２木古内町新道４、１３函館市石川１、

１４松前町白坂第８地点、１５～１８松前町白坂第７地点、１９～２５森町尾白内貝塚、２６森町鷲ノ木４遺跡、

２７函館市戸井貝塚、２８～３１乙部町栄浜遺跡、３５千歳市美々５、３５～３７千歳市ママチ遺跡、３８千歳市キ

ウス５遺跡、３９～４９恵庭市西島松２遺跡、５０～５８千歳市梅川４遺跡、５９江別市対雁２遺跡、６０北見市

中ノ島遺跡である。

渡島半島部の知内町湯の里６遺跡から出土した土器（図Ⅵ－２－４）はⅢ期に相当するもの。また、

湯の里５遺跡から出土する鉢形土器の突起は頂部が横に開くものが多い。図Ⅵ－２－２６は鷲ノ木４遺

跡で報告された資料中、唯一鉤状沈線の交互文が付されるもので、Ⅲ期よりやや古手とみられる。乙

部町栄町の資料はⅢ期に近いものとみられるが、貼瘤文に刻みを付す点など大平出土の土器と異なる

特徴がある。c９５区から出土した土器４２８は、貼瘤文に付される刻みや文様が、Ⅲ期の中では個性的な

存在で、乙部町の資料に似ている。津軽海峡を越えないまでも、渡島半島部で施文の地域差があり、

そのような地域からの搬入品かもしれない。

石狩低地帯の縄文時代晩期後葉の遺跡からは、大平遺跡から出土した土器群が頻繁に出土し、それ

を模倣して作った在地の土器も多くなり、それまでの道央部での器種組成にも影響を及ぼしているよ

うにみられる。逆の例では、森町の尾白内貝塚から、道央部から持ち込まれたとみられる深鉢が出土

例や、黒曜石の出土量もやや増えるようで、石狩低地帯との結びつきが強まった時期であったと考え

られる。みつかっている土器は、主にⅠ～Ⅳ期相当するとみられ、主に樽前C火山灰より上層の第一

黒色土層から出土している。ここでは千歳市や恵庭市の晩期後葉の遺跡からみつかったものを中心に

集めたが、このほかにも長沼町タンネトウ遺跡、余市町栄町５遺跡などからも破片が出土している。

図Ⅵ－２に掲載した土器のうち３５、３８、４０～４３、５４～５６が搬入品とみられ、それ以外は模倣品である。

それまでの道央部の土器に貼瘤文が付されるものは壺形や舟形土器に限られたが、模倣品の深鉢や鉢

形土器には貼瘤文がみられる。一方、搬入品と考えた破片の口唇に刻みや、縄文が施されるものなど、

大平遺跡ではあまり見られない施文があり、これも、大平遺跡出土資料の地域差の現れとみられる。

Ⅴ・Ⅵ期に相当する破片はみつからず、５９の対雁２遺跡の例や６０の北見市中ノ島遺跡の例のように器

形に影響を残しつつも、文様の在地化が進むようである。

引用・参考文献

安藤広道 ２００９『東日本先史時代土器編年における標識資料・基準資料の基礎的研究

石川日出志編 ２００５ 「関東・東北弥生式土器と北海道続縄文土器の広域編年」

飯島義雄 ２０１４ 「北海道茅部郡森町森川２遺跡出土の壺形土器に施文された特異な連繋入組文」

『斬新考古 第２号』 北海道考古学研究所

２０１５「日ノ浜式土器」として提示された土器の検討」 『斬新考古 第３号』 北海道考古学研究所

１９９８「聖山式土器の体部文様における非主要類型の意義」『北方の考古学』

遠藤香澄・鈴木克彦２０１０「北海道南部の縄文集落の葬墓制」『縄文集落の多様性Ⅱ 葬墓制』雄山閣



Ⅵ　まとめ

163

土の壺や武佐川遺跡出土の鉢が鷲ノ木４遺跡の土器より新しく、Ⅲ期直前のに当てはめるのが妥当と

みられる。これらの土器に付される文様は、Ⅲ期の鉤状沈線の交互文とした文様に直接繋がるものだ

が、同時に弧線文系の文様に変化するものとみられる。ただし、まだⅢ期より古手の資料不足の感が

残る。時間軸では、Ⅲ期の年代観がおよそ２５００年前という測定結果が得られているが、Ⅲ期～Ⅳ期の

土器は石狩低地帯では第一黒色土層から出土している。また、Ⅲ～Ⅵ期間の時間幅も定かではない。

図Ⅵ－２には道内の出土例をまとめた。使用した土器は１～３木古内町札苅、４知内町湯の里６、

５知内町湯の里５、６～１０函館市日ノ浜８号、１１北斗市久根別、１２木古内町新道４、１３函館市石川１、

１４松前町白坂第８地点、１５～１８松前町白坂第７地点、１９～２５森町尾白内貝塚、２６森町鷲ノ木４遺跡、

２７函館市戸井貝塚、２８～３１乙部町栄浜遺跡、３５千歳市美々５、３５～３７千歳市ママチ遺跡、３８千歳市キ

ウス５遺跡、３９～４９恵庭市西島松２遺跡、５０～５８千歳市梅川４遺跡、５９江別市対雁２遺跡、６０北見市

中ノ島遺跡である。

渡島半島部の知内町湯の里６遺跡から出土した土器（図Ⅵ－２－４）はⅢ期に相当するもの。また、

湯の里５遺跡から出土する鉢形土器の突起は頂部が横に開くものが多い。図Ⅵ－２－２６は鷲ノ木４遺

跡で報告された資料中、唯一鉤状沈線の交互文が付されるもので、Ⅲ期よりやや古手とみられる。乙

部町栄町の資料はⅢ期に近いものとみられるが、貼瘤文に刻みを付す点など大平出土の土器と異なる

特徴がある。c９５区から出土した土器４２８は、貼瘤文に付される刻みや文様が、Ⅲ期の中では個性的な

存在で、乙部町の資料に似ている。津軽海峡を越えないまでも、渡島半島部で施文の地域差があり、

そのような地域からの搬入品かもしれない。

石狩低地帯の縄文時代晩期後葉の遺跡からは、大平遺跡から出土した土器群が頻繁に出土し、それ

を模倣して作った在地の土器も多くなり、それまでの道央部での器種組成にも影響を及ぼしているよ

うにみられる。逆の例では、森町の尾白内貝塚から、道央部から持ち込まれたとみられる深鉢が出土

例や、黒曜石の出土量もやや増えるようで、石狩低地帯との結びつきが強まった時期であったと考え

られる。みつかっている土器は、主にⅠ～Ⅳ期相当するとみられ、主に樽前C火山灰より上層の第一

黒色土層から出土している。ここでは千歳市や恵庭市の晩期後葉の遺跡からみつかったものを中心に

集めたが、このほかにも長沼町タンネトウ遺跡、余市町栄町５遺跡などからも破片が出土している。

図Ⅵ－２に掲載した土器のうち３５、３８、４０～４３、５４～５６が搬入品とみられ、それ以外は模倣品である。

それまでの道央部の土器に貼瘤文が付されるものは壺形や舟形土器に限られたが、模倣品の深鉢や鉢

形土器には貼瘤文がみられる。一方、搬入品と考えた破片の口唇に刻みや、縄文が施されるものなど、

大平遺跡ではあまり見られない施文があり、これも、大平遺跡出土資料の地域差の現れとみられる。

Ⅴ・Ⅵ期に相当する破片はみつからず、５９の対雁２遺跡の例や６０の北見市中ノ島遺跡の例のように器

形に影響を残しつつも、文様の在地化が進むようである。
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